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は しがき

国 際バ カ ロ レア機 構 で は、従 来 か らIB教 科 に つ い て のガ イ ドブ ックや 過 去 テ ス ト問

題 や 解 説 等 の図書 を発 行 して い るが 、これ らの 図 書 はIB校 関係 者 向 けの も ので あっ て、

国 際 バ カ ロ レア の プ ロ グ ラム に関心 の あ る一般 の人 た ちや 教 育者 向 け の もの で は な い。

私 が最 初 に 国 際バ カ ロ レア機 構 以 外 の 出版 社 か ら発 行 され た 、 よ り広 い読 者 を対 象 と

したIBプ ロ グ ラ ム に 関 す る 図 書 を 入 手 した の は 、LearningandUnderstanding:

ImprovingAdvancedStudyofMathematicsandScienceinU.S.HighSchools(2002

年 、NationalResearchCouncil)で あ っ た。 この 図書 は 、高 度 な 教 科 内容 と大 学入 学

に大 き な影 響 力 を持 つ ア ドバ ンス ト・プ レイ ス メ ン ト(AP)の プ ロ グ ラ ム とIBの プ ロ

グ ラム につ い て 、 限 られ た 教 科 で あ るが 両 者 の比 較 検 討 を行 っ た もの で あ る。 これ に

よ り両 プ ログ ラム の違 いや 教 師研 修 の違 い な どの一 端 を知 る こ とが で きた。

そ の 後 、国 際バ カ ロ レア機 構 のホ ー ムペ ー ジや 世 界 のIB校 か らの イ ン ターネ ッ トに

よ る情 報発 信 に よ り、 以前 とは比較 に な らな い く らい 国 際バ カ ロ レア の プ ログ ラ ム に

関す る情報 が入 手 で き るよ うにな っ た。 な か で も、2005年 か ら2006年 に か け てIBプ

ロ グ ラ ムに 関す る 一般 図書 が 次 々 に発 行 され 、 よ り詳 しい 内容 を 知 る こ とが で き る よ

うにな った こ とは研 究 者 と して嬉 しい こ とで あ る。 この報 告 書 を 作 成 す る に あ た って

は次 の 図書 か ら多 くを 学ぶ こ とが で き た。

Supertest: How the International Baccalaureate Can Strengthen Our Schools, 

Jay Mathews, Ian Hill, Open Court, 2005 

International Baccalaureate Diploma Programme: An Introduction For Teachers And 

Managers, Tim Pound, Routledge, 2006 

Study Skills for the International Baccalaureate, John L. Tomkinson, Anagnosis, 2006 

Theory of Knowledge for the TB Diploma, Richard van de Lagemaat, Cambridge 

University Press, 2006

これ らの図 書 は 非 常 に有用 で は あ る が 、 国 際 バ カ ロ レアの プ ロ グ ラム の 実践 者 か ら

直 接 疑 問 に感 じて い る こ とや 不 明 な こ とを訊 く こ とが 実 態 把 握 に は欠 かせ な い。 国 内

外 のい くつ か のIB校 や 国 際バ カ ロ レア 地域 事 務 所 を訪 問 し、IBコ ー デ ィネ ー タ ー 、教

師 、研 究 者 な どか ら貴 重 な情 報 を得 る こ とが で きた 。 本 研 究 のた め の調 査 訪 問 で特 に

お世 話 にな っ た二 人 の名 を こ こに記 して感 謝 申 し上 げ る。

一 人 は
、 国 際バ カ ロ レア機 構 アジ ア 太 平洋 地 域 局 長 のJudithGuy氏 で あ る。 同氏 に

は 、 これ ま で 日本 で2回 、 シ ンガ ポー ル で2回 お 会 い した が 、 毎 回 の 多 くの質 問 に丁

寧 に ご回答 い た だ いた 。また 、IBの 評 価 に 関す る論 文(DiplomaProgrammeassessment

Principlesandpractice)やIBコ ー デ ィネ ー タ ー必 携 のVadeMecumの 紹 介 、提供 を

い た だ いた こ とで 、IBの 評 価 につ い て の 考 え方 や 評価 方 法 の手 順 等 の全 貌 の理 解 に大
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い に役立 った。

も う一人 は、国際バ カ ロレア機構ア ジア太平洋地域 日本 ・韓 国代表 のバーナー ド恭

子 氏で ある。 同氏は現在 、玉川 大学学術研 究所 に所属 され ているが、平成11年(1999

年)、 同氏 が横 浜イ ンターナシ ョナルス クール に勤務 されて いた ときか らの知 り合 いで

あ る。 同氏 の長 年 にわたる国際バカ ロ レアの 日本語教師 としての経験 と国際バ カ ロレ

ア機構 日本代表 としての経験 は貴重で、国内外の国際バ カ ロレアに関す る確 かな最新

の情報 の提供 いた だいた。

IBプ ログラムの調査 でこれまでい くつ かの学校 を訪問 して、学校長やIBコ ーデ ィネ

ー ター に生徒 の実態や進路動 向、学校の経営、教師の研修、CAS活 動の内容 な どについ

て質 問 を した が、 どの学校 か らも丁寧な説明 をいただい た。 また、授業 も見せ て頂 く

ことも多かった。IB校 は非常 にオープンで あるとい う印象 をいだいてい る。IBプ ログ

ラムの内容 につい ては、IBプ ログラムを学ぶ生徒 の人物像 にもあ るが、「探求す る人」

や 「考 える人」を育て る内容 になってい る と実感 してい る。本研 究では、教科外 の 「課

題論文」、「知識 の理論 」、「CAS」について主に扱 ったが、これ らの要件 についても当て

はま る。 「課題 論 文」では約4000語 、「知識 の理論 」では約1600語 の論文を書 くこと

で生徒 は知 的 に相 当鍛 え られ るであろ う。 も う一つ、IBプ ログラムの特徴である と思

ってい るこ とを ここに記すな らば、評価 基準 とそ の活用方法で ある。IBの 評価基準 は

す べて公表 され ていて、教師 と生徒 が共有 している。 学習は常に評価基準 を念頭 にお

いて進 め られ る。評価 基準の詳細 につ いては、それぞれ の要件 に関す るガイ ドブ ック

か ら該 当部分 を翻 訳 し紹介 した。参考になれ ば幸いである。

平成19年3月

研究代表者 河合 久

研究組織

研究代表者 河 合 久(国 立教育政策研究所 教育課程研究センター基礎研究部)

科 学研 究 費 補 助 金 額

平 成17年 度1,600千 円

平成18年 度1,600千 円
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研究成果の概要

本 報告書 は平成17～18年 度 の文 部科学省 研 究補助 金 に よる 「国際バ カ ロ レア ・プ ログ ラ

ムにお ける教科 外活動 の位 置 づ け と評価 方法 に 関す る研 究」 の研 究成 果 をま とめ た もの で

あ る。研究 目的、研 究 活動 の概 要 、お よび研 究成 果 の概 要 は、以下 の とお りであ る。

1.研 究 目的

国際バ カ ロレア(IB)の プ ログ ラムについ て は、 日本 で はイ ンター ナ シ ョナル ス クール

の い くつか の学校 で実施 され てい るが 、 どの よ うな 内容 で どの よ うに実施 され てい るか注

目され るこ とは これま でほ とん どなか った。 しか し、近 年 、IBプ ログ ラムは世 界で注 目 さ

れ 、IBプ ログラムを導入す る国や学校 は急 増 して い る。

IBプ ログラムのDPが 高度 な教科 内容 か らな る こ とは、米 国な どの多 くの大 学で、 大学

の単位 と して認 め られ てい る こ とか らもわか る。 しか し、教科 の レベ ル が高い とい うだ け

で はな く、IBプ ログ ラムには教 科外 の活動 で あ る 「知識 の理論(TheoryofKnowledge)」

や 「創 造性 ・活動 ・奉仕(Creativity,Action,Service)」 や 「課題 論文(ExtendedEssay)」

とい った 内容が含 まれ ていて 、DP資 格取得 の要 件 に してい るこ とがIBプ ログ ラムの評価

を高 めてい るこ とに注 目した い。これ らの要件 には、「自 ら課題 を見 つ け解 決す る力 」や 「コ

ミュニ ケー シ ョン能 力」 の育成 といっ た これ か らの 同本 の教 育に求 め られ てい るものが含

まれ てい る し、 これ らの要件 の評価 方法 には それ ぞれ特色 が あ り、学 ぶべ き点 が多い と思

われ る。

IBプ ログラムの教科 の研 究 につい ては これ まで にい くつ かの報告 書 が 出てい るが 、教科

外 の3つ の要件 につ いて の研 究 、特 に、 これ らの要件 が どの よ うに評価 され るか にっ いて

の本 格 的な研 究 はない。IBのDP資 格 取得者 は 日本 にお いて は大 学入 学資格者 と して 昭和

54年 か ら認 め られてい る。近年 の教 育 の規制緩 和 に よ り、 日本 に あるい くつ か の外 国人 学

校 への受験 資格 の付 与 と ともに、IBプ ログ ラムは大 学 関係者 な どには徐 々 に知 られ る よ う

にな り身近 な もの にな って きた。 しか し、IBプ ログ ラム を、よ り深 く、よ り正 当 に評価 す

るため にも、IBプ ログ ラム にお け る教 科外 の 要件 につ いて の詳 しい研 究 の必 要性 が あ る。

そ こで 、本 報告書 で は、国際 バカ ロ レア ・プ ログ ラムのDPの 教 科外活 動 であ る3つ の要

件(「 知識 の理論」、 「創 造性 ・活動 ・奉仕 」、 「課 題論 文 」)の 内容 と評価 方法 の詳細 につ い

て 明 らか にす る。 さらに、近 年 、IBプ ログラム を導入 す る国や学校 が急増 してい るこ とか

ら、国際バカ ロ レア機 構(IBO)で は現状 と課 題 につ い て どの よ うに認識 し、今 後 の政 策 を

考 えてい るかを、資料 等 によ り明 らか にす る。

2.研 究活動の概 要

1年 目の研究活動 で は、 国内外 のIB校 等 の訪 問調 査 を行 った。 国内の 工B校 で は、加藤

学 園暁秀 中 ・高等 学校 、カネ デ ィア ンアカデ ミイ 、広 島イ ン ター ナシ ョナル ス クール 等 を

訪 問 した。海外 では、ロサ ンゼル ス のCRESSTと ロサ ンゼル ス統 一学 区、サ クラ メン トの カ

リフォル ニ ア教育省 とMiraLoma高 校 、シ ンガ ポール のIBAP(太 平洋 地域事務 所)とUnited

WorldCollegeofSouthEastAsia等 を訪 問 した。 どの訪 問か らも有 益 な情報 が得 られ た

が、IBAPのJudithGuy所 長 とのイ ン タビュー が特 に有益 で あった。 同氏 か らはIBAPの 主
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な仕事 の 内容(① ワー クシ ョップの開催 、② 学校認 定の ための指 導及 び訪 問調査 、③ 大学

や 各 国の政府 の動 向把握 ・連 絡調整 、④被 災 国等 の支援 のた めの資金獲得 協力活 動)の 説

明 を受 け、本調 査 に必 要 なIBO刊 行 の重要 な図書 と資料の提 供 をいた だいた。

この他 に、IBOの 公 式 ホー ムペー ジやIB北 米 地域事務所 の ホー ムペ ー ジな どか らIB校

の動 向、将来 のIBの 戦略 計画 な どの情 報 を収集 した。また、IBOか ら刊行 され ている3つ

のプ ログラム(PYP、MYP、DP)に 関す るガイ ドブ ック、教科 に 関す るガイ ドブ ック、CAS、

TOKな どの要件 に関す るガイ ドブ ック等 の収集 、翻 訳、分析 を行 った。

2年 目は、シ ンガポ ール のIBAP、 サ クラ メン トのカ リフォル ニア教育省 、 ロサ ンゼル ス

の統一 学 区の再 度の 訪 問の他 に、ニ ュー ヨー クのIBNA(IB北 米 地域事 務所)を 訪 問 した。

IBNAで は、米 国 でのIB校 の動 向やIBNAの 活 動 につい て専 門官 か ら説 明 を受 けた。大 学入

学 に際 して のIB教 科 の大学 で の扱 い、つ ま り、大学 の単位 として の認 定状 況、及 び各州 に

お けるIBプ ログ ラムに対す る扱 いにつ いて の概 要 を知 る こ とがで きた。

この他 には、 玉川 学 園で のIBシ ンポ ジ ウムへ の参加 。小樽 市 と福 山市で 開催 され た研

究会 の講 師 と して 、IBプ ログ ラム の評価 方 法 につい ての研究成 果 の一端 を紹介 した ことが

主 な活動 で あ る。2年 目の後 半は 、APプ ロ グ ラム とIBプ ログラムの比較研 究、及 び二重

単位(DualCredit)取 得 とい う観 点 か らのIBプ ログラムの研 究 に関心 が生 じ、その関連

の 資料 の収集 と分析 を行 った。

3.研 究 成 果 の 概 要

こ こ数 年 で 、IBOか らの イ ン ター ネ ッ トに よ る情 報 発 信 が 充 実 して きた 。 ま た 、 世 界 中

のIB校 か らの 情 報 提 供 もイ ン ター ネ ッ トに よ り利 用 で き る よ うに な っ た こ とで 、IBプ ロ

グ ラ ム に 関 心 を もつ 者 に と っ て は 良 い 環 境 に な っ て きた 。

IBプ ロ グ ラ ム の 内容 につ い て は 、IBOか ら刊 行 され て い る各 教 科 等 の ガ イ ドブ ック と コ

ー デ ィネ ー タ ー 用 の 便 覧 に評 価 基 準
、 評 価 方 法 、事 務 手 続 き 等 の 情 報 が 詳 し く掲 載 され て

い る。 本 報 告 書 も これ ら を手 が か りと して ま とめ た 。

IBOか ら刊 行 され て い る 図 書 、資 料 以 外 で は 、次 の3冊 が 参 考 に な っ た。 す べ て2006年

に 一 般 図 書 と して 出 版 され た もの で あ る。数 年 前 に はIBに 関 す る一 般 の 図 書 は ほ とん ど存

在 して い な か っ た の で 、 最 近 のIBへ の 関 心 の 高 ま りが こ こ に 見 る こ とが で き る。

・InternationalBaccalaureateDiplonmProgramme:AnIntroductionForTeachersAnd

Managers,TimPound,Routledge,2006

・StudySkillsfortheInternationalBaccalaureate
,JohnL.Tomkinson,Anagnosis,

2006

・TheoryofKnowledgefortheIBDiploma
,RichardvandeLagemaat,CambridgeUniversity

Press,2006

この 他 に 、2005年 に刊 行 され た 次 の 図 書 はIBプ ロ グ ラ ム の成 長 の歴 史 を知 る上 で は大

い に 参 考 に な っ た 。

・Supertest:HowtheInternationalBaccalaureateCanStrengthenOurSchools,Jay

Mathews,IanHill,OpenCourt,2005

本報 告 書は 第1章 ～ 第5章 と参 考 文献 、資料 か らな る。以 下、研 究成果 の概要 であ る。
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第1章 は 、 国 際 バ カ ロ レア ・プ ロ グ ラ ム の 概 要 で あ る 。 教 科 外 活 動 の位 置 づ け と評 価 方

法 に入 る前 に 、 国 際 バ カ ロ レ ア ・プ ロ グ ラ ム とは どの よ うな もの で 、 どの よ うに 受 け入 れ

られ て い る か に つ い て 最 新 の 情 報 に基 づ き 要 点 を ま と め た 。IB校 の 国 内 外 の 動 向 、DPの カ

リキ ュ ラ ム構 成 と試 験 の 評 価 、IB学 習 者 の 人 物 像 な どで あ る。

・IBOで はPYP,MYP,DPの3つ の プ ロ グ ラム を提 供 して い て 、2006年11 .月現 在 、124ヶ 国

の1,895校 がIB認 定 校 とな っ て い る。 日本 で は12校 がIB認 定 校 で あ る。

・DPは6角 形 で 表 され 、課 題 論 文(ExtendedEssay)、 知 識 の 理 論(TheoryofKnowledge)、

創 造 性 ・活 動 ・奉 仕(Creativity,Action,Service)は3つ の 要 件 で6角 形 の コ ア(核)

に 配 置 され て い る。

・IBOで はIBプ ロ グ ラ ム を通 じて学 習 者 に 以 下 の よ う な人 物 に 育 っ て ほ しい と考 え て い

る:探 求 す る 人(Inquirers)、 博 識 な 人(Knowledgeable)、 考 え る 人(Thinkers)、 意

思 が 伝 え られ る 人(Communicators)、 節 操 が あ る 人(Principled)、 心 が 広 い 人

(Open-minded)、 思 い や りが あ る人(Caring)、 リス ク を恐 れ な い 人(Risk-takers)、

バ ラ ン ス が とれ た 人(Balanced)、 自己 を 見 つ め る人(Reflective)

第2章 は、課題 論文(ExtendedEssay)の テー マ と評価 基 準 につ い て扱 った。

課題 論 文は教科 で の学 び と関連 した こ とをテ ーマ に して4,000語 以 内(日 本語 の場合 は

8,000字 以内)で 書 く必 要 が ある。 グルー プ3(個 人 と社 会)に 関す る教科 との関連 をテ

ー マ にす る生徒 が最 も多い。

課 題 論 文 は一般 評 価 基 準(GeneralAssessmentCriteria)と 教 科 評 価 基 準(Subject

AssessmentCriteria)に 基づ いて評価 され る。 これ らの基 準 は生徒 に も公 開 され て いて、

課題 論文 の監督者(ス ーパ ーバイ ザー)は 生徒 に これ らを念頭 に置 き、積極 的 に活 用す る

よ うに指 導 してい る。

最終 的 に仕 上 げた生 徒 の課 題論 文 につ いて は、 内部評 価 と外部評 価 が あ る。 学校 の コー

デ ィネ ー ター を通 じて、監督 者 がつ けた課 題論 文 の予想 評点(内 部 評価)は 、IBOが 指 定

す る期 日までに英 国のカー デ ィフ にあ るIBCA(IBカ リキ ュラム評価 ・学 術 部 門)に 届 け ら

れ る。 また 、課題論 文 につ い ては、IBOが 指 定 した外部 の試 験委員(Examiner)に 指定 の

期 日まで に提 出 し、評 価 を受 け る(外 部評 価)。

第3章 は、知識 の理論(TheoryofKnowledge)の 評価 方法 を明 らかに した。

知識 の理 論(TOK)は 、指 定 され た10の 課題(テ ー マ)の 中か ら一 っ を選 び 、1200語 か

ら1600語 で書 き上 げ る。評 価 は、 内部評価 と外部評 価 か らな る。 学校 で の 内部 評価 で は、

生徒 は学習 内容 のプ レゼ ンテ ー シ ョンを行 い教 師が評 価す る。 そ の ときの プ レゼ ンテ ー シ

ョン を ビデオ に撮 り、外 部 の審査者(examiner)に 送 付 して評 価 を受 け る。評 価結 果 は最

終 的 には、 カーデ ィフに あるIBOの 研 究部 門 に送 付 され る。

課題論 文 と知識 の理論 の評 価 は、それ ぞれA～Eで 評 価 され る。 ともにAの 評 価 を受 け

た場合 、3点 のポイ ン トが生徒 に与 え られ る。 マ トリックスが用意 され て いて 、それ ぞれ

の評価 の組 み合 わせ に応 じた ポイ ン トが決 め られ てい る。

デ ィプ ロマの評 定は、科 目に よる評 定(6科 目あ り、それ ぞれ7段 階か らな る)と 課 題

論文 と知 識 の理論 の組 み合 わせ に よる評 定(最 大 で3ポ イ ン ト)か らな る。 最 高 点 は45
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ポ イ ン トで あ る。

第4章 は、創 造 性 、活 動 、奉仕(CAS)の 活動 例 と評価方 法 につ い てま とめた。

生 徒 は、2年 間 にわ た り、創造 性 、活動 、奉仕 のそれぞれ につい て50時 間ず っ(合 計

150時 間)実 施 す る。CASガ イ ドブ ックにい くっ かの活動例 が示 され てい るが、教 師研 修 会

やIBWorldな どの雑 誌 を通 じて も成 功事例 の情報 交換 が な され て い る。CASの 評価 は学校

が認 め る監督 者(ス ー パ ーバ イザー)と 呼 ばれ る人 によって評 価 され る。 監督者 は必ず し

も高 校 の教 師 で はない 。 パ ス した かそれ ともパス しなか ったか とい う評 価 方法 で、各学 校

は生 徒 の成績 を地域 事 務 所(日 本 のIB校 は シンガポール にあるIBAP)に 送付 す る。

CASの 活 動 と評 価 に つい て は、地域 事務所 が主な監督責任 を果 た してい る。 地域事 務所

で は ラ ンダ ム ・サ ンプ リン グで生 徒 の成果(ポ ー トフォ リオ)を チ ェ ック して、質 の管理

を してい る。 チ ェ ックに よ り、成 果 が達成 されてい ない と判 定す る と、そ の生徒 の学校 の

CASの プ ログ ラ ムの 見直 しを要 求す る。

CASに は課 題 論 文や 知識 の理 論 と違 い、外 部評価 はない。 また、デ ィプ ロマ の評 定 のポ

イ ン トも与 え られ ない 。 しか し、CASの 活 動が なかった り、不十分 な場合 には生徒 はDP資

格 を得 るこ とは で きない。

第5章 は、 大学 との接続 について考 察 した。

IBプ ログ ラム は高校 の プ ログ ラム であ りなが ら大学 におい てはIBの 教 科 を大 学の単位

として認 めて い る と ころが多 い。 二重 単位(Dualcredit)と しての扱 いで あ る。APの 教

科 もDualcreditに す る こ とがで きるが、APとIBで は どの よ うな違 いが あるか明 らか に

した。研 修 の義務 、テ ス ト受験 の資格 等 の両プ ログ ラムの比較 を行 った。

生徒 は誰 で もAPの 試 験 を受 ける こ とがで き る。特定 のAPの 教科 の授 業 を行 ってい る高

校 は多 い が、APを 提供 してい るカ レッジ ボー ドではAPの 試験 を受 け るた め にはAPの 教 科

の授 業 を受 け る こ とを義 務づ けて はい ない。 したが って、APの 教科 の授 業 を受 けていな い

IBの 生徒 で もAPの 試験 を受 ける こ とがで き る。それ に対 してIBは 、IBデ ィプ ロマ ・プ ロ

グ ラム を受 けて い る生徒 だ けがIBの 試 験 を受 けるこ とがで き る。

米 国にお い て はAPもIBも 急成長 を遂 げて い る。 高度 な内容 に挑戦 す る生徒の意欲 、努

力 が評価 され 、連 邦 政府 や州 政府 の財政 面 での支援 が増 えてい るこ とが一 っの大 きな要 因

で あ る。 急 成長 の 中、継 続 して質の高 い教 師をいか に確保 す るか とい った課題 もあ る。

資料編 は、 国 際バ カ ロ レア のプ ロ グラムに関す る多 くの資料 の なかか ら重要 な もの を取

り上 げ翻 訳 した ものか らな る。デ ィプ ロマ ・プ ログラムのガイ ド(資 料1)、APとIBの 内

容 を簡潔 に ま とめた 小冊 子(資 料2)、 国際 バカ ロ レア機構 の今 後 の方 向性 を決 め る戦略 計

画(資 料3.戦 略計 画 、資料4.国 際バ カ ロ レア北米戦略 計画)、 そ してデ ィプ ロマ ・プ ロ

グ ラムの評 価 プ ロセ ス(資 料5)で あ る。

ⅷ



第1章 国 際 バ カ ロ レア ・プ ログ ラム の概 要

1IBOの3つ の プ ログ ラム と認 定校

国際バ カ ロ レア機構(InternationalBaccalaureateOrganization)は 、ス イス の ジ ュネ

ーブ に本 部 を置 く、国際教育 の推進 を 目的 とす る非営利 教育 団体で あ る。1968年 に設 立 さ

れた。 国 際バカ ロ レア機 構(略 称:IBO)が 提 供す るデ ィプ ロマ ・プ ログ ラ ム(Diploma

Programme)で 学 び、試 験 を受 け、デ ィプ ロマ を取 得す れ ば、世 界 中の どの国 にお いて も

大学入 学資格 と して認 め られ るよ うに したい との願 い が あった。 デ ィプ ロマ ・プ ロ グラ ム

(略称:DP)は 、高等 学校 の最 終2学 年(日 本 で は、2年 生 と3年 生)の 生 徒 を対象 と し

たプ ログラムで あ るが 、高度 な教 科 内容、 国際性 、社 会性 を重視 した教育 、思 考力 を育む

教 育、厳格 な評価 な どに よ り、 プ ログ ラムの優秀 性 が認 め られ、世 界各 国 におい て乖 当 な

大学入学 資格 として認 め られ て きてい る(日 本 で は、1979年 に文 部省 がDP取 得者 を大学

入学資格 を有す る者 と して認 めて い る)。設 立 当初 、このプ ログラム は主 にイ ンターナ シ ョ

ナルス クール で採用 され てい たが 、現在 で は、多数 の公 立 お よび私 立の学校 が採 用 して い

る。米 国 にお いて は、 国際バ カ ロ レア ・プ ログラム実施 校 の約90%が 公 立校 で あ る。

現在 、IBOは デ ィプ ロマ ・プ ログ ラムの ほか に 「初等 課程 プ ログラ ム」と 「中等 課程 プ ロ

グラム」の提供 も してい る。1992年 に11歳 か ら16歳 の 中等学年 の生徒 を対 象 とした 「中

等課程 プ ログラム(MiddleYbarsProgramme)」(略 称:MYP)、 そ して1997年 には3歳

か ら12歳 の生徒 を対 象 と した 「初 等課程 プ ログラム(PrimaryYearsProgramme)」(略

称:PYP)を 導入 し、幼 稚 園 ・小学校 ・中学校 ・高等 学校 にお いて、IBOの 全 人教 育 の理

念 に基づ いた一 貫教育 を行 え る よ うに して い る。

IBOの プ ログラムは どの学校 で も自由に導 入で きる とい うわ けではな い。IBOが 定 め る

基 準 に したが って適格 か ど うかの厳 しい審 査 を経 て、認 定 され る必要 が あ る。 図書 の冊数

や 教員研修 の義務 な どの条件 を ク リヤ ーす る必 要 が ある。3つ の プ ログラム を導入 し、一

貫 した教 育 を受 ける ことは理想 で あ ろ うが、 プ ロ グラムはそれ ぞれ独 立 して いてMYPだ

け を学校 が導入 す る とい った こ とが可 能で あ る。

IBOで は ジュネー ブ にあ る本 部 の他 に 、ア フ リカ ・ヨー ロ ッパ ・中東(IBAEM)地 域

事務所 、 アジア太 平洋(IBAP)地 域事 務所 、 ラテ ン ・ア メ リカ(IBLA)地 域事 務所 、北

米 ・カ リブ(IBNA)地 域 事務 所 の4つ の地域 事務 所 を設置 してい る。

表1は 、地域 ご との3っ の プ ロ グラムの認 定校 の数 を示 した もので ある(2006年7月 現

在)。 また、表2は 国別 のIB校 の数 を多 い順 に並べ た もので(ト ップ10)、 日本 のIB校

の数 も参 考ま でに示 して い る(2006年7月 現在)。 ア メ リカ合衆 国 とカナ ダ にIB校 が多 い

ことが わか る。

さらに、表3は 日本 に あ る学 校 でIBプ ロ グラム を導 入 してい る学 校名 とそれ らの学校

がIBの どのプ ログ ラム を導入 してい るか を明 らか に した もので あ る(2007年1月 現在)。

イ ンターナ シ ョナル ス クール だ けでは な く、学校 教育 法 の第1条 で規定 され てい る学校(加

藤学 園暁秀 中高等学校)も2000年 か らIB校 と して認定 され てい る。
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表１ 地域別IB認 定校

地域

プ ログ ラム

ア フ リカ ・

ヨ ー ロ ツパ ・中 東

(IBAEM)

アジア太平洋

(IBAP)

ラテ ン ・ア メ リカ

(IBLA)

北 米 ・カ リブ

(IBNA)

合計

DP

485

192

182

630

1489

MYP

96

95

36

290

517

PYP

84

88

51

95

318

合計

665

375

269

115

232

表2国別 のIB認 定校

国名

ア メ リカ合 衆 国

カナダ

英国

オ ー ス トラ リア

メキシ コ

アル ゼ ンチ ン

スペ イ ン

イ ン ド

ス ウェー デ ン

中国

学校数

X81

225

1aa

98

60

43

38

33

33

32

プ ログ ラム

P

520

102

97

45

39

42

36

31

29

26

YP

1?U

118

6

46

13

6

7

6

7

17

PYp

72

21

5

31

28

6

2

7

5

6

日本 12 9 3 7
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表3日 本の国際バカ ロレア認定校

学校名(所 在地)

カネ デ ィア ン ・アカデ ミイ

CanadianAcademy

(神 戸市東灘 区 向洋町 中4-1)

神 戸 ドイ ツ学 院/ヨ ー ロ ピア ン ス クー ル

DeutscheSchuleKobe/EuropeanSchool

(神 戸 市 灘 区曾 和 町1-3-22)

広 島 イ ン ター ナ シ ョナ ル ス ク ー ル

HiroshimaInternationalSchool

(広 島 県広 島市 安佐 北 区倉 掛3-49-1)

K.イ ン タ ー ナ シ ョナ ル ス ク ー ル 東 京

K.InternationalSchoolTokyo

(東 京 都 江 東 区 東 砂3-31-5)

加 藤 学 園 暁 秀 中 ・高 等 学 校

KatohGakuenGyoshuSeniorHighSchool

(静 岡 県 沼 津 市 岡 ノ宮 中見 代1361-1)

京都 イ ンターナ シ ョナル ス クール

KyotoInternationalSchool

(京都 府京都 市上京 区葭屋 町通 中立売 下 る北俵 町317)

大 阪 イ ン ター ナ シ ョナ ル ス ク ー ル

OsakaInterRationalSchool

(大 阪 府 箕 面 市 小 野原 西4-4-16)

清 泉 イ ン タ ー ナ シ ョナ ル ス ク ー ル

SeisenInternationalSchool

(東 京 都 世 田谷 区用 賀1-12-15)

セ ン ト ・メ リー ズ ・イ ン タ ー ナ シ ョナ ル ス クー ル

St.Mary’sInternationalSchool

(東 京 都 世 田谷 区瀬 田1-16-19)

サ ンモ ー ル ・イ ン ター ナ シ ョナ ル ス クー ル

St.MaurInternationalSchool

(横 浜 市 中 区 山 手 町83)

東 京 イ ン タ ー ナ シ ョナ ル ス クー ル

TbkyoInternationalSchool

(東 京 都 港 区 三 田3-4-22)

横 浜 イ ン タ ー ナ シ ョナ ル ス ク ー ル

YokohamaInternationalSchool

(横 浜 市 中 区 山手 町258)

DP

○

○

○

○

○

○

○

○○

9校

MYP

○

○

○

3校

PYP

○

○

○○

○

○

○

7校
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2日 本 にお け るIBプ ログラム導 入校

IBプ ロ グラ ムを導入 す るには学校 はIBOか ら認 定を受 けな けれ ば な らない。 表3に 示

した よ うに 、2007年1月 現在 、 日本 にお け るIB校 は12校 ある。 カネデ ィア ン ・アカデ

ミイ 、神 戸 ドイ ツ学院/ヨ ー ロピア ンス クール 、広 島イ ンターナ シ ョナ ル スクール 、K.イ

ンターナ シ ョナル ス クール東京 、加藤 学 園暁秀 中 ・高等 学校 、京 都 イ ンターナ シ ョナル ス

クール 、 大 阪イ ンターナ シ ョナル スクール 、清泉 イ ンターナ シ ョナル ス クール、セ ン ト ・

メ リー ズ ・イ ン ター ナ シ ョナル ス クール 、サ ンモール ・イ ンターナ シ ョナ ルス クー ル、東

京 イ ン ターナ シ ョナ ル ス クール、横 浜イ ン ターナ シ ョナル ス クール で ある。

IB認 定校 とな る前 の段 階 の学校 は認 定候補(candidate)校 と呼ばれ るが、認定候 補校

と して認 め られ て い る学校 は、玉川 学 園(MYP候 補校)、 広 尾学 園(MYP候 補校)、AICJ

広 島(MYP候 補校)、 福 岡イ ンターナ シ ョナル ス クール(DP候 補校)の4校 で ある。

す で にIB校 と して認 定 され てい るが 、あ らた にIBプ ログ ラム を増やす 予定 の学 校 もあ

る(清 泉 イ ンター ナ シ ョナル スクール(PYP候 補校)、 東京 イ ンターナ シ ョナル ス クール

(MYP候 補 校)、 広 島イ ンター ナ シ ョナル ス クール(MYP候 補 校))。

さ らに 、IBプ ログ ラムの導入趣 意書提 出校 が ある。ホ ライ ゾンジャパ ン ・イ ンター ナシ

ョナル ス クー ル(PYP)、 関西イ ン ター ナ シ ョナルス クール(PYP)、 湘 南イ ンターナ シ ョ

ナル ス クール(PYP)、 カ ネデ ィア ン ・アカデ ミイ(PYP)、 グ レッグ ・イ ンターナ シ ョナ

ル ス クール(PYP)、AICJ広 島(PYP)、 東 京 学芸 大学附属 国際 中等教育 学校(仮 称)(MYP)

で あ る。 これ らの学校 も近い将 来IB校 に なる可能性 があ る。

平成8年(1996年)3月 に、文部省 学術 国際局 国際企画課 国際教 育室が「 国際バカ ロ レ

アの概 要 」 を作成 してい る。そ の序文 には 「近年 、海外 な どにお い て国際バ カ ロ レア資格

を取得 す る 日本 人子 女 が増加 してい るこ とにかん がみ、 この よ うな 国際バ カ ロレア事 業の

概 要等 につ いて紹 介 し、国際バ カ ロ レアに 関心 をもつ 人 々の参考 となる よ う作 成」 した、

とあ る。 ま た、 「我 が 国で は、現在 、7校 の国 際学校 が この 国際バ カ ロ レア事業 に参加 し、

このカ リキ ュ ラム に よる教育 を実施 」 してい る、 とあ る。7校 とは 、セ ン ト ・メ リー ズ ・

イ ン ターナ シ ョナル ス クール 、カネデ ィア ン ・ア カデ ミイ 、サ ンモール ・イ ン ターナ シ ョ

ナル ス クー ル 、横 浜 イ ン ター ナシ ョナル ス クール 、清 泉イ ンター ナ シ ョナル ス クール 、大

阪イ ンター ナ シ ョナル ス クール 、聖心イ ンターナ シ ョナル ス クー ル(現 在 は、国際バ カ ロ

レア認 定校 で は ない)で あ る。平成8年 か ら10年 でIB校 が急増 した こ とが分か る。また、

平成12年1月 に加藤 学 園暁秀 中 ・高等学校 がMYPの 認 定校 となった こ とで、国際学校(イ

ンター ナ シ ョナ ル ス クー ル)だ けで な く、学校 教 育法 の第1条 で規 定 してい る学 校 がIB

校 にな った こ とが 大 き な変化 で ある と言 える。

平成18年11月25日 に 玉川 学 園で「IB国 際バ カ ロレア教 育 シ ンポジ ウム」が開催 され

たが 、イ ンター ナ シ ョナ ル ス クール の関係 者 ばか りでは な く 日本 の大 学や高校 の先生 た ち

の参加 も多 く、 国際バ カ ロ レアのカ リキ ュ ラム に対す る関心の高 ま りが感 じられた。

3DPの カ リキ ュ ラム構 成

本稿 は、 国 際バ カ ロ レアの プ ログラム の教 科外活動 と評価 方法 を 明 らか にす るこ とを主

田的 と して い る ので、デ ィプ ロマ ・プ ログ ラム(DP)の 教科 外 の3つ の要件 について 、焦

点 を絞 り考 察す る。DP以 外 のMYPとPYPに つ いては割愛 す る。

‐4‐



3つ の要件 に触れ る前 に、 まず、DPの 概 要 を紹介 す る。

DPは 、次 の6つ の グルー プ か ら構成 され てい る(表4)。 国際バカ ロ レア ・デ ィプ ロマ資

格 を取得 す るた めには、必 ず グル ー プ1～5ま で の科 目を各 々1科 目ず つ選 択 し、 さ らに

グル ー プ6か ら芸術 又は グルー プ1～5の 中か らも う1科 目選 んで合計6科 目を2年 間 に

わた り履 修す る必要 が ある。IBの テス トの受験資格 が あ るの は履 修者 のみ で あ る。

各 グル ー プ内の科 目は 自由選 択 であ るが 、履修規 定 に よ り、理 数系 の生 徒 も文学 を履 修

しな けれ ばな らない し、文 系 の生徒 も実験科 学 に取 り組 まなけれ ば な らない。

表4DPプ ログラム の構 成

グル ー プ1

グル ー プ2

グル ー プ3

グル ー プ4

グル ー プ5

グル ー プ6

第一言語

第二言語

個人と社会

実験科学

数 学 と コ ン

ピ ュ ー タ 科

学

芸術 と

選択科 目

科 目

A1言 語HL/SL(母 語 又はそれ に準ずる言語)の 文学学習 と

世界の文学鑑賞 と理解

A2言 語HL/SL(第 一言語 に準ず る高度なバイ リンガル言語

能力)

B言 語HL/ISL(既 習外 国語:中 級一 上級)

AbInitio言 語SL(未 習外 国語:初 級)

ラテ ン語HL/SL、 古典ギ リシャ語HL/SL

歴 史HL/SL、 地理HL/SL、 経 済 学HL/SL、 哲 学HL/SL、 心

理 学HL/SL、 文 化 及 び社 会 人類 学HL/ISL、 ビ ジネ ス と経 営

学HL/SL、 イ ス ラム 世 界 の歴 史HL/SL、 グ ロー バ ル 社 会 に

お け る情 報 技 術SL

生 物HL/SL、 化 学HL/SL、 物理HL/SL、 環 境 シ ステ ムSL、

デ ザ イ ン技 術HL/SL

数学HL、 高等数学SL,数 学的方法SL,数 学 的研 究SL

コンピュータ科学HL/SL(数 学を履修 した上、グル ープ6と

して選択 可能)

美術 ・デザインHL/SL、 音楽HL/SL、 演劇HL/SL、 又 は上

記の科 目群 か らも う一科 目選択 、IBOの 承認 を得 た認 定校 作

成 のシラバスに基づいた科 目SL

(HL:上 級 レベ ル 、SL:標 準 レベ ル)

生徒 は、上記 の6グ ル ー プか ら、大 学 で専攻 したい科 目や得 意 とす る科 目を上級 レベ ル

(HL:HigherLevel)と して通 常3科 目(最 大 で4科 目)選 び 、それ 以外 の3科 目(あ る

いは2科 目)を 標 準 レベ ル(SL:StandardLevel)と して履修す る。上級 レベル の科 目は、

2年 間に1科 目当た り240時 間以上 、標 準 レベル の科 目は、2年 間に1科 目当た り150時

間以上 の履 修 時間が必 要 とされ て い る。

さ らに、デ ィプ ロマ取得 の ため には、3つ の要件 も満 たす必 要が あ る(表5)
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表5DPの3要 件

要 件1

ExtendedEssay(課 題 論 文)

要 件2

TheoryofKnowledge(知 識 の 理 論)

要件3

CAS(創 造 性 ・活 動 ・奉仕)

独 自の調査研 究 した課題 を学術論文 として記述 し、

提 出す る。

6科 目の中か ら1つ の科 目に関連 した研究課題 を決

めて、担当教 師の指導の下 に研究調査を行 い、そ の結

果 を英文4,000語 以内の学術論文にま とめる。

知識 の理論 の講義 と演習 を2年 間にわた り学習 し、

小論 文 と口頭発表作品を提出す る。最低100時 間の学

習が義務付 けられ ている。

知 識 を吸収 す るだけで はな く、学 際的 な観 点 か ら

個 々の学問分野 の知識体系 を吟味 して、理性 的な考 え

方 と客観的精神 を養 うこ とを重視 してい る。

芸術 ・音楽 ・演劇な どの創造的活動、スポー ツな どの

活動 、奉仕活動に従事す る。

学 問以外 の生活の重要性 を真摯に受 け止 め させ るた

めに、2年 間にわた り、それぞれ最低50時 間ず つ、合

計150時 間以上の活動が要求 され てい る。

これ らの教 科 と3要 件 の 関係 は、IBで は 図1の よ うに示 してい る。

図1DPの6角 形
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4DPの 試 験の評価 とDP授 与

IB試 験の評価 は、 国際バ カ ロ レア機 構 が選任 す る国 際的権威 を持つ 主任 試 験官(Chief

Examiner)が 監督 し、世界 中にい る5,000人 以 上の試 験官 が責任 を担 ってい る。評 価 は絶

対評価 で 、教 科 ご とに作成 され てい る詳 しい評価 基 準 に よ り評価 を実施 してい る。評価 基

準 には、IB校 の教科担 当教 師が評価 を行 う内部評 価用 の基 準及 び外部 の評価 担 当者 が評 価

をす るた めの外部評価 用 の基 準 が用 意 され てい る。IB用 の教科 書 は存在 しない ので 、各学

校 ではIB試 験 に対応 で きる よ うな 内容 の図書 を採用 す るこ とにな るが、 その 際 には評価

基準 を意識せ ざるを得 ない。 生徒 の試 験 の結 果 が指導者 の評価 に もな るた め、指 導者 に と

っては どの図書 を採択 す るか とい うこ とは授 業 での指 導方 法 と同様 に大切 にな る。IBO主

催 の教 師研修 会で は、教科指 導法 、評価 内容 、評価 基 準 の解 釈 と応 用 につい て学 ぶ機 会 が

設 け られ てい る。

IBの 教科 の評価 は7段 階 に分 け られ ていて 、4点 以 上 を合格 点 と してい る(表6)。DP

資格 が与 え られ るのは、原則 と して6科 目の合 計 で24点 以 上 を得 た者 のみ で あ る。 た だ

し、学 科試験 で合計24点 を獲得 して も、3要 件 を満 た して いない者 は、DP資 格 を取得 で

きない。IBの プ ログラムにお いて は3要 件 を教科 の 内容 と同様 に重視 して い る と言 える。

最高点 は6科 目すべ て最高点 を取 った場合 の42点(6科 目×7点)と 「課 題論 文 」と 「知

識 の理 論」の両方 で優秀 な成果 を収 めた受験 生 に対 して授 与 され る3点 の合 計 で、45点 に

なる。

表6IBの 試験の評価

合格点(最 高点)

合格点

合格点

合格点

不合格点

不合格点

不合格点(最 低点)

7

6

5

4

3

2

1

Excellent

VeryGood

Good

Satisfactory

Mediocre

P oor

VeryPoor

DPの ガイ ドの総則第9条 にDP授 与 に関 して は、 下記 の よ うに示 して い る。

第9条 デ ィプ ロマ授与

デ ィプ ロマ は、24点 を上回 る得 点 を残 した ものに与 え られ る。

1項

2項

3項

4項

5項

6項

段 階評価 がデ ィプ ロマ ・プ ログ ラムの六つ の科 目に与 え られ る(第2条 参 照)

「知識 の理 論」 を修 め、評価 基 準 を満 た して い る

「課題論 文」 が提 出 され評 価 され てい る

学生 は適切 な、創 造性 、活 動 、奉仕(CAS)の 活動 に従事 していた

上級 レベ ルで とった科 目に1の 評価 が ない

24か ら27点 まで の学 生 の場合 、落 第条 件 が一つ もない
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7項28点 以上の学生の場合、落第条件は一つまで

8項 最終評価委員会が、学生の評価過程において不正に良い成績を取ろ うとした違反

行為 を確認 していない

落 第条 件 学 生 が以 下の落第 条件 に一つ で も当てはま る場 合 、卒業証 書 は授 与 され ない。

9項 「知識 の理 論 」、 「課題 論 文」 の両方 とも初歩 的 とい う評価 だ った場合

10項 上級 レベル で とった科 目で2の 評価 があ った場 合

11項 上級 レベ ル で3の 評価 を とった場合 、他 の上級 レベル 科 目で の5な い しそれ以上

の評価 で も埋 め合 わせ には な らない

12項 標 準 レベ ル で1の 評価 を とった場合

13項 標 準 レベ ル で 二つ以上2を とった場 合

14項3の 評価 を 四つ 以上 とった場合

15項 標 準 レベ ル に2が ある場合 で 、3が 二つ 以上 ある場合

5DP資 格 試 験 受験者 とDP資 格授与 率

北 半球 所 在 の学校 で は5月 に試 験 が実施 され 、結果 は7月5日 に公 表 され る。南 半球で

は、11月 に試 験 が実施 され、結果 の公 表 は1月5日 であ る。 日本 にお いて は、イ ンターナ

シ ョナル ス クール は5月 に試 験 を実施 して い るが 、加藤 学 園 暁秀 高等 学校 は入 学 を4月 に

して い るた めに、試 験 は11月 に実施 して い る。

IBO発 行 のAnnualreview2005に よ る と、2001年 のDP資 格試験 受験者 は19,655人

で あっ たが 、 毎年増 加 し続 け、2005年 には31,707人 にまで増 えてい る(表8-1)。 表8-1

に示 した人 数 はデ ィプ ロマの証書 を取得 す るた めに受験す る人た ちの人数 であ るが、IBの

プ ロ グ ラム の 中か ら1科 目か2科 目を受験 して受 験科 目の修 了証 書(certificate)を 取 得

す る人 も多 く、 こち らも年 々増加 して い る(表8-2)。

表8-1DP資 格試 験受 験者(5年 間 の推 移)

年度

2001

2002

2003

2004

2005

DP資 格試験受験者数

19,655人

22,064人

25,854人

28,279人

31,707人
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表8-2DP科 目別試 験 受験者(5年 間の推移)

年度

2001

2002

2003

2004

2005

DP科 目別試験受験者数

13,919人

15,559人

18,579人

19,659人

21,761人

(2006年IBO資 料:Annualreview2005)

同資料 によ る とDP資 格授 与 率(合 格 率)は 毎年 ほ ぼ同様 で、80%前 後 で あ る(表9)。

年度

2001

2002

2003

2004

2045

DP資 格授与率

79.6%

79.5%

80.6%

80.0%

81.4%

(5月 と11月 に実施 された試験の合格率 を平均 した数値)

IBの プ ログラムで学 び、DP資 格試 験 に挑 戦す る 日本 人 も世界 各地 にい る。文部 科 学省 大

臣官房 国際課 の 「国際 バカ ロ レアの概要」(平 成17年)に よる と、平成16年 度 にお け る 日

本 人 のDP資 格試 験受験者 は311人(科 目別 受験者 は24人)で 、278人 がDP資 格 授 与者 で

あ る。徐 々 にで はあ るが年 々増加 してい る。

6IB学 習者の 人物像

この章 のは じめで、IBOの3つ のプ ログラ ム(PYP、MYP、DP)は そ れ ぞれ独 立 した もの

で 、た とえば あ る学校 がMYPだ けを導入す る とい うこ とがで き る と説 明 した。 こ こで は、

3つ のプ ログラム に共通 してい る もの につ い て紹 介す る。IBOで は学 習者 を どの よ うな人

物 に育 てたい と考 え3つ の プ ログ ラム を提 供 してい るのか とい うこ とで あ る。IBOが2006

年 に作成 したIBLearnerprofilebookletにIBプ ログ ラム で学ぶ学 習者 の人物像 が描 か

れ てい る。 次 の よ うにま とめ られ てい る。

IB学 習者の人物像

す べ てのIBプ ロ グラムの 目標 は、お互 いが人 間 と して認 め合 い 、地 球 を守 る責任 を分

か ち合 い、 よ り良い 、 よ り平和 な世界 を創 るの に貢 献 で きる国際感 覚 を身 につ けた人 々

を育て る こ とにあ る。

IBの 学 習者 は、次 の よ うな人 にな ろ うと努力 す る人 であ る。
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探求す る人

博識な人

考える人

意思が伝えちれる人

節操がある人

心が広い人

思いや りがある人

リスク を恐れない人

バランスが とれた人

自己を見 つめ る人

生来 の好奇 心 を発達 させ る。探 求 と研 究 を遂 行す るのに必要 な技

能 を習得 し、 自主 的に学ぶ。学ぶ こ とを心か ら楽 しみ 、学ぶ事 へ

の愛 を生涯 にわ たって保 ち続 け る。

地 域的 重要性 、世界 的重要性 を もつ概念 、思 想 、問題 を探求 す る。

そ の探 求 を通 じて 、広 い知識 を獲得 し、幅広 く、バ ランス を と り

な が ら学 問 の諸 分野 への理解 を深 めてい く。

思 考技 術 を 自ら進 んで批判 的 ・創 造的 に駆 使 して 、複雑 な問題 を

見 きわ め、それ に取 り組 み、筋 の通 った倫理 的判 断 を下す。

考 えや 情報 を二 つ以上 の言語 で、 さま ざまな伝 達手段 を使 い こな

しなが ら、 自信 を持 って創 造 的に理解 し表現 す る。他 の人 と積極

的 に協 力 し、協力 の成果 があが る よ うに役 目を果たす。

ゆ るぎない道 徳心 を もち、誠 実に 、っね に公 正 と正義 を意識 し、

個 人 、集 団、コ ミュニテ ィの尊厳 を尊重 しなが ら行動 す る。 そ し

て、 自分 の行 動 とそ の結果 に責任 を持つ 。

自分 の属 す る文化 と自分の歴史 を理解 し、尊 重す る とともに、他

の個 人や コ ミュニ テ ィの考 え方 、価値観 、伝統 も受 け入 れ る。つ

ね に さま ざまな視点 を求め、評 価 を し、そ の経験 に よって 自分 を

高 め よ うとす る。

他 の人 々が何 を必要 と し、 どの よ うに感 じて い るか を、そ の人 た

ちの身 にな って理解 し、思いや りを示 し、尊 重す る。 一人一 人 が

奉仕 に参加 し、他 の人 々の生活 と環境 をよ りよくす るた めに活動

す る。

未 経験 の状 況や 不確 実な こ とに勇気 と先見性 をもって取 り組 み、

自ら進 んで新 た な役割 、アイデ ア、方法 を探 り出そ うとす る 自立

心 をそな えて い る。 自分 の信 念 を守 るのに勇敢 で 、は っ き りと意

見 を表現 で きる。

自分 も他 の人 も、み なそれ ぞれ に幸福 でい られ るよ うにす るため

には、知性 と肉体 と感情 のバ ラ ンスが 大切 であ るこ とを理解 して

い る。

自分の 学ん でい る こと と経験 につい て深 く考 える。学 び続 け、 自

分 が成長 してい け るよ うに、 自分 の力 と限 界 を評価 し、理解 す る

こ とがで き る。

これ はIBOの 目標 と価値 観 を簡潔 に示 した ものであ る。
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第2章 課 題 論 文(ExtendedEssay)

国際バ カ ロ レア ・プ ログ ラムの用語 の 中には 日本 語 にす るのが難 しい ものが い くつ か あ

る。DPの3つ の要件(ExtendedEssay、TOK、CAS)も その例で ある。 まだ定 訳 はな いの で

確 定す るまで は、文部科 学省 大 臣官房 国際課 の 「国際バ カ ロ レアの概 要 」(平 成17年)で

使 用 してい る訳語 を採用 す る こ とに した。ExtendedEssayは 「課題論 文」、TOKは 「知識 の

理論 」、CASは 「創 造性 、活動 、奉仕 」 とい う訳が 当て られ てい る。

さて、課題論 文 はい か な るもので 、 どの よ うに して評価 され るの か を明 らか にす るのが

この章 の 目的であ る。 国際 バ カ ロ レア機 構 で は各 プ ログラムに対応す る教科 書 を作成 して

提供す るこ とは してい ない が 、各教科 や要 件等 に関 して のガイ ドブ ックで詳 しい規則 や評

価基準 を明 らかに してい る。 ここでは 、主 としてVadeMecum2006(2005)とTheExtended

Essay(1998)を 使 って、課 題論 文 の全貌 を捉 えて み る こ とにす る。

課題 論文 は論 文 の前 に課 題 がつ い てい るよ うに、長 めの論文 であれ ば何 につ いて書 いて

も良い とい うわ けでは ない。 教科 の授 業で学 んだ こ とについ て書 くこ とが 必要 で あ り、字

数 につい て も4,000語 以 内(日 本語 の場 合 は8,000字 以内)と い う決 ま りが あ る。 また 、

生徒 は監督者(supervisor)の 助言 を得 な が ら書 き進 めな けれ ばな らない 。

調 課題 論文 のテー マ と評 価基 準

課題 論文 の詳細 に入 る前 に、課題 論 文の テーマ と評価 基準 につい て簡単 に触 れ てお く。

まず、課題 論文 のテ ーマ で あ るが 、生徒 は どの よ うな ものを選 ん でい るの か、最 近 のIB

の資料 で見てみ よ う。2006年 の5月 のIB受 験 生 のデー タが ある。そ のデー タで は、31,198

名 の課題論 文 の提 出予 定者 がい て、彼 らが どの分 野 で論 文 を書 こ うと したか は表1に ま と

め られ てい る。 グル ー プ3(個 人 と社 会)に 関 す る教 科 との 関連 をテー マ に した 生徒 は

53.80%で 、半数 を超 えてい る。 グル ープ4(実 験 科学)と グルー プ1(第 一 言語)が それ に

続 いて い る。

表1教 科群別課題論文(旺)の 登録志願者数

教 科 群

別EE

登 録 志

願者数

割合

グル ープ1

第 一言語

4,639

14.87%

グルー プ2

第 二言 語

1,661

5.32%

グルー プ3

個 人 と 社

会

16,78

53.80%

グル ープ4

実 験科学

5,066

16.24%

グル ー プ5

数 学 と コ

ン ピ ュ ー

タ科学

902

2.89%

グルー プ6

芸 術 と 選

択科 目

2,048

6.56%

パ イ ロ ツ

ト科 目

99

0.32%

総計

31,18

100.00%

(DiplomaProgrammeStatisticalBulletinMay2006.19頁)

なお 、各 グル ープ の科 目は次 の よ うなもので あ る。

グル ープ1は 母 語又 はそ れ に準ず る言語 の文 学学習 と世界 の文学鑑 賞 と理解 。 グル ー プ

2は 第 一言語 に準ず る高度 なバ イ リンガル 言語 能力 、既習 外国語 、未習 外 国語 、ラテ ン語 、

古典 ギ リシャ語 。グル ー プ3は 歴 史、地 理、経 済学 、哲 学、心理学 、文化 及び社 会 人類 学、

ビジネス と経 営学、 イス ラム世 界 の歴 史、 グ ローバ ル社会 にお け る情報 技術。 グルー プ4
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は生 物 、化 学、物 理 、環境 システ ム、デ ザイ ン技術。 グル ープ5は 数学 、高等 数学 、数学

的方 法 、数 学的研 究 、 コン ピュー タ科学 。 グル ープ6は 美術 ・デザ イ ン、音楽 、演劇 、IB

校の シラバ スに基づ いた科 目な ど。

次 に 、 評 価 基 準 に つ い て で あ る が 、 評 価 基 準 は どの よ うな 役 割 を 果 た して い る の で あ ろ

うか 。課 題 論 文 の 指 導 教 官 は 常 に 生 徒 に指 導 して い る の は 、生 徒 がIBの 示 して い る評 価 基

準 を 念 頭 に 入 れ て 書 く こ とで あ る 。つ ま り、一 般 評 価 基 準(GeneralAssessmentCriteria)

と教 科 評 価 基 準(SubjectAssessmntCriteria)に 注 意 を 払 う こ と で あ る。 これ らの 基 準

が 生 徒 に公 開 され て い て 、積 極 的 に 活 用 す る よ うに指 導 が な され て い る こ とに注 目 した い 。

カ リフ ォル ニ ア 州 の サ ク ラ メ ン トに あ るMiraLomaHighSchoolを 訪 問 した 際 に 、IBコ ー

デ ィネ ー タ ー のDavidMathews氏 も こ の よ うな 指 導 を して い る との こ とで あ っ た 。 同 氏 は

自分 が 運 営 す る ホ ー ム ペ ー ジ で も、 論 文 を 書 く と き に は 評 価 基 準 に注 意 を払 うよ うに 生 徒

に 呼 び か け て い る(2006年9月12日 、http://www.thereforeib.net/extended_essa/)。

一 般 評 価 基 準 は 次 のA～Hの8つ 設 定 さ れ て い る
。

A研 究 課 題(Researchquestion)の 絞 り 込 み と 明 確 さ

B研 究 課 題 に 対 す る 研 究 方 法(Approachtotheresearchquestion)

C分 析／ 解 釈(Analysis/interpretation)

D論 拠／ 評 価(Argument/evaluation)

E結 論(Conclusion)

F要 約(Abstract)

G形 式 に 沿 っ た 提 示(Formalpresentation)

H総 合 的 判 断(Holisticjudgement)

各一 般 評価 基準 に数 段階 の質的 レベル が い くつ かの到達 度 を表 す記 述子(descriptor)

に よって 定義 され て い る。 また、特 に重 要 な基準 がい くつ か あ る場合 には到達度 の段階 も

他 の基 準 よ り細 か く分 け られ てい る。一般 評価 基準 に関 して の課題 論文 の質は、8つ の基

準 の各 々 につ いて 到達度 を判 定 し、それ を合 計す る こ とに よ り評価 され る。 課題 論 文の一

般 評 価 基準 で の最 高点 は24点 にな る。

次に、教科評価 基準であるが、 これは選択 した トピックを、課題論文が登録 されている

教科の文脈の中で志願者が どのよ うに扱 っているかを判定するものである。各教科にそれ

ぞれ独 自の評価基準セ ッ トが定められていて、各課題論文は、それが登録 されてい る教科

の教科評価基準に照 らして評価 され る。例えば、グループ1(第 一言語)は 次のよ うな評

価基準が設定 されている。

J調 査 した文献についての知識 と理解 、及び適宜な二次的情報源への参照

K文 学的な判断及び／ または分析 によって正当化 される個人 としての考え[意 見]

L文 学論 に相応 しい言語の使用

歴 史 に 関 して書 いた論 文で あれ ば、次 の よ うな評価 基準 に よ り評価 が され るこ とにな る。
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J

K

L

M

史料

歴史に関する知識 と理解

歴史に関する情報／証拠の選択 と活用

批判的な分析 と歴史に基づ く判断

教科評 価基 準で の最 高点 は12点 にな る。

一般 評価 基準 の得点 と教 科評価 基 準 の得 点 の総 計 がA～Eの 評価 とな る(表2を 参照) 。

表2基 準 と評価

合計:一 般評価 基準(/24)

合計:教 科評価 基準(/12)

総計(/36)

評価:

A

B

C

D

E

優 秀(30-36)

良(25-29)

可(17-24)

普 通(9-16)

初 歩 的(0-8)

課題論 文 は以 上の よ うな評価 基準 に照 ら し評 価 され るが、論 文 の指導者 であ る監督者 に

よる評価 で最終 的 な評 価 と され るので はない。IB校 の監督 者 に よる評 価 は あ くまで も参 考

にす ぎない。最 終的 な評価 はIBが 指 定 した外 部 の試 験 委員(Examiner)に よ り下 され る。

した がって 、生徒 が仕 上 げた最 終 的 な課題 論 文や監 督者 がつ けた課題 論 文 の予想 評点 をIB

校 の コーデ ィネ ー ター はIBが 指 定 した とこ ろへ期 日まで に届 け る必要 が あ る。 例 えば、5

月 にIBの 試 験 を受 ける北 半球 のIB校 で あれ ば、課 題論 文 は2ヶ.月 ほ ど前 の3、月15日 まで

に外部 の試験委 員 に提 出 しな けれ ば な らない。 また、 監督者 がつ けた課題 論 文 の予想 評 点

は、約3週 間前の4月10日 まで に英 国 のカーデ ィフ にあ るIBCA(IBカ リキ ュラム評価 ・

学術部 門)に 届 けなけれ ばな らない(表3を 参 照)。

表3送 付先及び到着 旧

志願者の課題論文の提出

監督者が予想する志願者の課

題論文の評点の提出

試験実施期間

2006年5月/

2006年11月

2006年5月/

2006年11月

送付先

試験委員

IBCA

到着 日

2006年3月15日/

2006年9月15日

2006年4月10日/

2006年10月10日
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2課 題 論 文 の 詳 細

課 題 論 文 に つ い て の 詳 細 はIBの ガ イ ドブ ッ ク(IBExtendedEssay,April1998)に 書

か れ て い る。 以 下 、 そ の 中 か ら 「規 定 」、 「監 督 」、 「一 般 的 ガ イ ドライ ン」、 「課 題 論 文 の 評

価 」 を 翻 訳 し紹 介 す る。

規定

ディプロマの授与にあたっては、ここに定めるすべての規定に従わなければならない。

規定1－ 要件

すべてのIBデ ィプロマ志願者は、課題論文を提出しなければならない。課題論文を提出できるのは、

ディプロマ ・カテゴリーと再履修カテゴリーに属する志願者のみに限 られる。再履修志願者は、前

回 と同 じ教科分野または別の教科分瞬に登録 した新 しい課題論文を、評価のために提出するか、ま

たは前回の論文を書き直 して提出するかのいずれも可能である。

規定2－ 監督

課題論文 を提出する志願者のいる学校は、その志願者が選択 した教科について適切な資格または経

験 を有す る自校の教師によって、志願者の監督(supervision)が 行われ るようにする責任を負 う。

この監督 を行 う教師は、志願者の課題論文監督者(supervisor)と 呼ばれ、志願者の縁者であって

はな らない。

規定3－ 論文に使用する言語

教科グループ1ま たは2に ついて提出される課題論文は、その言語によって書かれていなければな

らない。その他 のすべての教科で作成される課題論文は、英語、フランス語またはスペイン語のい

ずれかで書かれ るもの とする。

規定4－ 不正行為

国際バカロレア機構(IBO)で は、いずれかの評価要素に関して志願者が不当な利益を得ようと試み

ることを不正行為 として定めている。ある志願者が自分の作品が別の志願者によって評価のために

提 出されることを知 りながらそれを放置する行為を癒着 と呼ぶ。 ある志願者が他人の作品、思想、

または考 えを、出典を明示せずに評価のために提出する行為を、IBOで は盗作 と定義している。

盗作 として非難 されることを防ぐため、志願者は必ず他の人の言葉お よび考えの出典を完全かつ詳

細 に示 さなければな らない。課題論文の要件 と、ディプロマの取得に必要な他の教科の評価要素の

要件 を両方 とも満たすために、同 じ作品または同作品の2つ のバージョンを提出することはできな

い。

規定5－ 教科の選択

課題論文のために選択可能な教科 と言語のリス トは、便覧(VadeMecum)に 記載されている。志願

者がこの リス トに含まれていない言語で教科グループ1を 主題 とする課題論文の提出を希望する場

合、学校は、便覧に記されている期 日までにIBCAよ り許可を得なければならない。教科グループ1

お よび2の 教科領城における課題論文の性質についての説明は、各教科グループの教科ガイ ドライ

ンを参照す ること。
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課題論文のために選択するIB教 科は、志願者がディプロマ取得のために履修 している教科ではなく

とも良い。

課題論文を学校単位でのシラバス、知識の理論またはパイ ロッ ト・プログラムの一環 として提出す

ることはできない。但 し、便覧に掲載 されているリス トに含まれているケースに該当す る場合は除

く。

言語A1のSL独 習志願者は、通常、その言語A1で 書いた課題論文を提出す ることはできない。

志願者がデ ィプロマ課程で言語A1と して登録 している言語でグループ2を 主題 とする課題論文 を提

出することは認められない。

課題論文を登録 した教科とは別の教科を主題 とする課題論文が評価のために提出されても、そ

の論文は評価されない場合がある。

監督

課題論文監督者は4つ の主な責任 を負 う。

・ 志願者が課題論文のために研究を行い論文を執筆す る間、終始志願者を励まし支援する。

・研究の技法について志願者にア ドバイスとガイダンスを提供する。

・ 課題論文が志願者 自身によって作成 されるようにす る。

・ 監督者 レポー トを作成す る。

監督者 は、課題論文がディプロマの全体像の中で どれほど重要なものかを志願者が理解できるよう

に しなければな らない。志願者は、課題論文のために合計40時 間程度を費やすことが望ましい。志

願者は、ディプロマ ・プログラムを進 める中で課題論文以外にも多 くの課題 を果たさなければな ら

ないので、時には課題論文の要求事項によってくじけそ うになることがあるかもしれない。そこで、

志願者が課題論文を準備 し書き進める間、志願者を励ま し、支え、そ して不安を除 くことが監督者

の1つ の重要な役割 となる。

監督者が1人 の志願者のために費やす時間は、状況によって異なるが、通常は合計で2～3時 間であ

る。志願者が課題論文のために計画的に時間を使えるようにす るため、学校は課題論文の執筆過程

を幾つかの重要な段階ごとにその学校での期限を設定することが好ましい。執筆段階のスケジュー

ルを立てることで、監督者が志願者 との密接な関係を維持す ることが可能になる。スケジュールは

次の段階を含めて作成す るとよい:教 科の選択、 トピックの決定、研究課題の記述、研究の実施、

下書きの作成、最終版の提出。

監督者は、志願者が本ガイ ドブックに記 されている関連情報をすべて熟知するよ うにしなければな

らない。また監督者は、志願者 に適用 される個々の具体的要件に相応 しいア ドバイスとガイダンス
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を提供 しな けれ ばな らない。 これ には次の項 目について の支援 が含 まれ る。

・ 適切 な トピックを定 める。

・ 研 究課題 を適切 に設定す る
。

・ 適切 な情報源へ のア クセス(人 物 、図書館 、実験室 な ど)。

・ 情 報 ・証拠 ・デ ー タの収集 ・分析技術。

・ 情報 の出典 を記録す るた めの資料 一覧の作成方法
。

・ 要 旨を作成す る。

監督者は、 トピック と研究課題の選択 について志願者と議論することが好ましいが、志願者が トピ

ックと研究課題 を自分で決定 し、自分の考えを発展 させていくことを妨げてはならない。監督者は、

選択 された研究課題 が健康 と安全、プライバシーと人権、動物の福祉 と環境問題に関して適切な法

的および倫理的基準を満た していることを確認 しなければならない。 これ らの問題については、該

当す る教科ガイ ドラインにさらに詳 しい情報が記されている。

監督者は、課題論文の最初の下書きを読み意見を述べることが好ましいが、監督者が志願者のため

にその下書きに手を加えることは許 されない。課題論文の誤 りを直 し、内容の正確さを確認するこ

とは、志願者の責任において行 う。

監督者 は、課題論文の最終版が記入事項が全て埋 められたカバーに納められているかを確認するこ

とに責任 を負 う。課題論文のカバーに志願者または監督者の署名が行われていない場合、その論文

は評価の 目的で受理 されず、学校に返却される場合がある。監督者は、カバーの内側に監督者 レポ

ー トを記入 し
、カバーに納めた課題論文をIBコ ーディネーターに提出しなければな らない。

監督者は、課題論文の作成プロセスを観察 してその論文が志願者 自身の手によるものであることを

確認する責任を負 う。 さらに、監督者は課題論文の最終バージョンを読むものとする。監督者が盗

作などの不正行為が行われた疑いがあると判断する場合、監督者はその疑いの理由を説明する完全

な レポー トを作成 しなければな らない。監督者は、この レポー トをIBコ ーデ ィネーターに提出し、

コーデ ィネーターは適切な処置を講 じるものとする。

研 究活 動の間、志願者 が外部の人 物の意 見を聞 く必要が生 じる場合がある。これは行 っても

良いが、上述 のすべ ての手続 きが遵守 され るよ うにす る責任 を負 うのは、学校での志願者 の

課題論文 監督者 であ る。

一般的ガイ ドライン

課題論文の性質

課題論文は、ある教科の中で範囲を限定した トピックについて行 う詳細な研究 として定義されてい

る。その 目的は、志願者に対 し自分の力で研究を行 う機会を提供することである。個人で行 う研究、

考えと情報を論埋的で一貫性のあるや り方で伝達すること、および課題論文の全体を本ガイ ドライ
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ンに沿った体裁に仕上げることに重点が置かれる。そ ういった一般的課題の多 く、たとえば情報の

処理の仕方、分析のレベル、意見の質な どが一般評価基準に従って評価 される。このことか ら、一

般評価基準と教科評価基準の ウェイ トが2:1に 配分 されている。

教科の選択

課題論文を登録する教科は、便覧に記載 されている利用可能な教科のリス トか ら選択 しなければな

らない。

課題論文の トピックあるいは研究課題を決 める前に、課題論文を登録する教科 を選択することが好

ましい。IBOが許容 される教科の範囲を指定 しているので、課題論文に相応 しくない トピックがある。

課題論文のために選択す る教科は、志願者がデ ィプロマ取得のために履修 している教科ではな くと

も良いが、志願者が十分な知識 とスキルを持っている教科を選択するように配慮するべきである。

また志願者は、自分がその教科にどの程度個人的な興味を持っているかを考えた上で、教科を選択

するべきである。

論文の準備

トピックの選択

課題論文の トピックは、選択 した教科の中の特定の研究領域である。 トピックの選択を最終的に決

定する前に、関連する教科ガイ ドライ ンを慎重に検討するべきである。

志願者は、自分の興味を刺激 し、 自分にとってや りがいのある トピックを選択するよう心がけるべ

きである。選択 した トピックは、範囲を限定 し、志願者が1つ の課題または問題を掘 り下げて考察

す ることができるように範囲を十分に狭 く設定す るべきである。志願者が分析 と評価を行 うために

情報またはデータを収集または作成する機会を持てるよ うにしなければならない。志願者が教科の

範囲内で知的貢献をすることは期待 されていない。

幅の広い トピックを設定すると、ディプロマに相応 しい レベルの課題論文を作成できない可能性が

ある。個人による研究を必要 としない トピック、あるいは本質的に物語(narrative)あ るいは記述

的なアプローチを必要 とする トピックは、課題論文に相応 しくない。同様 に、二次的資料を利用す

る必要が生 じる場合もあるが、そのような資料の要約 を行 うだけの課題論文は、デ ィプロマに相応

しいものと認められない。資料 によって十分に立証 されている トピックの要約を書いても、ディプ

ロマに相応 しいレベルの課題論文を作成できないだろう。

研究課題

適切な トピックを選択 したのち、志願者は調査の焦点を絞 り、具体的な研究課題を設定する。多く

の課題論文で、これは疑問文の形式によって表わされ る。但 し、仮説を立てて調査を開始す るなど、

他の方法でも良い。志願者 は、頻繁にこの研究課題 を見直すことで、調査の目的と方針を堅持する

ことができる。
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志願者は、や りがいのある研究課題 を設定す ることが好ましいが、論文の長 さ、利用できる時間と

資源の制約の範囲内で探求が可能なものでなければならない。

研究プロセス

教科が多様であり、研究アプローチも多岐にわたるため、本ガイ ドでは研究の方法 とスキルについ

て詳細なア ドバイスを提供 しない。 しか し、設定した研究課題 に対 して説得力のある答えを作成す

るために役立つ ような情報と考えを生み出 し、また集めるには、教科の性質に応 じた体系的なプロ

セスが不可欠である。

次の図は、研究の実施 と課題論文の執筆プロセスについて1つ のモデルを提供することを目的とし

ている。

研究 ・執筆プロセス

研究

トピ ッ ク

↓

焦点

↓

執筆

ア ウ トライ ンの作成

基本 的ア ウ トライ ン

スケル トン ・ア ウ トライ ン

補 足的詳 細

資料の探索

↓

研究課題

↓

予備 リー デ ィン グ

↓

↓

ラフ ・ドラフ ト

タイ トル ・ページ

要旨

目次

序

本論/方 法/結 果

結論

図

付録

参考資料

↓

作業 用 ア ウ トライ ン

↓

見直 しと手直 し

資料/材 料の組み立て

↓

情報/デ ータの記録

↓

↓

校正

最終原稿

ResearchandCommunicationSkillsOttawa:Piperhill,1996か ら の 翻 案
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論文の構成

大半の課題論文では、慎重にアウ トラインと下書きが作成 された後、以下に説明するような構成 を

整えることになる。

序

序には以下の要素を含めるものとする。

・選択したその トピックが興味深い、重要である、または研究の価値があると考える理由の説

明。

・背景情報、および適切な文脈に トピックを位置づける試み。

・ その トピックを自分で扱える程度にまで焦点を絞ったかどうかの説明。

・ 明確かっ正確に説明された研究課題。

・ 主張と意見の明確な結論。つまり後に論文の本論において展開される、研究課題に対する回

答。

本論／展開

論文の主要部分である本論は、研究課題に対す る説得力のある回答を体系的に展開することを本質

的特徴 とする。 この部分の構成 とアプローチは、課題論文を作成する個々の教科の規定によって定

め られる。一部の教科では、本論の中に幾つかの大きな節を設け、それに小見出しを付ける必要が

ある。例 えば、科学的調査では、通常、方法の節 と結果の節を別に立てる。但 しその他の教科では、

論文の流れ と統一性が妨げられるので、小見出しを避けるべき場合もある。

結論

結論は以下の要件を備えなければならない。

・ 明確に述べ られている。

・調査を行った研究課題に関連 している。

・提示 されている証拠に基づいて導かれている。

・研究から発生 した課題、未解決の疑問、新たな疑問が説明されている。

形式的体裁

課題論文は、 トピックを選択 した教科に相応 しい、明確で正確で、フォーマルな文体によって書か

れていなければならない。タイプライターまたはワー ドプロセ ッサーの利用が推奨 される。

課 題論文 の長 さ

あらゆ る課題論 文において、長 さは4000ワ ー ドを上限 とす る。 この上限 の語数 には、序、本論 、結

論、お よび引用文 を含 めるが、以 下のものは含 めない。

・ 要 旨

・ 謝辞

・ 目次ペー ジ

・ 地図、チ ャー ト、図 、注釈付 きの図、表

・ 参照資料/参 考文献 の一覧
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・ 付録

4000ワ ー ドを超える論文はペナルティの対象 とな り、評価員は語数の上限を超える部分を読む義務

を負わない。

課題論文を日本語または中国語で執筆する志願者は、次の計算式を用いることとする。

日本語:1ワ ー ド＝日本語で約2文 字

中国語:1ワ ー ド＝中国語で約1.2文 字

タイ トル

タイ トルは、論文の焦点がわか りやすいように付 ける。タイ トルは正確でなければな らず、また必

ず しも疑問文の形を取 らなくともよい。

要 旨

300ワ ー ド以内の要旨を付けなければならない。要旨は序の役割 を果たす ものではなく、課題論文の

概要を示す ものであり、 したがって最後に作成するべきである。

要 旨を付ける目的は、課題論文の中で意見がどのように展開されているか、また到達 した結論が妥

当であるかを詳 しく検討するように志願者 を促すことにある。また、課題論文の読み手がその内容

をす ぐに理解できるよ うにするためのものでもある。

要旨の最低要件 は以下のものを明確 に述べることである。

・調査 された研究課題

・調査の範囲

・課題論文の結論

要 旨は、1枚 の用紙 の片面 を使い 、タイ プライ ター または ワー ドプロセ ッサーで打ち、タイ トル ・ペ

ー ジの次 に置 くこ ととす る。

目次ページ

目次ページは課題論文の冒頭 に置かなければならない。論文のすべてのページに番号を振ることと

する。インデ ックスは必須ではない。

図解

体裁 と全体が整然 と仕上がっていることは重要である。図解を使用す る場合は、そのデザインにも

配慮 し、効果的に使用する。グラフ、図、表および地図は、適切な表示を付 け、理解 しやす くなっ

ていなければ、効果的にならない。課題論文に取 り入れる図な どの素材は、すべて直接本文に関連

付 け、適宜出典 を記 さなければな らない。写真 とはがきの利用は、キャプションまたは注釈を付け、

課題論文の中で行われている具体的な主張をわか りやす く示すために使用す る場合に限 り、認めら

れ る。
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参照資料／参考文献

他人の言葉の直接的または間接的な利用を行 う場合は、その言葉が書かれたものか、 口頭で行われ

たものか、または電子的手段によるものかにかかわらず、他の資料か ら論文に転載するビジュアル

素材の場合 と同様に、適切に出典を記さなければならない。志願者がこの要件を守 らなかった場合

は盗作 と見なされる。 したがって、それは不正行為として扱われる。

参考文献または参照資料の リス トは、志願者が参考に利用 した書籍 ・雑誌などの作品のみを掲載す

るものとする。資料の引用と参照は、必ず承認 された形式に則って行 うこととする。文献参照の方

法は大きく2つ のグループに分けられる。本文中に挿入 して表示する方法と番号を付ける方法であ

る。いずれを利用 しても良いが、終始同 じ方法を用い、明確に表示 しなければならない。志願者が

参考文献の リス トを上手に作ることができるように、課題論文の教科に相応 しい有名なスタイル ・

ガイ ドを参考にす るよう志願者に求めることは、良い方法である。

参考に利用 した各作品は、それが参照文献として本文中ですでに引用 されているか否かにかかわ ら

ず、参考文献の リス トに含めなければならない。参考文献の リス トは以下の項 目を明示 しなければ

ならない:著 者、タイ トル、発行 日と発行地、出版社名。 これ らを1つ の標準的な参考文献 リス ト

作成方法に従って示す。例えば次のようにする:

Peterson,A.D.C.SchoolsAcrossFrontiers:thestoryoftheInternationalBaccalaureateandtheUnitedWo

rldCollege.LaSalle,Illinois:OpenCourt,1987.

Peterson,A.D.C.(1987),SchoolsAcrossFrontiers:thestoryoftheInternational

BaccalaureateandtieUnitedWorldCollee,OpenCourt:LaSalle,Illinois.

InstituteforAerospaceResearch(IAR)、FlightResearch.InNationalResearchCouncilofCanada

(NRC)[オ ン ラ イ ン]。1996[1996年07月11日 引 用]ウ ェ ブ か ら 利 用 可 能:＜URL:

http://www.iar.nrc.ca/iar/fr_eneral-e.htm1＞

Zieger,HermanE.“Aldehyde.”TheSoftwareToolworksMultimediaEncyclopedia.Vers .1.5.

SoftwareToolworks.Boston:Grolier,1992.

Bruckman,AmyS・“MOOSECrossingProposal.”mediamoo@media.mit.edu(1994年12月20

日)。

但 し、個人的なe-メ ール の リス トで はア ドレスを記 載 してはな らない。

付録

付録は課題論文の不可欠の部分ではなく、評価委員は付録 を読む義務はない。 したがって、分析 と

意見に直接関係する情報はすべて論文の本鍮に盛 り込むように注意すること。生データの完全なリ
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ス トは、不可欠であると判断 しない限 り、課題論文に含めてはな らない。

課題論文では、付録に記載 されている資料を頻繁に参照すると論文の連続性が妨げられるので、こ

れは行 うべきではない。

他のメディアと素材の使用

図版を除き、紙以外のメディアに記録 した素材は、補足的付録 としてのみ提出することができ、紙

面に記された課題論文の価値を損なっていてはならない。

コンピュータ

コンピュータは、課題論文の教科に関連するデータの分析に適したツールである場合に
、利用する

ことが好ま しい。コンピュータ出力のハー ドコピーなどの素材は、課題論文に含めることができる

が、使用 したプログラムの参照については参照を表示 し、またオ リジナル ・プログラムについては

その複製 を付録 としてのみ添付することとする。

プ ログ ラムは、 コン ピュー タ ・サイエ ンスお よび物理(特 定 の状況 において)に 限 り、課題論 文の
一部 として含 めるこ とができる

。

ビデオテープ

ビデオテープを補助素材 として使用するヒとは認められない。

オーデイオテープ

オーディオテープを補足的素材 として使用することは認められるが、推奨はされない。課題論文の

補足 としてオーディオテープを取 り入れても、特別な得点にはならない。デジタル ・オーディオテ

ープは受け付けない。

標本

調査 で使用または作成 した標本 は、課題論文 の一部 とならないので、提出 してはならない。そ

のよ うな素材の代 わ りとして証拠写真 を提出す ることはできる。

課題論文の評価

評価基準の利用

すべての課題論文は、IBOが 任命する評価委員によって外部評価が行われる。すべての課題論文に0

点か ら36点 までの得点が付けられ る。満点は、各論文に適用されるすべての基準に関して最高 レベ

ルが付けられた場合の合計点である。基準は一般評価基準と教科評価基準に分かれ、その配点は2:

1で ある。各課題論文の基準ごとのレベルは、ベス トマッチ ・モデルによって判定される。評価委

員は、各基準に評価対象の課題論文がレベル記述子の特徴を1つ でも満たせなくなるまで、低い レ

ベルから高いレベルへ と評価を進めてい くのではなく、その論文にもっとも相応しい(つ ま りベス
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トマ ッチ)レ ベル記述子を見つけるように求められる。ベス トマ ッチ ・モデルは、一般評価基準 と

教科評価基準の両方に適用 される。

一般評価基準

一般評価基準は8っ ある。これ らは、課題論文の一般的特徴、つまり要旨と結論の執筆、情報とデ

ータの利用、および全体的体裁などを志願者が どの程度のレベルで処理 しているかを判定するもの

である。

各一般評価基準に数段階の質的レベルが一連の到達度記述子によって定義 されている。特に重要な

基準がいくつかあ り、それについては到達度の段階も他の基準より細かく分け られている。一般評

価基準に関しての課題論文の質は、8つ基準の各々について到達度を判定 し、それを合計することに

より測定する。課題論文の一般評価基準での最高点は24点 である。

不適切な研究課題

一般評価基準A
、Cお よびDは 、不適切な研究課題を判定するものである。不適切な研究課題は2つ

の主なタイプに分類 される。その1つ は、あまりにも範囲が広 く、課題論文の長さの制限内では表

面的な記述 レベル以上の効果的な処理ができない研究課題である。教科ガイ ドラインに、そのよう

な調査問題の例が多数示 されている。そのような調査問題では、基準Aに 関 してレベル1よ り高い

到達度に達 しない。また、他の一般評価基準および教科評価基準についても、適切な成果を得るこ

とができないだろう。

その他の不適切な研究課題のタイプとして、あま りにも単純すぎるもの、範囲が狭すぎるもの、推

測的要素が強すぎるものなどがある。それ らは、容易に完了して しまうもの、あるいは無意味な結

果に終わるもの、あらかじめ予測 されて当然の自明の結果 に終わるものである。そ ういった課題論

文は、基準Aに 関 してレベル0と 判定される。また、基準Cお よびDに 関 しても理論上は要件を満

たす ことが容易なので、 どちらの基準についても最高で レベル2と 判定する。

この第2の タイプの研究課題 は、課題論文作成に関して体系的調査が行われないもの として定義 さ

れる。以下に幾つかの例を挙げる:

生物学

生物学

古典言語

コンピュータ ・サイエンス

環境システム

地理

地理

歴史

歴史

光がない と光合成がどのような影響を受けるか。

遺伝病の原因は何か。

キケ ロの最初のカタロニア語による演説 における絶対

奪格構文の使用頻度。

インターネッ トを使ってCDを 購入する方法。

ペ ットのスナネズ ミが1年 間に産む子供の数。

ジャガイモージャガイモの作付け面積 と利用法。

シ ドニーには中心的ビジネス街があるか。

クラウディウス皇帝はなぜ足が不自由だったのか。

もし最初に火器を発明したのが北米の原住民であれば、
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歴史

数学

社会人類学

演劇

彼 らは白人との戦いに勝利 していただろうか。

アフリカの リフ ト・バ レーにおける人類の進化を地球外

の起源にまでさかのぼって辿る。

12進 法。

SanXの 文化は彫刻を利用せずに分析することは可能か

(このコロンブス以前の遺跡か ら発見された彫刻以外

には、この文化について何 も知られていないことがす ぐ

に明 らかになる場合)。

舞台照明に効果があるかどうかの調査。

重要なことだが、こういった研究課題の適切 さをタイ トルだけに基づいて判断することはできない。

タイ トルか ら判断すると些末な問題のように思われる研究課題でも、扱い方が優れていれば価値あ

る発見につながる可能性 もある。 したがって、課題論文のタイ トルは1つ の目安 として役立ちうる

が、研究課題 の適切性基準に関す る到達度を判定するには、必ず論文全体を判断 しなければならな

い。

教科評価基準

教科評価基準は、選択 した トピックを、課題論文が登録:されている教科の文脈の中で志願者がどの

ように扱 っているかを判定するものである。

各教科にそれぞれ独 自の評価基準セ ットが定められている。各課題論文は、それが登録 されている

教科の教科評価基準に照 らして評価される。

各教科評価基準に、それぞれ数段階の質的 レベルが一連の到達度 として定義 されている。一般評価

基準と同 じよ うに、特に重要な基準がいくつかあり、それについては到達度の段階も他の基準より

細かく分け られている。教科評価基準に関 しての課題論文の質は、各教科評価基準について到達度

を判定 し、それを合計することにより測定する。課題論文の教科評価基準での最高点は12点 である。

提出 され る教科に相応 しくない課題論文は、教科評価基準の得点が0と 判定される。

総合的評価

0か ら36点 までの間で決定 された総合点を用いて、課題論文が以下のどのクラスに属するかを判定

す る。 ここに示すクラスを知識の理論で使用するクラスと総合 して、課題論文 と知識の理論に関し

て付与 され るディプロマ ・ポイン トが決定される。詳細は後出の 「ディプロマ ・ポイン トの付与」

を参照。

クラスは次のように分類 されている:

A優 秀 B良 C可 D普 通 E初 歩的
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クラスの定義は、課題論文の要件に関する各志願者の成績を学校に報告するための基礎 として用い

られる。

ディプロマ ・ポイン トの付与

課題論文は知識の理論 と総合 してポイン トが与えられ、そのポイン トはデ ィプロマの総合点の一部

として計算される。志願者の課題論文 と知識の理論の両方での総合成績に応 じて、最大で3ポ イン

トが与えられる。

知識の理論と課題論文の作品は、いずれも公表されている評価基準に基づいて成績判定が行われる。

公表されている評価基準の適用により作品の質が判定されると、それに応 じて、志願者の課題論文

と知識の理論の成績が上述の5つ のクラスのいずれか1つ に分類 される。

志願者に付与されるポイン トの総数は、志願者が課題論文 と知識の理論の両分野で到達 した成績 レ

ベルを総合 し、それを次ページのマ トリックスに当てはめて決定され る。

デ ィプロマ ・ポイ ン ト・マ トリックス

課題論文と知識の理論

一例 として
、課題論文が良で知識の理論の成績が可 と判定された志願者には、1ポ イン トが与えられ

る。また課題論文が普通で知識の理論の成績が優秀 と判定 された志願者には2ポ イン トが与えられ

る。

課題論文を提出できなかった志願者は、課題論文がNつ まりポイン ト無 しとな り、ディプロマを取

得できない。

課題論文 と知識の理論 の両分野で初歩的 レベルの成績であると、デ ィプロマの授与は認 め られ

ない。

‐25‐

知識の理論

優秀 良 可 普通 初歩的 未提出

優秀

良

可

普通

初歩的

未提出



第3章 知識の理論(TOK)

IBOが 求 め る3つ 要件 はIBプ ログ ラム を特徴 づ ける もの であ り、高 い評価 を受 けてい る

もので あ る。 この章 で は 「知識 の理 論 」(TheoryofKnowledge:TOK)を と りあげ、 どの よ

うな内容 でIBで は どの よ うに評価 を してい るかを明 らかにす る。

TOKは 国 際バ カ ロ レア独 自の学習 コース で、生徒 が知 識 を吸収す るだけで はな く、学 際

的 な観 点 か ら個 々の 学 問分野 の知識 体 系 を吟 味 して 、理 性 的な考 え方 と客観的精神 を養 う

こ とを重視 して い る。 さ らに、言語 ・文化 ・伝 統の 多様 性 を認識 して国際理解 を深 め、偏

見や偏 狭 な考 え方 を正す こ とを 目指 してい る。 デ ィプ ロマ取得 を 目指 す生徒 は、2年 間 に

わた り最低100時 間 、TOKの 学習 を義 務付 け られてい る。

1外 部 評価 と内部 評 価

TOKの 評 価 は外 部評 価(Externalassessment)と 内部評価(Intemalassessment)に

よ りな され る。

外部 評価 はTOK小 論 文 を対象 と した評価 で ある。 デ ィプ ロマ取得 を 目指す 生徒 は、IBO

が年度 毎 に作成 す る10の 表題 の リス トの中か ら1つ の表題 を選 び 、1200語 か ら1600語 の

範 囲 で小論 文 を書 い て、外 部 の試 験 委員(Examiner)の 評価 を受 け なけれ ばな らない。 小

論 文 の書 き方 につ い て は、IBOで 発行 してい るTOKの ガイ ドブ ッ「クに詳 しい説 明が ある。

また、評 価 基準 もそ のガイ ドブ ックに示 され て いる。 評価基 準 を公 表 して、それ を生徒 に

意識 させ なが ら小論 文 を書 かせ る指導 が特徴 的で あ る。

小 論文 の表 題 の リス トは次 の よ うな もので ある。

TOK規 定 タイ トル(2004年 鯛 月お よび2005年5月 受験 者 用説明)

TOK小 論文 は 、小論 文 を 自分 が書 い た とい うこ とを証 明す るた め に、 あなた の先 生 に

提 出す る こ と。小 論文 は 、下記 の10の タイ トル(質 問)の 中の1つ につい て書かれ た も

の で あ る こ と。 どの タイ トル を選 んで もよい が、 あなたの先 生に相 談す る ことを勧 めま

す。 あな たの小 論 文 は、6つ の領域 での習熟度 につい て採点 され ます 。そ の領域 は、TOK

ガイ ドブ ックに載 って い る評価 基準 の 中で述べ られ ています。 知識 の問題 を論文 の 中心

に据 え る こ とを忘 れ ない よ うに。 さらに、適切 な箇所 で、 あなた が受 けたIBOプ ログラ

ム の ほか の部分 や 、知識 者(knower)と して のあなた の経 験 に触れ るのを忘れ ない こ と。

必ず 述べ た こ とには納 得 のい く説 明 を し、 あなたの主 張 を説 明す る 当を得 た例 を挙 げ な

さい 。 あ なた の主 張 が含 んで い る意 味 に注意 を払 い、 それ らに どの よ うな反対 意見 が あ

るか を考 え るの を忘れ ない よ うに。 外部 の資料 を用い るな らば、承認 され た取 り決 め に

従 って 引用 す る こ と。

試 験委 員 は決 め られ た タイ トル に対す る小論 文 を採点 します 。 タイ トル は与 え られ た

通 り正確 に用 い 、決 して変 えない こ と。

‐ 26‐



論 文 の 長 さは 、1200語 ～1600語 で な けれ ば な りま せ ん。

1あ る人 々に とっては、全 て の知識 の形 の 中で 、科学 は最 も優 れ た もので あ る。 この

観点 は正 当か、 も しくは 、科 学や 知識 へ の誤解 を伴 って い るか。

2「 偽 りの衰 退 を経 て 、 ど うに か真 実 が残 るの は、最 後 の こ とな の だ か ら。」(John

Lukacs)異 な る知識 の領 域や 、あ なた 自身 の経 験 で、これ は どの程 度 当て はま るのか?

3「 他 の全 ての知 る方法(WaysofKnowing)は 言語 によ って支 配 され て い る。」 この

言葉 は何 を意 味 してい るのか。 そ して この言 葉 は、概 念 ・感 情 ・理性 ・言語 の 間の 関

係 の正 しい描 写だ とあな たは思 うか。

4知 識 の一つ の定義 は、確 固た る証拠 に基 づい た正確 な考 えで あ る。 何 が証 拠 を十分

「確 固た る」 もの とし、い か にそ の限度 が定 め られ 得 るの か。

5「 正 しい行 いをす る こ とは 、正 しい こ とを知 る こ とか ら始 ま る。」責任 あ る行動 は 、

正 しく、批判 的な考 え方 に どの よ うに かか ってい るか。

6「 私 は間違 いな い と確信 して い る」 と 「それ は間違 い ない」 との違 い はな にか、 ま

た 、知識 を正 しい もの と証 明す るの に、いか な る場合 も強い信 念 があれ ば十分 なの か。

7ど の程度 、知覚 の主観 的性質 は、芸術 家 に は利 点 と見 な され 、一方科 学者 には克服

され るべ き障害 と見 な され るで あ ろ うか。

8証 拠 を科学 的 に分析 す る能 力、 又 は、創造 的 なイ マ ジネ ー シ ョンを用い て証拠 の解

釈 を展 開す る能 力:歴 史学 者 の よ り重要 な資 質 は どち らか。

9「 全 ての倫理 的意見 は相対 的 な もので あ る。」この意見 を主張す る ことの正 しさ一 そ

して この意 見 を主 張す る こ との意 味一 を検討 す るこ とに よ り、 あな たは これ に賛成 か

反対 か を決 めな さい。

10数 学 お よ び他 の 知識 の領 域(AreasofKnowledge)に お け る知 識 は 、 同 じ程 度 に 、

そ して 同 じ よ うに 、 文 化 に 左 右 され るか 。

TOK小 論文 は次のA～Fの6つ の評 価基 準 に照 ら して評価 され る。各基 準で最 高 レベル の

内容 であれ ば40点(40ポ イ ン ト)を 獲得 す る。表1は6つ の評価 基準 とそれ ぞれ の達成

度 を一 覧 に したTOK小 論 文外 部評価 基 準で あ る。
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表1TOK小 論文外部評価基準

基準A 知識 に 関す る点:知 識 に関 す る諸 問題 は 、認 め られ 、理 解 され 、 主 張 され て い るか。

10

8 6 4 2

0

認識と理解
TOKと 筆 者

との 関連 性

卓越
一 貫 し て 関連

し 、 目 的 性 が

あ る 。 生 徒 の

意 見 を反 映 し

て い る。

優秀
一 貫 して 関 連

して い る 。 生

徒 の 意 見 を 反

映 して い る。

充分

概 ね 関 連 し て

い る 。 大 部 分

は 意 見 を 反 映

して い る。

乏 しい

概 して 関 連 が

な い。

とて も乏 しい

関連 が ない 。

な し

関連 が ない 。

基準B分 析の質:知 識の問題/反 対意見は批評的かつ思慮深 く扱われているか。
10 8

6

4 2

0

批評的意見
と洞察

反対意見の
認識

論法

卓越 した批評
的 意 見 と 洞
察。
反 対 意 見 が 示

され 、徹 底 的

に 評 価 され て

い る。

詳 細 で 効 果 的

な 、 説 得 力 の

あ る論 考。

優れた批評的
意見と洞察。

反 対 意 見 が 示

さ れ 、 評 価 さ

れ てい る。

詳細で、説得
力のある論考

充 分 な 批 評 的

意 見 。 い く ら

か の洞 察。

反 対 意 見 が 示

され て い る。

適 切 に 詳 述 さ

れ 、概 ね 説 得

力 が あ る。

低 レベ ル の 批

評鄭 意 見 。

な し。

表面的である
か、説得力に
欠ける論考

非 常 に 低 い レ
ベ ル の 批 評 的

意 見。

な し。

完 全 に 表 面 的

で あ る か 、 説

得 力 に 欠 け る

論 考。

な し。

な し。

な し。

基準C 広が りと関速性:異 なった知識の方法および異なった知識の領域の認識とつながりは。
5 4 3 2 1 0

知識の方法
／領域の認
識

卓 越 し た 認
識。効果的な
つなが りお よ

び／ または適
切な比較。

優 れ た認 識 。

適 切 な つ な が

り、 ま た は 比

較 。

充 分 な認 識 。

適 切 な つ な が

り 、 ま た は 比

較 。

認 識 に 乏 し

い 。つ な が り

や 比 較 が 必 ず

し も適 切 と は

限 らない 。

非 常 に 認 識 に

乏 しい 。 つ な

が りや 比 較 が

不 適 切。

認 識 が ま っ

た くな い。

基準D構 成 、 明確 性 、論 理 的一 貫 性:(こ こで は言 語 能 力 は間 わ な い)

5 4 3 2 1 0

構成

明確性 と論
理的一貫性

卓 越 し た 構
成。簡潔な導
入 と効果的な
結論。

明 確 で 論 理 的

に 一 貫 して い

る 。 概 念 と特

質 の 明 確 な 定

義 が 簡 潔 に な

され て い る。

優れた構成。
簡潔な導入 と
明確な結論。

明 確 で 論 理 的
・に 一 貫 して い

る。 概 念 と特

質 の 明 確 な 定

義 が な さ れ て

い る。

充 分 な構 成 。

主 要 な 論 点 は

伝 わ る。

適切な明確性
お よび論理的
一貫性。

構 成 が 稚 拙 。

明 確 性 お よ び

論 理 的 一 貫 性

に乏 しい 。

構成が非常に
稚拙。

明 確 性 お よ び

論 理 的 一 貫 性

に 大 変 乏 し

い。

構 成 が な さ

れ て い な い。

不 明 確 で 論

理 的 一 貫 性

に欠 け る。課

題 と の 関 連

性 が な い。

基準E例 証:小 論文は、様々な資料から引用された適切な例証の裏付けがあるか。
5 4 3 2 1 0

質

範囲

一 貫 し て 簡

潔 、 適 切 、 効

果 的 。

広 範 な種 類 。

自身 の 経 験 。

高 度 な 文 化 的

多 様 性 。

一 貫 し て 適

切。

多種 の例 証 。

自身 の経 験 。

あ る程 度 の 文

化 的多 様 性 。

概 ね 適 切 。

充分 な多種の
例証。

ほ とん ど適 切

で はな い。

限 られ た 種 類

の 例 証。

不適 切 。

種 類 に 乏 しい

例証 。

関連 が ない 。

関 連 し た 例

証 が な い。

基 準F事 実 の正 確性 と信 頼 性:「 事 実」 は正 確 か。 資 料 は正 し く引用 され て い る か。

a'J 4 3 2 1 0

事実の正確
さ
資料

卓 越 し て い

る 。

信 頼 で き る。

承 認 さ れ た 取

り決 め に 則 っ

て 一 貫 して 正

し く 引 用 さ れ

て い る。

優 れ てい る。

優 れ てい る。

承 認 され た 取

り決 め に 則 っ

て 正 し く 引 用

され てい る。

充 分 で あ る。

概 ね 信 頼 で き

る 。 大 部 分 は

承 認 され た 取

り決 め に 則 っ

て 正 し く引 用

され て い る。

低 レベル 。

ほ とん どが 信

頼 性 に 欠 け る

か も し くは 、

承 認 され た 取

り決 め に 則 っ

て 正 し く引 用

さ れ て い な

い。

非 常 に 低 い レ
ベ ノレ。

信 頼 性 に 欠

け 、 そ の うえ

承 認 さ れ た 取

り決 め に 則 っ

て 正 し く 引用

さ れ て い な

い。

な し。

ど の 資 料 も

信 頼 性 に 欠

け る か も し

く は 正 し く

引 用 さ れ て

い な い。
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内部評 価 は、生徒 の 口頭発 表 と 自己評価 レポー トを指導 教官 が評価 す る こ とに よって な

され る。TOKガ イ ドブ ックに内部評価 の方 法や基 準が 明確 に示 され て い る。A～Dの4つ

の評価 基準 に照 らして評 価 され 、各 基準 で最 高 レベ ル に到 達 していれ ば20点 に な る。表2

は4つ の評価基 準 とそれぞれ の達 成度 を一 覧 に したTOK小 論文 内部評価 基 準 で ある。

表2TOK小 論文内部評価基準

基準A知 識 に関す る点:知 識 に関す る諸問題 は、認 め られ 、理解 され てい るか。
5 4 3 2 1 0

認 識 と理
解

卓越 優秀 充分 乏 しい
と て も乏 し
い な し

TOKと の理

念 の 関 連
性

一 貫 し て 関

連 してい る。

一 貫 し て 関

連 している。
概 ね 関 連 し
ている。

概 して 関 連
がない。

関連がない。 関 連 が な
い。

創 造 力 と
独創性

双 方 と も 高
い レベル。

ど ち ら も認
め られ る。

い く ら か の

創造力。
な し。 な し。 な し。

基準B 分析の:知 識の閥題 異なる観点は批評的かつ思 深 く われているか。
5 4 3 2 1 0

批 評 的 意
見 と
洞 察 の レ
ベノレ

問 題 と の
取 り組み

多 様 な観
点の識別

論 法 の論
理 的厳 密
さ

主 要 点 の
含 み に対
する関心

卓 越 した 批
評 的 意 見 と
洞察。

問 題 と徹 底
的 に 取 り組
んでい る。

明確 に 識 別
され、
完 全 に 認 識
されている。

論 理 的 説 得
力 がある。
適 切 な 正 当
化。

綿 密 で 考 え
抜 か れ て い
る。

優 れ た批 評
的意 見 と洞
察。

問 題 と あ る
程 度 深 く取
り組 ん で い
る。
あ る 程 度 識

別 され、認識
されてい る。

論 理 的 説 得
力が ある。
一 貫 し た 正

当化。

考 え 抜 か れ
てい る。

充 分 な 批 評
的意見。
い く ら か の

洞察。

低 レベ ル の
批評的意見。

非 常 に 低 い
レベ ル の 批

評 的意見。

な し。

適 切 に取 り
組 んでい る。

い く ら か の

識別 と認識。

概ね表面的。
取 り組 み は
不適切。

ほ とん ど識

別 され て い
ない。

ま っ た く皮
相 的。
取 り組 み は

不適切。
ほ と ん ど意
識 され て い
ない。

な し。

まっ た く意
識 され て い
ない。

概 ね 説 得 力
があ り、正当

化 され て い
る。

い く らか の

意見がある。

あ ま り説 得

力 が無い。
主 要 点 が 正

当 化 さ れ て
いない。

な し。

主 張 が 無 い
か、も しくは
ま っ た く根

拠 に 欠 け 正
当 化 され て
いない。

な し。

な し。

な し。

基準C 作 品にお ける知識:発 表は、現代 の問題 にTOKの 知識 を どの程度まで応 用 してい るか。
5 4 3 2 1 0

現 代 の 問
題 へ の 応
用

基準D

明 確 性 と
論 理 的 一
貫性

卓越。
抽 象 的原 則
の 明 確 で 効

果的な応用。

優秀。
抽 象 的 原 則
の 明 確 な応

用。

充分。
抽 象 的 原 則
が 問 題 に 関
連 している。

乏 しい。
抽 象 的 原 則
を 問 題 に 関
連 づ け る 努

力 が い く ら
か見 られ る。

非 常 に 乏 し
い。

抽 象 的 原 則
を 関 連 づ け
る努 力 が ほ

とん ど無い。

問題 とTOK
との 関連 が

まった く無
い。

明確性:発 表 は明確 で論理的に一貫 してい るか。(こ こでは語学能力は 問わな い)

卓越

JC'

優秀

4

充分

3 2

乏 しい

1

と て も乏 し
い な し

0

2TOKの 得 点(ポ イ ン ト)と ク ラス

TOK小 論文 に対す る外部 評価(最 高点40点)と その小論 文 につ いて の 口頭発 表 等 の内部

評価(最 高 点は20点)と の合計 、0か ら60点 ま での 間で決定 され た総合 点 を用 いて 、TOK

小論 文 が以下 の どのク ラスに属す るか が決 め られ る。
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ク ラス は次 の よ うに分類 され てい る

A優 秀 B良 C可 D普 通 E初 歩的

TOK小 論 文 は外部 の評 価 を受 け るた め にIBが 指 定 した試験 委員(Examiner)の も とへ期

日まで に届 け る必要 が あ る。例 えば、5月 にIBの 試 験 を受 け る北 半球 のIB校 で あれ ば、2

ヶ月 ほ ど前 の3月15日 までに届 け る決 ま りで ある。内部評価 の提 出物 に関 しては、生徒 の

TOKプ レゼ ンテ ー シ ョン(口 頭 発表)の 成績 と予想評 点 を英 国の カーデ ィ フにあ るIBCA(IB

カ リキ ュラム評 価 ・学 術部 門)に 送付 す る こ とになってい る。5月 の試 験 のお よそ3週 間

前 の4月10日 が必着 であ る(表3を 参 照)。

表3送 付先及び到着 日

志願者のTOK小 論文の提 出

志願 者 のTOKプ レゼ ンテ ー シ

ョンの得 点 と予想 評 点 の提 出

試験実施期間

2006年5月/

2006年11月

2006年5月/

2006年11月

送付先

試験委員

INCA

到着 日

2006年3月15日/

2006年9月15日

2006年4月10日/

2006年10月10日

なお 、TOKで 得 た ク ラス(A～E)は 、課題論 文で得 た クラス(A～E)と 総合 して、知識

の理論 と課 題 論 文 に関 して付 与 され るデ ィプ ロマ ・ポイ ン トが決 定 され る(最 大 で3ポ イ

ン ト)。 詳細 は第2章 の 「デ ィプ ロマ ・ポイ ン トの付 与」 を参 照。

3評 価 の 詳 細 と評 価 基 準

以 下 、TOKガ イ ドブ ッ ク か ら「評 価 の 詳 細(AssessmentDetails)」 と 「評 価 基 準(Assessment

Criteria)」 に つ い て 翻 訳 して 紹 介 す る。

騨価の群細

パー ト1指 定 され た課題についての小論文（1200-1600語)

概略

各受験者 は、IBOが 試験 ごとに指定す る10の 課題の うち一つを選 んで小論文(essay)を 作成 し、

外部評価 に提 出 しなけれ ばな らない。

課題 は、知 識 に関す る包括 的追究 を伴い、本質的 に学際的な もので ある。 これ らの課題は、知識 の

理論(TOK)の プログラムの一つ以上の部分や特定の科 目に関 して、又 は学校 内外で知識について得

られ た意見 に関 して対応す る。

課題 は抽象 的に論 じられ るものではない。常 に主張は正 しいことが証 明 され、当を得た ものであ り、

可能 な らば、反 対意見 と独 自の例が議論を明確 にす るために言及 されてい るこ と。

選 択 した課題 は、いかな る変更 もな く、与え られた とお り正確 に用い られな くてはならない。指定

され た課題 の見地か ら採 点す る評価者 によって、課題 を修正 した小論文は的外れ とみな され るため、

受験者 の得点 は とて も低いか零点 となるこ ともある。

小 論文は きちん と提 出 され 、はっき り読み易 く、適切な場合 、参考資料 と文献 目録 を付けなけれ ば
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な ら な い 。

自認 と参照資料

受験者は、評価のために提 出された作品 に、他者 の作品や思考、アイデアを取 り入れた場合 、それ

に関 して完全かつ詳細 に認 めること。 さらに、印刷物又は電子媒体 どちらの形で も、他 の受験者 の作

品 として評価 に提出 され る可能性 を知 りなが ら、 当該受験者 に 自分 の作品を与 えることは絶対 にしな

いこと。標準的な形式 に基づいて一貫 して用 い られてい る承認 された参照事項の書式を、引用の 出典

を認 めるに際 して必ず使用す ること。

文献 目録

T OKの 小論文は研究報告ではな く、特定の資料 を用いた場合 には、文献 冒録 に認め られな ければな

らない。文献 目録は(本 ・ジャーナル ・雑誌 ・オ ンラインな ど)受 験者 が参考 にした ものだ けを載せ

なけれ ばな らない。

適切であるためには、文 献 目録 は以 下のことを特 定 しな くてはならない:

・ 著者名(共 著の場合 は複数) 、題名、 出版 日、出版 地

・ 出版社名、若 しくはURL(http://....)

・ 資料 を集 める標 準的手段の一つ として、ホームペー ジにア クセス した 日

小論文の長 さ

指定 された課題 の小論文 は、1,200～1,600字 の長 さでなけれ ばな らない。文字数 には、以 下が含 ま

れ る:

・ 小論文の主要部分

・ 引用文

以下は文字数 に含まれない:

・ 謝辞

・ 参考資料(例 えば、脚 注 ・巻 末の注)

・ 地図、グラフ、図、注釈 のつ いたイ ラス トや表

・ 文献 目録

受験者は文字数の表示 を求め られ る。

教 師の役翻

受験者の指定 された課題 の小論文 に関連 して、4つ の主 要な責任が教師 に求め られ る。

・ 受験者 が小論文を書 くのを力づ け
、励ます こと

・ 受験者 に必要な技 量について助言 し、指導す るこ と

・ 小論文 が確実に受験者 自身 の作 品で あること

・ カバ ー ・シー トの作成

指定 され た課題を受験者 と検討す ることは推奨 され るが、最終的な課題の選択 と、 自分の着想の展

開は受験者 にまかせ なけれ ばな らない。

下書 きができた場合 、教 師は読んで コメン トできる。 しか し、受験者の ために手を加 える ことは許
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され ない。間違い を修 正 し、改善す るこ とは受験者の責任 である。

真正 さ

教師 は確実 に受験者 自身の小論文 を作 品 として提 出させ なければな らない。疑いが生 じたな らば、

提 出小論文 の内容 について受験者 と討議 し、 さらに以下の事項一つ以上による精査を もって真 正さを

調べ なけれ ばな らない。

・ 受験者 の最初 の提案 とア ウ トライ ン

・ 小論文 の最初 の下書 き

・ 適切 な場合 、受験者 の参考資料 と文献 目論

・ 相違 が明確 に示 され るものであ る文体

小論文提 出時に宣言書 にサイ ンを求め られ る ことを、受験者に明確 に しておかなけれ ばな らない。

これ は、作品が 自分 自身 のものであ るこ とを裏付 けるためで ある。 さらに、教師も宣言書の主張の証

明を求め られ るこ とを、受験者に承知 させ ておかなければならない(手 続 き便覧 を参照 のこと)。

パ ー ト2発 表

概 略

・ 生徒 は、一人以上の個人 と／ もしくは小 グルー プを作 り、授業 の中で 口頭発表 を行い、 自己評

価 レポー トを作成 しなけれ ばな らない。

・ 口頭発表の題 目は生徒が教 師の承認 を得 て選ぶか、 もしくは教師が与えてもよい。発表は、評

価規準の必 要条件 に合致可能で あれば、TOKに 関連す るどんな題 目で もよい。 しか しなが ら、

「指定 され た課題 」は、発表の題 目に決 して使 わない こと。

・ 発表は、講 義や スキ ッ ト、シミュレーシ ョン、ゲー ム、脚色 した音読(dramatizedreading)、

イ ンタ ビュー、デ ィベー トといった、多様な形態が とれる。 しか しなが ら、いかなる状況 でも、

小論文をクラスで単に音読す ることを発表 とは認 められ ない。

・ 生徒が1つ 以上の発表 を した揚合、評価 のためには最 も良い もの(も しくはその生徒が参加 し

た グル ープ発表 の最 も良い もの)を 選ぶ こと。

・ 生徒 がグル ープのメンバー として発表 を行って も、教師は、得点 は個人に帰す るもの とみなす

こ と。

・ 生徒 は 自己評価報告 を書かなけれ ばな らない。書式 は 「便覧」に載 ってい る関連の ものを用い、

発表の簡潔 な描写 と、以下の よ うな質 問に対す る短い答 えを含む こと。

－どの よ うにそ の題 目は知 識の課題 を与 えま したか。例えば、真実に達 した り、証拠を集

めた りとい ったよ うな。

－発表 の主な 目的は何 で したか。簡潔 に説明 しなさい。

－課題 の発表には どの ような方法 を使いま したか。それを選 んだ理由は。

－発表 は よくま とま り、考 え させ 、注意を引きつ けるもので したか。

－発表 の良かった ところ、悪 かった ところは どこですか。 もしまたす るな らば、もっ と良

くす るために、なんでもよい です が、 どう変 えますか。

学級経営
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・ 各発表が行われ る日は、生徒が題 目を選 び、準備す る時間が充分取れ るよ うに、かな り前 もっ

て伝えてお くこと。

・ 最 も興味のある題 目を、生徒が指定す るこ と。変化 に富み 、プ ログラム全体をカバー させ るた

めに、各題 目を取 り扱 うのは1回 のみ。

・ 教師は生徒 を促 した り、きっかけの質問を出 した りす るこ と。

・ 発表後 にデ ィスカッションの時間 を取ってお くこと。

・ クラス ・デ ィスカ ッシ ョンの時間を除き、各発表は概ね10分 間。関連す る個人発表 、及び相互

に関連す るグループ発表 が推奨 され る。 さらに、評価規準の適用に全生徒 を含 め られ るだけ充

分な時間が取れ ること。

・ グループ発表が予定 され ている場合、全ての生徒が 同 じだ けの時間話す必要 はないが、全員 が

貢献 し、積極 的に関わることが望まれ る。

・ 発表 を準備す る前に、「便覧」 にある 自己評価用紙 を生徒 に与 えること。

発表題 目側

効果的な ことが判明 してい る例 を以下に挙 げる。 これ らは、 この個所 において適切 である と思われ

る題 目の類型 につ いて参考 にな るとともに、今 日の問題や 出来事が知識の問題 と関連す る と思われ る

事柄を例示 して、深 く考 えるこ とを促す機会を与える ことを意 図 している。教 師がこれ らの例 を全て、

または、 どれか を使わなければな らないわけではない。

・ 自然科学 と社会的責任 の関係 は何 か。最近 の科学 的又 は技術 的発展 を一 つ焦点 に選び 、その倫

理的含意 を考察せ よ。その よ うな知識 の発展 を導い た り、制 限 した りす る道徳 的責任 は誰が負

い、その責任 が正 当とされ る根拠 は何 か。

・ 人文科学は、どのよ うにグルー プや民族間 にしば しば起 こる誤解や軋礫 の多 くを理解す る助 け

になるのか。複数 グル ープ(例 えば、民族的、人種的、社会経済的、又は宗教 的 グループ)の

イ ンタラクシ ョンを含 む今 日的 問題 を挙げ、心理学や人類学、経済学に よって得 られた知識 を

考察せ よ。 どのよ うにそれ らの学問が、問題 の原因や特性 を解明できるのか。 さらに、考えら

れ る解決 とどのよ うに関連す るのだ ろう期。私 たちが、その問題 を もっ と理 解で きる学問は他

にあ るか。

・ 歴史は真実 を語ってい るか
。歴史上の出来事 を一つ選び、それを使 って歴史的真 実の本質 と複

雑 さを探求せ よ。 この過去の探求が、現在 を理解す るのに どの ように関わ ってい るのか。それ

によって浮かび上が る今 日の出来事が あるか。

・ 私たちは 「良い」行動や 「道徳 的」行動 を している と
、 ど うして分 かるのか。倫理的問題を何

か選び、2つ 以上の考 え得 る倫理的観 点か ら検討せ よ。 目的は、 どちらかが正 しいかを証明す

るためで はな く、行動 が道徳的 に正 しい と主張 している相 異す る見地 を見 出す ことにある。

・ 宗教的信条は何 に帰す るのか
。特定 の信条 を一つ選び(例 えば、世界の創 造、又 は死後 の生の

性質)、 無神論 と最低2つ の主要な宗教 の観点か ら考察せ よ。それぞれ の場合 に、信 じているも

のを納得 させ る正 当な根拠 を挙 げること。あなたの 目標 は、 ある宗教が正 しいか 間違 っている

か決 めることではな く、信条及び正 当とす る根 拠 を探求す ることである。 どの程度 まで、宗教

的信条は 「知識」に分類 され るのか。信 条を否 定す ることで、知識 の威信 の価値や 重要性 は低

下す るのだろ うか。

‐ 33‐



・ あなたの地域で 、概念や 価値 の対 立を生み 出す興味深い問題(例 えば、 ドイ ツの食物遣伝子操

作 、カナ ダの先住権問題 、チ リの水力発電 ダム建設、ブ ラジルのアマゾン森林破壊 、又はオ ラ

ンダの麻薬政策)を 見つけな さい。対立 している少な くとも2つ の側がその闇題に関 して提示

してい る事実や主張、統計データ、映像を検討 しな さい。そ の過程で、相違す る推測や正 当化、

価値 、感情 をみつ けなさい。 どこまでが説得力 のある議論だ と思 うか。

・ 概念 や価値 の対 立を生み 出す地球規模の重要な問題(例 えば、エイ ズや人種的大量虐殺 、難民、

人 権侵 害、砂漠化 、公害 と地球温暖化 、地球資源 の不平等配分)を 見つけなさい。対立 してい

る少な く とも2つ の側 がその問題 に関 して提示 している事実や主張、統計デー タ、映像 を検討

しな さい。そ の過程で、相違す る推測や正 当化、価値、感情を見つけな さい。問題の真相 にど

こまで迫れ るだろ うか。

・ 知識 の新 しい発 展 を一つ選び 、それが発達 して きた学 問分野に与 えた影響 と、倫理的な刺激、

も しくは、他 の知識領域 に与えた刺激 を考察せ よ。例 えば、科学や技術 な らば、 ヒューマン ・

ゲ ノム ・プ ロジェ ク トや クロー ン、原子力、IT革 命な どに焦点を当てて も良い。芸術な らば、

CGア ー トや 電子音楽が考 え られ る。

・ 政治や 広告に時折見 られ るような、社会を意図的に欺 くこ とは正 当とい えるか。 国際的誤報 の

事例や 、科学や芸術 、歴史 など他の知識領域での誤 った主張の事例 を考察せ よ。

評価基準

評価規準 と指標 の使用

IBOの 評価方法 は、基準 に拠 った絶対評価で ある。指定 され た課題 に よる小論文 とTOK発 表の評

価方法 は、他 の舜 験者 の成績 との兼ね合いではなく、決め られた評価 規準に照 らして行 われ る。

・ 小論 文の評価規準はAか らFの6段 階、発表はAか らDの4段 階である。各評価規準 には、

肯定的な達成 に重点を置いた、達成 レベルの指標が規定 され ている。 しか し、低い レベル(最

低 は零 点)で は、達成 できなかった点も指標 に含まれ ることが ある。

・ 受験者 が得た達成 レベルを最 も適切 に表せ る指標 を、規準 ごとに見つけることが 目標 となる。

それ ゆ え、そ の手順 は、 ある種 の近似値 を求めるもの とな る。 ある一つ の基準 に照 らす と、高

い達成 レベル の指標 と低い指標 に相 当す る欠点 とを併せ持 っている ことがある。最 も近 い指標

を見いだす には、熟練 した判断が必要である。

・ 評価 のた めに作 品を精査す るには、各規準の指標 を0の レベルか ら始めて、作 品に評価 が当て

はま らな くなるまで達成 レベル を上げていくこと。その結果、その作品には一つ前の達成 レベ

ル の指標 が最 も当てはまることになるので、それ を寵録す るこ と。

・ 整数 のみ を使い 、分数や小数点は認 め られない。

・ 最 高点 は必ず しも完全無欠 を意味せず、評価者及び教師 は、評価 され る作品に適 した指標 であ

れ ば、零点 も含 め、極端 な指標を使 うのをため らわないこ と。

・ トー タル を出す ために最 終的に合計 され はす るが、指標 は点数やパーセ ンテー ジ と見な しては

な らない。 その他数 字的な関連が あると推 定 してはな らない。例 えば、 レベル4の 成果 は必ず

しも レベル2の2倍 優 れてい るとい うわけではない。

・ ある基準 に関 して優 れた達成 レベルを示 した受験者が、必ず しも他 の基準 に関 して同様 のレベ
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ル を達成 している とは限 らない。受験者 の全体 的評価が、 ある特 定の点数配分 を見せ ると推定

してはな らない。

パー ト1評 優原理

指定 された課題 小論文 は6つ の基準 に照 らして評価 され る:

A知 識 に関す る点(0-10)

B分 析の質(0-10)

C広 が りと関連性(0-5)

D構 成 、明確性、論理的 一貫性(0-5)

E例 証(0-5)

F事 実の正確性 と信頼性(0-5)

TOKの 小論文の評価 は、量的な測 定 とい うよ りは、質的判断を伴 う:あ る程度 の曖昧 さと柔軟性 は

既 定のもので、最適 な レベルは、判断す る ことで、決定 され なけれ ばな らない。

小論文は必須のディテールの レベルに当てはめるには変化 に富みす ぎ、小論文 の全体 は個 々の部分

の総計 よ りは るかに大 きい ものであ る、 とい う2つ の理由か ら、高 く評価 され る特質 を一つ残 らず明

らかにす るとい う評価方法は、適切 とはいえない。そのよ うな方法は複雑 で手 に余 り、曖昧 さの レベ

ルを増すであ ろ う。

一方、ホ リステ ィックなアプ ローチ、例 えば、40(A－Fの 合計点 のことか。)の 中で一つ の 「印象

的」 だけの点 を与える とい う方法は、主観 的に過ぎ、評価 にむ らが出るこ とにな る。

評価規準は、教師 と受験者に小論文の賞賛 に値する重要な特徴 を示 し、評価者がその賞賛 を適切か

つ一貫 して与 えるための手引 きをす ることを意図 している。基準 の数は、小論文の異 なる特徴の数 に

より決定 され るが、それ らの特徴は(完 全 に個別の ものにはな らない ことを承知の上で)比 較的独立

して識別 され、分類 され、判断 され得る。各基準は、明 白に他 のもの と異なってい ると同時 に、内部

的には一貫 した判断を伴 う。

各基準が伴 う達成 レベルの指標は、それ ぞれ個別ではあるが 関連 した作品の特徴 に対応 したもので

ある。 これ らの特徴 は、”and” もしくは”or” で繋がってい るこ とが ある。 しか しなが ら、評価者 は

「最 も当てはま る」判断 を下す よ う求め られ る。小論文 の レベルの指標 は、そ の作 品に最 も適切 なも

のが与え られ るのである。 当該小論文の文脈 において、 レベル の指標 には様々な特徴が あ り一小論文

に よっては、い くつかの特徴が不適切かあま り重要ではないものもある一それ らの重要度 には評価者

の熟練 した判断が求め られ る。

パー ト憶 外部騨価指篠

A知 識に関する点(10点)

指定 された課題に含まれ た知識 に関す る諸問題 は、認 められ 、理解 され、小論文全 体で顕 著に主張

されているか。

「知 識に関す る問題(problemsofknowledge)」というフ レーズは、不礎確実性の含みや、知識もし

くは知 識の限界 へのアプローチ の偏り 、及 び、翼 なる知識領域に適 した証明 や正 当化 の方法に 注目 さ
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せるも の である。

適切な場合は 、評価 者は 中間 の 点数(1,3,5,7,9)を つけても よい。

達成 レベル

受験者 は:

0

2

4

6

8

10

指定 された課題 に含 まれ た、知識 に関す る諸問題 に対する認識がない。

指定 された課題 に含 まれ た、知識 に関す る諸問題 の認識及び理解に とて も乏 しい。アイデ アの展

開 は指定 され た課題 と関連がない。

指定 され た課題 に含 まれた、知識 に関す る諸問題 の認識及び理解に乏 しい。 アイデアの展 開は概

して指定 され た課題 と関連がない。

指定 され た課題 に含まれた、知識 に関す る諸問題 を認識及び理解 が充分 ある。アイデアの展開は

概ね指 定 され た課題 に関連 し、バ ランス よく調べ られ、ほとん どの部分で受験者 自身の意見 を反

映 している。

指定 され た課題 に含まれ た、知識 に関する諸 問題 に対す る認識及び理解 が優れている。 アイデア

の展 開は指 定 され た課題 に特 に一貫 して関連 してお り、概ねTOKに も関連 している。バ ランス

よ く調べ られ 、受験者 の意見 を反 映 している。

指定 され た課題 に含 まれた、知識 に関す る諸問題 に対する認識及び理解が卓越 してい る。アイデ

アの展 開は特 に指定 された課題 に一貫 して関連 してお り、概ねTOKに も関連 している。バ ラン

スよく、 目的 をもって調べ られ 、受験者 の意見 を反映 してい る。

B分 析の質(10点)

分析 、並びに反 対意見の取 り扱 いは、指定 された課題 に含まれ た、知識に関す る諸問題 を述べる際

に、批評 的意見 と洞察 を示 しているか。

適切な場合は 、評価者 な 中間 の 点数(1,3,5,7,9)を つけても よ い。

達 成 レベル

受験者 の論証は:

0

2

4

6

8

10

指定 され た課題 に含 まれた、知識 に関す る諸問題にまった く関係がない。

非常 に低 い レベル の批評的意見。論考が完全 に表面的であるか、あるい は論法が論理的に説得

力 がない。主要な論点のい くつかは評価 されず、それ らの関連 も全 く認 め られない。

低 い レベルの批評 的意見。論考が概 ね表面的であるか、あるい は論法が論理的に説得力がない。

主要 な論 点のい くつかは論証 され 、評価 されているが、それ らの関連 がほとん ど見 られない。

充分 な レベ ルの批評的意見 と洞察力。論考 は適切 に詳述 され、論法は概ね論理 的説得力 がある。

主要点 は論証 され、評価 され 、関連性 が認 められ る。反対意見が示 されている。

優れ た レベル の批 評的意見 と洞察力。論考は詳述 され 、論法 は論理的説得力がある。主要点 は

論証 され 、評価 され 、関連性 が認 め られ る。反対意見が示 され、評価 されている。

卓越 した レベル の批評 的意見 と洞察力。論考は詳述 され 、論法 は論理 的説得力がある。主要点

は適切 に論証 ・評価 され、関連性 が適切 に認め られ る。反対意見が示 され、徹底 的に評価 され

てい る。

C広 が りと関連性(5点)
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小論文は、異なった知の方法 、及び異 なった知識 の領城の認 識を表 しているか。 さ らに、それ らが

どのよ うに関連付 けられ 得 るかの認識 を示 しているか。

「知の方 法」及 び「知識 の領域」 という用語は 、TOKの構造 図 の要素に対す るも の であ る。構造 図

に載ってい ない要素でも 、同様に関連 があり適切 であれ ば、言 及 を謬 めな いというも の でなな い。

ここでの「横断across)という語は 、構造 図 の同 じ放射型 セクションに あ る要素 を横断し た関連

性と比 較 を意味 してい る。「またが る（between)は 、構造 図の異 な る放射 型セク ションに あ る要素

の間 の関連性 と比較 を意味 してい る。

達成 レベル

受験者 の論証 は:

0

1

2

3

4

5

異 なる知の方法、及び異な る知識の領域の認識 が全 くない。

異 なる知の方法、及び異 なる知識の領域 の認識 レベル が非常 に低い。関連づけ ることは試 み ら

れてい るが、不適切 であ る。

異な る知の方法、及び異 なる知識の領域 の認識 レベルが低い。幾つかの関連 は横 断 して、ある

いはまたがって見 られ るが、必ず しも全て適切 ではない。

異な る知の方法、及び異なる知識 の領域の認識 レベルが充分であ る。適切 な関連性が横断 して、

あるいはまたがって見 られ る。

異な る知 の方法、及び異な る知 識の領域 の認識 レベル が優れてい る。適切な関連性が横断 して

も、またがって も見 られ る。

異なる知 の方法、及び異なる知識 の領域の認識 レベルが卓越 している。効果的な関連性が横断

しても、 またがって も見 られ る。

D構 成、明確性、論理 的一貫性(5点)

小論文は、体系化 された構成 を持 ち、明確で、論理的 に一貫 しているか。

小論文が、指定 された1,200語 以 下、あるいは1,600語 以上 の揚合、 この規準 にお いては零 点 とな

る。

この規模は 言語能力 を評価す るも の でなな い。 ここ での意図は 、むし ろ、主要な アイデアが、 どの

程度適切に構成され た形 で明確 か つ首尾一貫して表 されて いるか を測 ることで ある。

達成 レベル

小論文は:

0

1

2

3

4

5

構成がな され てお らず、不明確 で、論理的一貫性 あるい は指定 され た課題 との関連性 に欠 ける。

構成 ・明確性 ・論理的一貫性 に大変乏 しい。

構成 ・明確性 ・論理的一貫性 に乏 しい。

主要な点を表す に充分な構成 、適切 な明確性 かつ論理 的一貫性 を持つ 。

簡 明な導入部 を伴った、優れた構成 と、結論へ と導 く明確で論理的 に一貫性 した主張の展開が

ある。概念 と特質の明確 な定義 がな されている。

簡明な導入部 を伴った、卓越 した構成 と、効果的な結 論へ と導 く明確 で論理的に一貫 した主張

の展開がある。概念 と特質 の明確 な定義が簡潔 になされている。

E例 証(5点)
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小論文 は、様 々な資料 か ら引用 された適切な例証の裏付 けがあるか。

達成 レベル

受験者 の用 いている例証 は:

0

1

2

3

4

5

指定 された課題 に関連 していない。

とて も乏 しく(あ るい は不適切 で)、 引用資料 の範囲は狭 く、小論文 の主要点 を裏付けていな

い。

主張 の主 要点 を裏付 けるには乏 しく(ほ とん ど適切ではな く)、 引用資料 の種類 は限 られてい

る。

充分で(概 ね適切 で)、 様 々な種類の資料か ら引用 されてお り、主張の主要点 を裏付 けてい る。

優 れてお り(一 貫 して適切 で)、 受験者 自身の経験も含まれた様々な種類 の資料か ら引用 され、

主張の主要点 を裏 付けている。例証 は、ある程度の文化的多様性 を表 している。

卓越 してお り(一 貫 して適切 かつ効果的で)、 受験者 自身 の経験 も含まれ た広範 な種類の資料

か ら引用 され 、主張の主要点 を簡明 に示 している。例証 は高度 な文化的多様性 を表 している。

F事 実の正確性 と信頼 性(5点)

主張は事実上正確で 、資料が使われてい る場合 、信頼できるもので、正 しく引用 されているか。

評価目 的 、としては 、「事実」 の概念は 定義 や専門用語をを包含 しない。

主張 を裏付け るた めに 事実 を必要 と しな い小論 文 の場合 、評価者は 、規 準CとEの 平均 を規 準Fに対

して与えるこ と。 主張 を裏 付ける ために事 実が必要 な小論 文 で、事実 が省 かれて いる場合は 、零

点とす る。

達成 レベル

小論文の主張 の論 証は:

0事 実上の正確 さに欠 け(あ るいは指定 された課題 との関連 が無 く)、 あるいは資料(使 われ た

場合)が 信 頼性 にか けるか不正確 に引用 されている(も しくは全 く引用 されていない)。

1事 実 上の正確 性 の レベルが とて も低 く、資料 は信頼性 に欠けるか、承認 され た取 り決めに則 っ

て正 しく引用 されていない。

2事 実 上の正確性 の レベルが低 く、資料はほ とんどが信頼性に欠 けるか、承認 された取 り決めに

則 って正 しく引用 されていない。

3事 実 上の正確性 の レベルが充分で、大部分が承認 された取 り決めに則 って正 しく引用 され てい

る。

4事 実 上の正確性 の レベルが優れてお り、資料 は信頼でき、承認 され た取 り決めに則 って正 しく

引用 され てい る。

5事 実上の正確性 の レベルが卓越 してお り、資料は信頼 でき、承認 され た取 り決めに則 って一貫

して正 しく引用 されてい る。

バー ト2内 榔 騨価指標

A知 識 に関する点(5点)

与 え られた題 目に適 した知識に関す る諸 問題 が認 められ、理解 されているか。 また、受験者のアイ

デア は、適切 で創 意に富んだ方法で展 開 され ているか。
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「知識に関す る問題(problemsofknowledge)と いう フ レーズは 、不確実性 の含 みや、知識もし

くは知識 の限界 へのアプ ローチの偏り、 及 び、異 なる知 識領域に適した証明 や正 当化 の方法に明白に

注目させるも の であ る。

達成 レベル

受験者 は:

0

1

2

3

4

5

与えられ た題 目に適 した知識 の諸 問題 を認識 していない。

与えられ た題 目に適 した知識 の諸 問題 の認識及 び理解 に とても乏 しい。発表はTOKと の関連

がない。

与 えられ た題 目に適 した知識の諸問題 の認識及 び理解 に乏 しく、アイデアの展 開は概 してTOK

と関連がない。

与 えられた題 目に適 した知識の諸問題 の認識及 び理解が充分 あ り、アイデアの展 開は概ねTOK

と関連 している。発表はい くらかの創意 を うかがわせ る。

与え られた題 目に適 した知識の諸問題 の認識及 び理解 が優れてお り、アイデ アの展開は一貫 し

てTOKと 関連 してい る。発表 は創意 に富み、受験者 自身のアイデアを反映 してい る。

与え られた題 目に適 した知識 の諸問題 の認識及び理解が卓越 してお り、アイデア の展開は一貫

してTOKと 関連 してい る。発表 はきわめて創 意に富み、受験:者自身の独創的思考 を反映 して

いる。

B分 析の質(5点)

題 目の分析 と、独創 的な観 点の扱 いは、知識 に関す る諸問題 を述べ る際に、批評 的意見 と洞察 を示

してい るか。

達成 レベル

受験者の表現は:

0

1

2

3

4

与え られ た題 目に適 した知識 に関す る諸問題 に全 く関係が ない。

非常に低い レベル の批評的意見。発表 は完全に表面的であるか、あるいは問題 に適切 に取 り組

んでいない。個人あるいは他者 の観点に対す る 自覚 も見 られ ない。主張が全 くな されていない

か、論理的説得力 に欠 け、主要点が正当化 されていない。

低い レベルの批評的意見。発表 は概ね表 面的であるか、あるいは問題 に適切に取 り組 んでいな

い。個人 あるいは他者の観 点 に対す る認識 も見 られ ない。主張にあま り論理的説 得力 が見 られ

ず、主要点が正 当化 されていない。

充分 な レベルの批評的意見 とあ る程度 の洞察。発表 は、時間的制 限を考慮 しても、適切 に問題

と取 リ組んでいる。関連の ある個人的観 点がい くらか認識 されてお り、さらに、他者 の観点 が

認 められる。概ね、主張は論理 的説得力 があ り、主要点は正当化 され、それ らの含みについ て

説明がな され てい る。

優れた レベルの批評的意見 と洞察が題 目の分析 にな され てお り、独創 的な観 点で扱われて い

る。発表 は、時間的制限を考慮 して も、問題 との取 り組 みにある程度の深 さが見 られ る。 関連

のある個人的 な観点が認識 され てお り、さらに他者 のものも、ある程度認 め られてい る。主張

は論理的説得力があ り、主要点は評価 され 、正 当化 され てお り、それ らの含 みにつ いての考 え

抜かれた説 明がな され ている。
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5卓 越 した レベルの批評的意見 と洞察 が題 目の分析 にな されてお り、独創 的な観点で扱われてい

る。発表 は、時間的制 限を考慮 して も、徹底的 に問題 と取 り組んでいる。関連 のある個人的な

観点 、価値観 、心理 的傾 向が明確 に認 識 され てお り、 さらに他者のそれ らも、きちんと認 め ら

れ ている。主張 は論理的説得力 があ り、主要点は評価 され 、正 当化は的を射てお り、それ らの

含み につ いての綿密 に考 え抜かれた説 明がな されている。

C作 品 における知謙(5点)

発 表は、 現代 の問題 にTOKの 思考技量を応用す る ことを、 どの程度 まで表現できているか。

「T OKの.思 考技 量」 という用 語な、知識 の諸問題 を確 認 し、主張 と反対意見 を分祈 ・評価 し、学際

的な関連付け をし 、異 なる基本 的価値 を認識す るこ とに 留意させ るも の である。これ らは、規B－

分 祈 の質－ の レベル5に 表されて いる技量に 類似 して いる。

達成 レベル

受験者 の発表 は:

0

1

2

3

4

5

今 日的問題へ のTOKの 思考技量の応用がない。

今 日的問題へ のTOKの 思考技量の応用が とて も稚拙である。TOKプ ログラムの抽象的要素 を

今 日的問題 と関連づ ける努力 がほ とん どない。

今 日的問題へ のTOKの 思考技量の応用が稚拙 である。TOKプ ログラムの抽象的要素を今 日的

問題 と関連づ ける努力がい くらか見 られ る。

今 日的問題へ のTOKの 思考技量の応用 が充分 であ る。発表 は、TOKプ ログラムの抽象 的要素

を、具体的な今 日的問題 と関連づけてい る。

今 日的問題へ のTOKの 思考技 量の応用 が優れてい る。発表 は、TOKプ ログラムの抽象 的要素

を、具体的な今 日的問題 と明 白に関連づけている。

今 日的 問題へ のTOKの 思考技 量の応用 が卓越 している。発表 は、TOKプ ログラムの抽象 的要

素 を、具体的 な今 日的問題 と明 白かつ効果的に関連づけている。

D明 確性(5点)

発表 は、明確 で、論理 的に一貫 しているか。

この基準は 言語能力 を評価す るも の では ない。 ここ での意図は 、む しろ、主要 なアイデアが 、どの

程度明確かつ首尾一貫 して表 されて いるか を測 るこ とである。

達成 レベル

発表 は:

0

1

2

3

4

5

明確 さに欠 け、一貫 していない。

とて も低 い レベル の明確 さと論理 的一貫性。

低い レベル の明確 さと論理的一貫性。

充分な レベル の明確 さと論理的一貫性。

優 れた レベル の明確 さと論理的一貫性。

卓越 した レベル の明確 さと論理 的一 貫性。
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第4章 創 造 性 、活 動.奉 仕(CAS)

「課題論 文」 と 「知識 の理論 」に加 えてIBプ ログラム を特徴づ けるCASと 呼 ばれ るも う

一つ の要件 があ る。CASはCreativity(創 造性)、Action(活 動)、Service(奉 仕)の 略称

で ある。CASは 教科 の学習以 外 の活 動 において人 生 の重要 性 を理 解 させ るた めの もので あ

る。CAS活 動 を通 じて、知識 や 関心を深 めた り、他 人 と協 力 して作業 す る能 力 を開発 した

り、 自己の 才能 を活 か し他 と共有す る喜 び を体験 させ 、バ ラ ンス の とれた 人 間へ と成 長 さ

せた りす る ことを 目指 して い る。 生徒 は、2年 間 にわた り、創 造性 、活動 、奉仕 のそれ ぞ

れ につ いて50時 間ずつ(合 計150時 間)実 施 す る こ とに な ってい る。

この章で は、CASと は どの よ うな 目的 を持 って行 われ る活 動 であ るか、CASの ス ムー ズな

実施、 運営 に欠 かせ ないCASコ ー デ ィネ ー ターの役割 と責任 、そ してCASの 評 価 の詳細 な

どにつ いて 明 らか にす る。

1CASの3つ の要素 と活動側

創造性 、活 動、奉仕 の3つ の要 素 のそれぞれ が どの よ うな もので あ るか は、CASガ イ ド

ブ ックに次 の よ うな説 明が あ る。

創造性

CASの この側 面は、デザインにお ける創 造的思考や奉仕プ ロジェク トの実践 な ど、通常の

カ リキュラムでは行 うこ とのない芸術、その他の活動を、想 像 しうる限 り幅広 く網羅す る こ

とを 目指 してい る。

この分野 には、ダンスや演劇、音楽 、芸術活動 な どが含 まれる。生徒 は特 に新 しい役割 を

担 うことを中心に可能 な限 りあ らゆるところでグル ープ活 動 に参加す る ことになる。 しか

し、目標 を設定 しその進歩 の過 程を振 り返 り、再考す るとい うCAS活 動 にお ける要件 が尊重

され ては じめて、芸術学習への関わ りが認 められ る ことにな る。

活動

CASの この分野 には、遠征、個人または団体スポーツ、通常 のカ リキュラム以外 の身体的

活動へ の参加な どがある。 さらに創造 的奉仕活動の実施 に関わる身体的活動 も含まれ る。こ

こでい う活動 とは、スポー ツや 身体を動かす さま ざまな活 動に参加す るこ とを意味す る。例

えば、遠征や キャンプ旅行、村 に新鮮 な水 を引くた めの水 道施設用の溝堀 りといった活動 が

ある。生徒 は新 しい役割 を担いなが らグループや チーム活 動に参加す るよ う奨励 され るが、

目標 を設定 し生徒がそ の進歩の具合 を再考 してい くとい うCAS活 動におけ る通 常の要件 が満

た され ては じめて、個人の関わ りが認 め られ ることになる。

創造性 にせ よ活動 にせ よ奉仕 とい う要素 を取 り入 れ る ことによ りいずれ も強化す るこ と

がで きる。 芸術及び身体的活動 に参加す る うちに、それが幼い子 どもや 在宅の高齢者 、ス ト

リー トチル ドレンの支援 とい う発想 に結びついてゆ くか もしれ ない。
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奉仕

奉仕 プ ロジェク トや活動 とい うの は同 じディプ ロマ ・プログラムの中でも生徒 たちに最 も

変化 を もた らす要素 であ り、グローバルな人間 を形成 ・育成 してい く可能性 をもってい る。

奉仕 は社 会の個人や団体 との関係 を樹立するよ うな相互作用的な活動に関わる。社会 とは学

校や地域社 会の場合 もある し、国や世界 レベルで存在す る場合 もある(開 発途上 国の支援活

動 な ど)。 奉仕 活動 には他者 のために行動するこ とばか りでな く、他者 と共 に行動 し、彼 ら

と本 当の関わ りを築いてい くことも含 まれ る。従ってその関係 は他者の 尊厳や 自己尊重意識

を尊ぶ態度 を示す ものでな けれ ばな らない。

CAS活 動 の具 体例 を挙 げる と、表1の よ うな ものが ある。()内 に、 これ らの活動 が創

造性 、活動 、奉 仕 の どれ に分類 され るか を示 してい る。 なお 、IBOのCASガ イ ドブ ックに

は、 これ ら以 外 の活 動例 もた くさん掲 載 されてい るので、後 で翻訳 して紹 介す る。

表1CASの 活動例

・泳 げ ない児 童へ の水 泳指 導(活 動 ・奉 仕)

・下級 生 に ギ ター 指導(創 造 性 ・奉仕)

・学 校 新 聞 の作成(創 造性 ・奉仕)

・地 域 の学 校 にお け る他 の生徒 との美術 ・音楽交流(創 造性 ・奉 仕)

・高齢 者 へ の物 理 的な支援(奉 仕)

・児童 の野外 キャ ンプ の組織 化(活 動 ・奉仕)

・海 の流 油汚 染 、 くず や捨 て荷 の清掃(活 動 ・奉 仕)

・CASの ホー ムペ ー ジ を創 作 ・運 営(創 造性 ・奉 仕)

CASの 要素 は3つ あ るが 、それ ぞれ が独 立 した もの であ る と考 え るべ きで はない。 表1

に示 した例 で もわか るよ うに要素 が絡 み合 ってい る場合 の方 が多 い。それ ぞれ の要素 が相

互 に影 響 しあっ てCASの 豊 か さが創 造 され る とい うこ とがで き る。 したがって 、各要 素 に

つ い て き っ ち り50時 間 の学習 時間 を確保 す ることに とらわれ るのは あま り意 味 をな さな

い。 時 間 の確 保 よ りも重要 なの は上記 のガイ ドブ ックの説 明 に もあ るよ うに、 目標 を設 定

しそ の進 歩 の過 程 を振 り返 り、再 考す るとい うCAS活 動 にお け る要件 を尊重 す る こ とであ

る こ とを強調 してお きたい。

なお 、CASガ イ ドブ ックに よる と、 自分 の意 図 してい る行動 がCASと して適 切 であ るか

ど うか を判 断す る指 針 は次 の こ とで ある とい う。

・ この活 動 は 自分 に とっ て経 験 の ない役 割か

・ 今 しよ うと して い る仕 事 は本 当 に挑戦 的か

・ これ は他 の人 や 私 に本 当に何 か よい結 果を もた らすの だ ろ うか

・ これ に 関わ る こ とに よ り私 は何 を学 ぼ うと してい るの か

・ この活 動 は他 の人 に どの よ うに役 立つ ことがで き るの だ ろ うか

・ この活 動 で私 は何 に影響 を与 え るこ とがで きるのか
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2CASの 評価

CASの 評価 方 法は、知識 の理 論(TOK)や 課題論 文(EE)の 評 価方 法 とは異 な る。CASに

は知識 の理論 や課題 論文 の よ うに外 部評価 はない し、IBOはIB証 明書 の中 で生徒 が行 った

CAS活 動 を正式 に認 める こ とは してい ない。っ ま り、学校 の教 師や 指導者 な どに よ る評価

や生徒 に よる 自己評価 な どの評 価 は な され るが、知識 の理論 や課題 論文 の よ うに成績 をク

ラス(A-E)に 分 けポイ ン トが 与 え られ る こ とはない。

CASに つい ての生徒 に よ る評価 は、①活動 や取 り組 みの記録 、② 自己評価 、③ 最 終 自己

評価 を伴 う最終 ま とめ報告 書、 か らな る。 学校 に よる評 価 は、①監督 者 の評価(監 督 した

活動や 取 り組 み に対 す る コメン トを含 む)、 ②CASコ ーデ ィネ ー ターの評価(CAS活 動 中 に

与 えた指導 も含 む)で ある。

知識 の理論 や課題 論文 の評価 とCASの 評価 の も う一つ の違 いは、CASの 評価 にはIBOの

地 域事務 所 が大 き くかか わ って い る こ とで あ る。 日本 の場合 は シ ンガ ポー ル に あ るIBAP

(ア ジ ア ・太平洋 地域事 務所)がCAS活 動 の指導助 言や 監督 を行 ってい る。CAS活 動 はポ

イ ン トにはな らない ものの 、教 育上 の観 点 か らIBOで は3つ の要件(DPの コア)の 一つ と

して位置 づ けてい る。CAS活 動 が され なか った り、CAS活 動 の時数'が不足 してい た場合 には、

教科や他 の要件 を満 た して いた と して もデ ィプ ロマ 資格 は与 え られ ない こ とにCAS重 視 の

考 えを見 るこ とがで き る。

IB地 域 事務所 で は、毎年 、い くつか の学校 か らデ ィプ ロマ候補 生 を ランダ ム に各3名 選

び 、彼 らのCAS活 動 のす べて の記録(自 己評価 記録 やCASの 監督 者(supervisor)が 書 い

たそれ ぞれ の候 補生 につ い ての評価 レポー トの概要 を含 めて)を 提 出す る こ とを求 めてい

る。CAS活 動 を正 しく実施 して い るか ど うか を監視 す るた めに、IB地 域事務 所 長 また は委

任者 が学校 を訪 問す る こともあ る。 したが って 、学校 ではCASの 記 録 を保 管 し、要求 が あ

れ ばいつ で も提 出で き るよ うに してお か なけれ ばな らない。

なお 、CAS活 動 の報告 書等 は地域 事務 所 に送付 し、5月 にIB試 験 を受 け る学校 で あれ ば

5月1日 まで に届 ける必要 が あ る(表1を 参照)。

表1送 付先及び到着 日

新 規加 盟校 のみ:

CASプ ログラム ・質 問書 の提

出

CASプ ログ ラム ・終 了書式 の

提 出

試験実施期間

2007年5月/

2007年11月

2006年5月/

2006年11月

送付先

地域事務所

地域事務所

到着 日

2006年1月31日/

2006年7月31日

2006年5月1日/

2006年11月1日
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3CASの 詳 細

以 下 、CASガ イ ドブ ッ ク(IBDiplomaProgrammeGuide:Creativity,Action,Service,

August2001)か ら 「CASの 目標 と 目的 」、「校 長 及 びCASコ ー デ ィネ ー タ ー の 役 割 と責 任 」、

「CASの 評 価 の詳 細 」、 「優 れ た 実 践 例 」 に つ い て 翻 訳 し紹 介 す る。

CASの 目綴 と目的

目標

CAS要 件 の 目指す ところは、生徒 の以 下の能力を養 うことである。

●●●

●●●●●

人間の心や精神の可能性を高く評価する力

知識、技術、理解力

世界中の人道的問題 を認識する力

教育が生涯にわたる倫理的な責任感を植え付けるという認識

探求す る意思と発見する喜び

個人的、また他者と協力して変革を起 こす 自己の能力に対する自信

独立心と自己信頼

自分の才能 と他人の才能を評価す る力

目的

CAS要 件 を満 たす ことに より、生徒 は以下を示す よ うになる。

●●●●●●

●●●●

自信 と謙虚 さ

人間の 尊厳 を尊 重 し、かつ人種や 階級、宗教、性別 、政治の壁 を超 えた態度や価値観

人道的問題や環 境問題 に対す る認識、及び地域や国、世界的な観 点か らの倫理的位 置付 けの展開

他 人 と意 味あ る関わ りを持 とうとす る意思

地域 、国、世界 とい う社会 に存在す るすべ てのメンバーに対す る責任感、及び これ ら社会に とって

価値 あ る関わ り

好 奇心や 正直 さ、 自己批判 といった個人的資質
ρ

経験 を再考 しそ こか ら学ぶ能 力

探究心 、関わ り、主導力、決断力 、継続力

困難 な ことに挑 戦す る能力 と個人 の限界 の認識

他人へ の奉仕や 将来のキャ リア追 求に活用で きる実践的な技術

校長及びCASコ ーデ ィネー ターの役割 と責任

校長に対するガイ ドライン

CAS活 動 は全人教育 を施す こ とによ り生徒の個性の発達 に貢献す るこ とを目指 しているので、デ ィ

プ ロマ ・プ ログラムの必要不 可欠 な一部 とな ってい る。IBデ ィプ ロマを取得す るためには生徒 はCAS

要件 を満た さなけれ ばな らな い。IBOと 学校 との関係 は信頼 と忠誠 によって成 り立つ 。IBOは 学校 の

CAS活 動 を監視す るが 、生徒が意味深い活動やプ ロジェク トに参加す るよ う徹底 させ るのは、基本 的

には学校 の責任 である。IBOは 学校管理者に対 し、CASの 教育的価値 に対する信念 を共有 し、ディプロ
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マ ・プ ログラムにおけるCASの 中心的な役割 を認識 し、スタ ッフの支持や参加 をで きるだ け奨励す る

よ う求めてい る。

CASを 教育的価値 の高い もの とし、首尾一貫 させ 、生徒 に とって意味深い もの とす るため、IBOは

学校長 に対 し以下のような推薦 を行 う。 学校長 は以下の事項が問題 な く管理 され るよ う徹底 しな けれ

ばな らない。

●管理運営の責任を担 うCASコ ーデ ィネ ーターを指名す る。指名 され る者は この重要な任務 を担 う

にふ さわ しい経験豊かな教師でなけれ ばな らない。また このガイ ドで概説 され ているCASの 理念

を信頼 し、 よく理解 してい る者 でなけれ ばな らない。

●CASコ ーデ ィネーターには、ガイ ドライ ンに沿 ってスケジュール を実行できる ように充分な実施

時間を与えなけれ ばならない。 立ち上 げか ら監視 、評価 、カ ウンセ リング、文書作成、及 び学校

でのCASの 継続的な展開 といった作業 を行 う期間で あるが、必要 となる実施 時間は以下に よ り異

なる。

・関係す る生徒の数:

・学校 でのCASの 進 捗具合

●●●●●

CSの 運営をスムーズに行 うため適切 な資金 を割 り当て ること。

CASコ ーディネーターの専門的な トレー ニングに適切 な資金 を割 り当てること。

学校の教職員募集 方針 にCASに 対 する責任 ・任務 を盛 り込む こ と。

デ ィプ ロマ ・プログラムにお けるCASの 理念やその中心的役割 について、保護者 に充分な情報 を

提供す ること。保護者 は必要に応 じて活動 に関わ るこ と。

適切な場合 、同様 の活動 を中 ・低 学年 の生徒 にも広 めてい くこと。CASを 通 じて 「全人」 となる

過程は、中等課程プ ログラムでの社会奉仕 の提供な どを通 して早 くか ら行 うことによ り強化 され

る。

CASコ ー ディネー ターの責任

コーデ ィネー ターの責任は、CASに 関わる生徒 がこのガイ ドに規定 され る目標や 目的 を達成す るこ

とができるようにす るこ とで ある。 ディプロマ ・プログラムの必要不可欠 で重要な部分に対 して、特

殊 で重い責任 を担 うことにな る。

可能 なプロジ ェク トや活動 を特定す るには、学校や社会 の資源 を評価 し、生徒や社会 、地域環境の

ニーズを調査す る必要がある。

CASコ ー デ ィネ ー タ ー は 以 下 の 通 り で な け れ ば な な い
。

●

●

●

●

●

CASの 特質や理念、そ の主眼 とする 目標や 目的を充分 に理解 してい ること。

全人教 育を 目的 とするデ ィプロマ ・プ ログラムの主要要 素 としてCASの 重要性 を堅 く信 じるこ と。

全ての生徒がCASの 目標や 目的、またCASか ら荷 かを得 る方法 を十分理解できるよ うに、CASの

理論 的解釈について充分 な情報 を提供す る こと。

全 ての生徒がIBOガ イ ドライ ンに沿ってCAS要 件 を達成す るよ うにす る こと。

CAS提 供に関わる学校運営者及 び全 てのスタ ッフがデ ィプ ロマ ・プ ログラムの欠 くことのできな
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●●●●●●●●●●い一部 としてのCASの 理論 を十分理解 し、協力す るよう徹底す ること。

保護者 にCASの 重要性や理論、要件について充分な情報 を提供す ること。

スタ ッフや保 護者、その他の人々のスキルや興味にあった活動 を指導 し、彼 らにCASに 参加す る

よ う促す こと。

生徒 と共 に、学校 内外の価値 ある活動 を見出す こと。

生徒 が総体的な 目標 に適 した活動 を 自分で創 造で きるようにす ること。

地域 社会 との関係 を築 き、生徒が 自分の住む社会について知識 を深め ることがで きるよ うにす る

こと。

広範 なCAS活 動 の枠組み を設け、各生徒が多様かつや りがい のある意義深 い活動 に参加 できるよ

うなチ ャンスを与え るこ と。

変化する 生徒 層のニーズや興味に対 し、CAS活 動全体の範囲の妥 当性を常に再評価す ること。

主なCASの ガイ ドラインに沿いつつ 、かつ学校や社会特有のニーズにあった各学校特有のCASガ

イ ドの作 成 を検討す ること。

CASの 記録 を作成 ・ファイル し、安全 な場所に保管 してお くこと。

生徒 に対す るメンター役(精 神的指導者)を 引き受けること。

CASの 騨価の群鋼

評価の詳細

CASは デ ィプ ロマ ・プ ログラムの核心である マ リア ・ピ ア ギ オ

IBOは できるだけ広範な評価方法 を適用す るよ う推奨 してい る。それ らは公式 ・非公式を問わ ない。

公式評緬 は、基本的に、各活動に対す る学校評価及び 自己評価の ことである。

非公式評 価の一つに、生徒の活動 を成 人指導者やCASコ ーデ ィネー ターが直接観察する とい う方法

が ある。 また、指導者やCASコ ーデ ィネーター とグループや個人 で直接話 し合 う方法 もある。生徒が

自分 たちの経験 を分か ち合 うため定期的な会合 を設 けることも、CASが 自己の発達 にとって どのよ う

な意 味合 い をもつ かをよ り一層理解す る上で役 立つ ことになる。

CASは 、国際バ カロ レア ・デ ィプロマの授 与を受 けるためのその他全て の要件に対す る評価 と同様

の評価 を受 ける。候補者 がCAS要 件 を完全に満 たす ためには、 自己評価や学校評価ばか りでな く、質

の高 いバ ランス の取れ た内容 で、有意義な関わ りがあった ことを明確 に示す記録を提示 しなけれ ばな

らない。CASに 費や した時間を示すだけでは充分でない。

生徒による評価

以下に重点をおいて評価する。

●●●●

CAS日 誌、生徒の関わりを示す文書や視覚的な証拠などを盛 り込んだファイルや参考資料

企画や組織作 りの証拠

責任や努力の証拠

活動のスター ト時点でのスキルや態度、価値観を程度を踏まえた上での候補者の個人的な達成度

や成長度
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●CAS活 動全般 を通 しての反省 の証拠

生徒による反省及び 自己評優

CASコ ーデ ィネーターは活動 を開始す る前に、定期的な活動や取 り組みの終了毎に 自己評価 報告 書

や反省文 を書 くことの重要性 を、すべて の生徒 に明確 に説 明 しておかな ければな らない。生徒 は以 下

の ことを銘記 してお くこと。

● CAS活 動毎に記録をつ けなけれ ばな らない。

●定期的活動の一つの活動 の終 了毎に、また一 つの取 り組み の定期 的な合間毎 に反省 文 を書 くこ

と。

● CAS日 誌や ファイル、参考資料の 中に記録及び反省文 を書 き入れなければな らない。

個人の活動や取 り組 みの記録は所定の書式 に回答す る形 で行 うことがで きる(デ ィプ ロマ ・プ ログ

ラム ・コーデ ィネーターか ら入手できる)。 また、書式 にあ る質 問を利用 して反省文を書 くこともでき

る。質問はCASの 目的に基づ き、生徒 に以下を考察す るよ う求 めている。

●CAS活 動 を通 して個人的 にどの程度成長 できたか。

●経験 を通 じて どの程度の理解や スキル、価値観 を得 られたか。

●活動が どのよ うに他人の役 に立ったか。

●自分の長所や短所 について どの程度認識できたか。

写真や ビデオテープ、オーデ ィオテー プを使 用 してCAS活 動 を記録 したい生徒 もい るだ ろ う。 これ

らは正式の評価報告書を作成す る際に有用な参考資料 となる。CAS活 動の最後には、生徒は全ての取

り組 みや活動 を一覧 して最終 自己評価 を行 い、全てのCAS活 動 に関す る反省を文書に して作成 し、以

下の質 問に対す る回答 を添 える。 これ については所 定の書式(デ ィプ ロマ ・プ ログラム ・コーディネ

ーター か ら入手)を 使用す る。最 終 自己評価報告書を構成す るには、指針 となる質 問を用 いなけれ ば

な らない。

自己評価作業 は以下の質問や説 明文 に基づいて行わなければな らない。

1.活 動 を説明す る。各段階で何 を したか関わった 日付を明記す る。

2.こ の活動で何 を達成 したかったのか実際何を達成 したか。

3.ど のよ うな困難 に直面 したか。

4.こ の活動で達成 したい と望んでいたことを、いずれか の段階で達成 できないかも しれ ない と感 じ

た ことはあ るか。

5.こ の活動か ら、 自分 自身につ いて、他人について、教科について どの ようなこ とを学ぼ うとした

か(例:自 信 、謙虚 さ、尊敬心 、認識、責任 、好奇心、正直 さ、客観性 、関わ り責任 、主導性 、

決断力、新 スキル、チャ レンジ精神）。

6・ この活動の間に支援 して くれ た人 は助 けを受けた揚合 は、それ を説 明す る。

7・ この活動が他 の人や組織 に どのよ うに役立ったか。

8・ 同 じ活動を もう一度する場合 は、 どの点を変えるか。

9・ この活動を継続す る場合 は、次 には どの よ うなことをす るか。

‐ 47‐



学 校に よる評価

監 督者か らの評 価

最低 限の責任 として、定期的な活動の一つ の活動の終了時や一つ のプ ロジェク トの終了時に生徒が

作成 す る自己評価 報告書 にコメン トを記入す る必要が ある。監督者 は、生徒の 日誌や ファイル 、参考

資料に手紙 を添 付す ることが望ま しい。複数 の生徒が関わる活動 では、要件 を満 たした生徒に対 して

成 績の優秀 さを示 す手紙や証明書 を提供す る。

CASコ ーデ ィネ ーター:記 録及 び評価

学校 はデ ィプ ロマ ・プ ログラム受講生のCAS活 動記録文書を作成 し、保管す ることが求め られ る。

これ らの記録 は、大学進 学や転校 、または地域オフ ィスの求 めに応 じて提出する評価書類の作成 をス

ムーズ にす るもので ある。

CASコ ーデ ィネーターは、生徒一 人一人 に対す る最終成績評価 を行 わなければな らない。評価は生

徒 が提 出 した書類 に よる評価 ばか りでな く、 口頭試験や グループプ レゼ ンテーシ ョン、活動現場での

プ レゼ ンテー シ ョンな どの評価 にも重点 を置かなけれ ばな らない。

成績 基準

成績 基準の遮用

以 下の成 績基準 はCAS活 動 中に生徒が示す ことが期待 され る関連す る資質や性質の範 囲を述べてい

る。これ らはCASの 目的 と一致す る。基準は相互 に関連性があ り、重複する部分 もかな りあるが、CAS

コーデ ィネー ター が生徒の成績 を評価する上で助け となるよう考案 され てい る。

これ らの基準 は生徒や保護者 にも認識 して もらうこ とが望 ましい。

基準A:個 人の達成度

生徒 は以下 を示す。

困難 な ことに挑戦す る能 力、定期的 な参加 、 自分の限界の認識、新たな役割 における進歩 、経験か ら

の学習 、社 会問題解決 への支援

基準B:姻 人のスキ ル

生徒 は以 下の能力 を示 す。

創造 的な思考、社会 のニーズの調査、企画及び組織化 、資源管理、成功 と失敗の見極 め

基準C:個 人の資質

生徒 は以 下を示す。

持続性 、 自信 、 ある程度 の謙虚 さ、責任感、時間厳守 、関わ り、信頼性 、指導性

基準D:個 人 間関係の 質

生徒 は以 下を示す。

適応性 、協調性 、他人 を思いや る心 、尊敬の念、正義感 と公正な態度

基準E:世 界 的問題の認議

生徒 は以 下を示す。

地域 、国、国際的 な視野 か ら活動 を選択す る上で役立つ、人道的問題や環境問題に対す る倫理的評価
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優れた実践傍

CASの 優れた実践 とは、生徒 に とって新 しい役割、チャ レンジとなるよ うな仕 事、実際の結果や 内

省の機会が得 られ るものでなけれ ばな らない。新 しい役割 とは多 くの場合新 しい活動の ことを言 うが、

生徒が既 に経験 してい る活動であって も、手法 を変 えた り、新 たな 目標 を設定 して行 う活動 も新たな

役割 に含 める。

「CASの 特徴」の部分で提示 され た質問以外 に も、生徒 は活動や取 り組みを開始す る前 に以下の指

針 となる質問を自問 してみ ることも意義深い。 これ らの質 問は、活動期間 中や活動 の後 でも行 うこと

ができる。

・ 何 を したか、 どこで したか

・ 何 を学習 したか ったのか

・ どの程度成功 したのか

・ どのよ うな困難 に直面 し、 それ らを どの ように解決 したか

・ 自己について何 を学ん だか他者の何を学んだか

・ どのよ うな能力 、態度 、価値観 を開発 したか

・ 誰か助 けて くれ た人 はいたか誰 と相互活動 をしたか

・ この活動は他 の人に、または組織 にどの よ うに利益 を もた らしたか

・ これ をも う一度す る ことになった らどの よ うな点 を変更す るか

・ 学習 したことを別 の状況 で どのよ うに応用 してい くか

CASの2～3の 要素 を取 り入れた地域奉仕プ ロジェク ト

学校 内の活 動

泳 げない児童への水泳指導(活 動 ・奉仕)

【役割 】 水泳指導員

【課題 】 他者 への知識 や技能 の伝達

【達成 内容】 子 どもたちが楽 しみ 、運動 し、泳 ぎかたを覚える

【反省 】 上記の問いかけへの応 え

ソフ トボールチームのコー チ(活 動 ・奉仕)

【役割 】 ソフ トボール ・コーチ

【課題 】 他者への知識 や技能の伝達

【達成 内容】 子 どもたちが楽 しみ、運動 し、 ソフ トボールのプ レーを覚 える

【反省 】 問いかけへの応 え

下の学年にギター指導(創 造性 ・奉仕)

【役割】 ギター演奏指導

【課題 】 音楽 を一緒 に演奏

【達成内容 】 個人や グループ におけ る音楽技能 を向上 させ る

【反省 】 問いか けへ の応 え

掲示板 のデザインと作成(創 造性 ・奉仕)

【役割】 デザイナー

【課題】 掲示板作成

【達成内容】 メ ッセー ジの効果 的伝達 をはかる

【反省 】 問いかけへ の応 え

学校新聞の作成(創 造性 ・奉仕)
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【役割】

【課題】

【達成内容】

【反省】

新聞記者

新聞の期限内作成

制作記事の発表

問いかけへの応え

地域 での活動

養護施設 内の壁画作成(創 造性 ・奉仕)

【役割 】 壁画画家

【課題】 壁画 の作成

【達成 内容 】 子 どもた ちの家を魅 力あるもの とし、芸術的な ことに関与する機会を与える

【反省 】 問いかけへ の応え

移 民の子 どもに対す る語学教授(創 造性 ・奉仕)

【役割】 語学教 師

【課題 】 授 業の準備 と指導、教材 準備

【達成内容】 受入 国の言語 による コミ ュニ ケーシ ョンを学び、教師 を通 したっなが りが根付 く

【反省 】 問いかけへ の応 え

地域 の学校 にお ける他の生徒 との美術 ・音楽 交流(創 造性 ・奉仕)

【役割 】 美術、音楽 の教師や学習者

【課題 】 地域の学校 を訪問 し、他 の生徒 と信頼関係 を持つ

【達成 内容翌 生徒 グループ同士が相互 に新 しい技術 を習得 し、合同作 品／ 識ンサー トの実施 も考

え られ る

【反省 】 問いかけへの応え

世代間学習 と友情(創 造性 ・奉仕)

【役割 】 友人 、筆記者

【課題 】 地域史(又 は家族 ・地方 史)を 語 って くれ る高齢者 を定期的に訪問、記録 内容 を高

齢者の著述 として提 出

【達成 内容】 高齢者が地域史記録に貢献す ることによ り、高齢者 の存在意義 を感 じさせ る

【反省 】 問いか けへの応え

山岳探検 引率(活 動 ・奉仕)

【役割 】 探検 リー ダー

【課題 】 登頂に必要なすべての課題 の計画 と実施

【達成 内容】 共通の挑戦 を通 して 目標 を達成す る満足感 を得 る

【反省】 問いかけへの応え

児童 の野外キャ ンプの組織化(活 動 ・奉仕)

【役割 】 子 どもの野外 キャンプの リー ダー

【課題 】 児童の全活動 の計画、実施 、引率

【達成 内容 】 キャンプ参加者全員 に意義深 い経験を提供す る

【反省 】 問いかけへ の応 え

ス トリー ト ・チル ドレンの家の基礎 工事 ・簡易住居 の建築(活 動 ・奉仕)

【役割 】 土木 ・建築 労働者

【課題 】 ス トリー ト ・チル ドレンと共同 しての建物建築

【達成 内容 】 ス トリー ト・チル ドレンに住 む家 を与える

【反省 】 問いかけへ の応 え

海 の流 油汚染、

【役割 】

【課題 】

【達成 内容 】

【反省】

くずや捨て荷の清掃(活 動 ・奉仕)

環境整備人

汚染の清掃

環境を改善する

問いかけへの応え

緊急 隊(救 命ボー ト、山岳救助隊)の 運 営(活 動 ・奉仕)

【役割 】 救命 ボー ト隊員、 山岳救助隊員
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【課題】

【達成内容】

【反省】

生命救助

人々を救助す る

問いか けへの応 え

盲導犬提供に関わる寄附金 の集 めのためのデモ行進(創 造性 ・活動 ・奉仕)

【役割】 企画運営者、デモ行進者、盲人介護者

【課題 】 企画 、宣伝、盲人 との行進、寄付金募 り

【達成 内容】 盲人に盲導犬 を提供す る

【反省 】 問いかけへ の応え

ハ ンセン病患者の村へ の水道の供給(創 造性 ・活動 ・奉仕)

K役 害囑 土木作業員

【課題】 ハ ンセン病患者の村への水道供給の設計 ・建築

【達成 内容 】 村に清潔で安全な水道栓 を設 置 し、川 まで歩いた り、ワニやカバの危険 にさらされ

た りしない よ うにする

【反省 】 問いかけへ の応 え

国際的活動

模擬国際連合参加の企画運営、及び寄附金集め(創 造性 ・奉仕)
区役害囑 会議運営者/政 治家

【課題】 管理運営、寄附金募 り
【達成内容】 模擬国際連合参加により、政治的認識や人類愛の認講を強め・ディベー トや説得的

議論の技術を向上させる

【反省】 問いかけへの応え

アムネ ステ ィ ・インターナシ ョナル、グ リー ンピー ス、世界 自然保護基金(WWF)の 寄附金集 め(創

造性 ・奉仕)

【役割】 募金／ キャンペーン推進者

【課題】 管理 運営 と募金

【達成 内容】 生徒の人権や環境 問題への認識 を強 め、仕 事を遂行す るた めの組織 の運営能力 を強

める

【反省 】 問いかけへ の応え

CASの ホームペー ジを創作 ・運営(創 造性 ・奉仕)

【役割 】 ホームペ ージ作成者

【課題 】 他校 の生徒 に役立っホームペー ジのデザイ ンと更薪

【達成 内容】 国際的な考え方、態度、価値観 を共有す る

【反省 】 問いかけへの応 え

自然災害の犠牲者の支援(創 造性 ・活動 ・奉仕)

【役割】 慈善事業キャンペー ン推進者

【課題 】 犠牲者 に対す る毛布、テ ン ト、食糧 、医療 品を募 り配布

【達成 内容 】 自然災害の被 害を受 けている人 々へ の実際的な支援 をす る

【反省 】 問いか けへの応 え

創 造性

水彩 の風 景画を描 く

【役割】 アーティス ト

【課題】 水彩画を描 く

【達成 内容】展示す る

【反省】 問いかけへ の応 え

ヴィエニャフスキーのバイオ リン練習 曲第3番 を フェンダー ・ス トラ トキャスター で演奏す る

【役割 】 ミュージシャン

【課題 】 楽 曲の斬新 な解釈

【達成 内容】 聴衆 を楽 しませ る

【反省 】 問いか けへの応 え
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活動

陸 上部 に所 属す る

【役割 】 クロスカ ン トリー走

【課題 】 地域 を偵察 し、道 を決め、走る

【達成 内容】 健全 な身体 を作 る

【反省 】 問い かけへ の応 え

スキューバ ・ダイ ビングを習得す る

【役割】 スポーツ・ダイバーの資格取得者

【課題】 安全 なダイ ビングに必要な技能 ・知識 を身に付 ける

【達成 内容 】 安全 で楽 しいチー ム ・ダイビング

【反省】 問いかけへ の応 え

米 国大使館海兵 隊チーム とソフ トボール の試合 をす る

【役割 】 ソフ トボール ・プ レーヤー

【課題】 得点を上げる

【達成 内容 】 敗北

【反省 】 問いかけへ の応 え

体操

【役割 】

【課題 】

【達成 内容 】

【反省 】

体操選手

練習

技術を磨き、健康な身体を作る

問いかけへの応え
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第5章 高 大接績 プログラム と してのIBプ ログ ラム

国際バカ ロレア(IB)の プ ロ グラム を修 了 し、IBの テス トで合格 点 を とれ ば 、米 国の 大部

分 の大学で は大学 の単位 と して認 めて い る。 どの教科 の成績 に どの程 度 の単位 数 を与 える

か は各大学 の判 断に よるが 、大学1年 間分の単位 まで認 めてい る ところが相 当数 あ り、 ホ

ー ムペー ジな どで もIBプ ログ ラム の大学 での扱 い を公表 して い る大学 が あ る。この章 で は、

米 国 で急増 して い る高校 に在 籍 してい な が ら大学 の単位 を取 得 で き る とい う、二重 単位

(DualCredit)と して のIBプ ログ ラムを類似 の プ ログラム(APプ ログ ラム)と 比 較 して、

IBプ ログ ラムの特徴 を明 らか にす る。 また 、大学 でのIBプ ログラムの評価 を考察す る。

1APプ ログラム とIBプ ログラム の類似 点 と違 いにつ いて

IBプ ログ ラムのDPは 大 学 レベル の 内容 で あ る と認 め られ 大学 の単位 と して謬 め られ る

こ とがあ るが 、米 国で は、カ レッジボー ドがAdvancedPlacement(AP)と い うハイ レベ

ル の教 科 内容 を有す るプ ログラ ムを提供 して い る。 規模 にお いて は、APプ ロ グラム はIB

プ ログ ラム とは比べ ものに な らない くらい大 きいⅰ。

この他 に も、高校 と大 学 との接続 を考 慮 したプ ロ グラムに、TechPrepⅱ とか ミ ドル カ レ

ッジ ・ハイ ス クール(MiddleCollegeHighSchool)ⅲ 、 アー リー カ レッジ ・ハ イ ス クー

ル(EarlyCollegeHighSchool)が あ るが 、奉 章 では、高校 の教 師が教 え・高校 で 大学 レ

ベル の 内容 の授 業 を実施 す るAPプ ログラム とIBプ ログ ラム について のみ 考察 す る。まず 、

両 プ ログラムの類似 点 と違 いの 考察 であ る。

本報告書 の資料 に 国際バ カ ロ レア機構 とカ レッジボー ド(APを 提供 してい る)が 共 同で

作成 したIBとAPの 概 要 を翻 訳 して掲載 してい るが、両 プ ログラム には次 の よ うな類 似 点

があ る。

1.い ずれ のプ ログ ラム とも高度 な教育 を行 うた めの厳 しいプログラムであ り、それぞれ生

徒 と教員 に対 し高度な能力 を求 めている。

2.い ずれのプ ログ ラムで も、専任 の創造力豊か な教師が 自分 の生徒、学 習分野 、そ して仕

事 のために力 を尽 くしてい る。

3.い ずれのプ ログラム とも、高度 な学力 を身 に付 け、 もっ とも入学 の困難 な大学へ の進学

を希望す るきわめて意欲的 な生徒達が集 まっている。

4.い ずれ のプ ログラム とも中等教育 カ リキュラム との連携 が行われて いる。IBで は ミ ド

ル ・イヤー ズ ・プ ログラム とプライマ リー ・イヤー ズ ・プログラム、APで はプ リAPプ ロ

グラムとK-12制 度 によって この連携 が行 われ てい る。

5.い ずれ のプ ログラム とも、世界 の教育 の質 を高めるための手段 と して世界 中の教育者 、

教育政策立案者 、並びに一般 の人 々か ら注 目されている。

6.い ずれ のプログラムで も、生徒 が 自力 で研 究 し、考え、そ して書 く とい うことを重視 し

ている。

7.教 育プ ログラムの補助 として、APとIBの いずれ でも、世 界中の教師 と学校管理責任 者 の

ために大規模な専門能力開発 の機会 を提供 してい る。

他 方、APとIBに はい くつ かの違 いが あ る。試験 の得点 と受験資 格 につ いて は、APとIB
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で は次 の よ うな違 い があ る。

・APの 試 験 の結 果 がAPの 得点 に な る。IBの 得点 もIBの 試験 の成績 に よ り決 まるが、IB

のカ リキ ュ ラムに基づ いた 教科等 の授 業 を受 けるこ とが条件 で ある。

・生徒 は誰 で もAPの 試 験 を受 ける こ とが で きる。特 定 のAPの 教 科の授業 は あるが、 そ

のAPの 教 科 の試験 を受 け る必 要条 件で はない。 したが って、APの 教科 の授 業 を受 けて

い ない18の 生 徒 で もAPの 試 験 を受 け る ことがで き る。他方IBは 、IBデ ィプ ロマ ・プ

ログ ラム を受 けてい る生徒 しかIBの 試 験 を受 け るこ とがで きない。

APま たはIBを 教 え る教 師 の資格 につ いて は、 どち らのプ ログ ラム もな ん ら特別 な資格

証 明 を教 師 に要求 を してい るわ けでは ない。教 師を任 命す るのは通 常は学校 レベル の決 定

で あ る。 高校 の教 師 と しての 資格 以外 に特 別 な資格 は必要 が ないが、研 修 につ いて は両 プ

ログ ラム ともに積 極 的 に取 り組 ん でい るよ うで あるⅳ。特 に、IBで は研 修 は義務 で あ る と

してい る。IBOは 教 師の資格 条件 や教 授 ス タ ッフの基準 を設 けてはい ない が、少 な く とも

始 め るに 当た って 、IB教 師希 望者 のIBワ ー クシ ョップ参加 が 、申 し込み のプ ロセ ス にお

い て必須 で あ る と してい る。

さ らに両 プ ロ グラムの違 い を挙 げるな らば、APプ ログラム と異 な り、IB教 師 とIBO間 で

は意 見 交換 が あ るこ とで ある。IBで は、全教 師が試験 ご とに、試験 のね らい並び に個 々の

試験 項 目の 内容 ・形式 につ いて の質 問 に答 える調査 票 を記入 す る。結果 はIBCA(IBカ リキ

ュ ラム評価 ・学術 部 門事 務所)に よ り要約 され 、教 師 と開発 委員会 双方 に渡 され 、それ が

翌年 のカ リキ ュラム及 び指導 の変 更 を推進 し、 同時に評価 の道具 であ るそれ 自体 の変 更 も

推進 す る。試 験 の採 点後 に 、各教 師 は科 目レポー ト(試 験 に関す る世界 中の全生徒 の反応

に関す る包括 的 該 メン ト)と 、学校 レポー ト(自 校 の生徒 の筆記試験 に関す る結果及 び 内

部評 価 につ いて の具体 的 コメ ン トと、 それ に加 えて学校 の各科 目にお ける実地の プ ログ ラ

ム に関す る コメン トと提 言)を 受 け取 る。 学校 と教 師 に提 供 され る これ らの コメン トは、

テ ス トの成績 を改善す るこ とをね らい と した指導 プ ログ ラム の変 更 を活発 にす るのに役 立

っ てい る。

2IBプ ログ ラム の大学 での評 価

高 度 情 報化 社 会 での仕 事 は 大学 レベル の学 力が 必要 にな って い る仕 事 が多 くな って い

る。 した が って 、で き るだ け多 くの生徒 に大学 の経 験 を させ る必要 が ある と言われ る。 し

か し、大 学 では 、入 学 した生徒 が大学 生 として の準備 が でき ていない ために、授業 に入 る

前 の補 講 を しな けれ ばなか った り、途 中で大学 の授 業 につ い ていけ なくて 生徒 が ドロ ップ

ア ウ トして しま った り、多 くの問題 を抱 えてい る。米 国の大多数 の大学で は、予定 の年数

(4年 間)で 学士 号 を取得 して い る学 生 は驚 くほ ど少 ない。 この よ うな問題 は、高校 と大

学 とのカ リキュ ラ ムの接続 が うま くい ってい ないか らで はな いか との指摘 があ る。

IB学 習者 が 高い評 価 を大 学で得 て い るのは、大 学の学術 的厳格 さに対応 でき るよ う生 徒

の準備 が整 え られ て い るこ とが大 きい。 あ る研究 では(Adelman,1999)、 学 士号課程 を修

了で き るか ど うかの予 測変数 として 、生徒 のハイ ス クール で のカ リキュラムの集 中度 と質

が最 も強 い影 響力 を持 つ こ とを明 らか に してい る。 つ ま り、GPAやSATま たはACTの 成績

が良 い生徒 よ りも、APやIBの 厳 しい コース に挑戦 し、 良い成績 を収 めた生 徒の ほ うが 、

大 学 を ドロ ップ ア ウ トす る率 が少 な か った とい うことで あ る。APやIBの よ うな大学 レベ
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ル の課 程 に登録 す る と、生徒 は厳 しい学 習課題 に取 り組 む機 会が増 えて 、大学 で優 れ た成

績 を収 めるた めに必要 にな るス キル を身 につ ける可 能性 が大 き くな る。APとIBの プ ロ グ

ラムは、生徒 が 自力 で研 究 し、考 え、 そ して書 く とい うこ とを重視 して い る。 この よ うな

訓練 を受 けたか どうか とい うこ とは大学 で の授 業 につい て行 く上 で大 きな影 響 が あ るもの

と思 われ る。

IBプ ログ ラムは大学 との接 続 の 関係 で は他 に どの よ うな役 割 を果 た してい るので あ ろ

うか。

まず 、モ チベー シ ョンの働 きが挙 げ られ る。つ ま り、学習 意欲 の高い生徒 に選 択肢 を与

える こ とでモ チベー シ ョンを高 める こ とが で きる。 大学 の単位 を取得 す る機 会 を提供 すれ

ば、熱 心 に勉 強 し、優れ た到 達度 を実現 す る きっか け とな るだ ろ う。

次 に、大学 に入学 してか らのお金 と時間 の有効利 用 で あ る。学費 の面 では 、生徒 が負 担

す る大 学 の コス トを下 げ るこ とが可 能 で ある。 大 学 にか か る費用 が急激 に増加 して い るの

で、多 くの生徒 に とって学士 号の取 得 が経済 的 に困難 に なって い る。大 学 に入 学す る前 に

大学 の単位 を取得す る ことが で き る(場 合 に よって は ほぼ1年 分に達す る)の で、生 徒は 、

学士号 の取得 に要す る時間 を短 縮 し、 しか も大学 の全 体的費 用 を大幅 に節約す るこ とが で

きる。 卒業す るの に4年 間か か る ところ を3年 間で済 む こ とば生徒 や その保護 者 だ けで は

な く、 社会 に とって も負 担 の軽 減 にな るだ ろ う。 実際 に は、入学 時 に大 学 の単位 をい くつ

か取得 してい るIB学 習者 は3年 間で卒 業す る ことよ りも、時間 的に余裕 が できた ことで 自

分 の専 門 とは別 にも う一 つ専 門の学 問 を身 につ けて卒業 す るこ とを選択 してい る生徒 も多

い よ うで ある。 大学で基礎 的 な レベ ル の講義 を とらな けれ ばな らない と言 った制約 か ら解

放 され 、 自分 の学 問的 な レベル にあっ た講 義 に集 中で き るこ とも大 きな メ リッ トで ある。

さらに、IBプ ログラムは大学 と高校 との 関係 を強 化す る ことにな る。IB教 科が何 単位 と

して認 め るかは大学 によ り異 な る。 多 くの大 学で はそ の よ うな情報 を大 学 の公 式 なホー ム

ベー ジで公表 してい る。 高校 の教科 で あって も どの よ うな内容 が教 え られ てい るか とい う

こ とに大学側 も無関心 ではい られ ない であ ろ う。優 秀 な生徒 を確保 す る上 で も高校 との連

携が欠 かせ ない。

3今 後 の動 向 と課題

Newsweek(16May,2005)が ア メ リカ の優 秀 な100の 高校 を紹介 して い る。APとIBの テ

ス トの受験数 に よ り格付 け した リス トであ るが、リス トの上位 にIB校 が集 中 して い るこ と

が注 目 され た。 この よ うな格 付 け をす る ことには賛否 が あ るが、IB校 が注 目され てい る こ

とは事実 であ る。米 国で のIB校 の数 は 、全世 界 のIB校 の 半数 にな らん とす る ほ どであ る。

米 国で のも う一つ の特徴 は約90%が 公 立校 でIBが 導入 されて い るこ とで あ る。連 邦政府

に よる財政 面での支援 、温度 差 は ある ものの州政 府・や 学 区の支援 も年 々大 き くな ってい る

こ とで、IB校 の数 も年 々増 加 して い る。

問題 は、急 激 に拡大 を続 け るプ ログラ ムに どの よ うに対処 してい くか とい うこ とで あ る。

トップ レベルめ 生徒 だけで はな く、 よ り多様 な生 徒 を受 け入れ る方 向に進 んでい るが 、彼

らの学力 を充分 に伸 ば しDP資 格 を取得 でき る よ うにで き るで あろ うか。 また 、IB教 師 も

プ ログラムのサイ ズに応 じて増員す る必 要 が あるが 、 これ か らも良質 の教員 を確保 しつ づ

ける こ とがで きるだろ うか。
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IBで は教員 の研 修 のた めに多 くの ワー クシ ョップ を開催 してい るが、地理的 な広が りが大

きい こ とで、 多 くの時 間 とお金 がかか る こ とが難 点で あ る。最近 で はオ ンライ ン ・カ リキ
ノ

ユ ラム ・サイ トを開 き、最新 の カ リキュ ラム情報 等 を提 供 してい るが、今後 も一層 の活用

が必 要 に な るだ ろ う。

なお 、IBOの 今後 の活動 の方 向 と対策 につい ては、翻 訳 して本報告 書の資料 として収 め

た ので(戦 略計 画(資 料3)と 国際バ カ ロ レア北 米戦 略計画(資 料4))、 一読 頂 きたい。

iIBの2006年5
、月の段 階 で のDP実 施校 は1,443校 にす ぎ ない が 、APは 、2005-06年 度 は16,000

校 で 実 施 され て い る。1,339,282人 がAPプ ロ グ ラム で学 んで い る。APを 受 け入 れ て い る大 学

も多 く、3,638校 に 及 ん でい る。

iiTechPrepは
、1990年 の カー ル ・D.パ ー キ ン ス職 業 お よび応 用 技 術 教 育法 の改 正法 の制 定 に

よ り設 け られ た きわ め て多 様 な 内容 を持つ プ ログ ラム で あ る。TechPrepの 基 本 は、 特 定 の分

野(通 常 は 技 術 ま た は職 業 関連 分 野)で のハ イ ス クー ル とカ レ ッジ課 程 の 連結 とコー デ ィネ ー

シ ョン で あ る。 この 戦 略 で は 、ハ イ ス クー ル で の授 業 に対 して 必ず しもカ レ ッジ の単位 が認 定

され る わ けで は な く、生 徒 は 「エ ス ク ロ(escrow)」 に よっ て 単位 を取 得す る。 これ は、生 徒 が

カ レ ッジ に入 学 して か ら指 定 され た1つ また は複 数 の課 程 を修 了 した 場合 に 、ハ イ ス ク ール で

履 修 した 課程 の 単位 が認 定 され る とい うもの で あ る。

iiiミ ドル カ レ ッジ ・ハ イ ス クール(MCHS)は 、ハ イ ス クー ル か ら ドロ ップ ア ウ トす る恐 れ の あ

る生 徒 が 卒 業 要 件 を満 た し、 中等後 教 育 に移行 で き る よ うに支 援 す る 目的 で設 立 され た。通 常

はカ レ ッ ジの キ ャ ンパ ス に設 け られ 、ハ イ ス クー ル とカ レ ッジ の 両方 のカ リキ ュ ラム を実 施 し

て い る 。 生 徒 達 はハ イ ス クー ル 課程 を履 修 し、準 備 が 整 った とき に 、MCHS学 習 の一環 と して

二 重 単位 を取 得 で き る カ レッジ課 程 の 履 修 を 開始 す る。 ミ ドル カ レ ッジ ・ハ イ ス クー ル は、一

般 的 に 地 方 が行 うプ ロ ジ ェ ク トだが 、 ミ ドル カ レ ッジ ・ハ イ ス クー ル ・コ ン ソー シア ム な ど幾
っ か の全 国 的組 織 も会 員 校 に対 して リソー ス を提 供 して い る。

ivほ とん ど の教 師 は
、学校 に も どれ ば教 科 内 で唯 一 のAP教 師 、 あ るい はIB教 師 な の で 、ワー

ク シ ョ ップ な どで他 の教 師 た ち と知 識 や 経 験 を分 か ち合 っ た り、 デ ィス カ ッシ ョン を した り、

ネ ッ トワー クが で きた り した こ とが 有 益 で あ った との感 想 を参 加 した 教 師 た ちか ら聞 いて い

る。

VIBプ ロ グ ラ ム を 州 法 で 位 置 づ け て い る 州 と 記 載 箇 所 は 次 の 通 り で あ る
。

ア ー カ ン ソ ー(Ark.Stat.Ann.§6-16-804;Ark.Stat.Ann.§6-16-803;Ark.Stat.Ann.

§6-16-802;Ark.Stat.Ann.§6-16-1206;Ark.Stat.Ann、 §6-16-805;Ark.Stat.Ann.

§6-15-2006;Ark.Stat.Ann.§6-15-902;Ark.Stat.Ann.§6-16-801)、 カ リ フ ォル

ニ ア(Ca1.EducationCode§52922;Ca1.EducationCode§52921;Cal.EducationCode

§52920)、 コ ロ ラ ド(Colo.Rev.Stat.§23-1-113.2)、 フ ロ リ ダ(Fla.Stat.§1002.20;Fla.

Stat.§1003.43;Fla.Stat.§1007.22;Fla.Stat.§1003.02;Fla.Stat.§1002.23;

Fla.Stat.§1009.534;Fla.Stat.§1007.27;Fla.Stat.§1009.531;Fla.Stat.§

1009.535;Fla.Stat.§1003.429;Fla.Stat.§1011.62;Fla.Stat.§1007.261)、 ジ

ヨ ー ジ ア(Ga.CodeAm.§20-2-157)、 ケ ン タ ッ キ ー(Ky.Rev.Stat.§158.007;Ky.Rev.

Stat.§160.348)、 ミ ネ ソ タ(Minn.Stat.§120B.13;BoardofTrusteesMNStateColleges

andUniversities-POLICY3.16)、 ミ シ シ ッ ピ ー(Miss.CodeAnn.§37-106-29)、 オ ク ラ

ホ マ(Okla.Stat.Tit.70§1210.703;Okla.Stat.Tit.70§1210.702;OklahomaState

RegentsfarhigherEducationPoliciesandProcedures(Section5),PolicyStatementan

Admissionto,Retentionin,andTransferamongCollegesandUniversitiesintheState

System)、 テ キ サ ス(Tex.EducationCodeAnn.§42.156;Tex.EducationCodeAnn.§29.904;

Tex.EducationCodeAnn.§28.053;Tex.EducationCodeAnn.§28.054;Tex.Education

CodeAnn.§28.051)、 バ ー ジ ニ ア(Va.Code§22.1-253.13:1;Va.Code§22.1-253.13:3)、

ワ シ ン ト ン(Wash.Rev.Code§28A.300.118)
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まえがき

国際バ カ ロ レア機構 は30年 間 に渡 り、 向学心 の あ る16歳 か ら19歳 の学 生 を対象 に、

大学入 学 に先立っ 二年 の間厳 しいカ リキ ュ ラム を与 え厳 格 な評 価 を行 って きた。 あ らゆ る

国 々の何千 とい う若者 が、IBデ ィプ ロマ を取得 し、世界 の優れ た高等 教 育施設 へ の入学許

可 を獲 得 してい る。

優れ た教授 体制 も一つ の重要 な特色 で あ るが、我 々 の よ うな組 織 は さらな る貢献 を 目指

して い る。IBは 世界 の急増 す る国家制度 の一つ に過 ぎないの だ ろ うか、あ るい は独 自の手

法 を もって境 界 を越 えるもの を実際 に提 供 して い るだ ろ うか。これ らの問 いの答 えは、我 々

が何 を もって国際 的 と判 断す るか とい うこ とに大 き くゆだね られ、 また それ をいか にカ リ
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キ ュラム に落 と し込 ん でい くか の選 択 に よって くるもので あ る。

私 自身 の見 解 で は、IBの 誠 実 さは、我 々が あ らゆ る学生 に、世界 の どこにあろ うともま

ず は 自身 の 国の本 質―― 言語 、文 学、歴 史、 文化 遺産 な ど―― に迫 る ことを求 め る とい う

事 実 に よっ てい る。 そ して さ らに、彼 らが相応 した他 の伝統 に も共感 す る こ とを望む。 こ

れ は彼 らが異 な る国の観 点 を身 につ けるた めでは な く、単 にそ うい った ものに触 れ 、理 性

的 に受 け止 め る こ とを助 け るた めで ある。 結果 として、お互 い を思い合 え る人 々が増 え、

寛容 に尊重 しあ う国際 的枠組 み の中で、 国 々の多様性 を認 め合 うよ うにな る ことが望 ま し

い。理想 を言 え ば、IBの 体験 が終 わ る頃 には、生徒 た ちが他 人 と自分 とは異 なってい て 当

然 なこ とを認 め る と同時 に、 自分 自身 につ い て も さらに理解 を深 めて きて ほ しい。

この最終 的 な 手 引 きはデ ィプ ロマ ・プ ログ ラム を支 える教 育哲 学の概 要 、カ リキュ ラム

の構 成 ・内容 と評 価 方法 、規則 や規 定、 生徒 、保 護者 、教 師、学校 経営者 、大 学職員 か ら

の 質 問へ の 回答 、 につい て説 明す るもので あ る。本 書か らこの素 晴 らしい 国際的取 り組 み

へ の参加 に必 要 な情 報 は も とよ り、示唆 を得 て頂 ければ幸 いで あ る。

事務 局長RogerMPeel

1997年7月 ジュネーブ にて

生涯教育

国際 バ カ ロ レア機 構(IBO)は 、 スイス に本 部 を置 く非営利 的 教育 団体 で あ り、 中等学 校

の最 終二 年 の生 徒 にDiplomaProgramme(デ ィプ ロマ ・プ ロ グラム)、11歳 か ら16歳 の生

徒 にMiddleYearsProgramme(中 等課程 プ ログラム)、3歳 か ら12歳 の生徒 にはPrimary

YbarsProgramme(初 等課 程 プ ログ ラム)を 提 供 してい る。

この組 織 の教 育理 念 は、1996年 に採択 され た声 明文 に表 され てい る。 「国際バ カ ロ レア

機 構 は 、輻広 く調 和 の とれ たカ リキ ュラム に革 新的 な評価 を加 える こ とに よ り、若 者 の個

人 能 力 の啓 発 と、彼 らに教 室 内 と現実 世界 の関連 を教 え るこ とに力 を注 ぐ学校 の支援 を 目

的 と して い る。 厳格 な知性 と高 度 な学 究的基 準 、そ してそれ 以 上 に極 めて重要 な点 は、国

際 理 解 、 そ して 責任 あ る市 民 にな る とい う理想 に ある。IBの 生徒 は最終 的 に、客観 的 な

視 点 と慈 悲 深 さ を兼 ね備 えた思想 家 とな り、終生学 びっづ け、学識 を もって地域 や 国の仕

事 に携 わ り、人 生 を豊 か にす る文化や 意見 の多様性 を尊 重 しつつ 全 人類 を結 ぶ人聞愛 を共

有 す る人 とな るで あ ろ う。」

IBゆ は組 織 と して、 カ リキ ュラム と評価 法 の開発 、教 師の育成 と情 報セ ミナー 、電 子ネ

ッ トワー ク、そ の他 の教 育サ ー ビス を世界90力 国以 上の750加 盟校 に提 供 してい る。

大学入学 資格 プ ログラム(デ ィプ ロマ ・プ ログ ラム)

知識 の広が りと現代社会の変化 の速 さは、従来の概念による一般教育の達成をますます

困難に してきた。各分野に関す る情報量は大変なもので、百科事典的な広範な学習法は効

果的ではない。学習法や情報を厳 しく選別す る方法 を学ぶ ことは、その学問分野 自体を学
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ぶ こ と と同様 重 要で あ る。

21世 紀 に 向か う生徒 た ちは、大 量の しば しば当惑 を伴 うよ うな選 択 を迫 られ てい る――

全 て の段階 にお け る教 育 目標 は、若 者 たち に適切 な判 断 と賢明 な選 択 を可能 にす る価 値観

と機 会 を与 える ことで あ る。

現 代 の教育者 た ちは、世 界的 な ものの見方 や、共 有 しあ う人 間愛 な どを育 む に足 る広 義 の

教 育課程 の提 供 と同時 に、高度 な競争 社会 にお いて受験 や就職 の成 功 に必要 な技 術や 心構

え を生徒 に教 える狭義 の教 育課程 の提 供 に も尽力 して い る。

国 際バ カ ロ レア機構 は、世界 中で、生徒 に素 晴 らしい教育 を しよ うとい う挑戦 に想 像力

豊 か に対応 して いる。IBデ ィプ ロマ ・プ ログ ラム は、試 験へ とつ なが る難度 の高 い大 学入

学 前 の学習 コー スで、高い 学習意欲 を もつ 中等学校 の16歳 か ら19歳 の学 生 を対 象 と して

い る。 二年 間の カ リキ ュ ラムのな かで 、卒業生 がそれ ぞれ の国の教 育 シス テム に応 じた必

要 条件 を満 たせ る よ うに、プ ログラム の原 型 は一つ の国 の形 式 に片 寄 らず 、様 々な 国の長

所 を取 り入れ て いる。 この プ ログ ラム は現在 、英語 、 フ ランス語 、スペ イ ン語 での提 供 が

可 能 とな ってい る。

世界共 通 のカ リキ ュラム を行 うこ とで、 このプ ログラムで は国際 的な生 徒 の移 動 、 あ る

IB加 盟校 か ら別 の加 盟校 へ とい うこ とが可能 に な り、また家 のす ぐ近 くにい なが らに して

国際的 に高 く認 め られ たカ リキ ュ ラム を受 け るこ とが でき る。厳格 な査定 の 実績 は、IBを

取得 した生徒 に世界 有数 の大 学へ の入学 と、 その後 に高 い成 績 を修 め るた めの確 固 とした

基礎 を与 えてい る。

独 自の特色

この プ ログ ラムには幅 広い 一般教 育 カ リキ ュラム とい う伝 統 的な強 み に加 えて 三つ の素

晴 ら しい特徴 が ある。 これ らはデ ィプ ロマ ・プ ログ ラム の全 学 生が受 講 を義務 付 け られ る

こ とか らデ ィプ ロマ ・プ ログラム必須 要件 と呼 ばれ てい る。

知 識 の 理 論

知 識 の理論 はプ ログラム に一貫性 を与 え るもので あ る。 これ は国際 バ カ ロ レア独 自の学

習 コー スで 、デ ィプ ロマ ・プ ログラム登録 者全員 に義務 付 け られ てい る。 二年 に渡 るプ ロ

グ ラムの間 、知識 の理 論 に は最低 で も100時 間の授 業 が求 め られ てい る。

知識 の理論 の起 こ りは、 二つ の異 な る教 育的伝 統の融 合 に ある―― 実学 的 な もの と、哲

学 的教 えに重 きを置 くもので あ る。 知識 の理論 で は、デ ィプ ロマ ・プ ログ ラムを通 した全

ての勉 強 をあ らゆる角度 か ら熟 考す るよ う奨励 してい る。 各知識 の領域 を含 む コー ス の選

択 が必 要科 目に配 されて い るので 、個 々の知識 体系 の質や 目的 、強みや 弱 み につい て充 分

情報 を得 て討 論 をす るこ とが 可能 であ る。

例 えば 、生徒 た ちは文学 にお け る詩 の真 実性 の本質 につ いて考 え、 また今 度 はそ の真 実

を他 の知識 体 系 と対 比す るよ う勧 め られ る―― 歴 史 的事 実、科学 的事 実、数 学 的証 明 な ど

と。彼 らは個 々人 が毎 日の生活 の 中で行 って い るはず の 、倫 理的 ・政治 的 ・美 的判 断 の根

拠 につ いて も考察す る。 言語 と思索 の役割 、 そ して生徒 が客観 的精神 を養 うこ とが重 要視
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され る。

生徒 が もの ご とを知 る とい う過 程 を どの よ うに して学ぶ のか考 える よ うに、 また各 問題

に対 して再 考す る とい う習慣 をつ け る よ うに導 く、これ が結果的 には深 い知 的体 験 とな る。

国 際的 プ ログ ラムに ふ さわ しい知識 の理 論 と して、文化 的伝統 の多様性 に詳 しく、 また異

な る考 え方 の長 短 に つい て も深 く考 え る内容 となってい る。

生徒 の評 価 は記 述 の課 題 に基づ い てい る。生徒 は1,000～1,500単 語 の二種類 の小論 文 を

提 出 しな けれ ば な らな い。一つ は知 識 の理論 の様 々 な領域 か ら自由に選 ぶ こ とが でき、 二

つ 目は 前 も って学 校 へ配 布 され る論 文 の題 目 リス トか ら選 んで書 くこ とに な る。 この課題

は担任 に よ って評価 され 、そ の成績 はIBOに よ り適切 に承認 され る。

知 識 の理 論 は別 に選 択科 目と して ある哲 学 の言い換 えで はないが、広 い意 味でそ の 目的

は精神 の哲 学 的役 割 を 高 め、明晰 な考 え と正 しい判 断を伸 ばす こ とにある。知識 の理論 は

国際 バ カ ロ レア特 有 の コー スで あ り、 その ため機 構 は教師の育成 と模範 となる資料 の提 供

にか な りの 力 を注 い で い る。

課 題 論 文

IBデ ィプ ロマ ・プ ログ ラムの生徒 は、独 自に研 究 した上で約4,000単 語 の論文 も書 く必

要 が あ る。 この論 文 で、生徒 は特 に興 味 のあ るテーマ につ いて研究 し、 また大学 レベル の

個 人研 究、論 文 作成 の手法 に親 しむ ことにな る。 このた めには約40時 間 を 自習 と論文 作

成 に割 くこ とが勧 め られ て い る。テ ーマ は35を 超 す言語 を含 むIBデ ィプ ロマ ・プ ログ ラ

ムの60科 目の一つ か ら選 ぶ こ とに な る。

グル ープ1ま た は2(第 一 または第 二言 語)か らテーマ を選ぶ 論文 は、言 語論 か文学論

と して書 かれ るこ とに な るだ ろ う。 言語 を 中心 にす るな らば、その構造 や 体系 につ いて の

知識 、 ま たそ の言 語 が使用 され る地域 の文 化 につい て も理解 を深 める ことが可能 にな る。

そ の論 文 は あ る社 会 に 関す る論 点 を探 求 し、 その言語 を使 う人 々がい かに考 え振舞 うか と

い う洞 察の 助 け にな るだ ろ う。文 学 的論文 を選ぶ な ら、独 自の批評 す る力 が養 われ 、あ る

いは文 学 的 テー マ を深 く学 ぶ こ とにな るだ ろ う。 中には外 国語 で書 かれ た もの と自身 の国

や 地域 の文学 を比較 研 究す る学 生 もい る。

母 国語 、外 国語 の どち らで も言語 あるい は文学 について論文 を提 出す る資格 は あるが、

必ず 登録 した 言語 で書 かね ば な らない。 例 え ば英 語 を母 国語 とす る人がス ペイ ンの言語 と

文化 につい て書 く際 に は、 スペイ ン語 で書 く必要 が ある。論文 にお いて、言 語、文 学 どち

らにつ いて も創 作 は認 め られ ない。

論 文 は 、デ ィプ ロマ ・プ ログ ラムの公式 科 目と してカ リキュラム に登録 が義務付 け られ

てい る他 の 四つ の科 目、歴 史 、生物 、数 学、音 楽 の分 野か らも提 出 され る。論 文 のテーマ

の選択 は、生 徒 にデ ィプ ロマ ・プ ログラム の勉 強 を さらに深 める機 会 を与 える。例 えば上

級 レベ ル で選 択 した学科 の一っ をテ ーマ に選 び、研究 、論文作成 す る ことによって。 ま た

一 方 で
、 デ ィプ ロマ ・プ ロ グラムで選 択 して いない学科 か ら選ぶ な ら、学 習経験 の幅 を一

層増 す こ とにな るだ ろ う。

学校 にはIBデ ィプ ロマ ・プ ログラム の学生 の適切 な監督 を確実 に行 うこ とが求 め られ

る。監督 者 は通 常 、論 文 の 登録科 目を学究 的 に指導 でき る教職員 で あ る。加 えて監督 者 は、

一般 的 な学 習計 画 の指 導 と同時 に
、総体 的計 画、論 文提 出までの指 導 を行 い、 またそ の論
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文 が確 実 に生徒本 人の作 品で あ る よ うにす る。 学 究的 指導 は適 切 な素質 と経験 を持 つ専 門

家 が学校 内にい ない場合 、外 部 の教 職員 に委託 され るが、生徒 へ の一般 的 責任 につ い ては

校 内の教職員 が担 う。

論 文 は一般 的基準 と学科 特定 の基 準、 両方 を もって評価 され る。 一般 的 基準 は、研 究論

点 の適切 さ、題材 の扱 い方 、分析 と論 旨の質の 高 さに 関連 して い る。学 科特 定の 基準 は、選

択 したテー マを、登録 した科 目の範 囲 内でいか に扱 ってい るか を評価 す る。論文 の 目的 は、

生徒 が独 自に研 究す る機 会 を持つ こ とであ るの で、一 般的評価 基準 の方が 学科 特定 のそれ

よ りも重 く、2対1の 比率で評 価 され てい る。

創 造 性 ・活 動 ・奉 仕

頭 文字 のCASで 知 られ る創造 性(Creativity)・ 活動(Action)・ 奉仕(Service)は デ ィプ ロ

マ ・プ ログ ラムの基礎 とな る部分 で あ る。CASの 必 修 は、学 問世 界以外 の生活 の重 要性 を

真 剣 に うけ とめ、厳 しい学習 環境 の 中で勉 強 に埋没 しが ちな気 持 を新 た に させ る。 国 際バ

カ ロレア機構 の全人 的教育 、 よ り慈 悲深 く活動 的 な市 民の育 成 とい う目標 は、 生徒た ちが

自身 を超 え、書物 を超 えて到 達 す る じか の世 界 に こそ 実 るもので あ る。

CASに は三つ の重要 な要素 が あ る。創 造性―― 芸術 的活動 はもち ろん、生徒 が企画 か ら

実行 まで を実際 に行 う創造力 を も含 み、広 く解 釈 され てい る。活動―― 個 人 、団体 スポー

ツへ の参加 のみ な らず 、調査 ・研 究旅 行や 、 地域や 国際的計 画へ の参加 も含 まれ る。 奉仕

――地域や社 会 の奉仕 活動 を主催 す るこ と。数 例 を あげれ ば、助 けの必 要 な子 どもた ちへ

の援 助、病 院の訪 問、避難 民や ホー ム レスの 人 々 との活 動 な どがあ る。

デ ィプ ロマ ・プ ログ ラム の学生 へ多彩 な活 動 メニ ュー を用 意す るの は、各加 盟校 で任命

され るCAS監 督者 の責務 で あ る。 プ ログラム はIBO地 域事 務所 に よって監督 され る こと

にな る。生 徒た ちは2年 のプ ロ グラム期 間 中に、週 三 ～ 四時間 に相 当す る時 間 をCAS活

動 に充 てる ことになってい る。 自己評 価 シス テ ムのお か げで、生徒 はCASに 参加 す る こ

とで 自分 自身 にも他者 にも得 る とこ ろが あ る こ とを知 り、理 解 と洞 察力 が身 に付 くこ とを

評価 す るよ うになるだ ろ う。

カ リキュラムモデル

国際 的カ リキュラム の計 画者 た ち は、機 構 の教 育 的 目標 を プ ログラムそ のもの の構 造や

内容 へ具 体化 しよ うと努 めて い る。 デ ィプ ロマ ・プ ログラム は卒 業必須要 件 を核 とし、 そ

の まわ りを六っ の学 問分野 あ るい は科 目群 が取 り囲 む六角形 の形 で表 され る。 これ らの科

目は並行 して教 え られ 、生 徒 は二 つ の偉 大 な る伝 統 的学 問―― 人文 学 と自然科 学―― に触

れ るこ とに なる。

・言語A1(グ ル ープ1)

第一言語 、厳 選 され た世界 の文 学 の学習 も含 む

・言語A2 、B、 入 門(グ ルー プ2)

多様 な環境 、 レベ ル に応 じた第 二現 代言 語 プ ログ ラム
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・個 人 と社 会(グ ル ー プ3)

歴 史 、 地理 、経済 学、哲 学、 心理 学 、社 会 人類学 、企業 と組織 、 グ ローバル社会 の

情 報技 術 、イ ス ラム世界 の歴 史

・実 験科 学(グ ル ー プ4)

生物 学 、化 学 、物 理学 、環境 システ ム、 デザイ ン技術

・数 学(グ ル ー プ5)

数 学 上級 レベ ル 、数学 的研 究、数 学 的手 法、高等数 学標 準 レベル

・芸術 と選 択 科 目(グ ルー プ6)

芸術 デ ザイ ン、音楽 、劇場 美術 、 ラテ ン語 、古典 ギ リシャ語 、 コン ピュー タ科学、

第三 現代 言 語 、 グル ー プ3、4か らの第 二科 目、高等 数学標 準 レベル

IBOの 承認 を得 た加 盟校 の授 業科 目

デ ィプ ロマ ・プ ログラム の生徒 は、知識 の主要 分野 に相 当す る各 六つ の科 目群 か ら一っ

を選 ぶ必 要 が あ る。 少 な く とも三つ 、 多 くて も四つ の科 目が 必 要 とな る のが上 級 レベ ル

(HL)、 他 は標 準 レベル(SL)。HLコ ー スで は240時 間、SLコ ー スで150時 間の授 業が必

要 と言 われ る。 この方 法で調 整す る と、生徒 が幅広 く首尾 一貫 したカ リキ ュ ラム を2年 間

で=深 く学ぶ こ とが で きる。IB様 式 は、い くつ か の国 の制度 が好 む早期 の専門化 と、他 の国 々

に見 られ るか な りの幅広 さとの間 を熟 考 した折衷 案 であ る。 カ リキ ュラム の各分 野 にお い

ては、 社会 に対 す る活 発 な働 きか け と世 界 的視 野 を育て るこ とに重 きがお かれ てい る。

必須 条 件 の分 類 に よって 、科 学志 向 の生徒 が第 二現代言 語 を学ぶ こ とや 、語 学の才能 に

恵 まれ た生徒 が 実験 の手順 に親 しむ こ とが 可能 にな ってい る。 上級 レベル で集 中研 究 を行

う科 目の設 定が 柔軟 な ので、調和 の取れ た総 体 的プ ログ ラムの 中で、個 人 的に興 味の あ る

分 野 を深 く探 求 した り、大 学入試 に必要 な特別 条件 を満 たす こ とが可能 に なってい る。

グ ル ー プ1第 一 言 語

デ ィ プ ロマ ・プ ログ ラムの全学 生は 、 グル ー プ1の 言語 で上級 レベル ま たは標 準 レベル

が必 修 で あ る。80種 を超 える第一言語 は言語A1と 称 され、母 国語 が 国際的 な学生の資格

とな る とい う、IBOの 方針 を通 して試験 が設 け られ てい る。 この方針 は会話 と記述 の コ ミ

ュニケ ー シ ョン能力 を高 め、補 足的 に世界 の 文学 を通 して国際 的な ものの 見方 を教 える と

同時 に、生 徒 そ れ ぞれ の第一 言語 の持 っ文 学 的遺産 を尊重す る もの であ る。 教 え られ る教

師 がい な い場 合 は標 準 レベル にお いての み、独 学 が認 め られ て い る。

生徒 がA1コ ー スで学 ぶ教 材 はか な り広範 囲 に及 ぶ―― 多彩 な文脈 や言語 構造 の特徴 を

学 ぶ うちに 、言語 の豊 か さや 奥深 さを理解 で きる よ うにな るだ ろ う。 会話 と記述 のコ ミュ

ニ ケー シ ョン能 力 と自信 が培 われ る。 言語A1グ ルー プの暗黙 の 目標 の一 つは、生徒 が終

生 文学 へ の 関心 と上 品 で豊か な人 間の表 現 を愛す るよ うにな る こ とで ある。

グ ル ー プ2第 二 現 代 言 語

デ ィプ ロマ ・プ ログ ラム の全 生徒 は、 第二 現 代言語 の試 験 を受 け る。選 択 コー スの多様

性 は 、 この課 程 に登 録す る生徒 の語 学的背 景 の 幅広 さを物語 ってい る。 コー スでは、伝 達

方 法 の学 習 に基本 を置 いてい る。話 し手 と書 き手の 間の コ ミュニ ケー シ ョン と相互 作用 に
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焦点 を合 わせ てい るの であ る。 グルー プ2の 科 目の主 な 目標 は、 生徒 が勉 強 した言語 を幅

広 い状 況 に応 じ、様 々 な 目的 で使 えるよ うにな る こ とで ある。

す で にその言語 の高い 能力 を持 つ者 に とって、言 語A2コ ース は会話 と記 述 の コ ミュニ

ケー シ ョン技術 を、文学 作 品に触 れて様 々 な表 現法 にお いて 強化 し伸 ばす ことにな る。言

語Bは 、言 語 を学習 す る前段 階の体験 を しなが ら、伝 達 方法 の学習 を通 して外 国語 を学ぶ

コー ス にな って いる。様 々 な文学的作 品、 または他 の教材 に幅広 く触 れ る ことで、 聞 く、

話 す 、読 む、書 く技 術 の向上 をめ ざ してい る。

標 準 レベル にのみ あ る入 門(abinitio)コ ース は、全 くの初 心者 の た めの外 国語学 習 コ

ー スで あ る。様 々な場 面で の適切 な受 け答 え を可能 にす る こ とを大 きな 目標 と してい る。

二 ヶ国語 が可能 な生徒 は、 グルー プ2か らの科 目の かわ りに、言語A1の 二つ 目の言 語 を

とるこ とがで き る。 グル ー プ2の 言語 コー ス は、生徒 の第 二言語 の表現 力 を高 め、他 の科

目の学習 方法 を提 示 し、異 な る考 え方 に触 れ させ る ものであ る。 それ ぞれ の言語 コース に

お ける知 的啓発 は、デ ィプ ロマ ・プ ログラ ムの開始 段階 にお け る生徒 の能 力 を反映す る よ

う考 え られ てい る。例 えば、そ の外 国語 に触れ た経 験 が全 くない生徒 は、す で に高 い能 力

を持っ 生徒 がA2コ ー スで学習す るの と同 じよ うに、入 門 コー スが興 味 をかき たて る よ う

に。

グル ー プ3個 人 と社 会

多数 の人文科 学 、社 会科 学科 目が用 意 され て い る。 グルー プ3の 学科 の大切 な特 徴 は、

科 目の 内容 が議 論 を戦 わす こ とがで き るこ と、 また学 習 には答 えの 出な い もの を許容 す る

こ とを学ぶ 必要性 があ る こ とで ある。 地域 的研究 と世 界 的視 野 を通 して 、変化 と継続 、類

似 と相 違 の理解 を育む。 各分 野の主 な理 論 、概念 、研 究 は、客観 的 に評価 され 、 生徒 は各

科 目の方式 で学習 を進 め る。

この グル ー プには以 下の科 目が含 まれ る―― 企 業 と組織 、経 済学 、地理 、歴 史 、イ ス ラ

ム世 界 の歴 史、グ ローバル社 会 の情報技術(標 準 レベ ル のみ)、 哲学 、心理 学 、社 会人類 学。

筆記 試験 は、英語 、 フ ランス語、 スペ イ ン語 で受 験 で きる。

グ ル ー プ4実 験 科 学

この学科で は、一般 的 な実験科学 の方 法論 を理解 しなが ら、それ ぞれ の分 野 にお け る概

念 、原 理、応用 の知識 を学ぶ こ とにな る。 実 践的 な実験 技術 も学 び、各 分野 の グル ー プ研

究 によって協 同研究 の学習 も勧 め られ る。 共通 のカ リキュ ラムモデ ル は、 グル ープ4全 科

目に適 用 され る。 このモデ ル は、全学生 が必 要不可 欠 な核心 となる部分 を学 べ る よ うに、

上級 レベル標 準 レベル 両方 で 同時 に提供 され て い る。 そ して選択科 目に よって さらに補 わ

れ る。 地域 的、世 界的 な例 証 の調査 を通 して、倫理 的、道徳 的 問題 意識 を育み 、社会 的 な

責任感 を養 う。

この グル ー プに は以 下の科 目が含 まれ る―― 生物学 、化 学 、デザイ ン技 術 、環境 シ ステ

ム(標 準 レベル のみ)、 物理学 。筆記 試験 は、英 語、フラ ンス語 、スペイ ン語 で受 験 で き る。

グル ー プ5数 学

全学生は数学コースの修了が義務付けられている。生徒 の能力 レベルや関心度 に応 じて
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選択 が で き る。 各 コー ス は生徒 の数 学 に対す る理解 を深 め、数 学的 言語 を 自信 を持 って使

い こなす 能 力 を育 て る こ とを 目標 と してい る

数 学 上級 レベル は、数 学 の能力 と優 れ た予備 知識 を もっ た学 生 を対象 に してい る。 あ る

生 徒 た ちは 数学 に対す る純粋 な関心 を持 ち、問題 に挑 む ことにお も しろ さを見 出 して選 択

す る。 一 方 で 、大 学 で の学 習 に備 えて選 択 した り、物理 学、工 学 、科学技 術 を学 ぶ 関連 か

ら数学 を必 要 と して 選 ぶ生徒 もい る。

高 等数 学 標 準 レベル(標 準 レベル のみ)は 、大学 で数 学 を選 考す る予 定の生徒 を対象 に

して い る。 この科 目で は相 当の能 力 と関心 が求め られ る。数学 上級 レベル に加 えて選択 さ

れ る こ とが 多 い 。

数 学 的 手 法標 準 レベル は、数 学 を上級 レベ ルで とる予定 のない生 徒 に、数学 的思考 の予

備 知識 や ほ どよい レベ ル の技術力 を与 えてい る。 また、化学 、経済 学 、地理 、企 業経 営 な

どの分 堅へ 進 む 予 定 の生徒 へ 、 しっか りした基本的数 学 を教 えてい る。 これ は数 学 のテー

マ を多 く含 む厳 しい コー スで ある。

数 学 標 準 レベル は、現 実的 には このデ ィプ ロマ ・プ ログラム を除い ては数学 を必要 と し

て い ない 、予 備 知識 、 才能共 に様 々な レベル の生徒 が選 択す る科 目となっ ている。科 学技

術社 会 で 、数 学 的 に要 求 され る技術 を発 達 させ、実生活 の場面 での応 用 が重視 され て い る。

この コー ス で は、共 同研 究 の形で かな りの 内容の個人研 究 が義 務付 け られ てい る。

グ ル ー プ6芸 術 の選 択 科 目

グル ー プ6の 芸術 グル ー プ、そ の他 の科 目群 は 、本 質的 にデ ィプ ロマ ・プ ログ ラムの学

生 が個 人個 人 のプ ログ ラム に幅広 さや深 さを増 す ために ある。 この グル ー プには生徒 自身

の作 品製 作や 、 世 界的 な創造 的作 品を幅広 く探 求す る こ とを重 要視 した、芸術 デザイ ン、

音楽 と劇 場 美 術 の科 目が ある。また この グル ー プでは コン ピュー タ科 学、古典 ギ リシャ語 、

ラテ ン語 も選 択 可能 で あ る。

グル ー プ6の 科 目の代 わ りに、グルー プ1か ら4の 中の科 目や 、グルー プ5か ら高 等数

学 標 準 レベ ル を選ぶ こ ともで きる。 グル ープ3か ら6の 筆記試 験 は、英語 、フ ランス語 、

スペ イ ン語 で受 験 で き る。

ま た こ の科 目の代 わ りに、学校 独 自の授業(SBS)か ら、一科 目を取 るこ とを認 めてい る。

この特 別 な選択 科 目は 、標 準 レベル にお いて のみ認 め られ、学校 独 自の必 要性や 教師 の状

況 で決 め られ る もの で 、内部 で審 査 され外部 で調整 され る。IBOの 承認 が必要 な この よ う

な コー ス は 定期 的 に調査 され、IB卒 業試 験 を前 回生徒 が受 けた実績 の ある学校 のみが提 案

で き る。SBSは 、発 行 され てい る案 内書記 載 の該 当グルー プ の基 準 を満 た していれ ば、 グ

ル ー プ3か ら5の 科 目の代 わ りと して承認 され る。承認 され た学科 の例 と しては、世界 の

宗 教 、平 和 と対 立 の研 究 、 チ リと太 平洋海 盆 、ア メ リカの歴 史 、 ア ジア美 術 な どが あ る。

生徒の成績評価

IBの 評 価 で 最 も大切 な のは、世界共 通 の基準 に よる とい う点 で あ る。加 盟校 は世界 中に

ち らば り、試 験 委員 の 出身 も文化 や 学 問の伝統 が様 々に異な ってい る。 しか し、機 構 は確
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立 した基準 を もって生徒 の成果 を評 価 してい る。 その基 準は場所 を変 え、 時 を変 え首尾 一

貫 した もの とな ってい る。

生徒 の成 績 につい て公正 な判 断 を下す責任 は、 国際的権 限 をもつ試 験 委員 長 に率 い られ

た、2,100名 を超 す試 験委員 にかか ってい る。 試験 委員 は共通 の採 点法 を用 い 、一 定 の観

点 で評 価す るよ うに養 成 され る。 調整―― 試 験委員 長 に よる同僚 の採 点の確 認―― は同科

目の採 点者 の 間で首尾 一貫 した評価 をす るため に大 きな役 割 を果 た してい る。

評価 法 の多様 性 は、研 究成果 の 中身 と過 程 両方 を認 め、異 なる学習法 や文 化 的形 式 を考

慮 に入 れ るこ とに役 立 って い る。

例 に よって、 コー ス の終わ りには筆記試 験 が あ る。筆記 試験 は第一試験 、第 二試 験 の二

つ に分 かれ 、 時には違 う日に実施 され るこ ともあ る。 第一試験 は一 時間半 、第 二試 験 は三

時 間が割 り当て られ る。従 来 の外 部 の試験 方式 も多様 な種類 か ら選 ばれて い る―― 会話 と

筆記 、長 短の応答 、資 料 を基本 とす る問題 、論 文 、多肢選択 問題 。

そ の学科特 有 の本 質 にふ さわ しい 専門的 な評価 方 法 も用 い られ る。 芸術 デ ザイ ンの生徒

は、作 品の写真 と、 才能や 技巧 の成 長 を示す 文書 を入れ た ファイル を提 出す る。 音楽 コー

スの生徒 は演奏 を録音 したテ ープ を送 る。 同 じよ うに外国語 の生徒 は、試 験 委員 と交わ し

た会話 を録音 し、流 暢 さ、語 彙 の豊 富 さ、文 法構 造 について評価 され る。 これ は試 験 の会

話 部 門 と呼 ばれて い る。

地 方 の学校 で は、外 部 に よる こ うい った試験 方 法 に加 えて 、教師 が授 業 全 体 を通 して責

任 を もって生 徒 を評価 す る内部評価 も補 足 され る。 これ はIBの 総 体的評 価方 法 にお いて

、重 要 な こ とであ る。 なぜ な ら教 師に専 門的 な役 割 を認 め、生徒 には最 終試 験 とい うプ レ ッ

シ ャー の中では な く、普 段 の授 業 の 中で 自分 を発 揮す る機会 を与 え るこ とにな るか らで あ

る。内部評価 は、学科 の最 終評価 に20%程 度加 味 され る。教 師 によ る評価 方 法 は学校 ご と

国 ご とに多 岐に わた るので 、180が この評価 を国際 的な等価性 を維持 す る た めの調 整 を行

う。 この過程 は 内部 評価 の外 部調整 と呼ばれ る。

内部評価 には、 当然 教 室で の成果 、宿題 、特 別 プ ロジ ェク ト、 ノー トな どの評 価 が含 ま

れ る。 実験科 学 の よ うな科 目で は、チ ー ム ワー ク を学び 、研 究過程 を管理 し、結 果 をま と

め上 げ る責任 を共有す るた め、 グルー プで協 力す る作業 もあ る。

国際バ カ ロ レア機構 の成績 評 価 シメ テム は、 あ る基 準 を参 考 に して い る。 これ は あ る学

期 の試 験 か ら次 の学期 へ と首尾一 貫 した 明確 な レベ ル を もって生徒 の成果 を測 る もので あ

る。 最高 点 は、 与 え られ る学 生 の割合 が単 純 に前 も って決 め られ てい るわ けで はな く、習

得 した知識 や技術 が一 貫 した基 準 に応 じて考慮 され る。 明確 な根拠 が あ り、信 頼 で きて 、

公 正な こと、 これがIBOの 国際 的評 価戦 略 のモ ッ トー で ある。

試験 委員長 は各学期 終 了後 に、各科 目の評 価 の監 督 と、一群の 生徒 へ の成績 を確 定す る

ため に集 ま る。全 ての結 果 が集 め られ る と、IBOで は病気や家族 の死 、ま たは試 験 が戦争

や 不穏状 態 の最 中にあ った と報 告 の あった生徒 の成 果 を も う一度 見直す。 個 人記 録 が用 意

され、 生徒 が結 果 を達 成 で き る可能性 があ り、何 らか の埋 め合わせ 措置 を取 るか ど うか審

査 され る。 この慈悲深 い再 調査 は、彼 らの力 で は ど うす るこ ともで きない理 由で、 不 当に

不 利 な状況 とな る生徒 をな くす た めで あ る。

担任 と国際試験委員 とIBOの 専門 ス タ ッフが 協力 して、生徒 が知識 とコ ミュニ ケー シ ョ

ン能力 を表現 で きる充分 な機 会 を確 保す るこ とを 目指 してい る。 このシス テ ムは複雑 で 、
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あ らゆ る部署 で膨 大 な作業 を伴 うが 、 しか し、 このシステ ム こそ が成績評価 に将来 のか か

ってい る生徒 の公 正 な扱 い を生む の で あ る。

段階評価

各試 験 科 目には、1(最 低)か ら7(最 高)の 段 階がつ け られ る。卒業 す るた めに は、明確 な

基 準 に照 ら して 、最低 で も24点 を得 た上 で三つ の卒業 要件 を満 た さな けれ ば な らない一

一 知識 の理 論
、論 文 、CAS活 動 であ る。

最低 点24点 は、各科 目にお いて段 階4を 及 第 レベル にす る とい う見解 に基 づいて い る。

全 体 を通 して成 績 に適 用 され る明確 な規 則 は、15ペ ー ジか ら始 ま る総則 の項 目を参照 され

た い。 最 も優れ た成 績 は、各6科 目でそれ ぞ れ7点 を獲 得 した場合42点 となる。

卒業 の最 高 点 は45点 で あ る。知識 の理論 と論 文合わ せ た上 で、3点 まで与 え られ るシス

テ ム に なって い るた め、この成績 の3点 が加 味 され るので ある。知識 の理論 と論文 の質 は、

評価 基 準 を もっ て審査 され 、5段 階 に評 価 され る―― 初歩 的、 並、 可、良 、優。 この基 準

を様 々な点 か ら説 明 してい る印刷物 は、IBO事 務所 で入 手 で きる。

卒業資格

通 常学 生 は、 二年 の準備 期 間 を経 て最 後 の学期 に試 験 を受 け る。 しか し中には、一つ 二

つ の試 験 を一年 目の終 わ りに受 け る もの もい る。 この よ うに二つ の学期 に渡 って試 験 を受

け る生 徒 は、一 回 目の試 験 で は先 行受 験 の生徒 と して分類 され る。彼 らはその科 目が標準

レベ ル で あ り、指 定 され た授 業 時間 を満 た していた場合 に、二つ まで試験 を受 ける ことが

で き る。グル ー プ2入 門言 語 コース の試験 は、生徒 の プ ログラム最終年 にの み受験 でき る。

全 生 徒 は、 デ ィプ ロマ ・プ ログラム の全 て に力 を注 ぐこ とを奨励 され る。 必要条件 を全

体 的 に満 たす こ とがで き ない生徒 、 あ るい は選択 した科 目が 六科 目未 満の 生徒 は、試 験 を

終 えた とい う修 了証 書 のみ授 与 され る。 五 月 の試 験期 間に大多数 の生徒が試験 を受 け る。

そ れ ほ ど多 くは な いが 、主 に南 半球 の学校 向 けに、十一 月の試 験 もあ る。年 に三万人近 い

生徒 がIBOの 評価 を受 けてい る。 各年 ほぼ80%の 生徒 がデ ィプ ロマ の取得 に成 功 してい

る。

認可と学校の役割

国 際バ カ ロ レア機構 が公認 したセ ンターで のみ 、カ リキュ ラム を教 え生徒 の試 験登録 を

す る こ とがで き る。IBデ ィプ ロマ ・プ ログ ラムの生徒 は、公 認 の加 盟校 におい て成 績優 良

で あ る こ とを求 め られ る。 デ ィプ ロマ ・プ ログラム は現在 世界94力 国の国で約700の 学

校 で提供 され てい る。 プ ロ グラム の参加 に興 味 のあ る学校 は、管 轄 の地域 事務所 を通 して

自ら調 べ相 談す る こ とに な る。正式 な 申込み に は、現場 の訪 問調 査 とスイ スのIBO本 部 へ
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の書類提 出が必 要で あ る。 学校側 は加 盟 に際 して あ る基 準 と条件 へ の同意 を求 め られ る。

IBOの 公認校 のみ が機 構 の名 称 、 ロゴ、そ してデ ィプ ロマ ・プ ログラム の称号 を使 うこ と

が許 され る。

このプ ログ ラムは、加盟校 と国際的試 験委員 団、IB専 従 ス タ ッフの協力 が大 きな特徴 で

あ る。 学校 側 は継続的 に行 われ て い るカ リキ ュ ラム改善会 議や 、地方 会議 、研 究集会 を通

して、 デ ィプ ロマ ・プ ログラムの 開発 に全 面的 に参加 す る。科 目の段 階評 価会議 や最 終評

価 委員 会 に教 師 自 らが陪席 す るこ とで、評価 の過 程 の複雑 さを さ らに深 く理解 、認識 す る

こ とが可能 にな る。

大学の認可

国際バ カ ロ レアの卒業 生は 、世界 各地 の単科 大学 や総合 大 学への入 学 を許可 され てい る。

この中 には、オ ックス フォー ド大、イ ェール 大 、 ソル ボ ンヌ大 や、 ラテ ンア メ リカやア ジ

ア ・太 平洋 地域 の名 門大学 もあ る。 さ らに最近 世界 の 開発 途 上地域 に創 設 され た施 設 も含

まれ てい る。IBOと 多 くの教育省 庁 、民 間機 関 の間 に は正 式 な協 定 が結 ばれ て い る。 中 に

は 、IBで かな りの好成 績 を修 めた生徒 に、上級 学年 での受 け入れや 、科 目の履修単位 の認

定 を与 える大学 もあ る。機 構 は地域別 に 、正式 に承 認 を得た 大学 の案 内書 を、定期 的に更

新 して刊行 して い る。

総 則

これ らの規則 は 、毎 年国 際バ カ ロ レア機 構(IBO)に よって更新 され発 表 され る。1997年

9月1日 か ら効力 を もち、1998年5月 の試験 へ と至 るBOデ ィプ ロマ ・プ ログ ラムへ こ

の規則 が適用 された。 次の告知 が 出 るま でそ の後 の試験 全 て に適用 され て い る。

第1条 志願

志願者 は、IBO公 認 の加盟 校へ 登録 し、IB試 験 受 験資格 を得 るた め に、デ ィプ ロマ ・

プ ログ ラムの科 目を履修 しな けれ ばな らな い。各 学生 は試験 時 に学校 にお いて優秀 で なけ

れ ばな らない。

第 露条 デ ィプ ロマ ・プ ログラ ム

1項 科 目

デ ィプ ロマ ・プ ログラム は二年 間の 学習 コー ス で ある。 学生 は六 科 目を 申 し込み、通

常二年 に渡 って学習 を進 め る―― 最低 三つ 、 最高 四つ の科 目が上級 レベ ル で 、他 は標 準

レベル で提供 され な けれ ば な らない。 通 常 この六 科 目は六っ の科 目グル ー プ か ら一つ つ

つ選択 しな けれ ばな らない。

例外:以 下 の場合 申 し込み が可能
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・グル ー プ2の 科 目の代 わ りに第 二言 語A1を とる場合

・グル ー プ6の 科 目の代わ りに グル ー プ1か ら4の 中か ら二 つ 目の科 目を選 ぶ場合

・グル ー プ5の 数 学 上級 レベル に加 えて高等数 学標 準 レベ ル を グル ー プ6の 科 目と

して とる場合

禁止 事 項:以 下 の と り方 はデ ィプ ロマの単位 と して は認 め られ ない

・同 じ科 目を上級 、標準 両方 の レベル で とる場合

・グル ー プ1と2で 同 じ言語 を とる場合

・環 境 システ ム と生物 学 を とる場合

ポグル ー プ5か ら二つ の科 目を とる場合
。 ただ し、数 学 上級 レベル と高等数 学標 準

レベ ル を除 く

・学校 独 自の授 業 を二つ 以上 とるこ と

新 科 目や 、学校独 自の授業 がIBOに よ り承認 され て、新 た な禁止 事項 が増 えた場 合 は

学校 へ通 知 され る。

授業 時 間

・上級 レベル で240 、標 準 レベル で150の 授 業時 間が求 め られ る。 一授 業時 間 は、

60分 で あ る。

2項 卒 業 要件

学生 は六っ の科 目の修 了 に加 えて、 三つ の必要条件 を満 た さな けれ ばな らない。

二年 間 のデ ィプ ロマ ・プ ログラムで、最低 で も100時 間 を 占め る知識 の理論 の授 業 を

と り、 基準 に達 しな けれ ばな らない。

創 造 性 、活 動 、奉 仕(CAS)と して知 られ る特別 活動 に も従事 す る必 要 があ る。デ ィプ

ロマ ・プ ログ ラム の学 生 を受 け入れ た学校 は、週 に3、4時 間のCAS活 動 を保証 しなけ

れ ばな らない。CASプ ログ ラムの評価 は、IBOの 地域 事務所 が行 う。

ま た 、か な り大 部 の個人研 究論文 を作成 し提 出 しな けれ ば な らない。 テーマ は、論文

を書 け るデ ィプ ロマ ・プ ログラムの科 目の うちか ら一つ を選 び 、一般 的 と同時 に科 目特

有 の基 準 に 照 ら して評 価 を受 ける必 要が あ る。 この作業 には学校 内の適任教 師の直接 監

督 の も と、 ほ ぼ40時 間 を費やす ことが 望 ま しい。論 文提 出が 可能 な科 目一覧 は、IBO

か ら入 手 す る。

3項 例外措置

高等教育機 関への入学な ど特別な理由で、1項 で明記 した内容 と異なる科 目の選択が

必要 な場合 、IBOへ 適切な証明書類 を提出することで、適 当な科 目の代用が許可 される

場合 もある。

第3条 試 験 の言 語

グル ープ3、4、5、6の 全 ての試験 は英語 、 フラ ンス語 、又 は スペイ ン語 で

受 験 で き る。 外部 評価 を受 け るグル ー プ3、4、5、6の 試 験 と知識 の理 論 は、

通 常全 て英 語 、 フランス語、又 は スペイ ン語 でな けれ ば な らない。 内部評価 と外

部評 価 の言 語 も通 常統 一 され てい るべ きであ る。文 学 あ るいは言語 につい ての論
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文 は、テーマ に選択 した言語 で書か なけれ ば な らない。 グル ー プ3、4、5、6

か らテ ーマ を選 んだ論文 は通 常、英 語、フ ランス語、又 はスペイ ン語 で 書 かれ る。

第4条 先行受 験

デ ィプ ロマ ・プ ログラム の学生 は、通常 二年 間の最後 の学期 に全 て の試験 を受 け る。課

程一 年 目の最後 に は、二つ まで の科 目であれ ば、それ が標 準 レベ ル で あ り、第2条 で定義

され た指 定 の授 業時 間 を満 た してい る ことを条件 に、試 験 を受 ける とい う選 択 がで き る。

この よ うに二つ の学期 に渡 って試 験 を受 け る生徒 は、一 回 目の試験 で は先行 受験 の 生徒 と

して分類 され る。先行 受験 す る学 生 は、翌年 の同 じ学期 に全 て の卒 業必 要条 件 を完 了 しな

けれ ばな らない。 グル ープ2の 言語入 門 コース の試 験 は、デ ィプ ロマ ・プ ログ ラム最 終年

にのみ受 験 でき る。

第5条 再取得

第4条 の適用 を受 け て、す で に卒 業 に向 けて試 験 を受 けた生徒 が、翌 年 も う一 度試 験 を

申 し込 む こ とが認 め られ てい る。 これ は、前 回の結果 を改善 す るた め、あ るい は新 しい科

目へ挑戦 す るた めの どち らか で ある。 三 回以 上の受験 は認 め られ ない。 この場合 、 どの科

目にお いて も獲 得 した点数 は卒業証 書 の得 点 に加 味 され る。 この よ うな学 生 は、再取 得 の

学 生 と分 類 され 、高得 点 を残 した学期 の結 果 が認 め られ る。

第6条 試験 の遂行

デ ィプ ロマ ・プ ログ ラム と試験 運営 を管理 す る規則 と委任 され た手続 き は必携便 覧 に載

ってい る。 その 中には 、問題 用 紙 の郵 送 と分類 、内外 的評価 活動 と試 験 日程 の管理 な どの

業務 が含 まれ てい る。試験 の再 日程調整 は、例 外 的な状 況が あっ た場 合 に のみ 、事 前 にIBO

の同意 を得 た上で認 め られ る。 規則違 反 があ った場合 そ の学 生 は資格 を剥 奪 され 、デ ィプ

ロマ ・プ ログ ラムに参加 して い るその学校 の認 定 も撤 回 され る。

第7条 最終評価

段階評価の最終決定は、各科 目の試験委員長、あるいは該 当す る成績評価委員会の試験:

委員の責任にゆだねられ る。卒業証書は、最終評価委員会か らIBO財 団理事会へ託 され る。

デ ィプ ロマの資格を満たすためには、通常、全評価対象が各科 目ごとにそろっていなけ

ればならない。最終評価委員会は、不利な状況に影響 された生徒の成果 については再調査

す ることになる。学校側にはこのような不利な状況が起 こった場合、結論 を出す前に文書

でIBOへ 連絡す ることが義務付け られている。通常、外部の評価構造を少なくとも一つ加

味 しても評価 されたものが50%以 下だった場合、どの科 目においても成績はつけ られ ない。

最終評価委員会は、IBOが 発表 している方針や手続きに基づいて、不正行為ではないか

と疑いがある場合は必ず調査 を行 う。

第8条 結 果

デ ィプ ロマ ・プ ログ ラムの科 目に は、1(最 低)か ら7(最 高)の 段 階 がっ け られ る。通 常各

科 目評価 の20%は 教 師 に よる 内部 評価 でIBOに よ り外部 で調 整 され る。 知識 の理 論 と論
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文 を合 わせ て 、最 高3点 が与 え られ る。 よって 、デ ィプ ロマ ・プ ログ ラム最高 得点 は45

点 とな る。

成 功 した学 生 は正 式 なBの デ ィプ ロマ と、総 合点、各科 目の段 階、知識 の理論 と論 文

の得 点が 明記 され た 書類 を受取 る。

第9条 デ ィプ ロマ授 与

デ ィプ ロマ は 、24点 を上回 る得 点 を残 した ものに与 え られ る。

1項

2項

3項

4項

5項

6項

7項

8項

段 階評 価 がデ ィプ ロマ ・プ ログ ラムの六 つの科 目に与 え られ る(第2条 参 照)

知識 の理 論 を修 め、評 価基 準 を満 た して い る

論 文 が提 出 され 評価 されて い る

学 生 は適 切 な、創 造性 、活動 、奉仕(CAS)の 活動 に従 事 してい た

上級 レベル で とった科 目に1の 評価 がない

24か ら27点 まで の学 生 の場合 、落 第条件 が一つ もない

28点 以上 の学 生 の場 合 、落第条 件 は一つ まで

最 終評 価 委員 会 が 、学生 の評価 過 程 にお いて不正 に良 い成績 を取 ろ うと した違

反行為 を確認 していない

落第条件 学生が以下の落第条件 に一つでも当てはまる場合、卒業証書は授与されない。

9項 知識 の理論、論文両方 とも初歩的 とい う評価だった場合

10項 上級 レベルで とった科 目で2の 評価があった場合

11項 上級 レベルで3の 評価 をとった場合、他 の上級 レベル科 目での5な い しそれ以上

の評価で も埋 め合 わせ にはな らない

12項 標準 レベルで1の 評価 をとった場合

13項 標準 レベルで二つ以上2を とった場合

盟 項3の 評価を四つ以上 とった場合

賂 項 標準 レベル に2が ある場合で、3が 二つ以上ある場合

第10条 二 ヶ国語 卒業証 書(バ イ リンガル ・デ ィプ ロマ)

二 ヶ国語 卒業 証 書 は二 つ の タイプ の学 生 に授 与 され る

1・・・ 言 語A1で 二:つの言 語 を取得 した 、あ るい は言語A1とA2を 取得 した場合

2・・・ グル ー プ3ま たは4の 最低 で も一つ の科 目の試験 を、言 語A1で 取得 した言

語 と別 の言 語 で受 けた 場合

第11条 修 了証書

卒業証書の授与 に必要 な条件 を完全に満 たすことができなかった学生は、個々の科 目で

得た結果が明記 され た修了証書を受取 る。論文、知識の理論、CASに は修了証書は授与 さ

れない。

第2条 で述べた六っの科 目以上に申し込み を望む学生は、追加 した科 目につき、上級 レ

ベル、標準 レベル を問わず、追加修了学生 として登録 される。

デ ィプ ロマを求 めない学生は、各科 目の授業時間(第2条)を 満たす条件で、数科 目の受
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講 を認 め られ る。 この よ うな 学生 は修 了学生 と して 区別 され 、獲 得 した成績 が記 録 され た

修 了証 書 を受取 る。後 に この成 績 をデ ィプ ロマの獲 得 に使 うことはで きない。

第12条 独学

独 学 の選択 が可能 なのは、言 語A1標 準 レベル にお いて のみで あ る。 この選 択 は5人 以

上の学 生が希望 した場合 は不適 切 で あ る。以 下 の状 況 の場合 のみ 、学 生は独 学 と して言語

A1の 標 準 レベル試験 に登録 で き る。

・その言語 を教 え られ る教 師 がい ない場合

・外 部の先 生、個別教 師が 、 グル ー プ1の 内部評 価 要件 を満 たす ほ ど、頻 繁 に定期 的 に

生徒 に会 えない場合

独 学の学 生は、通常 、文学 や言 語 に関す る論 文 をA1で 取得 した言語 で提 出す る こ とは

認 め られな い。

第13条IBOの 所 有権

全 て の試 験、 問題 用紙 、答案 、文書 、教材 、授 業;概要 、 フイル ム、テー プ、 ビデ オテー

プ 、写 真、 図画、資料 、計画 、 芸術 作 品、デ ザイ ン、 どん な もの であれ、採 点 、調整 、評

価 な どのた めに国際バ カ ロ レア機 構 へ提 出 された もの 、これ らの所 有権 はす べ てIBOに あ

る。

第14条 責任 ある道徳 的行 動 へ の期待

知 的 な厳格 さ と高い学究 的 な基準 を超 えて、IBOは 国際理 解 と責任 あ る市民 とい う理想

を最重 要視 してい る。 道徳 的な行 動 へ の期 待 は、 デ ィプ ロマ ・プ ログラム に固有 かつ 明 白

な哲 学 と価値観 か ら生まれ る もので あ る。 生 徒、 教師 、校長 、そ して試験 委員 が これ らの

価 値観 を模範 となる行 動で示 す よ うに努力 して も らい たい。

IBOは 、学生 が学校 に よって定 め られ 、要 求 され るカ リキ ュラム に参加 してい くこ とを

望む―― 全 科 目の主 だ った規 則 と学 校 内の最 終期 限 を守 り、二年 間 に渡 るデ ィプ ロマ ・プ

ログ ラムを完 了す る。評価 の ため の課題 に他 の人 の作 品や 考 え、着想 を取 り入 れ る場合 は、

それ をはっ き り認 める こ と。 異 な る評価 構造 の必 要条 件(例 え ば論 文 と内部評 価)を 達成 す

るため に、個 々 の課題 を提 出す るこ と。 そ して 、いか な る形 に よれ 、他 の学生 の課題 と し

て評価 され る可能性 を知 りなが ら、 自分 の課題 を他 人 に提供 しない こ と。 生徒 が試 験 につ

い ての機密 情報 をや り取 りす る こ とは、資格 剥 奪 につ な が る違反 行為 であ る。IBOと の全

て の連 絡 は、必ず コーデ ィネー ターが 仲介す るこ とを認 識す る。

IBOは デ ィプ ロマ ・プ ログ ラムの教 師 がそ の科 目の適切 な養成 を受 け、IB科 目ガイ ドに

提示 され たカ リキュ ラム と評価 に必 要 な知識 を持 っ よ うに願 う―― 学生 にその科 目の現 在

の 内容 と必 須項 目を確 実 に教 え る こ とがで き るよ うに。そ してIBコ ーデ ィネー ター に認

め られ た学校 内の最 終期 限 を守 る よ うに して も らい たい。 また、教 師は学生 の課題 見本や

内部 評価 の点数や 予想 され る評 価 な どの、 コーデ ィネ ー ター に必要 な あ らゆ る情 報 を報告

し、IB評 価 基準 に照 ら して学 生 の課 題 を評価 し、そ して評価 を受 けるた めの提 出物 が確 実

に学生本 人の もので ある よ うに努 め 、不正行 為 が疑 われ る場合 はコーデ ィネー ター に報 告

す る。
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BOは コー デ ィネ ー ター に、教 師が現在 の各科 目の カ リキュ ラムや 評価必 要条件 を確 実

に把握 し、適切 な印棚 物や 資料 を入 手で きる よ う手配 を望む。 また必携 便 覧手続 きマ ニ ュ

アル の全 て の項 を熟知 し、試 験 の全 条件 の完 全 な遂行 を確 実 に行 うよ うに求 め る。IBコ ー

デ ィネ ー ター は全 学 生の登 録 を確認 し、全 て の書類 の正確 を期 し、その情報 をIBO、 あ る

い は定 め られ た住 所 に送 り、IBOへ 提 出 した 情報 の コピー を保 管す る。学生 の学習 に影響

を及 ぼす よ うな何 か不 利 な状況 が 生 じた場 合 は、生徒 の代理 と して報告 を行 う。IBOの サ

ー ビス が行 きわ た るよ うに し
、ま た必要 に応 じてIB事 務所 と連 絡 を と り、試験結 果 を学

生 に伝 え る役 も担 う。

IBOは 学 校長 に、デ ィプ ロマ ・プ ログラムが 総則 に従 って正 しく資金提供 と援助 を受 け、

効 果 的 に進 め られ 運 営 され る よ うに望 む。 また、 プ ログラムの運 営の ため に、豊 かな経験

を もつIBコ ー デ ィネ ー ター と、特別活 動 の計 画、監督 の ため に経 験豊富 なCASコ ーデ ィ

ネー ター を任 命 す る。 デ ィプ ロマ ・プ ログ ラムのた め適任 の教 師 を配置 し、彼 らに現在 の

プ ロ グ ラムの 内容 と必 要条件 について理解 を深 め るIB養 成講 習会 へ 出席 す る機会 を与 え

る。 ま た授 業料 の徴収 、IBOへ の支払 い につ いて も責任 を持つ 。

IBOはB試 験 委員 に、試 験 に関す るあ らゆる機 密情報 の保 持 に努 ある ことを望む。 生

徒 の提 出物 を丹念 かつ徹 底 的に評価 し、割 り当て られ た全て の業務 を 自ら実行 し、IBOに

よ り定 め られ た期 限 と手続 きを遵守す る。 また加盟 校や 学生 と個 人 的接 触 があ る場合や 、

職 や住 所 な ど業 務 の割 り当てに支障 を きたす よ うな変化 が あった場合 、IBOへ 報告す る こ

とにな って い る。

第15条 規則 違反

IBOは 、学 生 が評価 課程 におい て不 当に有利 にな ろ うと試 み るこ とを、不正行 為 として

定義 して い る。 共謀 は、 学 生が 、 自分 の課題 が他 人 の もの と して提 出 され るこ とを認 める

場合 。 剰窃 行 為 は 、他 人 の作 品や考 え、着想 をそ うと認 めず 自分 の もの と して提 出す るこ

と と定義 され て い る。

学 生 がIB試 験 につい ての機 密情 報 をや り取 りす る ことは規則 違反 で あ る。違反 した場

合 資格 剥 奪 とな る。不 正行為 、共謀 、剰窃行 為 な どの恥ずべ き違反 行為 が発覚 した学生 は、

そ の科 目の評 価 が な され ないばか りか、通 常今 後一 切 のデ ィプ ロマ ・プ ロ グラムの試験 を

受験 で きない 。

試 験 委員 や加 盟 校 が不 正行 為 に係 わ った場合 は 、関係 者 に警告 文書 が送 られ る。試験 委

員 は契約 を切 られ 、違 反行 為 が発覚 した学校 はデ ィプ ロマ ・プ ログラム参加認 定 を取 り消

され る場 合 もあ る。

第16条 加盟校 の基準 と条件

加盟校 は国際バカ ロレア機構 の 目標 と実践 によって示 され る教育 を通 して国際理解 の

促進を委ね られ る。そ してデ ィプロマ ・プ ログラムの根本的重要性 とバランスのとれた学

究的プログラムを受 け入れ、また、知識の理論の中心的役割 とCAS必 要条件の重要性、

教育 と生徒の個人的資質向上の強調、専門的養成講習会や教師や学校経営者のための会議

な ど支援活動への参加 を うけいれ る。

学校は、教授 陣、運営スタッフ、その他IBデ ィプロマ ・プ ログラムを効果的に運営す
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るため に必 要 な力を備 えてい るこ とをIBOに 示す。IBOで は世界 各 地 の学校 それ ぞれ が

持 つ力 に大 きなば らつ きが あ ると認識 してお り、例 えそ の準備 期 間が長 期 にわ た る と して

も、 この 問題 について の合 意 は双方 の協議 と指導 が必要 と考 えてい る。 申 し込 み の時点 で

認 め られ る不備 な点はIBOに よ り文書 で説 明 され 、予 定 はそれ に従 い修正 され る。

学校 は適切 な文書 に よって 法的 な立場 と財 政的 な実行 力 を証 明す る。

学校 はIBOへ の参加 につ いて 、そ の地 方、地域 、国家 の関係 当局 が 同意 して い る とい う

証 明を求 め られ る。

学校 はIBO運 営委員 ま たはそ の代 理人 の訪 問 を受 け入 れ る。 そ して、全 コー ス、試験 、

内部評 価 の正確 な遂行 、IBコ ーデ ィネ ー ター、CASコ ーデ ィネー ター の任命 、全授 業料

とそ の他請 求金額 の速や か な支 払い 、を含 むIBOの 全総 則 の完全 な受諾 を正 式 に 同意 す る。

国際バ カ ロ レア機 構 の方針 は、全 生徒が完 全 なデ ィプ ロマ ・プ ログラ ムに取 り組 む こ と

で あ り、従 って 、応 募 して くる学校 は適正 な範 囲 の教授 科 目と全 て のデ ィプ ロマの 必要条

件 を提 供す る準備 が整 って い る必要 が ある。 申 し込 み殺 階 の準備 状況 に応 じて 、学校 は次

の三 つ のカテ ゴ リー に分類 され る。

・ デ ィプ ロマ ・プ ログ ラムの授 業 を認 可 され る加 盟校

・ デ ィプ ロマ ・プ ログラ ムの完全 な提供 を控 え、IBO事 務 局長 が定 め た暫 定期 間 中 あ

る特 定の コースの み認 可 され る加 盟校

・ 通 常一年 以 内の 間、 上記 二つ の カテ ゴ リー の よ うな教育 を可 能 にす るた め準備 期 間

を設 け る提携 校

IBOは どの加 盟校 につ いて も定期 的 に再調 査 を行 い、懸念 や批判 は速 や か に文書 に して

通達 してい る。IBOが 不備 な点が 改善 され た と認 めな か った場 合 は、翌年 末 を もってデ ィ

プ ロマ ・プ ログ ラムを提供 す るた めの認 可 は取 り消 され る。 ま た深 刻 な不 正行 為が行 われ

た と執行委 員会 が判 定 を下 した時点で も取 り消 され る。 この よ うな場合 、 デ ィプ ロマ ・プ

ロ グラム をす でに登録 した生徒 の権利 を守 るた めの考慮 は、 当然 必ず払 わ れ る。

学校 あ るい は 同 じ学 校 の一部 門は別個 の存在 として認 め られ る。 この条 件 は授 業料 の支

払 い につ い て もあて はま る。

教 育 は 自校 の生徒 だ けに認 め られ る。試 験 に関 しては 、何 か の事情 で も との学校 の試験

に出席す る ことがで きない 再取得 の学 生の場合 の み 、他 の学校 の登録者 、 あ るいは校 内 の

他部 門の生徒 の受験 が許可 され る。 加盟校 は非加盟 校 の生徒 をIB試 験 に登録す るこ とは

で きない。

IBOに 承認 され た学校 のみ 、機構 名 、 ロゴ、デ ィプ ロマ ・プ ログラムの称 号 を用い る資

格 が与 え られ る。

国際バ カ ロレア機構 は、その 学校 の哲 学 、方針 あ るいは実 践がIBOの それ にそ ぐわ ない

場合 、加盟 を拒 否す る権利 を保有 して い る。

デ ィ プ ロ マ ・プ ロ グ ラ ム の い くつ か の 例

IBデ ィプ ロマ ・プ ログラム は学 究的 に厳 格 で ある。深 さ、幅 、首 尾一 貫性 、そ して 国際

性 を特色 とす るこの厳 しい学習 体験 を、 自発 的 に求 め挑 戦す る意 志 を生徒 の参加 は示 して
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い る。 この課 程 は 、生徒 が現在 の 関心や 将来 の必 要性 に応 じて科 目や レベ ル を選択 で き る

よ うに 、充 分 に柔軟 な ものに な って い る。 以下 に続 く架 空の学生 の話 を例 に して、様 々な

出 自の生 徒 が手 にす る可能性 の広 が りを説 明 しよ う。

ケイ ト ・エ ヴァンス

＜上級 レベ ル＞

英語A1

ヨー ロ ッパ の歴 史

美術 デ ザ イ ン

評 価

5

5

6

＜標準 レベル＞

日本語B

環境体系

数:学

評 価

6

4

3

論文 歴史―良 知識の理論―良 2点

全CAS必 要条件取得

総合点31点＜ 卒業証書授与＞

ケ イ トはオ ー ス トラ リアで ウェール ズ人 両親 の も とに生まれ 、母親 の仕 事 の関係 で数年

間 日本 に暮 ら した。 メル ボル ン大学 で歴 史 を学ぶ こ とを志 して いた た め、歴 史を上級 レベ

ル に、地 域 研 究 に は ヨー ロ ッパ を選択 。彼 女 の高校 で 正式 にグル ー プ2の 授業 と して開設

され た ばか りの 臼本語Bを 標 準 レベ ル で選択 した。論文 はオー ス トラ リアの歴 史 をテ ーマ

に書 く こ とで 、歴 史 の専 門知識 を増や し、美術デ ザイ ンの才能 を上級 レベ ル におい て示 し

た。彼 女 はデ ィプ ロマ ・プ ログ ラムー年 目末 の試験 で標 準 レベル の環境 体系 と数 学 を受 験。

女子 ダイ ビ ングチ ー ムの 一員 で もあ り、近 隣清掃 の 日を地域 社 会奉 仕 の一 環 として主催 し

て い る。

マ リア ・ム ノス ・ロ ドリゲス

＜上 級 レベ ル＞

スペ イ ン語A1

ア メ リカ の歴 史

哲 学

評 価

5

6

6

＜標準 レベル＞

英語B

生物

数学

評 価

4

4

3

論文:社 会人類学― 良 知識の理論― 可 1点

全CAS必 要条件取得

総合点29点＜ 卒業証書授与＞

マ リア はアル ゼ ンチ ン人 の学校 へ通 った。 人道主 義者で 、上級 レベ ルで哲 学 と歴 史 を選

び、歴 史 で は ア メ リカ地 域研 究 も選択 した 。上級 レベル でスペイ ン語A1を 選択 、英語B

は グル ー プ2の 必須 条 件 を満 たす た めに選 んだ。 グルー プ3か ら6の 試 験解 答 と論 文 、知

識 の理 論 はスペ イ ン語 で提 出。論 文 では、彼 女 のデ ィプ ロマ ・プ ログ ラム科 目で はなか っ

たが社 会 人類 学 をテ ーマ に した。 ホ ッケー チー ムに所属 し、南 半球 の慣例 で全 ての試 験 を
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5月 で はな く11月 に一 回 で受 けた。

ミ ッシ ェル ・エ ドラー

＜上級 レベ ル＞

英語A1

フラ ンス語A1

ドイ ツ語B

評 価

6

6

5

＜標準 レベル＞

歴史

デザイン技術

数学

評 価

5

4

5

論文:英 語A1― 良 知識の理論― 良 2点

全CAS必 要条件取得

総合点33点＜二 ケ国語卒業証書授与＞

フラ ンス とオー ス トリア の二つ の 国籍 を持 つ ミッシ ェル は、カナ ダで フ ランス語 を話す

家庭 に育 った。そ して 二つ の言語 を上 級 レベ ル に選択 。 ドイ ツ語Bも 上級 レベ ル で習得 し

て い る。 これ にはオー ス トリアに住む 父方 の親戚 と、時 々休 日を一 緒 に過 ご した経 験 が影

響 してい る。 ミッシ ェル は二 ヶ国語卒 業証書 を授 与 され 、 トロン トかパ リの大 学 で語学 を

勉 強す る予 定で あ る。論 文 で は英 文学 を選 び さらに専門分野 の能力 を実証 した。論 文 と知

識 の理 論 両方で2点 平均 を上 回 る成績 で2点 を得て い る。六科 目全 ての試 験 を一 回で登録

し、CAS必 要条件 も校 内の 文学雑誌 とクラス年 報 の編集者 として の活動 で満 た して い る。

ア ラル ・アル ・ア シー ド

＜上級 レベル＞

化 学

物理 学

数学

評 価

6

7

5

＜標 準 レベ ル＞

ア ラ ビア語A1

英 語B

イ ス ラム世界 の歴 史

評 価

6

5

5

論文 物理学―優 知識の理論― 並 2点

全CAS必 要条件取得

総合点36点＜二 ケ国語卒業証書授与＞

ア ラル は母 国 ヨル ダ ンあ るい はア メ リカの大 学 で、技術者 になる勉 強 を 目指 して い る。

物 理学 、数学 、化学 を上級 レベ ル で取 り、論 文 もまた物理 学で あった。 グル ー プ3か ら6

の試 験 は英語 で受験 し、母 国語 が ア ラ ビア語 だ った彼 は二 ヶ国語卒 業証 書 を得 た。優 を と

った論 文 と満足 なで きで あ った知識 の理論 を合 わせ て 、総合 点36点 の うち2点 を獲得 し

た。 彼 は身体 障害 を もつ子 どもた ちへ のボ ラ ンテ ィ ア活動 を続 けてい く予定 で あ る。 ヨル

ダ ンのCASプ ログラム を通 して、彼 は こ うした活動 を高 く評価 す る よ うにな った。

‐ 79‐



オ リヴァー ・トニー

＜上級 レベル＞

フ ランス語A1

英語B

ヨー ロ ッパ の歴 史

評 価

5

3

3

＜標準 レベ ル＞

生 物学

数 学 的手法

コ ン ピュー タ科学

評 価

4

4

4

論文 フ ラ ンス語A1― 良 知識の理論― 良 2点

全CAS必 要条件取得

総合点25点 ゼ＜ 修了証書授与＞

スイ ス 国籍 を持 つ オ リヴァー はフ ラ ンス 文学 に興味 を持 ち、上級 レベ ルで フラ ンス語A1

を選 択 し、論文 も この科 目につい て書 いて い る。 ジ ュネ ーブの学校 へ通 った彼 は、第二言

語 として英 語 を習 得。英 語:Bを 上級 レベル で取 った が他 の試験 をフ ランス語 で受 けた ため 、

二 ヶ国語 卒業証 書 は授 与 され な か った。全 て の試 験 を一回で受 けた彼 は、心配 してい た標

準 レベ ル の科 目につ い て も好 成績 を残 した。論 文 も知識 の理論 も良を修 め2点 を取得、 総

合 点 を25点 と した。 しか し、最 低 レベル の24点 を上 回 りは した もの の、卒業 はで きなか

った一 一上 級 レベル 科 目の3の 評価 を5の 評価 で埋 め合 わせ る こ とはでき なかった。オ リ

ヴ ァー は ロ ン ドンで一年 過 ご した後、来 年5月 に再 び英 語 の試 験 を受 け る予 定で ある。彼

の評価 が4あ るい はそれ 以上 に伸 びれ ば卒業 証書 が授 与 され るだ ろ う。

ムライカ ・アブラハム

＜上級 レベル＞

経済学

物理学

数学

評 価

64

7

＜標準 レベル＞

マライ語A1

北京官話入門

高等数学

評 価

5

6

6

論文 数学―良 知識の理論― 並 1点

全CAS必 要条件 取得

総合点35点＜二 ケ国語卒業証書授与＞

ム ライ カの 主要 な学 究的 関心 は数 学 にあ る。彼 女 は上級 レベ ルで数 学 を取 り、論 文 も この

科 目につ いて書 き、 さ らに グルー プ6か らは高等 数学 を選 択 してい る。 グルー プ3で は経

済 学 を上級 レベ ル で選 び 、 また母語 のマ ライ語 に加 えて、北京官 話入 門 も選択。語 学以外

の試 験 には英語 で解 答 。論 文 と知識 の理論合 わせ て1点 を獲得 、総合 点35点 とな り、二

ヶ国語 卒業 証書 が授 与 され た。 彼女 は クア ラル ンプール の学校 にお いて課 程 の一年 目が 終

わっ た後 、先行 受験 を して言語 学A1の 試 験 を登録 した。

ス タ ン ・ロサ ッ ク
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＜上級 レベル＞

英語A1

心理学

音楽

評 価

5

5

7

＜標準 レベル＞

ポーラン ド語A1

化学

数学的手法

評 価

5

4

5

論文:音 楽―優 知識の理論―可 2点

全CAS必 要条件取得

総合点33点＜二 ケ国語卒業証書授与＞

ス タンは 四年 前 にポー ラ ン ドか らシカ ゴへ 来 て、あ っ とい う間 にジャズ に夢 中になった。

英語A1を 上級 レベ ル でポー ラ ン ド語A1を 標 準 レベ ル で取 り、ボー ラン ド語 の方 は学校

に正 規 の コー スがなか ったの で、市 のポー ラン ド人 会 の先 生 か ら個人 的 に学ぶ こ とにな っ

た。 彼 の芸術 的関心 は、音楽 を上級 レベル で選 び 、論文 もこの科 目で書 いた こ とに よく表

れ てい る。一年 目には標 準 レベ ル での化 学 の試 験 を登録 してい る。 ス タ ンは二つ のA1言

語 を習得 したので 、二 ヶ国語 卒業 証書 が授 与 され た。 論文 の優 、知識 の理論 の可 、 これ を

合 わせ て総合 点 は33点 とな った。サ ックス を演 奏す るス タンは、 ホー ム レス の施 設で ボ

ラ ンテ ィア に も参加 してい る。

ワン ジル ・キマニ

＜上級 レベ ル＞

英 語A2

ア メ リカ の歴 史

生物 学

評 価

7

7

6

＜標 準 レベ ル＞

ス ワ ヒ リ語A1

フ ランス語入 門

数 学 的手法

評 価

7

7

6

論文:ス ワヒ リ語A1― 優 知識の理論― 優 3点

全CAS必 要条件取得

総合点43点＜二 ケ国語卒業証書授与＞

ワ ンジル は隼来語 学 の才能 があ り、 グル ー プ1か ら母 語 のス ワ ヒリ語 を標準 レベル で 、

グル ープ2か ら英語A2を 上級 レベル で、 そ して グルー プ6の 選択 科 目か らフ ランス語 入

門 を選 択。論 文 は現代 のケニ ヤ とイ ギ リス の著者 を比 較 した文学 論 だった。A1とA2両 方

の言 語 の 申 し込 み を したので 、二 ヶ国語卒 業証 書 の資格 を持 った。 一年 目には先行 受験 を

して数 学的 手法 を標 準 レベル で取 った。知 識 の 理論 と論 文共 に最 高点 を修 め、総合 点43

点 とい う際立 った成績 を残 した。 ワンジル はナイ ロ ビ郊 外 の村で子 どもた ちに英語 を教 え

るかた わ ら、大 学生 と して地域 の奉仕 活動 も続 けて い く予定 で ある。

チ ィ ・ラ ン ・シ ュー

＜上 級 レベ ル＞ 評 価 ＜標準 レベル＞ 評 価
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中国語A1

経済学

生物学

5

6

4

英語B

数学的手法

アジア美術

6

5

6

論文:企 業 と組織― 良 知識の理論― 並 1点

全CAS必 要条件取得

総合点33点＜二 ケ国語卒業証書授与＞

特別修了証書― 包括的社会の情報技術 標準 レベル5

チ ィ ・ラン は課程 の初 めか ら、彼女 自身 の将来 につい て決 めかね ていた ため、選択 の幅

を広 く してお くこ とに した。 台湾 生まれ の彼 女は 中国語A1を 上級 レベル で、そ して英語

Bを 標 準 レベ ル で選 択。 論 文 は経 済学で の研 究成 果 を 自然 に補 う形 で企 業 と組織 をテ ーマ

に提 出 した。 グル ープ3、4の 試験 をA1で 取 った言語 と異 な る言 語 で受 験 したの で、二

ヶ国語 卒業 証 書 の資格 を得 た。チ ィ ・ランが選択 した アジ ア美 術 の コー ス は、IBOが 彼 女

の 高校 に設 置 を許可 した もので、学校 独 自の授 業(SBS)と して登録 され てい る もので あ る。

多 才 な生徒 で あ る彼女 は33点 を獲得 し、 さ らに標 準 レベ ル におい て グローバル社 会 の情

報技 術(ITGS)の 特別 証書 を授 与 され た。彼 女 は友人 と一緒 にイ ンターネ ッ ト上 でアジ ア美

術 を売 買す る会 社 を立 ち上 げ よ うとして い る。

サ ンジヴ ・タン ドン

＜上級 レベル＞

生物学

化学

数学

評 価

5

6

5

＜標 準 レベル＞

ヒンデ ィー語A1

英語A2

物理 学

評 価

4

4

5

論文 生物学―初歩的 知識の理論― 良

全CAS必 要条件取得

総合点29点＜二 ケ国語卒業証書授与＞

サ ン ジ ヴは、 ノル ウェイ のイ ンター ナシ ョナル ス クール に通 うイ ン ド人 の生徒 であ る。

将 来 は医者 にな る こ とを希 望 し、彼 が選 んだ イ ン ドの医学校 へ は三種 の実験 科学 の履 修 が

必要 だ っ た。IBOは 課 程 の始 め に例外 的 な措置 を取 り、グル ー プ3の 科 目の代 わ りに、三

つ 目の科 学 科 目の履 修 を認 めた。彼 は ヒンデ ィー語A1と 英語A2を 選 択 し、二 ヶ国語 卒

業 証 書 の資格 を得 た。 論 文 は初 歩的 と判断 され 、得点 は与 え られ なか ったが 、それで も総

合 点 は29点 を獲得 した。 彼 は応 急手 当ク ラス の リー ダーで あ り、ま たパ キスタ ン、 ニ ュ

ー ジー ラ ン ド、 イ ギ リス 、そ してカ リブ諸 島の生徒 た ちが作 る ク リケ ッ トの非公 式 リー グ

で も活 躍 してい る。
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ステ ィー ブ ・ジ ョン ソン

＜上級 レベ ル＞

英語A1

化 学

数 学

評 価

5

7

6

＜標 準 レベ ル＞

スペイ ン語B

歴 史

ラテ ン語

評 価

6

6

5

論文 化学―良 知識の理論― 優 3点

全CAS必 要条件取得

総合点38点＜ 卒業証書授与＞

ステ ィーブ は米 国南 東部 フ ロ リダの公 立高校 に通 う意欲 的な生徒 で あ る。将 来 の職 業 を

まだ確 実 に決 めてはい ない が、公 衆衛 生 と政治 の分 野 に関心 を持 っ てい る。今 の ところ彼

の 目標 は一 流 の大学へ入 学す る こ とであ る。彼 の高校 はスペ イ ン語 に特 に力 を入れ て いて 、

彼 もスペイ ン語 の能力 が将 来 自分 の 強み にな るこ とを理解 してい る。 グル ー プ6で はラテ

ン語 を選択 。そ れ ほ ど関心 は なか ったが 、一 年生 の歴 史の授 業が きっか け とな り、 また医

学の道 へ進 む 際に は実 際的 に役 立っ だ ろ うと考 える よ うになった。 テ ニス には競争 心 を持

って のぞみ 、マ イア ミに あ るエ イズ患者 のボス ピ琴で ボ ランテ ィア活動 も行 ってい る。

国際バカ ロレア機構の歴史 と運営

国際バ カ ロ レア機構(IBO)は 、 スイ ス の民法典 に則 った 、 ジュネ ー ブ に本部 を持つ 財 団

で あ る。 民 間の非政府 組 織 で あ る機 構 は ヨー ロッパ評 議 会 に よ り承認 され 、UNESCO(国

連 教 育科学 文化機 関)の 諮 問機 関で もある。

1960年 代 に設 立 したIBOは 、地理 的に移動す る生徒 た ちに共通 のカ リキュ ラム を作 り、

大学入 学 の資格 証明書 を与 え よ うとい う国 際的 な学校 の努 力 か ら生 まれ た。 現 実の 問題 を

超 えて、 国際 的教育者 た ちは理想 的未 来像 を描 くこ とで動機 を得 た―― 彼 らは 客観 的 な考

え方 を強 め る学 究的体 験 を共 有 させ 、多様 な観 点 に触れ させ る こ とに よ り、若 者 の 間に寛

大 さや 相互 の文化 理解 を育 て る ことを 目指 した。 中等学校 の最 終 の二年 間 に集 中す る幅 広

いカ リキュ ラム―― バ カ ロ レアに導 くよ うな―― の設 置 が求 め られ た。 それ は どん な国で

も採用 可能 で あ らゆる国の大 学 で承認 され るもの とな る。

20世 紀 基金や フォー ド財 団 の助 成金 、そ の他 の援助 に よ りこの課程 は発 展 して きた。始

め は1965年 に国際学校試 験評 議会(lnternationalSchoolsExaminationSyndicate)と し

て創設 され 、独 立 した団体 と して 国際バ カ ロ レア とい う名称 に なった のは1967年 で ある。

調 和 の とれ た カ リキュ ラム と高 い評価 基準 に よ り、デ ィプ ロマ ・プ ログラ ムは 国際社 会 に

貢献す る とい う当初 の 目的 の も とに発 展 を続 け、現 在 では加盟校 は地 球規 模 の広 が りを持

つ。1992年 に中等課程 プ ロ グラム(MiddleYbarsProgramme)、1997年 に初等 課程 プ ログ

ラム(PrimaryYearsProgramme)が 加 わってい る。

IBOは 、年 に一度 開 かれ る30名 か らな る財 団理 事会 に よって運営 され て い る。会 員 は

管理者 側 、加盟校 、 その他 の人 々か ら選 ばれ る。事務 局長 は執行 部役 員 の長 で あ り、 ジ ュ
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ネー ブ か ら機 構 の活 動 を監 督 して い る。 カ リキュ ラム と評価活 動 はイ ギ リス、 ウェール ズ

の 首都 、カ ーデ ィ フに本拠 地 が置 かれ てい る。 ニ ュー ヨー ク、ジ ュネ ーブ 、ブエ ノスァイ

レス、 シ ンガ ポール の地域 事務 所ネ ッ トワー クが各加 盟校へ業務 の提 供 を行 い、 ス トック

ホル ム 、 シ ドニー 、 ム ンバイ 、横浜 、 アマー ン、ナイ ロ ビ、 メ キシ コシテ ィ、モ ス クワの

代表者 が補 助 してい る。

専門的サー ビス

教 師 の育成 と説 明会

世界 のす みず み に広 が るIBO地 域 事務所 のネ ッ トワー クは、毎年 職員 を配置 して 、教 師

育成 行 事や 説 明会 を開催 してい る。この情報 は、国際バカ ロ レア機 構 の機 関紙 「IBWorld」

に定期 的 に載 せ られ 、近 くの地域 事務 所 で も入 手可能 で ある。

印刷 物 の提 供

全 科 目に対す る多様 な補 助教 材一 覧 の載 ってい る出版物 カ タロ グは、機 構 の どの事務 所

にお い て も入手 が 可能 で あ る。 注文 はカ ーデ ィフ の事務所 で処理 ・発送 され る。 学校名 簿

や年 報 、広 報用 ポス ター やパ ンフ レ ッ トな どの一 般的 な書類 も購 入 でき る。「IBWorld」

は年 に三回刊 行 され て い る。

進 む電子 化

IBOは 、IBNETと い われ るIBO独 自の世界 的 なコン ピュー タネッ トワー ク を保持 して

い る。 この ネ ッ トワー クの大 きな利 点 は 、各事務 所や他 のIBNET加 入者 へ の電子 メール

の送付 、試 験 登 録 と結 果 の送 受信 、報告 書 や生徒 、科 目、試 験 リス トの提 示 、他 のIB加

盟 校 の情 報 へ直 接 ア クセ スが可能 になっ た こ とで ある。加 えて 、イ ンターネ ッ ト上 では機

構 のWebサ イ ト(http://www.ibo.org)を 開設 、 またEメ ール の質 問に も応 じて い る。

(infb@ibo.org)

ヘ ル プ ・デ ス ク

試 験 やIBNETの 使 用 に関す る 問い合 わせ には、カーデ ィフ の事 務所 でヘル プ ・デ ス ク

職員 が迅 速 か つ詳 細 に対 応 してい る。このデ ス クは、機密デ ータの安 全性 の維持 と同時に、

学校 側 と生 徒 の要 求 に応 じる責任 とい う顧 客サ ー ビス の方 向性 を反 映 してい る。 加盟校 は

Eメ ール(helP@ibo.org)、 または 電話(+441222774000fax+441222774001)で ヘル

プ ・デ ス ク に連 絡 を取 る よ う勧 め られ てい る。

(intematlonalBaccalaureateOrganisation.(July1977).GuidetotheDiplomaProgramme

の 翻 訳)
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資料2

IB&AP

ア ドバ ンズ み ・プ レーヌメ ン み・プ ログ ラムR国際バカロ レアR

ア ドバ ンス ト・プ レース メン ト ・プ ログ ラムRと は何 か

ア ドバ ンス ト・プ レースメン ト・プ ログラムR(APR)は 、積極的な高校生を対象 に大学 レベルの

教育課程 を実施す る意欲的な教育プ ログラムです。APプ ログラムはアメ リカの教育団体カ レッ

ジ ・ボー ドによって1955年 に創設 されたもので、 中等教育機関 と大学 とが共同で行 う教育活動

です。AP課 程 を修了 した高校生は、鯉 試験で適切な評点 を得 ることによ り、教科の能力水準が

証明 され ます。

米国では、優れた学力 を示す標準 としてAPが 認め られていて、中等教育機 関のほぼ60%が この

プ ログラムに参加 しています。試験の評点が適切 であった 鯉 の科 目は、大半のアメ リカの大学

で単位、ア ドバンス ト・プ レースメン ト(上 級学年生 として認 められること)、 またはその両方の

資格要件 として認 められています。 しかも、AP科 目と試験の評点は米国以外 の国でも約300の

大学で入学要件 として利用 されています。

国際バカロレアRと は何か?

国際バカ ロレアRデ ィプロマ ・プ ログラム(IBR)は 、厳格 な大学前プログラムで、課程の最後に

6教 科で能力評価 を行います。IBは1968年 に創設 され、内容の深 さと国際的な視野を持つ こと

で定評 のある意欲 的なカ リキュラムを行 ってい ます。2年 制のIBデ ィプロマ課程 は、一貫性のあ

る高度 な教育経験をフルカ リキュ ラムの全体にわたって提供 します。IB課 程を履修す る高校 生は、

高校 レベルの課程 と試験を修 了す るのみな らず、地域活動、個人による研究、知識 の本質の探究

を行 うことも求め られ ます。

IBデ ィプロマは、102力 国で大学入学資格 として認 め られています。更に、IB試 験 で高得点を取

得 した生徒は大学での単位取得や特定のクラスへの参加が認め られる場合 も少な くあ りませ ん。

IB課 程 と試験は133力 国、1,217校 で実施 されています。

APR国 際デ ィプロマ とは何か?

AP国 際デ ィプロマ(APID)は 、米 国並びに外 国にいる米国人 と各国の生徒で米国以外 の国の大

学への入学を希望す る人たちを対象 に しています。APIDの 取得を希望す る生徒は、以下の5つ

の教科分野の うち3つ について4つ のAP試 験 を受 け、評点3以 上を取得す る必要 があ ります。

生徒は2つ の言語(分 野Ⅰ)、 科学(分 野Ⅱ)ま たは数学(分 野Ⅲ)の いずれか と、それ以外の
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教科か ら1科 目以上の試験を受 けなけれ ばな りませ ん。

分野Ⅰ:言 語

分野Ⅱ:科 学

分野Ⅲ:数 学(訳 注:正 しくは数学 とコンピュー タ科学です)

分野Ⅳ:歴 史 と社会科学

分野Ⅴ:選 択

AP国 際デ ィプ ロマは、生徒が取得手続 きを行 う必要が ありません。このデ ィプロマは、米国以外

の国に居住 していて、デ ィプロマの基準を満 た した生徒に自動的に授与 されます。米国内に居住

す る生徒の場合 は、APID基 準 を満た していて、AP試 験結果 を海外の大学に送付するように要求

すれ ば、APID証 書が授 与 され ます。APIDは 米国内の大学で使用するためのものではあ りませ ん。

IBRデ ィプ ロマ とは何か?

国際バ カ ロレア ・デ ィプ ロマは、世界各国で行われ ている教育制度 の最 も優れ た部分をべ一スに

していて、世界 中の生徒 に、 どの国の大学でも通用す る教育資格認定書を交付す るものです。IB

評価 は多様で、信頼 の置けるものであり、IB敏 育 の全課程 を通 じて行われ ます。最も重要な評価

は一連 の試験であ り、2001年 には157教 科で実施 されま した。それ らの教科は以下の6つ の教科

グル ープに含まれ ています。

言語A1

言語B、 言語A2、 その他の言語の初級

個人 と社会

実験科学

数学

芸術

フルIBデ ィプ ロマ を取得す るには、この うち最初の5つ のグループの各 々か ら1課 程ずつ履修 し、

さらに芸術課程またはグループ1～5の 選択課程 を1つ 取 る必要があ ります。その他、全てのデ ィ

プ ロマ志願者が満 た さなけれ ばな らない重要な要件が3つ あります。

1.知 識 の理論:6教 科分野の全 てにおいて知識の獲得方法 を比較す る課程。外部評価が行われる。

2.長 文エ ッセイ:6つ の教科分野の うち1つ において自分の力で研究プロジェク トを行い、4千

ワー ドでそれ を説 明す る。外部評価。

3。創造性 、行動、奉仕(CAS):地 域活動、芸術活動、および運動への積極的参加、150時 間以上。

IB評 価 は1か ら7ま でランク付 けが行われ、知識の理論 と長文エ ッセイについては、特に優れた

答案に対 して最大3ポ イ ン トまで追加す ることができます。IBデ ィプ ロマを取得するには、合計

24ポ イン ト以上を獲得する必要があ り、失格 条件 は1つ でも該 当す るものがあってはなりません。
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APの 試験問題を作るのは誰か、試験結果の評点は どのように判定 され るのか?

AP試 験 問題 の作成は、熟練のAP中 等教育教員並びに各試験分野を専攻す る大学教師で構成 され

る委員会が行います。AP試 験の採点は、多項選択問題 ではコン ピュータによって行 います。自由

解答問題は、鯉 教師と大学教師が6月 の採点期間(1週 間)中 に採点を行い ます。試験 問題 ごと

に、出題分野の主任大学 コンサル タン トが詳細 な採点項 目を作成 し、この コンサルタン トが 自由

解答問題の採点を監督 します。主任大学 コンサルタン トは、生徒 が作成 した 自由解答が公正 に評

価 され るよ うにす るため、採点の正確 さと一貫性を確保す るよ うに慎重 な上 にも慎重 に監督 しま

す。試験の多項選択問題 と自由解答問題の点数 を合計 した総合点がAP評 点 の1(推 薦 しない)

か ら5(き わめて優秀)ま でに分類 されます。 この結果 は、7月 中旬に生徒本人及び生徒が選択

した大学に通知 され ます。

国際バカロレアの試験問題 を作るのは誰か、試験結果の評点はどの ように判定 される

のか?

基本 的に最終IB評 点1～7の 判定は2つ の大きな要素によって行われます。評点の20～50%は 内

部評価であ り、IB課 程 において教室で行われた作業をIB教 師が公表 されている基準に則 って評

価 します。残 り50～80%の 評点は、外部評価であ り、主任審査官国際委員会が世界 中のB教 師

か ら提供 された資料 を基 に問題を作成 します。

基準 に基づいて行 われ るこれ らの評価 の結果にっいて、訓練 を受けた世界 中のIB審 査員達が評点

の判定を行います。審査員 団は大学の教師 とベテランの中等教育 教師、計3,500人 で構成 されて

います。審査員団による判定は、試験委員会が適正化 します。またこの委員 会は、採点が各教科

と世界各国で一貫 した ものとす るためにも責任 を負います。最終認定委員会会議 はウェール ズに

あるIBの カ リキュラム ・評価セ ンターで教科 ごとに行われ、その結果 は毎年7月 初旬に発表 され

ます。

AP課 程 とAP国 際デ ィプロマに対する大学か らの認定状況

北米の大学約3,000校 がAP課 程 とその試験 を認定 しています。AP試 験 の適格評点を大学 に提示

す ると、大学の1年 間の履修単位 として(1課 程について)3～6単 位が認 め られ、また2年 間の

履修単位が認 められる場合 もあ ります。 したがって大学の2年 生また場合によっては3年 生 とし

ての資格 を認 め られ るこ とにな ります。但 し、米国 と外 国では大学の合格認定方針がまった く同

じとは言 えないので、個別のAP試 験に関す る各大学の方針は、AP履 修生徒 が直接各校 に問い合

わせ るよ うに してください。

またAP課 程 と適格評点は、優秀で意欲的な生徒を見つけるために合格認定及び入学許可基準と

してこれ らを利用する学校が増えています。AP課 程を履修することで、生徒は教科の修了と、高
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等教育で求められる学力レベルで勉学するための能力を証明できます。

AP国 際 デ ィプ ロマ を取得 した 生徒 は 、オ ー ス トラ リア 、オー ス トリア、カナ ダ、エ クア ドル 、フ

ラ ン ス、 ドイ ツ 、 オ ラ ン ダ、 ス ロバ キ ア、 ス ウェーデ ン、 スイ ス、 トル コ、イ ギ リス の多 くの 一

流 校 で 大学 入 学 資 格 を満 たす こ とが で きます 。

国際バカ ロレア課程 とそのデ ィプロマに対す る大学からの認定状況

IBは 世界 中で大学入学資格 として認め られることを 目標 としてきま したが、すでにその 目標は実

現 されてい ます。102力 国の教育省並びに大学 との間で、IBデ ィプ ロマを中等教育後の学校への

有効 な入学資格 と認 める個別的合意が締結 されています。

IBデ ィプ ロマ は学業の面での将来性 と到達度 を示す強力 な指標 であるとの定評が高まっていて、

多 くの場合 、IB履 修生徒 は一流校 の入学審査で有利な扱いを受 けます。 しかも、IB課 程 と試験

は北米の大学900校 以上で既修認定単位またはア ドバ ンス ト・プ レース メン トの要件 として認 め

られています。そればか りか、現在 ではIBデ ィプ ロマを取得 した生徒に対 し1年 間の完全 な単位

を認 定す る中等後教育機関も100校 を超 えています。

APプ ロ グ ラ ム とIBプ ロ グ ラ ム の類 似 点

1.い ずれ のプ ログラムとも高度 な教育 を行 うための厳 しいプ ログラムであ り、それぞれ生徒 と教

員に対 し高度 な能力 を求めています。

2.い ずれ のプ ログラムで も、専任の創造力豊かな教師が 自分の生徒、学習分野、そ して仕事のた

めにカ を尽 くしています。

3.い ずれのプ ログラム とも、高度な学力を身に付け、もっとも入学の困難 な大学への進学 を希望

す るきわ めて意欲 的な生徒達が集 まっています。

4.い ずれのプ ログラム とも中等教育カ リキュラム との連携が行われています。IBで は ミ ドル ・

イヤーズ ・プ ログラム とプライマ リー ・イヤーズ ・プログラム、APで はプ リAPTMプ ログラム

とK12制 度 に よってこの連携が行 われています。

5.い ずれ のプ ログラム とも、世界の教育の質を高めるための手般 として世界 中の教育者、教育政

策立案者 、並び に一般の人々か ら注 目されています。

6.い ずれ のプ ログラムでも、生徒が 自力で研究 し、考え、そ して書 くとい うことを重視 していま

す。IB履 修生徒 は、IBデ ィプ ロマ を取得す るための正式な要件 として4,000ワ ー ドの長文の

エ ッセイ を

作成 する ことが求 められ ます。通常、AP教 師 とIB教 師は、AP課 程 とIB課 程 の生徒に対 して、

一次資料 と二次資料の両方 を使 い、 自分の力で考 え、分析 し、解釈 して長文の研究論文、ペー

パー、及 び レポー トを書 くよ うに求めます。

7.教 育 プ ログラムの補助 として、APとIBの いずれでも、世界中の教師 と学校管理責任者のため

に大規模 な専 門能力 開発機会 を提供 しています。
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なぜAPか?

広 く認 知 され て い る

APは アメリカの大学約3,000校 か ら認定を受け、それ らの大学ではAP課 程の履修実績 と成績の

評点によって単位若 しくはア ドバ ンス ト・プ レースメン ト、またはその両方が認め られています。

その他 に20力 国300校 以上で も鯉 課程の履修 と成績 の評点が入学審査の要件 として認め られて

います。大学 は、生徒 が大学 の厳 しい教育課程 で優れ た成績 を収 め られ るように準備 するために

APが 効果的であると認めています。

低 い コ ス トと高 い柔 軟 性

APは 低 コス トです。1回 の試験に80ド ルが必要ですが、それ以外の費用は一切かか りません。

また経済的な事情によって 盟 ドルの割引を受け られ ます。APは 各高校が柔軟に利用で きます。

実施す るAP課 程の数を高校が 自由に選ぶ ことがで き、またAP課 程の種類 を年 によって変 える

こともで きます。教師 にとって もAPは 柔軟 な取 り組みが可能で、教師には 自分が行 うカ リキュ

ラムを 自分で決める自由があ ります。

ア クセ ス と公平性

APプ ログラムは、1つあるいは2つ の学問分野でのみ優れた能力を持つ生徒にも広く門戸が開か

れています。APプ ログラムは、厳 しい大学教育経験に挑戦する機会を全ての生徒に提供するよう

に作られています。

試験 の信頼性 と大学 の水 準

APで は試験の統計的な信頼性を重視 し、これによって採点の公正さを保証し、採点結果が生徒、

高校、そして大学から信頼していただけるものとなるようにしています。APプ ログラムでは、定

期的な調査と比較可能性研究を行い、課程と試験に実際の大学レベルの学力水準が反映されるよ

うにしています。

なぜIBか?

高 い認 知 度

102力 国の大学がIBデ ィプ ロマ並びに各IB課 程 を入学審査、プ レースメン ト、及び単位認 定の

要件 として認めています。個々のIB課 程 の履修実績 は、特定の学問分野で学業 を積む ために生徒

が しっか りと準備 した ことの証 明 として認め られていて、IBデ ィプロマは6つ の学 問分野全て、

地域社会への奉仕、および国際的視野 の形成 において、そのよ うな準備 がで きているこ とを証 明

す るものです。

国際標 準 を用いた公正 でバ ランスの とれ た評価

IBの 評価は様々なタイプがあり、2年 間を標準とするIB課 程を通 じて何回も行われます。教室
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で授業を行 う教師もパー トナーとして参加 しますIB履 修生徒が行 う作業が多くの審査員によっ

て評価され、審査員の評価は国際試験委員会が慎重に適正化 します。毎年IB教 師に対 して、生徒

の作業をあらゆる面か

ら分析 した詳細な正式のフィー ドバックが送 られます。

並 はず れ た 柔 軟 性

I Bの カ リキュラム と試験はIBの 正式言語である英語 、スペイ ン語、フランス語の3力 国語 で

行 われます。IBデ ィプ ロマでは、学校 に対 して多様 な課程が、教師に対 して幅広い トピックの選

択肢が、そ して生徒 に対 して多様 な評価 と専攻分野が提供 されます。

認 定校 の義務

学校がIB課 程実施校 としての認定を受けるには、厳 しい審査を受けなければなりません。認定を

受けた学校は、定期的にB専 門能力開発プロセスに参加すると共に、5年 ごとに地域のBOオ

フィスによる再審査を受ける必要があります。

比較デー タ(2003)

AP

IB

学校数

14,000＋

1,200＋

生徒数

1,000,000+

55,000＋

試験数

1,737,000＋

190,000＋

参加国

100

113

APとIBの 概要

APプ ログラムの構成要素

コースと試験

教師の職能 開発

集権的評価

優等 生賞(ScholarAwards)/

優秀校賞金(SchoolAwards)

合衆 国及 び海外での認知

AP国 際ディプ ロマ

プ レAPプ ログラム

34種 類 の試験、19教 科

IBプ ログラムの構成要素

コース と試験

教師の職能開発

中央調整 的評価

知識 の理論(TOK)/

創 造性 ・活動 ・奉仕(CAS)/

課題論文(ExtendedEssay)

海外 と合衆国での認知

IBデ ィプ ロマ

中等課程プ ログラムと初等課程プログラム

162種 類の試験、51教 科
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資料3

戦 略 計 画

国際バカ ロ レア機構(IBO)

2004年4月

第1.0版－ 財団理事会承認済み

◎2004InternationalBaccalaureateOrganization

目次

第1章

第2章

第3章

第4章

第5章

付録A

付録B

序:IBOが 戦略計画を立てるまでの経緯

IBO:使 命、価値、そ して設立証書

戦略

戦略的行動(要 約)

戦略的活動(詳 細)

戦略的プランニングプロセス

財務面での影響

第1章 序:IBOが 戦略計画 を立 てるまでの経 緯

この戦略計画は1年 間にわたって続 いたプランニ ングプロセスの成果であ り、その間McKinsey&

Companyと の密接 なパー トナーシップが行われた。我々は同社 の善意の奉仕 に深 く感謝 している。

このプランニ ングプロセスの 中間報告は、2003年 にジュネーブ とムンバイ(旧 ボンベイ)で 行わ

れた財 団理事会の会合で行われた。 その両会合での議論、および新 しい戦略プ ランニング委員

会 と エBO理 事が参加 して行われたその他の会議 での議論 か ら得 られたフィー ドバ ックを元に、戦

略計画の最初の ドラフ トが作成 された。その ドラフ トは2004年1月 の財団理事会 に提出された。

ドラフ トの第2版 は、2004年3月 に多 くの関係者 に配付 され、その意見が求 められた。 今回

作成 された最終版 は2004年4月 の財団理事会 によ り承認 された。

この新計画は、1968年 のIBO創 設 時に始まった長い一連の思索活動の一部で ある。 しか し、あ

る1つ の重要な点でこの計画は他の活動 と大き く異なっている。すなわち、急速な成長が常に我々

の組織の特徴であったが、今回初 めてその急成長 を管理す るとい う困難 な課題 に取 り組んでい る

のである。

IBOは 国際教育分野における世界最高の機関として高い評価を確立している。

方は数個の基本的価値によって決定されている。

我々の活動の仕
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・使命 に対す る意欲:我 々は教育を通 じてより良い世界を作ることを目指 している。

・世界に開かれた精神:我 々は多様性を受 け入れ る。

・質:我 々は教育水準の高 さに対する我々の評価を大切にする。

・参加:我 々は関係者 による参加 を積極的に求める。

・パー トナー シップ:我 々は共に働 くことによって 目的を達成する。

・教育における り一ダーシ ップ:我 々は教育の実践活動を革新する。

.・今日 我々が直面 してい る困難な課題は、我 々のプログラム とサー ビスを発展 させ ると共に、その

プログラム とサー ビス をよ り多様 な生徒、教師、そ して学校が利用できるよ うにすること、この

2つ を同時に満 たす ことで ある。そのためには、想像力、慎重なプランニング、そ して新たな資

金源 の獲得 が必要 にな るだろ う。 中で も求め られ るのは、IBOの 成長を慎重 に管理す ることによ

り、我 々の仕事 の質を高め る一方で、同時に、世界中の恵まれ ない条件の学校 と発展途上地域に

手を さしのべ るこ とである。

この計画 は、機構 の方向性 を定め、2014年 までの幅広 い目的を定めてい る基本文書である。この

計画 は、戦略的プランニング ・プロセス(付 録Aを 参照)の 第2段 階において、すべての理事が

機能別 または地域 ごとの戦略 と詳細な実施計画お よび予算 を作成す る(付 録Bを 参照)た めの基

礎 となるものである。 この方法は、持続的で参加型 のアプローチを 目指 していて、我々の戦略を

機構 の活動のあ らゆる部分 に組み込も うとす るもので ある。

第2章IBO:使 命 、 価 値 、 そ して設 立 証 書

綱領

イ ンターナシ ョナルバカ ロレア機構 は、異文化間の理解 と尊敬の気持 ちを通 じてより良い、よ り

平和 な世界を作 ために貢献す る、探求心 と知識 を持つ 、思いや りのある若者を育てることを 目的

としている。

この 目的のために、IBOは 学校、政府、国際組織 と協力 し、国際教育 と厳格な評価の意欲的プロ

グラムの開発 を進 めてい る。

それに よって作成 されたプ ログラムは、他の人達がそれぞれ に違い を持 ち、 しか も自分 と同 じよ

うに正 しい場合 がある、とい うことを理解す る、積極性 と優 しさのある生涯学習者 となるよ うに、

世界 中の生徒 ・学生 を促 している。

基本的価値

使命に対する意欲

我々は教育を通 じてより良い世界を作ることを目指 している。

世界に開かれた精神
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我々は多様性 を受け入れ る。

質

我々は教育水準の高さに対する我々の評価を大切にする。

参加

我々は関係者による参加を積極的に求める。

パー トナーシ ップ

我々は共 に働 くこ とによって 目的を達成す る。

教育 における リーダーシ ップ

我 々は教育の実践活動を革新す る。

設立証書

初等学校、中等学校、および高等学校レベルの生徒を対象 として国際教育プログラムを開発およ

び振興 し、あらゆる国における認定校によって採用されることを目指す。

認定校を対象 として国際試験を開発、管理および振興 し、あらゆる国において高等教育への進学

を可能にする。

これ らの 目的を達成するために必要な行動 を行 う。教育 に関す る研究、カ リキュラム と評価の開

発、教師の専門能力開発、 コンサルティング活動、カンファレンス、出版、お よび政府機 関、政

府間機 関、教 育機 関その他の機 関との共同な どがその必要な行動に含まれ るが、 これ らに限らな

い 。

1968年 に設立 され、今 日に至るまで エBOは115カ 国で1,123校 のデ ィプロマ ・プ ログラム校 、

259校 の ミドル ・イヤーズ ・プ ログラム校 と138校 のプライマ リー ・イヤーズ ・プログラム校 を

認定 している。ディプ ロマ ・プログラムに関 しては、年 間約60,000人 の生徒 が試験を受 け、 ワ

ークシ ョップ とカンファレンスにおいて毎年数千人の教師に トレーニングを行っている。雇用 し

ている職員は300名 、売上げは4,500万 米 ドルである。我 々の機構は、過去10年 間、毎年約15%

のペースで着実に成長 してきた。
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第3章 戦略

I BOは 、資源 の許す範 囲内で使命 を遂行す るこ とによ り、もっとも効果的な影響 を生み出す よう

に行動す る責任 がある。我 々は、3つ の要 因の間で最適なバ ランスを達成するよ うに計画 を立て

ることに より、 これを行 う。

・何 を提供す るか― 質

・誰に提供す るか― ア クセ ス

・どの よ うに提供す るか― イ ンフラス トラクチ ャー

IBOの 綱 領

計画的成長 を

通 じて影響 を

及ぼす

A.何 を提供するか―

質

B.誰 に提供するか―

ア クセ ス

C.ど の よ うに提 供す る

インフラス トラクチャー

戦略A:我 々のカ リキュラム、

評価方法、そ して専門能力開発

活動の質 を常 によ り良い もの

に していくこと。そのために...

戦略B:我 々がもっとも大きな影

響力を持ちうる揚所で明確な意思

を持ってアクセスを拡大する。特

に恵まれない立場の生徒 ・学生に

よるアクセスを重視する。そのた,

戦略C:生 徒 と学校に貢献するた

めにきわめて効果的で効率的な組

織 とインフラス トラクチャーを

構築する。そのために...

めに...

...2014年 まで、エBOプ ログラ

ムとサー ビスの質、幅の広 さ、

お よび世界に開かれた精神、ま

た各国の教育 システムを補完

し充実 させ るための適切 さに

ついての評価を維持する。

...2014年 まで、エBを経験する生

徒を100万 人にする。経済、社会、

および文化的に多様な背景を持つ

生徒を増やす。

...2014年 まで、我々の機構は投資

に見合 うだけの価値が認められる

優れたサービスを提供し、IBOの

卒業生、家族、友人および教育者

のネッ トワークを積極的に活用す

る。

成長 はい くつかの次元で考 えるこ と炉できる。 たとえば:我 々のプ ログラムの質にお ける成長、

生徒数 の増加 、 この機構の専門家集 団 としての能力の向上。 しか し、我々が重視するのは成長そ
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れ 自体ではない。可能な限 りもっ とも効果的でバ ランスの とれた影響を実現す るよ うに成長を計

画す るこ とが重要であると、我々は考 える。

我 々は、これ ら3つ の戦略を実行す るために役 立っ ように一連の戦略行動 を定 めた。その戦略的

行動 について、本書第4章 において要約 を示 し、第5章 において詳 しく説明す る。それ らの行動

は、3つ の区分(?band?)の どれ に対 して もっ とも大き く貢献す るかによって分類 されてい る。

ただ し、多 くの場合 どの 目的で もすべての区分に利益をもた らすものである。

区分 は、国または地域 を、強力な学校ネ ッ トワークが発達 していてIBOが すでに活発 に活動 して

いる国または地域(区 分1)、 将来的には影響力を持 ち うる潜在的可能性 がもっ とも強い地域(区

分2)、 お よび中期的に見てク リテ ィカルマスを達成できるとは思われない地域(区 分3)に 分類

するために用い られてい る。 この区分は定期 的に行 われ、我々がその国や地域 の教育 にどのよ う

な影響を及ぼすこ とができるか、その国が代替の教育 システムに対 して どの程度 開かれているか、

IBOが 利用できるその国または地域のネ ッ トワーク とサ ポー ト、潜在的な生徒総数、質の良い代

替プ ログラムの利用可能性、およびIBプ ログラムへの資金調達の潜在的可能性な どの要因が考

慮 され る。国 と地域の区分を利用す ることで、我 々は影響力 を最適化する可能性 を高 めるよ うに

資源 を用いることができる。

第4章 戦略的行動(要 約)

総合0
機構全体

区分1
IB世 界学校

ネ ッ トワー
ク を構 築 す
る 。

A― 質

A0.1

カ リキ ュラム 、評価 お よ

び ワー クシ ョップ に適用

す る主要 な質 の尺度 を定

める。

A1.1

IBプ ログラムの国際的次

元 を強化す る。

A1.2

教 育 内容 の質 をモ ニ タす
る。

A1.3

カ リキ ュラム と評 価 が世

界 に通 用す る もので ある
ことを保 証す る。

A1.4

IBプ ログラムの有効性 に

B― ア クセ ス

B0.1

国 の 区 分 とプ ロ ジ ェ ク
ト・ポー トフォ リオ を作

成 し、定期 的 に更新す る。
B0.2

主要 な成 長 と進 歩 の尺度

をモ ニタす る。

Bl.1

既存の学校の成長を支援
す る 。

B1.2

大学お よび政府による認
知度を高める。

C― イ ンフ ラス トラクチャ

ー

C0.1

効率的で効果 的な組織を構
築する。

CO.2信頼 できる評価活動を保証
する。
C0.3

効果的な地域構造 を発展 さ
せる。
C0.4

個人会員のIB会 を設立す
る。
C0.5
主要パフォーマンス尺度 を
定める。
C0.6

資源開発戦略を作成する。
C1.1

学校 に提 供す るサ ー ビス の

質をモ ニタす る。
C1.2

自立 的プ ログ ラム を保 証す

る。

C1.3

地域 オフ ィスを強化す る。
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区分2
将 来 影 響 力
を持 ち うる

潜 在 的 可 能
性が高い。

区分3
ク リテ ィ カ

ル マ ス に 達

しない。

つ い て の研 究 を支援 す

る。
A1.5
IBOの 専門能力開発サー
ビスについて世界的水準

の質を保証する。

A2.1

追 加 的 プ ログ ラム を開発

す る。

B2.1

区 分 に 応 じた 活 動 を 行

う。

B2.2

プ ロ グラム を提供 す る言

語 を増やす。

B2.3

e一ラー ニ ン グを含 め て革

新的 テ ク ノロジー を活 用

す る。
B2.4

新 た なデ リバ リーモデ ル
を模 索す る。

B3.1
共同のために選択肢を模
索す る。

C2.1

他 の機 関 と共同す る。
C2.2
コンサル テ ィ ング能力 を発

達 させ る。
C2.3

大 口の寄付者 を さが し、長期

的関係 を築 く。

第5章 戦略的活動(詳 細)

本章では、戦略計画が提案 している個々の行動 について説 明す る。 この計画が機構の方向性 を定

め、2014年 までの幅広い 目的 を定めてい る基本文書であることを、読者 は思い出 していただきた

い。詳細な計画 と予算 を作成す るプロセ スは、付録Aお よびBに おいて説明 されてい る。そのプ

ロセ スはこの機構が行 う通常の管理 、意思決定、お よび予算編成手続に従 う。

参考 として、それぞれ の行動の横にもっ とも可能性が高い と思われ る資金源 を表示する。

1.2004年 予算に よる(す でに承認済み)。

2.2005年 およびそれ以降に提出 され る予算案 による。

3.外 部 か らの資金調達または外部での開発。

4.追 加 の資金は不要。

投資見通 しを理解 していただくため、資金が必要 になる目標の期間も示 した。

A.短 期(1～2年)

B.中 期(3～5年)

C.長 期(6年 以上)

最後に、個々の行動のために必要 になると思われ る資金 レベル を、以下の区分 によって示 した。

x.小 規模
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y.中 規模

z.大 規模

A.質我 々のカ リキュラム、評価方法、そ して専門能力開発活動 の質を常によ り良い ものに してい く。

そのために次の戦略的行動を行 う。

行動

A0.1

主要な質の尺度

カ リキュ ラム、評価 お よび ワー クシ ョップ

の 内容 の質 につい て、1組 の主要パ フオー

マ ンス指標 を定め る。－ それ によ り、我 々

の 中核 的活動 の質 を理解 し、測定す るこ と

がで きる。

Al.1

世界に開かれた精神

IBOプ ログラムの国際的次元を強化 し、国

際教育の価値 と実践活動を普及す る。－そ

れにより、IBの プログラムとサー ビスが綱

領 に示 した価値 をより良く実現できるよう

にする。

A1.2

教育内容の質をモニタする

カ リキュラム、評価およびワークショップ

の内容の質について、総合的な ユ組の主要

パフォーマ ンス指標を記録 し報告する。－

それにより、質のレベルが適切でありかつ

「定 していること、および発見された問題

が速やかに対処 されていることを確信でき

るようにす る。

A1.3

カ リキ ュラム と評価

現場 の教師(?practitioners?)と 試 験

官 が参加 し、適切 なス タ ッフの能力 開発 を

行 い、委員 会 を設置 し、 コンサル タン トを

活 用 し、外 部機 関 との連携 を行 って、定期

的 な レビュープ ロセ スを確 実に行 う。－ そ

注

これ は、現在のスタッ

フィングおよび予算案

提出期間中に1回 に限

り行 う活動である。

これは、我 々の活動の

あらゆる側面に影響の

あ る、時 間 をか けて

徐々に進めるべきプロ

セスである。

現在の実践活動を基礎

として、この活動を行

う。

資金源

4

1,2

2

2

期間

A

B

A

C

資金 規

模

X

X

X

y
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れ により、カ リキュラムと評価が最新の考

察を取 り入れて改良され、変わ り続 ける世

界の中で我々のプ ログラムの質の高さに対

す る評価が維持 されるよ うにする。

A1.4

研究を支援す る

IBプ ログラムの有効性および国際教育の本

質 についての研 究 に対す る支援 を増強す

る。－ それによ り、我々の使命が成果をあ

げていることを示す証拠が研究によって明

らかにされ、それが公表 され る。また、国

際教育分野の研究の発展にIBOが 貢献し、

またその分野の研究から学ぶ。

A1.5

専門能力開発

質保証 の枠組みを通 じて、また外部機関に

よる認定 を受 けることにより、ワークシ ョ

ップの質 について世界的水準を保証する。

－それ により、ワークショップに対する教

師の満足度 を向上 させる。 またワー クシ ョ

ップの有効性を改善する。我々は、教室に

おいてIBOの 使命が達成されるために教師

が重 要な影響力 を持 っているこ とを認 め

る。

A2.1

プログラム開発

一連 のプログラムを元に
、綱領に沿った追

加 のプ ログラムとプログラム集またはプロ

グラムの部品を作成 し、IBOが それを推奨

する(た とえば、職業教育デ ィプロマなど、

あるいは ヨー ロピア ン ・プラッ トフォーム

で行われているようなプ ログラムの部分使

用)。－ それ によ り、IBプ ログラムがより

広い範 囲の学校の組織的構造 と生徒による

ニーズに対応できるようにし、またIBOの

使命がよ り広い範囲の生徒 グループ と共に

達成 されるよ うにする。

先頃、優先的研究プロ

ジェク トを続けるため

に、準備金か ら追加の

資金が配分された。

B2.3と 関連づ けて行 う

こ ともで きる(例:教

師の トレー ニング を改

良す るため、OCC[オ ン

ライ ン ・カ リキ ュ ラ

ム ・セ ンター]テ クノロ

ジーを開発す る)。

この行動の潜在的な範

囲が どれほ どの広が り

を持つ かを考えると、

行動を定量的に規定で

きるようになるには、

その前に詳細な研究が

必要 で あ る と思 われ

る。

1,2,

3

1,2

2,3

B

B

C

yy

Z
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B－アクセ ス

我 々が もっとも大きな影響力 を持ち うる場所で明確 な意思を持 ってアクセスを拡大す る。特に恵

まれない立場の生徒 ・学生によるアクセスを重視する。そのために次の戦略的行動 を行 う。

行動

B0.1

地域 と国の区分、およびプロジェク ト・ポ

ー トフオ リオ

戦略 目的に基づいて資金提供の可能なプ ロ

ジェク トのポー トフォ リオ を作成す るた

め、地域 と国の区分を行い、それ を定期的

に見直す。それにより、次の ことが可能 に

なる:我 々の資源 を、 もっとも大きな影響

力を発揮できるように特定のプロジェク ト

に集 中させる。学校に対 し短期的な準備活

動支援を提供する。開発プロジェク トのた

めに資源を集める(た とえば、 ドイツ語で

行われる特定の科 目をデ ィプ ロマ ・プログ

ラムに導入す るために ドイツ政府か ら資金

提供を受 けている)。

B0.2

成長 と進歩をモニタする

1組 の包括的な予測、成長の結果について

のモデル、および報告プ ロセスを作成する。

－それによ り、アクセスを拡大するとい う

目標 に向かっての我々自身の進歩を確認 し

なが ら、成長計画を立て、成長を管理す る

ことができる。

B1.1

既存の学校の成長

既存のプログラムを推進および拡大するた

めに認定校 を支援する。それにより、我々

はより多くの生徒を認定校に集 める。 また

学校が より強力なプログラムを作るために

支援する。

注

各 地域 オ フィス におい

て、 コ ミュニケー シ ョ

ン とマ ーケ テ ィングを

行 えるス タ ッフを一層

充実 させ る こ とが必要

にな るだ ろ う。 これ は

2005年 の予 算案 の 中

で審 議 され る予定で あ

る。

戦略プランニング部門

と経営管理情報部門が

現在の予算の枠内でこ

の活動を行 う。

学校 に よる エBプ ログ

ラム の販 売 を支援す る

こ と 、 お よ び

www.ibo.orgを 改 良

して 、国 と学校 の詳細

な情 報 をサイ ト上 でわ

か りやす く表 示す る こ

とに費用 をか ける。 そ

れ らの費用 は コ ミュニ

資金源

2

1

2

期間

B

A

A

資金規

模

y

X

x
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B1.2

社会的認知の向上

我々のプログラムに対する大学 と政府 によ

る認知度を上げる。－ それにより、我々の

プログラムが国の教育 プログラム と比較 し

て公平に認められるようにする。

B2.1

地域 と国の区分

地域区分の結果に応 じて活動す る。－ それ

により、我々がもっとも大きな影響力 を持

てるところに資源 を集中的に投入する。

B2.2

プログラムを提供す る言語を増やす

IBプ ログラムをよ り多 くの言語で提供する

ために選択肢を研究 し、同時に質 とデ リバ

リーを保証す る。－それにより、IBOの 業

務言語を通常使用 していない国においても

エBプ ログラムが利用できるようにする。

ケー シ ョン予算の 中で

管理 され る。

地域オフィスのスタッ

フの活動を活発化 し、

それによってこれ らの

活動により多 くの時間

が投入 されるよ うにす

るた め に費用 をか け

る。それ らの費用は地

域オフィス予算の中で

管理 される。(B0.1を

参照)

地域オフィスは、それ

ぞれの地域で様々なパ

ー トナー との関係を発

展させ、区分2の 諸国

においてIBプ ログラ

ム を普及 させ るた め

に、 目標 を絞った活動

を決定 しようとす るだ

ろ うし、我々はそのよ

うに予測 している。そ

れ らの費用は地域オフ

ィス予算の中で管理 さ

れ、また外部か らの資

金調達オプションを求

める。

ドイツ語プロジェク ト

の価値が十分に認 めら

れれ ば、資金を外部か

ら調達す ることができ

るので、言語を増やす

とい う目的(ド イツ語

の科 目をデ ィプロマ ・

プ ロ グ ラムに導入 す

る)は 達成される。

2

2,3

2,3

B

B

B

y

y

y
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B2.3

テ クノロジー

オ ンライ ン ・カ リキュラム ・セ ンター(OCC)

な どの革新 的テ クノ ロジーを導入す る。－

それ によ り、資源 、時間または地理 的な制

約 の ある生 徒 ・学生 と教 師に機 会 を提供す

る ことが可能にな る。

B2.4

新たなデ リバ リーモデルの追加

新 しいデ リバ リーモデルの影響を研究 し、

モデルの導入を検討する。－ それにより、

既存のプログラムを提供するための新 しい

選択肢を研究する。

B3.1

共同

潜在的クリティカルマスが小 さい地域また

は学校にプログラムを提供す る目的で、イ

ンフラス トラクチャーを持っている政府そ

の他の組織 との共同作業の選択肢を模索す

る。－ それにより、資源を共有することが

できるので、我々の持つ資源だけでは手の

届 かない世界の地域にいる生徒にも、プロ

グラムを提供す ることが可能 になるだろ

う。

現在 、 い くつ か の分 野

で研 究 とパイ ロ ッ トプ

ロジ ェク トが進 行 中で

ある(た とえばe・ マー

キ ング、電子評価 、OCC

関連活動)。

現在、い くつかの選択

肢について調査が進行

中である(例:職 業教

育デ ィプ ロマ)。 しか

し、この分野でどのよ

うな提案 を行 うにして

も、その提案が推薦 さ

れ る前に、教育委員会

による詳細 な検討が必

要になるだろ う。

必要な資金量 は、共同

作業の内容 と目的によ

って異 なるだろ う。最

初 に行 うべ きことは選

択肢の評価である。

1,2,

3

2,3

2

A,B

C

A

Z

Z

X

C－インフ ラスト ラクチャ ー

生徒 と学校に貢献するためにきわめて効果的で効率的な組織とインフラス トラク

チャーを構築する。そのために以下の戦略的行動を行 う。

行動

C0.1

効率的で効果的な組織

注

この行動は、機能別ま

資金源

2

期間

A,B

資 金規

模

z
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我々の組織 内部の構造、パフオーマンス、

および能力(財 務、コミュニケーション、

人材、ファシリティマネージメン ト、経営

管理情報、情報通信テクノロジー、プロジ

ェク トサポー ト、戦略プランニング、およ

び資金調達)を 改良 ・改善す る。－ それに

よ り、組織が成長 し、発展 し、我々を取 り

囲む世界が変化す るのに伴って発生す る将

来の困難 な課題を克服することができる。

我々のパ フォーマンスと資源の活用は類似

の組織 と比較 して優れている。我々は他の

分野で確 立されたベス トプラクテ ィスの経

験 を新に作 りかえ、活用す る。

C0.2

信頼できる評価活動

変化 と成長の圧力 を受けながらも信頼性 と

完全性を維持するため、包括的な計画を持

つ ように し、それによって、我々の機構の

評価が守 られ るよ うにす る。我々は、これ

か らも新 しい評価アプローチを研究 し、実

現 してい く。我 々は、これか らも質の高い

試験チーム(?examiningteam?)を 集

め、維持する能力を持ち続ける。

C0.3

効果的な地域構造

地域構造 と準地域構造を見直す。－ それに

より、地域の自立性を高める。またIBOの

活動範囲が世界に広がっていることを踏ま

えて資源の最適な利用を保証する。

C0.4

I B会

IBOへ の関心を抱き続けている個人(卒 業

生、保護者、教師、試験官お よび友人を含

む)を 集 めて団体を作る。－ それにより、

我 々の機 関の 目的達成を支援す るコミュニ

ティを構築する。

たは地域別の戦略を作

成 して、慎重に遂行す

る必要がある。

2004年 と2005年 の費

用 は、 この提案 の実現

可能性 を検証す るた め

の調査 お よびパ イ ロッ

ト事 業 に 投 入 す る。

McKinley&Company

が善意 に よるコ ンサル

テ ィングサー ビス を提

供 してい る。パ イ ロ ッ

2

2

2,3

B

B

C

y

y

Z
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C0.5

パ フォーマ ンス尺度

定義 され たサー ビスについ て、そ のデ リバ

リーのパ フォーマ ンスを測 定す る一連 の主

要パ フォーマ ンス指標 を作成す る。－ それ

に よ り、我 々が行 うサー ビス ・デ リバ リー

の最 も重 要な特徴 を理解す る と共 に、パ フ

ォーマ ンス の測 定に利 用 可能 なデ ー タを集

め る能力 を身 につ ける。

C0.6

資源開発戦略

インフラス トラクチャー整備のために資金

調達戦略を作成する。－ それにより、質の

高い最新のインフラス トラクチャーを確保

するために必要な資源を得 る。

Ｃ1.1

サー ビスの質をモニタする

学校その他に対するサー ビス ・デ リバ リー

に適用する総合的な1組 の主要パ フォーマ

ンス指標を記録 し報告する。－それにより、

質の レベルが適切であ りかつ一定 している

こと、および発見 された問題が速やかに対

処 されてい ることを確信 でき るようにす

る。

C1.2

自立的プログラム

個々のIBプ ログラムがそれぞれ財政的に

自立するように、活動原価評価プロセスと

行動計画を導入す る。－ それ により、長期

的に見てプログラム間の相互補助 を解消す

る。

ト事業の段階を終了す

ると、その後 は外部か

らの資金調達が必要に

なるだろ う。

これは、現在 のスタッ

フィングお よび予算案

提出期間中に1回 に限

り行 う活動である。

この活 動 は開発 オ フィ

ス のプ ロジェ ク トと し

て行われ る。

この活動 に よ り、C0.5

で定 めたパ フ ォーマ ン

ス尺度 を実 際 に使 用す

る。

この行動に とって重要

なことは詳細な原価デ

ー タを利用できるよう

にす ることである。 し

たがって、最初の段階

として、活動ベースの

原価評価制度を導入す

る。2004年 度の予算か

ら1%が 戦略的プラン

ニングに割 り当て られ

4

4

2

1,2

A

A

A

B

X

X

X

X
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C1.3

地域オフィスを強化する

学校向けサー ビスの提供の質 を保証する。

そのために、成長機会を判定 して国と地域

の区分を決定 し、作業習慣を改良し、追加

資源 を投入す る。－ それにより、効果的で

質の高いサポー トを学校 に提供 し、限 られ

た資源 によって強い影響力 を実現 し、その

結果、アクセスを拡張する機会を追求す る

ことができる。

C2.1

他の機 関と協力する

ユネスコの 「万人のための教育」な どのプ

ロジェク トを通 じて、高等教育などの分野

で我々と同じ価値 と目的を共有するパー ト

ナーお よびその他の国際機関を見つけ、そ

れ と協力する。－ それによ り、発想 と資源

を共有 して能力を拡大することができる。

C2.2

コンサルテ ィングサー ビス

コンサルティング能力を確立す ることによ

り、国の教育制度 と共同して国の教育プロ

グラムの開発 に参加できるよ うにす る。そ

の結果、国の教育制度その他の関係者が国

際的な視点を活用できるよ うになる。IBO

が国のベ ス トプ ラクティスを活用できる。

IBOが 知的財産権 を責任をもって管理でき

る。

C2.3

長期的関係

大 口の寄付者 と支持者 を開拓 し、関係を確

立す る。－ それにより、我々の仕事を支援

する長期的貢献 を確保することができる。

てお り、現在その予算

の枠内でこの評価制度

の導入を行 うためにい

くつかの選択肢を検討

している。

この長期的 目的を達成

すると、最終的に我々

の機構 にとって新 しい

収入源ができる。

これは、開発オフィス

が従来か ら行っている

活動であるが、それを

強化する。

2

2,3

2

1,2

B

C

B

B

y

X

X

X

e
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付録A戦 略的 プラ ンニングプ ロセス

この計画は、機構の方向性 を定め、2014年 までの幅広い 目的を定めている基本文書である。この

計画 は、戦略的プランニ ングプ ロセスの第2段 階において、すべての理事が機能別 または地域ご

との戦略 と詳細な実施計画 を作成す るための基礎 となるものである。

この段階的アプローチは、以下のことが確実に行われ るよ うに設計 されている。

・もっとも基本的なレベルの 目標 に基づいて、機構 が行 うべき詳細 な活動 を定める。

・計画のオーナーシップはその計画の実施に責任 を負 う者 の問で割 り振 る
。

・適切な レベルの権 限を行使す ることによ り、目的の達成方法に柔軟性を持たせることができる。

・すべての行動に対 して適切な委員会 と専門家が細 かい点まで監督することができる。

・予算が詳細なプロジェク ト計画 に基づいて作成 され る。

・資源調達 と資金調達が どの程度可能かに応 じて段 階的に計画が作成 され る。

・戦 略的プランニングは エBOの 単なる一部門あるいは一委員会ではなくIBOの 中核 を構成する。

主要文書

活動の焦点

承認者

財務の枠組み

執行役員

支援者

期間

モ ニ タ リン グ と レビ ュー

第１段階

組織の戦略

綱領、IBO戦 略計画

影響、計画的成長、IBOの

戦略的行動

戦略的プランニング委員

会の推薦 に基づいて、財団

理事会が承認する。

長期的財務プランニング

理事長

戦略的プランニング担 当

理事

5年 以 上 。 レ ビ ュー を行

う。

戦略的プランニング委員

会が財 団理事会 に報告す

る。

第2段 階

機能別および地域別戦略

機能別および地域別戦略

計画

IBOの 戦略的行動 に対応

す る。

各種委員会 とRACの 推薦

に基づいて、財団理事会が

承認する。

3年 の財務計画

理事

戦 略的プランニング部門

のメンバー・

1年 か ら3年 。レ ビュー を

行 う。

財団理事会またはRACの

各種委員会 が戦略的プラ

ンニング委員会に報告す

る。

第3段 階

巽行計画
プロジェク ト計画と作業

スケジュール

機能別および地域別戦略
を実行する。

理事が承認する。

年次予算
マネージャまたはスタッ

フ

適 宜 プ ロ ジ ェ ク トサ ポ ー

ト ・オ フ ィ ス

1年 未満

財団理事会またはRACの

各種委員会に理事が報告

する。

我 々の機構は、 この計画を実行 し、モニタ し、策定 し直す能力を、戦略的プランニング委員会 と

戦略的プランニング部門を通 じて、および関係者達 の積極的な関与を通 じて発展 さ巷 る。

プ ロジェク トマネージメン ト方法論(PRINCE2、PMBOKな どプロジェク トマネージメン ト分野 に

おける国際的ベス トプラクテ ィスを基礎 とす る)の 開発 が現在進 め られてお り、戦略的プランニ

ング部門の新プ ロジェク ト支援 オフィスがこの開発 活動を支援 している。 この方法論 により、明

確 な 目標、オーナーシップ、予算 、タイムスケール、 レビュープロセスな どを計画のために定 め

る ことが要求され る。上級マネージメン トチームがプ ロジェク ト委員会を設立 した。 これは理事

長 を委員長 とし、すべてのプロジェク トのマネージメン トとその優先順位決定 を管理する。
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付録B財 務面での影響

この計画は機 構の成長を前提 としている。計画的成長はIBOの 将来を決定す る1つ の鍵である。

成長があって こそ、発達 と革新 を実現す るための柔軟性が得 られるのである。計画 の成否 は、我々

の活動 と成長に よって生み出 され る資源 以上 に、外部の資金源か ら資金を調達す る我々の能力に

よって左右 され る。

現在定められている 「行動 は基本的綱領に基づいているもので、詳細な行動計画によって定め

られた行動ではない。た とえば次のような行動が定められている:

・大学および政府による認知度を高める。

・効果的な地域構造を発展させる。

・協力のために選択肢を模索する。

・新たなプログラムを開発する。

この戦 略計画 は、将来 のプ ランニ ングー現在の ものに代わる意思決定プロセスではない一の方向

性 と枠組み を明確 に定義するものであるとい うことを強 く述べておかなければな らない。詳細計

画は、当機 関の通常のマネージメン ト、意思決定、および予算編成プロセスの範囲内で策定、承

認 される。

この毅 階的 アプ ローチでは、計画の財政規模;をどの程度にするかの詳細 な検討は第2段 階におい

て行 われ る。 したがって、個 々の活動の想定 される規模 と資源調達 レベルを第5章 に暫定的に示

した。

財 団理事会は、この計画 を全体的方向性 と意図の表 明として承認 した。 この計画を実施するため

の短期的財源が2004年 お よび2005年 度 の通常の予算編成プ ロセスの中で要求 されている し、

また今後要求 され る。

外部か らの資金調達が確保 できるか どうかによって、多 くの活動が影響を受ける。外部か らの資

金調達はIBOの 発展 に必要 な資金を賄 う上で、ます ます重要な役割 を果 たす よ うになるだろ う。

第2段 階の進展 に応 じて、通常の年次予算:案をバ ックア ップす る詳細な3年 財務計画(2006年

か ら2008年)を 作成す ることができるだろ う。 このこと自体が エBOの 長期プランニングプ ロセ

スの非常 に有意義 な改良 と言えるだろ う。
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資料4

国 際バ カ ロ レア北 米 戦 略 計 画

ア クセ ス を拡 張 す る:北 米 に お けるIBOの 使 命 へ の 取 り組 み

2004年7月－2009年12月

2005年3月 更新

IBNA理 事会承認済み

1.序

IBO戦 略計 画が5月 の財 団理 事会会議 で採 択 され た とき、IBNAは す でにIBOが 提案 した

ビジ ョン と方 向性 を承知 して、そ の数 ヶ月 前か ら独 自の新 た な計 画 に取 り組 ん でい た。IBO

はその新 しい戦 略的 プ ランニ ングプ ロセ ス にお いて 、各 地域 の理事(お よび その他 の理 事)

に対 し、IBOの 目的 を実現す るた めにそれ ぞれ独 自の計画 を作成す る よ うに明確 に求 め て

い る。

この新 しいIBNA戦 略計 画 は、2004年1月 の リー ダー シ ップ トレー ニ ングか ら生 まれ た も

ので あ る。IBNA委 員会 、RHRCメ ンバー 、IBNA常 設 委 員会委 員長 、上級IBMAス タ ッ

フ、理事長 、財 団理事 会議長 、IBO財 務 部長 、お よびIBO戦 略計画担 当理 事 が一堂 に会

して、組織 ガバ ナ ンス とプラ ンニ ングに豊 富 な経 験 を持 つ コ ンサル タン ト、GlennH.

Tecker氏 の指 導 に よ り2日 間のセ ッシ ョンが行 われ た。

トレー ニ ングの課題 は、北 米 の環 境、北 米IBス クー ル に よ る期待 、北 米IBス クール が持

つ 資源 、お よび資 金調達 の潜在 的可能性 を踏 ま え、IBOの 成長 管理 戦略 の中心 を 占め、IBNA

の影響 を最 大化す るに は、 どの よ うにす れ ば よい か を決 定す る ことだ った。

そ こで行 われ た活発 な議 論か ら組 織 の 目的 が定 め られ 、 また そ こか ら具 体 的な 目標 が導 か

れた。 それ らの 目的 と目標 は、今後数 年 間のIBNAの 方 向性 を決 める計画 を策 定す るプ ロ

セ スにお い てその基礎 となった。IBNA理 事 会 の委員 会 は、基 本 的な価値 、 目的 と 目標 を

よ り良 い ものに高 め、北米環 境 を精 査 して様 々な傾 向 と条件 を調査 し、そ うす る こ とで計

画構 築 のた めの枠組 み を提供 した。 次 にス タ ッフが 目標 の達成 に必 要 な戦 略 を考案 し、 さ

らに具 体的 な タス クを設定す る ことで その戦 略 に肉付 けを した。そ うい った活動 の全 体 は、

IB NA理 事会 が検討 し承認 した。

IB NAの 戦 略計画 は 「未 来 に 目を 向けた」 もので あ り、2001年 か ら北米 地域 にお ける活 動

は この計画 に則 って進 め られ て きた。また 、当時IBOが 発表 していた 目的 お よび 優先 課題

と調 和す る よ うに、 この計画 に基づ いてIBNAの 目的 と優先 課題 が定 め られ た。 新 しい地

域計 画 では 、あ らゆる レベル で の戦 略策 定が 、IBO文 書 の 同様の戦 略 との連携 を確 保 す る

こ とを 目指 して行 われ るよ うになった。 そ の結 果、IBNAの 計 画は 、IBOの 計画 を大 半 の

具 体的 な項 目に 関 して広範 囲 に補 足す る もの とな り、 しか も、 この地 域 は何 を もっ とも必

要 としてい るの か、何 が もっ とも得意 なの か も見失 われ てい ない。IBOの 指示 とIBNAの

広 い経 験 、国際組織 と してのIBOの ビジ ョン と北 米地域 の希 望 、IBO参 加 各 地域 に共 通 の
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価 値 と米 国 、カ ナ ダお よび カ リブ海 諸 国に 固有 の要求事項 がINBAの 計画 に盛 り込 まれ て

い る。

戦 略計 画 の期 間 と して は5年 が予 定 されて いた が、具体的 な戦略 の多 くがIBNAの 活 動 に

す でに組 み 込 まれ て い たので 、それ らの完 了時 期は、当初 の予定 よ り大 幅 に早 まるだ ろ う。

この計画 は 、重 要 目的 が発表 され て い る6つ の分野 のそれぞれ にお い て、活 動 の焦点 とプ

ロセ ス を定 め る もの と見 な され てい る。 この計 画はそ の設 計上 、少数 の例 外 を除いて 、定

量的 な成 果 を指 定 しな い。 戦 略 を どの よ うに続 けてい くべ きかを詳 細 に判 断す る根 拠 とな

る主要 な活 動 ぼ 四半期 ごとに見直 しと更新 が行 われ、毎年 咽回、大規模 な見直 しが行 われ

る。

この戦 略 計 画 は、 現在 進 行 中の活動 で あ る。 この計画 は委 員会委 員 とス タ ッフ との密接 な

コ ラボ レー シ ョンの成 果 で あ り、計 画 の期 間中 を通 じて、 コラボ レー シ ョンがモ ニ タ リン

グ、評 価 お よび拡 充 の た めに重要 な活 動 であ り続 け るこ とが計 画 に よって定 め られ てい る。

2.IBNAの 基 本 理 念

lBOの 綱領

国 際バ カ ロ レア機 構 は、異文 化 間の理解 と尊敬 の気持 ちを通 じて よ り良 い、 よ り平和 な世

界 を作 るた め に貢 献す る、探 求心 と知識 を持 っ、思いや りの あ る若者 を育 て る ことを 目的

と して い る。

この 目標 のた め に、IBOは 学校 、 政府 、国 際組 織 と協 力 し、 国際教 育 と厳 格 な評 価 の意欲

的 プ ログ ラム の 開発 を進 めて い る。

それ に よっ て作 成 され た プ ログ ラム は、他 の人達 がそれぞれ に違 い を持 ち、 しか も 自分 と

同 じよ うに正 しい場 合 が あ る とい うこ とを理 解す る、行動 力 と優 しさの あ る生涯学 習者 と

な るよ うに 、世 界 中 の生徒 ・学 生 を促 して い る。

IBO Aの 基 本 圏的

良い教 育 を受 け、探 求 心 の ある、そ して思 いや りのあ る、そ して 世界 中の人 々が共 有す る

人 間の 条件 を よ り良い もの にす るた め に 自分の持つ 才能 と資源 とエネル ギー を活用す る市

民 を育 て る こ と。

IB NAの 基 本 的価 値 の声 明

我 々は 、す べ て の学齢 の生徒 ・学 生 が学業 において優れ た成果 を収 め られ るよ うに支 援す

る教 育者 の コ ミュ ニテ ィであ る。

我 々は 、 あ らゆ る人種 的、 民族的 お よび社 会 的背景 を持 つ、 あ らゆ る場所 にい る生徒 ・学

生 が、優 れ た 教授 法 、適 切 で厳 格 なカ リキ ュ ラム、そ して優 れ た評価 を享 受で き るよ うに

す るた め に努力 す る学習者 の コ ミュニテ ィで あ る。
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我 々 は、教 師、学習者 、 ボ ラ ンテ ィア 、あ るい はその他 の支援者 で あ るか を問わず 、す べ

ての 関係 者 に よる積極 的 な 関与 を尊 重す る、活 動す る者 の コ ミュニテ ィで あ る。

我 々 は、個人 も社会 も、質 の高 い教育 を通 じて 、ま たグ ローバル コ ミュニテ ィに生 きるた

め にカ を注 ぎ、 またそ の こ とへ の理解 を通 じて よ り良い存在 になっ てい くとい う我 々 の理

念 を共 有す る政府 系機 関、非 政府 系機 関 、企 業 、そ の他 の団体 と協力 して、我 々 の教 育的

目的 を達成す るため に活 動す る協力者 の コ ミュニテ ィで ある。

我 々は、教 育 を通 じて よ り良い 世界を 創造 す るこ と、そ して我々 のプ ロ グラム を絶 えず 改

良 しそれ を よ り広 く普及 す るため に、 自分 達 の持つ あ らゆ る人的資源 と経済 的資源 を捧 げ

る ことを 目指す非 営利 の コ ミュニテ ィであ る。

我 々は 、共通の 人間愛 を讃 え、多様 な視 点 、文化 お よび経験 の持 つ価 値 を大切 にす る、イ

ンクルー ジブ な コ ミュニ テ ィで ある。

3.IBＮAの 描 く未 来

IBNAの 目的

国際バ カ ロ レア ・プ ログ ラムを 、実績 の認 め られ た 、価 値 を認識 され た、そ して高 く評 価

された 、 しか も北米 地域 の どこにお いて も誰 で も利 用 で きる、21世 紀 の優 れ た存 在 の1

つ とす るた めに責任 を負 うこ と。

IBN Aの 目的の概 要

2005年 、 国際バ カ ロ レア北 米(BNA)は30周 年 を迎 え る。IBOは 、1997年 にモ ン トル

ー にお い て30周 年 の祝賀 式典 を行 ったが 、IBNAも 同 じよ うにこの記念 すべ き年 に祝典 を

行 うた め に準備 を進 めてい る。しか し、それ と共 に 竃つ のチ ャ レンジ も準備 してい る。2005

年、IBNAは 野心 的な新 しい戦 略計 画 を導 入す る。 そ の新 しい 計画 は、北米 お よび カ リブ

海 諸 国のIBコ ミュニテ ィのあ らゆ る地 区か ら参加 した メ ンバー達 が数 ヶ月 間 に渡 っ て努

力 を続 けた成 果 であ り、2つ の基本概 念 を軸 と して構 築 され てい る。第1に 、IBNA地 域 に

お いて認 定IBス クール に対 して現在 我 々が提供 してい る質 の高 いサ ポー トサー ビス を、さ

らに幅広 くそ して さ らに深 い もの に してい く必要 が ある。 同時に、 この地域 内 のあ らゆ る

地 区にい る、あ らゆ る状況 の生徒 達 に とってIBの 教 育 プ ログラムを よ り一層 ア クセ ス しや

す い ものにす る こ とに よ り、 よ り多 くの人達 に我 々 の活 動 に参加 して も らえ る よ うにす る

必要 が あ る。

長年 にわた って国際バ カ ロ レア にかか わ って きた教 育者 と して、我 々 は我 々が奉 仕す る青

少年 が教 育 に よって 変容す る とい うIBの ビジ ョンに魅力 を感 じてい る。自ら世 界 にか かわ

り、思 慮 に富み、思 いや りの あ る、そ して異 な るものの見方や 文化 的伝 統 が理 解 され ない、

あ るい は軽 ん じ られ る とき何 が危 険 に さ らされ るのか を理解 す る市民 に よっ て世界 が満 た

され る とき、世 界 は どの よ うにな りうるのだ ろ うか。 我 々は、その こ とにつ い て1つ の ビ
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ジ ョン を共 有 してい る。あ らゆ る地 域 の学習 コ ミュニテ ィにお いて 、チ ャ レンジす る機 会 、

そ してチ ャ レン ジを受 ける機 会 をすべ て の生徒 ・学生 が持 て る よ うにな る とき、教育 は ど

の よ うな もの に な りうるのだ ろ うか。我 々 はその こ とについ て1つ の ビジ ョンを共有 して

い る。 実際 、 ク リフ ・アデ ルマ ンの 「ツール ボ ックス の中の答 え」 な どの 最近 の研 究 は、

生徒 が 中等 後教 育 にお い て優 れ た成果 を収 め られ るよ うに準備す るた め我 々が な し得 る最

も重 要 な こ とは、 生徒 達 に豊 でチ ャ レンジ ングな学校 カ リキ ュラ ムを提供 す る ことで あ る

と断言 して い る。IBプ ログラム は、複雑 さを増 してい く世界 の 中で知 るべ き こ と、理解 す

べ き こ とは何 か を生徒 達 に伝 えてい る。生徒 が 自立的 で責任 ある生涯 学習者 とな るた めの

ス キル と態度 を、IBプ ログラムは 育む ので ある。

これ はIBが 獲 得 した評価 で あ り、またIBは この評価 によって存在 を認 知 され てい る。2001

年4,月25日 号の“EducationWeek” 誌 は、IBデ ィプ ロマ ・プ ログ ラムを 「大学準備 プ ログ

ラム の キ ャデ ラ ック」 と称 した。 この評価 は なん として も守 らな けれ ば な らない。 過去 に

おい て 、 この評 価 が真 実 で あ るこ とを保証 す るた めに、教 育者 達 は戦 って きた。 そ して こ

れ か らそ うす る こ とが この地域 の使命 で あ る。 そのた めには、既 存 の学校 のた めに新 しい

適 切 なサ ー ビス を作 り出すべ きで あ る。 た とえば、革新 的な専 門能 力開発機 会 、大学 と政

府 か らIBプ ロ グラ ムの認知 を取 り付 ける新 た な努 力、IBを 教 育 コ ミュニテ ィにおい て よ

り存在 感 の あ る参加 者 とす るため の新 しいパ ー トナー シ ップ な どで あ る。

しか し、こ うい った こ とだ けで はない。IBプ ログ ラムにはあ る1つ の視 点 を取 り入 れ る余

地 が あ る。IBOは 、 そ のカ リキ ュラム と評価 システ ムがいずれ も世 界 に通 用 し高い評価 を

受 ける よ うにす るた め、熱 心 に努 力 して きた。 しか し、それ と同時 に、生徒 の考 え方 と行

動 が生徒 自身 の未 来 、 そ して他 の人達 の未 来 に影 響 を与 えるの だ とい う認識 を彼 らに伝 え

よ うとも して きた。IBプ ログ ラムに参加 す る生徒 には、周囲 の社 会 に前 向 きな影 響 を及 ぼ

す た めに 自分 の知 識 と経 験 を活用す るよ うに促 して い る。IBOが3つ のプ ログラムを構築

し、 自 らの教 水 準 と全 体 として の使命 に 自信 を持て る よ うにな るま でに30年 以 上か かっ

た。今IBOは 、大 きな影 響 力 を教 育界 に及 ぼすた めに、かつて無 い ほ ど適 した状 況 にあ る。

した が っ て、理事 長 ジ ョー ジ ・ウォーカー の問い か け「IBが 最 良の教育 プ ログ ラム を提 供

す るの で あれ ば 、そ の プ ログ ラムはすべ ての生徒 が利用 で きる よ うにす るべ きでは ないだ

ろ うか」 に、今 こそIBNAが 積 極 的 に答 え るべ き ときであ る。

した が って 、 ア クセ ス は新IBNA計 画 の第2の 主要 な概 念で あ る。 パ ー トナ ー シ ップ を構

築 し、外 部 か らの資金 調 達 を求 める こ とに よ り、IBNAがIBプ ログ ラム を我 々 の地域 にお

け る新 しい 学校 や人 の集 団 に広 げる こ とが可能 にな るもの と期待 され てい る。この努 力 は、

従 来 か らIBサ ー ビス を受 けて い る参加 校 の到達度 を下 げる こ とを 目標 としてい るので は

な く、現 在 のIBコ ミュニテ ィ を一 段 と豊 か で多様 な もの にす る こ とを 目標 としてい る。あ

らゆ る コ ミュニ テ ィに積 極 的 に活 動 を広 げ、イ ン クルー ジブで あ るための新 しい方 法 を模

索 し、 この地 域 の よ り多 くの人 達 と共 に我 々の経験 と専 門技 能 を共有 す る こ とによ り、

lBNAはIBOが そ の綱領 の 中で表 明 して い る理想 に真正面 か ら取 り組 む ので ある。 こ うい

った努 力 は 、IBプ ログ ラム に向 けて根 強 く行 われ てい る 「エ リー ト主義 」批判 へ の最 良の
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回答 で ある。IBOは 、すべ ての 教育 プ ログ ラムに高度 な教育水 準 を設 定 し、維 持 す るこ と

につ いて 、弁解 は して いない。 しか し、それ らの プ ログ ラム は、優 れ た教 育 にチ ャ レンジ

しよ うとす るあ らゆる生徒が参 加 で きな けれ ば な らない。

2015年 、IBNAが40周 年 を祝 うとき、IBプ ログ ラムへ の参加者 が この地域 の豊 か な多様

性 を反映 して い るこ とを、我 々 は期待 す る。 我 々は 、 これま で生徒達 に充 実 した教 育サ ー

ビス を提供 で きなか った地 区 に も、テ クノ ロジー に よってIBプ ログラム が導入 で き る よ う

にな る ことを期 待 してい る。我 々は、この地域 の学校 で活動す る教育者 達 がIB教 育者 に よ

って提供 され る専 門能 力 開発 機会 を享受 で きる よ うに なる ことを期待 してい る。我 々は、

lBプ ログラム とサー ビス を基礎 とす るカ リキ ュラム ・モ デル が この地域 の あ らゆ る州

(provlnces,states)と あ らゆ る国で利用 され るよ うになる こ とを期 待 して い る。我 々は 、

IBプ ログラム と教 育 にお け る優 れた存 在 として のIBの 使命 が 、特別 では な く、 当た り前

の こ ととなる よ うに期待 してい る。

I Bコ ミュニテ ィは強 い力 を秘 めて い る。一度 は克服 不可能 と思 われ た 困難 な課 題 で も解 決

の可能 性が あ る ことを繰 り返 し証 明 して きた。我 々の新 しいチ ャ レンジー既 存 のサー ビス

の質 を高 めつつ 、同時 に参加 の機 会 を よ り多 く提供 す る こと一をや り遂 げ る には、慎 重 な

計画 立案 と一致 団結 した努力 が必 要 で ある。我 々 は、IBコ ミュニテ ィが これ らの 目的 を達

成 す るた めに協 力 して活 動す る こ とを、今 一度 期待 す る。

計画 立案 につ いて

概 要

IBNAの 今 後 の発 展 を期待 す る とき、 い くつ か の特 に重 要 な経 済的現 実 と人 口動 態予測 を

踏 ま えて戦 略 を考 えな けれ ば な らない。 た とえ ば、生徒集 団 の多様性 が進 む 、北米社 会 に

お け る移動 性 が高 まる、世 界 の どこか らで も情 報 に アクセス で きる可 能性 が 向上す る、 教

育 の民営化 傾 向が進 む、テ ク ノロジーへ の依存 が強 まる、資金 的裏付 けの ない政府 か らの

要 求 に よる影響 が拡 大す る、 そ して、高 い資 質 を持 った教師 を見つ け るこ とは常 に困難 で

あ る。

lBNAは 、 こ うい った人 口動 態 の傾 向、社会 の変化 、 お よび財 政的予 測 に沿 って 計画立案

と資源 の割 り当て が行 われ る よ うに保証 しな けれ ば な らない。 そ の 目標 のた め、IBNAは

戦 略計 画 を準備 す る 中で次 の作業 を行 う必要 が あ る と考 えた。

・プ ログラム とサー ビス を生徒 に提供 す るた め にテ クノロジー をこれ まで以 上 に重視 す る。

・新 しい学習 方法 に対応 で き る革 新 的で柔軟 なモデル を開発 す る。

・カ レ ッジ と総合 大学 、お よび企 業 また は実業社 会 との連携 をよ り緊密 に発達 させ 、生 徒

がキ ャ リアパ スにス ムー ズ に入 ってい け るよ うに保 証す る。

・プ ログラム に参加 す る学校 区お よび学校 を増 やせ る可能性 を高 め るた め、財 団、企 業 、

お よび政府 か らの大 規模 な資 金援助 をア グ レッシブ に求 め る。
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・あ らゆ るプ ログ ラム と事業 に参加 す る生徒 と教員 の多様性 の増進 を粘 り強 く追求 し続 け

る。

・教員 を集 め維 持 す るた めに 、独創 的で 多様化 したアプ ローチ を開発 し、 特 に準備 、革新

お よび継 続 的 専門能 力 開発 を重要 な焦 点 とす る。

・IBNAが 社 会 か らよ り広 く認 知 され る よ うに宣伝 キャンペ ー ンを行い 、その結果 、競争

の激 しい教 育環境 にお いてIBプ ログラム が しっか りと成長 し発 達で きる よ うに し、

IB NAの ス テー タ スを高 める。

・国お よび州 レベル で 、立 法 プ ロセ ス と公 共 政策 の立案 プ ロセス に参加 し、学校改 革 に と

って重要 な貢 献 を行 う存 在 と してIBNAが 認 め られ る可能性 を高 め る。

今IBNAは 、そ の発 展過 程 の 中で重 要な 瞬間 にい る。過去30年 間、IBNAが 北米 とカ リブ

海 諸 国の教 育界 にお い て 占め る位 置 は重 要性 を増 して きた。 優れ た存在 と して次 の段階 に

進 むた め、 そ して特 に影 響 力 を さ らに強 め るた め、IBNAは そ の長 所 を分析 し、 どの よ う

なプ ロジェ ク トと事 業 を追 求 して い くべ きか を慎重 に判 断 しなけれ ばな らない。地 方 、州

お よび連 邦 の教 育者 達 が考 えてい る改革 予定 が どの よ うな傾 向 と条件 に よって推進 され て

い くか を しっか りと理解 し、 その上 で この判 断 が行 われ なけれ ばな らない。

IB NAの 戦 略計 画 は、様 々なテ ーマ と 目標 を追求す る中で これ らの あ らゆ る問題 に取 り組

んで い る。 下 の表 は 、戦略 計画 に含 まれ て い る具体 的なテ ーマ と目標 をま とめた もので あ

る。各 テー マ と 目標 はそれ ぞれ 上述 の重 要 な傾 向 と条件 に対 応 してい る。

傾向と条件
プ ログラム とサー ビスを提供

す るた めにテ クノロジー をこ

れ まで以上に重視す る。

革新的で柔軟なモデル
カ レ ッジ と総合 大学 、お よび

企 業 また は実業社 会 との連携

をよ り緊密 に発達 させ る。

財 団、企 業 お よび政府 か らの

支援

あ らゆるプ ログ ラム と事業 に

参加 す る生徒 と教員の多様性

を高 める。

教員 を集 め維 持す るた めの独

創 的アプ ロー チ
I BNAが よ り広 く社 会 か ら認

知 され る よ うに 、 宣伝 キ ャ ン
ペ ー ン を行 う。

立法プ ロセ ス と公 共政策 の立

案プ ロセ スに参加す る。

テ ー マ

サ ポー トサ ー ビス

とイ ン フ ラス トラ

クチ ャ

サ ポー トサ ー ビス

社 会 的 認 知 とパ ー
トナー シップ

社 会 的認 知 とパ ー

トナー シップ

ア クセ ス

専門能力開発

社会的認 知 とパー

トナー シップ

社会的認知

目標

L2,VL3

I.2,I.4

IV.4,V.I

IV.2,V.1,V.2,

V.5

III.1,IIL.2

IL.l

IV.1,IV.3,

V.1,V.2

IV.2,V.2
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課題 と影響

多様性

観察:社 会は急速に多様化が進 んでい る－民族 と多民族、国籍、言語、文化、お よび家族

の構造、並びに経済に関する多様性。

影響:カ リキ ュラム とプ ログ ラムの開発 お よび専 門能力 開発 事業 を推 進す る ときに、生徒

の人 口集 団 の中で の文化 的多様 性 の課題 にIBカ リキ ュ ラムが敏感 にな らな けれ ば な らな

い。

観察:都 市部の学校では、生徒の人 口集団における多様化が進み英語学習者(ELL)に 分

類 され る生徒が増えている。

影響:英 語 の理解 と会話 に困難 な 時期 を経 験 す る生徒 に、IBは どの よ うに対処 すれ ば よい

か。ELL生 徒 の排除 は解 決策 にな るだ ろ うか。 それ はIBに とって好 ま しい選択 で はない 。

移動 性

観 察:社 会 は地域 間の移 動性 が ます ます高 ま ってい る。 生徒 は学校 か ら学校 に移動 す る。

米 国 内にお いて、 「落 ちこぼれ を出 さな いた めの法律 」(NoChildLefetBehindAct)が

「学校 を選択す る」権利 を生 徒 に認 めた こ とで、移 動性 の課題 に新 たな次 元 が加 わ った。

影響:IBプ ログ ラムは生徒 の移 動性 に どの よ うに対処 すれ ば よいか。IBは 、プ ログラム の

オ ンライ ンデ リバ リー とテ ク ノ ロジー援 用 学習 の規定 を正 式 に定 め るこ とを検 討す るべ き

で ある。

グ ローバ リゼ ー シ ョン

観 察:生 徒 は これ まで よ り広 い範 囲の情 報 、学術 的経 験 、お よび影響 に従 来 よ り若 い年 齢

で さらされ る。

影 響:IBは 、生徒が グ ローバ ル コ ミュニテ ィの 中で 学習 し、情報 を集 め、知識 を広 げ る新

しい方 法 に対処 す るた め、 ダイナ ミックで革 新 的 なア プ ロー チの 開発 を検討す るべ きで あ

る。

学校 の選 択

観 察:米 国 では、教育 の民営化 が進 む の に連 れ て、州 の 資金 提供 方法 と法的規 制が進 化 を

続 けて い る。 民営化 の形 態 と して 、米 国の チ ャー タース クール 、カナ ダの独立 学校 、学校

券 プ ロ グラム、お よび 自宅学 習な どが あ る。

影 響:こ の動 きは、生徒 と学校 の資源 を公 立校 か ら遠 ざけ る可能性 が あ る。 しか し、公 立

校 の生徒 はIBプ ログラム に参加 す る生徒 の 中で大 きな割 合 を 占めて い る。
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観 察:連 邦 と州 の要 求 の ため に資金需 要 が増 える一 方で あ り、 しか も予 算 は減 ってい るの

で、学 校 区お よび 学校 委員 会で は、新 たな プ ログラム を実施 す るた めに使 える資源 が減 っ

てい る。

影 響:IBは 、IBプ ログ ラム を支 え るた めに企 業や政府 とのパー トナ ーシ ップな ど新 た な収

入源 を求 め な けれ ば な らない。 た とえば米 国 内で は、連 邦初等 中等 教育法 のタイ トルIの

資金 を獲得 す る こ とが 可能だ ろ う。 さ らに、上級課 程 を発 展 させ るた めに米国 内で利 用 で

き る連 邦 資金 を最 大 限 に獲得す る機 会 を活用 す る よ う、学校 区に対 しIBが ア グ レッシ ブに

働 き か け るべ きで あ る。

観察:社 会 は優れた教育を受けた労働力 を必要 としている。

影 響:IBは 、中等後 教 育 または職業 課程 を プ ログ ラムに追加す る こ とがで きるだろ う。そ

れ によ り、IB卒 業生 が容 易 に 中等後 教育 へ の進 学お よび就職 で きる よ うにす る。学校 、学

校 区また は学校 委員 会 、 中等後 教育機 関、 お よび 地域 の企業 との間 でパ ー トナー シ ップ を

確 立す るこ とで 、IB生 徒 は、希望す る中等後 教育機 関 に入学 し、 よ り高度 な職 を得 るた め

に一層 大 きな機 会 を持 て るよ うに なるだ ろ う。

観 察:生 徒 の 学習 到 達度 の測定 結果 をデー タベ ース化 す る こ とが、今 後一層重 要視 され る

だ ろ う。

影響:IBは 、IBプ ログ ラムの成果 を文書 化す るた め に包括 的評価 プ ロセ ス を開発 し、大学

進 学や就 職 す るIB卒 業 生 の追跡 調査 を行 うべ きで あ る。

テ ク ノ ロジー

観 察:我 々 の社 会 は、 ます ますテ ク ノロジー への依存 を強 めてお り、テ ク ノロジー の活用

につい て は 、教 師 の多 くよ り生徒 の ほ うが卓越 してい る。 ま た、テ クノ ロジー の進歩 に よ

ってバ ー チ ャル 教室 、遠 隔学習 、自宅 学習 な どの分野 で新 しい教育 法方 法 が可能 になった。

影響:IBは 、 この よ うな傾 向 を最 大限 に活用 す るため、テ ク ノロジー に熟達 し、この新 し

い環 境 に適 応 す るべ きで あ る。 また、 この よ うな環境 に対応 す るた め に教 師にテ ク ノロジ

ー ・ トレー ニ ン グを提供 す る必要 も生 じるだろ う。

教師

観察:教 師の高齢化が進み、多 くの教師が退職時期 にさしかかっている。

影響:IB課 程 を教 えるには、どの学年であろ うとも教授法の能力 と内容面での知識が優れ

ていなければな らない。教師が優れた成果をあげるために必要なスキル と経験を身につけ

ているこ とを、どの よ うにすればIBが 保証できるだろ うか。特に地方部 と都市部において
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どの よ うにすれ ば よい か。NoChildLeftBehindActの 規 定 に従 って 、教員 が 「高度 な資質

を備 えて い る」こ とを、どの よ うにす れ ばIBが 保証 で き るだ ろ うか。経 験豊 か な教員 の不

足 は、教 師 が 噛人 でい くつ もの学科 を担 当す る 中級学 年 におい て大 きな影 響 が出 るだ ろ う。

この専 門能 力 開発 を学 校 に とって財 政的 に実現 可能 にす るには、IBは どの よ うにすれ ば よ

い か。

米 国 のNoChildLeftBehind(NCLB)に よる規 定

観 察:学 校 では、読解 、数 学 、お よび理 科 の補 習 に よって生徒 の到 達度 を向上 す るた めに

よ り多 くの 資源 が費や され る よ うになってお り、提 供 され るプ ロ グラム の タイ プが 削減 さ

れ る動 きが 強ま ってい る。

影 響:NCしBが カ リキ ュ ラムの範囲 を狭 めてい るので 、学校環境 にお け るIBプ ロ グラムの

実施 が よ り困難 にな るだ ろ う。

観 察:こ の法律 が読解 、数 学 、理 科 な どの基 本的学 習分 野 にお け る生徒 の到達 度 を高 め る

こ とを 目指 してい るので 、あ ま り成績 の 良 くない 生徒 がIBプ ログラム を履 修す る機会 を持

て な くな るだろ う。

影響:こ れ は、IBが 到 達度 の 高い 生徒 のため の 「エ リー ト主義」的 プ ログラ ムであ る とい

う認 識 を増幅 しかね ない。

観 察:厳 格 なプ ログ ラム を履修 す る生徒 が大学 で良い成 果 を収め る確 率 が高い とい うこ と

が調査 に よって示 され てい る。

影 響:IBプ ログ ラム を推 進す るため、連邦 の資金提 供 制度 を よ り巧 み に活 用す るべ きで あ

る。IBは 、NCLB法 の強い影 響力 を利用 して 、試 験 の得点 を上 げ るた めの方法 として学校

区 にIBを ア ピール す る こ とがで き るだ ろ う。

4.戦 略 目的 と目標

I.サ ポ ー トサ ー ビス

I Bプ ログ ラム を開 発 、実施 、お よ び維持す るために完 壁なサ ポ ート と支援 を学校に提供す

る。

目標1:生 徒 の学習 到達度 向上 を促 すた めに必要 なサ ー ビスの レベル とタイ プ を判 定す る。

目標2:地 域全域 でサ ポー トサ ー ビスについ て の関係 者 の満 足度 を高 め る。

目標3:IBプ ログラム の実施 を考 えてい るか また は現在 実施 してい る学校 に対 して行 うサ

ポー トの レベル を引 き上 げる。

目標4:学 校 に提 供す るフ ィー ドバ ック と分析 のタイ プを改 良 し質 を 向上す る。

Ⅱ.専門能力開発

‐115‐



IBネットワ ークに参加す る教育者は 、IBOの 哲学と価値観に沿 った内容 を持 ち、内省的 な

実践者を育成す る、 アク セス の容易 な、 タイムリ ーな、適切 か つ効果的 なト レーニ ング を

受け る。

目標1:経験 レベ ル ご とに、適切 な時期 に、適切 な トレー ニ ングの機 会 を教 師に提供 す る

ため 、専 門能 力 開発 活動 の量 とタイプ を増 やす。

目標2:内 容 、 方法 論 お よび教授 法 を改善 し、その結果 を参加 者 の満 足度 を尺度 として測

定 す る。

目標3:参 加 者 に よ って報告 され る教 育行 動 の前 向 きの変化 を増や す。IB専 門能力 開発 を

通 じで、 生徒 の学習 到達度 を高 め、良 い教 え方 を強化 す るこ とを含 める。

目標4:ワ ー クシ ョップ の中で 、 リーダー がIBOの 哲学 を よ り一 層強調 す る。

Ⅲ.ア クセ ス

北米地域 の ど こに い る生徒 で もIBプロ グラ ム を利用 できるよにす る。

2005年3月31目 にお ける状況 。

目標1:初 等 学校 、中等 学校 、お よび高等 学校 レベル でIBプ ログ ラムを提 供す る学校 を増

や す。

目標2:社 会 的弱 者 の通 って い るIB校 の数 を増 やす。

目標3:す べ て のIBプ ログ ラムにおい て、特殊 なニーズ のあ る生徒 に対応 す る計画 を立て

る。

Ⅳ.社 会 的認 知IBOは

、す ベて の生徒 が アク セス できる、貿 の高 い教育 プ ログ ラム を提供す る最高 の組織

として認知され るよに な る。

目標1:IBプ ロ グラ ムの利用 を正 式 に認 定 し奨励す る教育界 の リー ダー とポ リシー メー カ

ー を増 やす 。

目標2:地 域 、州 お よび 国 のポ リシー メーカ ー と教 育界の リー ダー か らIBプ ログラム を拡

張す るた め の支 援 を受 け られ るエ リアを増やす。

目標3:国 際教 育 の重 要性 を認 識す る保護者 、企 業お よび 教育 団体 を増や す。

目標4:大 学 が学 生募 集 、入学許 可 、単位 、プ レー スメ ン トお よび奨学 金 に関 してIBの デ

ィプ ロマ ・プ ログ ラムを認定 す る方 法 を多様 化す る。

目標5:他 の 教 育機 関 との関係 を増や し、ま たその有効性 を高 め、そ してIBを 広 めるた め

にそ の関係 を活 用す る。

Ⅴ.パ ー トナ ー シ ップ

IB プ 々グ ラムは 、教育機関 、政府 、企業 その他 の多様 な団 体か ら支 持 と資 金提供 を受け る。

目標1:IBNAと パー トナー シ ップ を組 み 、IBプ ログラムのア クセ ス の可 能性 を広 げ るた

め に資金 とサ ー ビス を提供 して くれ る企業 と財 団 を増や す。

目標2:IBNAと 明確 な 関係 を築 く州 を増や す。

目標3:質 の高 い 専 門能 力 開発 サ ー ビス を提供 す る業者 を増やす 。

目標4:IBの 哲 学 と教授 法 を取 り入れ る中等 後教 育プ ログラム または教 育機 会 を開発す る。
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目標5:各 国の政府および全国的組織 との提携活動 を増やす。

目標6:学 校および学校区 との提携活動 を開始す る。

Ⅵ.イ ンフラス トラクチ ャーIBNAは

、IBプロ グ ラム を振興し 支援 するサ ービス を効果的 に提供 できるようにす るた め、

組織構造 を拡 大し 改良す る。

目標1:ボ ランテ ィアネ ッ トワー クを強化す る。

目標2:北 米地域 の学校 が直 面す る課題 と傾 向 に対処 す るた め、調 査能力 と対応 能力 を増

強す る。

目標3:戦 略 目的 の遂行 を支 え るオ フ ィス のテ ク ノロジー能 力 を拡 張す る。

目標4:IBNAの 目標 を実現す るため に準地域 構造 の整備 計 画 を立て る。

目標5:専 門ス タ ッフの能 力 開発機 会 を拡張 し改 善す る。

目標6:各 関係者 が適切 に代 表 され る状況 を維持 しなが ら、効果 と効 率性 を上 げ るた め に、

組 織の統治 と構 造 を見 直す 。
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資料5

デ ィ プ ロマ ・プ ログ ラム の評 価 プ ロセ ス

I BOは2004年 に 「デ ィ プ ロ マ ・プ ロ グ ラ ム 評 価 原 則 と実 践 」(DiplomaProgramme

assessmentPrinciplesandpractice)で 評 価 につ い て の考 え方 や 評 価 プ ロセ ス を 明 らか に

して い る。 原 稿 は5章(1.序 文 と概 要 、2.評 価 の原 則 、3.デ ィプ ロマ ・プ ログ ラム評

価－ 目的 とア プ ロー チ 、4.デ ィプ ロマ ・プ ログ ラ ム評価 の構 造 、5.デ ィプ ロマ ・プ ログ

ラム の 評 価 プ ロセ ス 、付 録)か らな る が 、以 下 は 、5章 のデ ィプ ロマ ・プ ログ ラム の評 価 プ

ロセ ス 及 び 付 録Bの 翻 訳 で あ る。

5.デ ィ プロ マ ・プログ ラムの評 価 プ ロセス

5.1試 験 問題 の準 備

高 度 な コ ンス トラク トの 妥 当性(つ ま りバ ランス良 く選択 され た課程 内容 の全体 につ いて

課 程 目標 に よ って定 め られた必 要 なス キル範 囲 を適 切 に表 してい る)が あ り、知的 な要求

水 準 が適 切 で あ り、 可能 な 限 りバイ ア ス を排 除 した試験 問題 の準備 は、 困難iな任務 です。

この任 務 を実行 す るた め、試 験 問題 は試 験 セ ッシ ョン ごとに毎回新 た に準備 され、外 部 コ

ンサル タ ン トか ら協 力 を得 て、長 い期 間 をか けて、上級試 験官 とIBOス タ ッフのチー ム に

よって 問題 が作 成 され ます。まず最 初 に 、試験 の実施 時期 よ り18ヶ 月 ない し2年 前 に、1

つ の課 程 で試 験 問題 セ ッ トの準備 が開始 され ます。 準備 プ ロセ スの最 も重要 な段階 を、受

験 者数 が多 く、上級試 験 官チ ームが 参加 す る典 型 的な教科 の場合 につ いて以 下に説 明 しま

す 。受 験 者 数 の少 ない教科 で は、 「責任試 験 官」 が1人 です べ ての段 階 を実行す る場合 も

あ ります 。

最 初 の ステ ー ジは、試験 問題 の委託 です。1つ の教科 につ いて、上級 レベル(HL)と 標 準

レベル(SL)の 両方 の完全 な 問題 セ ッ トが必 要 にな ります が、上級 試験 チー ムの各 メンバ

ー(主 任試 験 官
、主任 試験 官代理 、 お よび適宜 そ の他 の熟練 試験 官)は 、それ ぞれ そ のセ

ッ トの 中の1枚 また は複数枚 の試 験 問題 を準備す る責任 を与 え られ ます。 上級試験 官は 、

担 当す る試 験 問題 を全 部 作成す る場合 もあ り、また他 の試験 官か ら提 出 され た問題 を編集

して試 験 問題 を作成 す る場 合 もあ ります。 コンス トラク トの妥 当性 を維持 す るため、各試

験 問題 に は仕様 が あ り、質 問の数 とタイ プ が定 め られて います(第3.5節 を参照)。 こ うし

て構 造 を 固定す る こ とに よ り、試 験 問題 の連続 す る複数 の版 を通 じて要 求 の比較 可能性 が

確 保 され や す くな ります 。 上級試 験 官は 、認知 的要求 の多様性 が適 切 に保 たれ 、また あま

りに も予 測 可能性 が高 くな りす ぎな い よ うに問題 を設 定す るた め、常 に注 意 を払 ってい ま

す 。 どの試験 問題 で も、受験 者 が過 去 に経 験 した もの とは何 らか の意 味で違 う質 問や タス

クに取 り組 む よ うにす る とい う、 重要 な要 件 が満 た され な けれ ば な りませ ん(生 徒 は試験

に登録 す る と受 験者 と呼 ばれ ます)。 どの課程 で も、問題 と して 出せ る質 問の タイ プには 限

りが あ ります 。 しか し、 質 問の少 な くとも一部 は、創造 的 に問題 を解 決す るか または創 造

的 に考 え る こ と、十 分 に練 習 を した スキル を使 って 問題 を解 くだ けで な く、新 しい 文脈 で

自分 の知識 を応用 す るこ と、 あ るい は知 識 を別 の形 で表 現す るこ とを受験者 に要求す るこ

とを意 図 した もので な けれ ばな りませ ん。
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各 試験 問題 に添付 され る採 点ス キームの準備 に も、 同様 に努力 が払 われ ます。 自由解答 型

の タス クまたは質 問は、各セ ッシ ョンで同 じ評 価基 準 に従 って採点 が行 われ ます が(第5.4

節 を参 照)、 その よ うな タス クまた は質 問が含 まれ て い る試 験問題 で も、採 点 に関す る説 明

書 が作成 され 、 これ に よ り、各質 問の文脈 の 中で基 準 を どの よ うに適 用す べ きか につい て

の指示 が試験 官 に提供 さます。採 点ス キー ム は、評価 プ ロセ スの完全性 に とって試験 問題

と同 じよ うに重要 な ものです 。各採 点 スキー ムは、 単 な る模範解 答 のセ ッ トでは あ りませ

ん。受 験者 が質 問に解 答す るた めに とるか も しれ ない一 般的 な代替 可能 な アプ ロー チ を ど

の よ うに採 点す るべ きか につい ての指示 、お よび一 般 的 に受 験者 が示す 可能性 の あ る誤 り

また は誤解 を どのよ うに処 理す るか につ い ての指 示 を提 供す るものです 。

試 験 問題 のセ ッ トの初 回 ドラフ トが準備 され た後 、 上級試 験チー ム と該 当す る教 科分野 マ

ネ ー ジャ(SAM)ま た はカ リキュ ラム分野 マ ネー ジ ャ(CAM)が 試験 問題 編集 会 議 を開

いて 、作成 され た ドラフ トを検討 します。 この 会議 で は、 レベル ご とに試 験 問題 のセ ッ ト

を全体 的 に検討 し、課 程 内容 と課程 の 目標 が試 験 問題 セ ッ トの全 体 を通 じて どの よ うに取

り入れ られ てい るか を確認 します。また この グル ー プ は、質 問を1つ1つ 検討 し、適切 さ、

正 確 さ、お よび 曖昧 さや バイ アス の可能性 につ い て批判 的 に検討 します。 す べて の質問 と

それ に付属 す る採点 ス キー ムについ て、正 しく機能 す るか を徹底 的 に調 べ ます。 この会議

の前後 で、安全 な電子 的環境 を用い て上級試 験 チー ム の内部 で試 験 問題 につ いて の議 論 を

続 ける とがで きます 。

ドラフ トの改訂 につい て合意 が成立す る と、「ポス ト・ミーテ ィ ング ドラフ ト」が外部 ア ド

バ イ ザー に送 られ ます。 このア ドバイ ザー は、試 験 問題 準備 プ ロセ ス と関係 の ない コンサ

ル タン トです。外部 ア ドバイ ザー は、各 試験 問題 の セ ッ トご とに課程 の内容 が適切 に取 り

入 れ られ てい るか、過 去 の試験 問題 セ ッ トと比較 した難 易度 、受 験者 が所 定 の時 間内 に問

題 を解 けるか、お よび試 験問題編集 会議 です で に取 り上 げ られ た あ らゆ る事項 につ いて、

誰 に も影響 されず に意 見 を提 出 します。 外部 ア ドバ イザ ーは試験 問題 につい ての報告 書 を

書 き、SAMま たはCAMお よび 上級 試験 チー ム は、そ の報 告書 を検討 しな けれ ばな りませ

ん。外 部 ア ドバイ ザー が指摘 した課題 に対 しどの よ うに対応 す るか の決 定は 、試 験 問題 の

作 成者 とSAMま たはCAMが 協力 して行 い、適 宜 主任試 験官 が これ に加 わ ります 。

試 験 問題お よび採 点ス キー ムの 内容 につ いて最終 的 に合意 が成 立す る と、試 験 問題 作成 部

(EPPD)が 責任 を引 き継 ぎ、試 験 問題 の各 セ ッ トについ て フォー マ ッ トの設 定、活字組 、

印刷 、お よび各校 へ の発 送 を行 うため スケ ジュール を作成 し、それ らの 作業 を管理 します。

SAMま たはCAMお よび試 験 問題 を作成 した上級 試 験官 は、適切 な段 階で試 験 問題 の点検 、

校 正 、お よび情報 の提供 を行 います。 高度 な技術 的 内容 を含 む試験 問題 用紙 は、特別 なチ

ェ ッカー が最 終校 正原 稿 を誰 の影響 も受 けず に読 み 、すべ ての質 問の答 えを作成 し、採 点

ス キー ムに照 らして解答 を点検 します。 こ うす る こ とに よ り、専 門用語 、記 号 また は数字

の 間違 い が無い か、それ が見過 ご され て いな いか を確認 します。 特 別 チ ェ ッカー は、試験

問題 の 内容 を知 りす ぎてい る と細部 まで 目を通す こ とが難 しくなる ので 、 この段 階ま で試
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験問題の作成にかかわ らなかった熟練の試験官でなければな りません。

典型 的 な試 験 問題 の準 備 で行 われ るす べ ての段階 を示 した リス トを表1に 示 します。 グル

ー プ3～6の 教 科 につ い ては 、 フラ ンス語 とスペ イ ン語 に翻 訳す るため の時間 を見込 んで

お く必要 が あ ります 。 翻訳 は 、通 常 は英語版 の試験 問題 につ い て試験 官 の校 正 が完 了 し、

ほぼ最 終 的 な完 成 が 間近 にな った時点 で 、初 めて 開始 され ます。 翻訳 プ ロセスで 明 らかに

な った課題 、特 に想 定 外 の曖 昧 さや教 科 に固有 の専門用語 な どに関す る課題 は 、試 験 問題

の英語 版 に フィー ドバ ックす る こ とがで きます。

表1:グ ル ー プ4ま た は5向 け試験 問題 の典 型的作成 スケ ジ ュール

作成段階

1.試 験 問 題 の委 託 、 お よび 最初 の ドラ フ トの 準備 。

2.プ レ ・ミー テ ィ ン グ ドラ フ トをEPPDに 提 出 、 フォー マ ッ トを設 定す る。

3.試 験 問題編 集 会議 、お よび見直 し。

4.ポ ス ト ・ミー テ ィ ン グ ドラ フ トをEPPDに 提 出 、修正 を行 い 点 検 す る。

5.ポ ス ト・ミー テ ィ ン グ ドラフ トを外 部 ア ドバ イザ ー に提 出 、報 告 を求 める。

6.SAMま た はCAMに よ る追加 の コメ ン ト。

7.試 験 官 か らEPPD、SAMま た はCAMに 最 終 ドラ フ トを提 出。

8。 最 終 ドラ フ トをSAMま た はCAMが 点 検。

9.SAMま た はCAMに よ る最 終 修 正 、 フォ ー マ ッ トの設 定 、お よび 点 検 。

10.EPPDに よ る校 正 と ク ロス チ ェ ック。

11.試 験 官 に よ る最 終 校 正 。

12.SAMま たはCAMに よる最終修正お よび校正。

13.特 別 チ ェ ッカー に よ る見 直 し と適 宜修 正 。

14.様 式 と整 合 性 の最 終 点検 。

15.SAMま た はCAMに よ る承 認 と印 刷 所 へ の入 稿 。

16.印 刷 業 者 か らの校 正刷 りの返 送 、 点検 。

17.試 験 間題 の 印 刷 、 各校 へ の発 送 の た め の荷 造 り。

総所要時間

所要時 間

(単位:週)

14

5

4

4

5

3

9

3

4

3

4

4

7

1

3

1

12

86週

EPPD-試 験 問題 作 成 部

SAM-教 科 分野 マ ネ ー ジ ャ

CAM-カ リキ ュ ラム分 野 マネー ジ ャ

表1に 示 した スケ ジ ュール は、い くつ かの重要 な要素が反 映 され る よ うに作成 され てい ま

す 。第1に 、高 品質 の試 験 問題 を作 成す るためには、 プ ロセス 内の 多 くの段 階 で慎 重 な検

討 、議 論 、 お よび反 省 が必 要 です 。第2に 、参加す る主 な担 当者(SAM、CAM、 上級試

験 官)は 、他 に も様 々 な仕事 が あって 、試 験 問題 の準備 が1つ の段 階か ら次 の段 階に移れ

る状 態 にな っ て も、す ぐにはそ の準備 作業 に取 りか かれ ませ ん。第3に 、準備 プ ロセス の

‐120‐



重要 な段 階で は、1組 の試 験 問題 セ ッ トに含 まれ るすべ ての試験 問題 が揃 わ な けれ ば、次

の段 階 に進 む こ とが で きませ ん。 したが って、1枚 の試験 問題 が遅 れ た だ けで、 その用紙

が含 まれ る試験 問題 セ ッ トが保 留 され るこ とにな ります。第4に 、準備 しな けれ ば な らな

い試 験 問題 の枚 数が 多い ので 、EPPDス タ ッフが必 ず しも1つ1つ のセ ッ トを迅速 に処理

で きる とは限 りませ ん。5月 のセ ッシ ョンで は、翻 訳 を含 める と700枚 もの試 験 問題 を準

備 しなけれ ばな りませ ん。11月 のセ ッシ ョンで も約400枚 あ ります 。年 間2回 の試験 セ

ッシ ョンが あ り、準備 スケ ジュール が長期 にわた るので、試験 問題 準備 部 の ス タ ッフはい

つ で も最大2,000枚 の試 験 問題 の作 業 を進 め るこ とに な りか ねず、 したが って1つ の段 階

か ら次の段 階に進 め る準備 がで きた試験 問題 を逐一 ス タ ッフがす ぐに処理 す る ことは不可

能 です 。 同様 に、 異 な る試験 問題 が多数 あ り、 しか もそ の中の一部 の試 験 問題 は印刷枚 数

が大量 にあ るの で、印刷 業者 が すべ ての試験 問題 を印刷 し、正 しく揃 え るた めに相 当な時

間が必要 にな ります。 作成 スケ ジ ュール は 、試 験 問題 が試 験 スケ ジュール の 開始 よ り3週

間程 度前 に各校 に到着 で き る よ うにす る こ とを 目標 と してい ます。 これ は、世 界 の配送ネ

ッ トワー クに遅れ が 生 じる可能 性 、特 に通 関の遅 れ を考慮 してい ます。 ま た、学校 が届 け

られた試 験 問題 を点 検 し、ず れ を修正す るた めの時 間も含 まれ ています 。

必要 な資源 が多 く、 また適切 な トライ アル グル ープ を決 定す るこ とが困難 なので 、試 験 問

題 を用 いた予備 テ ス トは行 われ ませ ん。

5.2試 験

各セ ッシ ョンの試 験 は、 それ ぞれ5月 と11月 に約3週 間にわた って行 われ ます 。試 験対

象 の教科数 を考 え る と、2教 科 また は3教 科 をス ケ ジュール の 同 じグル ー プ に入れ て試験

を行 わ なけれ ば、 このス ケ ジュール は実行 で きませ ん。 この よ うに して 同 じグルー プ に入

れ る教科 の選択 は、1人1人 の受験 者 に とって受験 科 目の衝 突 が最 も少 な くな るよ うに、

行 われ ます 。 ただ し、受験 科 目の衝 突 が多少発 生す るこ とは避 け られ ず 、そ の衝突 への対

処 手続 は便 覧(VadeMecum)(便 覧 はDPコ ー デ ィネー ター お よび教 師 向けの 手続マ ニ ュア

ル)で 説 明 され てい ます。

試 験 のスケ ジュール は、可能 で あれ ば通 常 の状況 で1日 の試 験時 間が6時 間 を超 えない よ

うに設 定 され ます。 金曜 日の午後 は、試 験 を行 わ ない よ うに空けて あ ります。 これ は、授

業 日が月曜 日か ら金 曜 日ま でで はない 学校 に多少 で も配 慮 しよ うとい う考 えに よる もの で

す。1つ の課程 で の通 常の試 験パ ター ンは 、2枚 また は3枚 の試 験 問題 を連 続 して行 い 、

ある 日の午後 に開始 し、翌 日の午前 中 に終 了す るよ うに計画 され ます 。以 下 の理 由か ら、

このパ ター ンは 、1つ の課 程 のす べて の試 験 を1目 に行 うパ ター ン よ り好 ま しい と言 えま

す。

・大半 の受 験者 に とって 、3週 間 の試 験期 間全体 に均一 に試験 が配置 され ます 。受 験者 が

ある1つ の試 験 で十 分 に力 を発 揮 で きなか った と思 って も、 立 ち直 る機 会 を持 て ます。

・受験者 が病気 また はや む を得 ない理 由 によ りあ る1日 の試験 を欠席 して も、その 翌 日ま
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たは前 日の試 験 問題 は受 け とる こ とが可能 です。状 況 に よっては、十分 な評価 コンポー

ネ ン トに解 答 すれ ば 、そ の受験者 に グ レー ドを授 与で き る可能性 もあ ります。

・異 な る解 答用 紙(ス ク リプ ト)を 複 数 の 日に分 けて試 験官 に送付す るの で、輸 送 中にす

べ ての ス ク リプ トが紛 失す る危 険 を減 らす こ とがで きます。

ただ し、金曜 日の午 後 を使 わず に3週 間の スケ ジュール を完 了す るた め、すべ て の試 験 を

上記 の要領 で行 うこ とはで き ませ ん。 言 語Alと 言語A2の 試 験 は、試 験 問題1と 試 験 問

題 昆の 間 に数 日間 の 間隔 を置 い て行 われ る場合 があ ります。それ らの試験 問題 は、内容 的

に はま った く独 立 してい る上 に、用 い られ る言語 は受 験者 が得意 とす るものなの で、他 の

教科 で試験 問題 の間 隔 を開 ける場合 に比 べれ ば影響 が小 さい もの と思 われ ます 。

学校 は 、便 覧 で説 明 され てい る厳 格 な規定 に従 って試験 を実施 しな けれ ばな りませ ん。 そ

れ らの規 定 は 、試験 資料 の受 け取 りか ら、試 験 の実施 、そ して試 験官へ の スク リプ トの送

付 に至 るまで 、 あ らゆ る問題 に関 して取 り決 め られて います。試 験 期間の 間は、学校 の運

営 手順 とセ キ ュ リテ ィ態勢 を点 検す るため、IBO地 域 オ フィスのス タ ッフ とコンサル タン

トが無 作為 に学校 を選 んで立 ち入 り検査 を行 います。

特別な学習障害、行動障害、身体、感覚 器 または医学的な条件・あるいは精神衛生上の問

題 など個人的な配慮を必要 とす る受験者がい る場合、学校 がそのよ うな受験者のためにど

のよ うにして特別な評価態勢 を準備すればよいかについての情報は、便覧 と評価 に関 して

特殊なニーズのある受験者が抱 く不安についての説明書によって提供 しています。

5.3内 部 評価 およ びその他 の試 験 以外 の コ ンポー ネ ン ト

内部 評価 には様 々 な形 式 が あ ります 。例 えば、短い もので は言語B課 程で の個人 で行 う口

頭 発 表 と10分 間 のデ ィスカ ッシ ョン、長 い ものでは視覚芸 術 での調査 ワー クブ ックが あ

ります。 この ワー クブ ック は、各生徒 の芸 術 的な成長 を記録 す るもので、HLで は72時 間

(課程 の約3分 の1)を これ に充 て る こ とが推奨 されて います。 中間 的な長 さの もの と し

て、 実験科 学(グ ル ー プ4)の 内部評 価 が あ ります。 これ は、HLで はポー トフォ リオか

ら選 択 した60時 間 の実践 的 作業単位(piecesofwork)で 構成 され ます(総 授 業時 間の

25%)。 評 価 タス クの特 徴 には 内部評 価 の 目的 が反 映 され ます。特 に、評 価 の重点 と使 用

され るプ ロセ スス キル の タイプ が タス クに反 映 され ます。 中で もグル ー プ4で は、ポ ー ト

フォ リオ全 体 の 中か ら一定 の基 準 を満 たす 特定 の実践的 作業 単位 が選択 され なけれ ばな り

ませ ん。

内部評価 の形式 は様 々ですが、すべての内部評価 に共通する手続上の特徴がいくつかあ り

ます。第1に 、内部評価 は可能な限 り普段 の教室での授業の中に組み込まれなければな り

ませ ん。内部評価は、教科内容ではな くスキルが焦点 とな りますが、教師または生徒が内

部評価の対象 として選択す る活動 は、多 くの場合、規定の課程内容を教授するための手段

として利用す ることも可能です。 内部評価 のために採用 され る活動は、スキルの向上のた
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めに、つ ま り形 成的 に利 用す るこ ともで きます。 また 、累積 的に用 いれ ば最 終評価 結果 を

得 るた めに も役 立 ちます 。 ある1つ の活 動 を形成 的評価 か ら最終 の 累積 的評 価 の一部 と し

て用 い る よ うに変更す るか は、多 くの場 合 、教 師 の決 定 に委 ね られ ます。 内部評価 は、1

つ の課 程 の授 業がすべ て終 わ った後 に実施 され る、授業 とは別 の 「追加 的」活動 と見 なす

べ きで はあ りませ ん。

第2の 共通 の特徴 は、実際 に最終評 価 に反 映 され る活 動 のため に教 師 が生徒 に提供す る規

定 のサ ポー トレベル です。 そ の活 動か ら最 終 的に作 り出 され る結果 が 比較 的形 式的 な文章

作 品で ある場合 、一般 的 に教 師が生徒 と共 に主題 とアプ ローチ につ いて議論 し、最初 の下

書 き を読 んで限定 的な範 囲で助 言 を提 供す る こ とが許 され てい ます。 そ の後 に行 う原稿 の

修 正 あるいは編集 は、生徒 が行 わ なれ ばな りませ ん。 それ によ り、 内部評価 の ため に提 出

され る最 終作 品が生徒 自身 の もの とな ります 。 内部評価 の対象 作 品 を作成 す るべ 一 ス と し

て グルー プ活動 が認 め られ る場合 もあ ります 。 ただ し、文 章作品 を提 出す る場合 に は、必

ず 生徒1人1人 の個人 制作 で なけれ ばな りませ ん。

第3に 、内部評価 を実行 す る ときに は課 程 ご とに定 め られ てい る評価 基準 セ ッ トを適用 し

ます(第5.4節 を参 照)。 この基 準 は、内部 評価 の対 象 とす るべ きス キル の種類 とレベル を

定 めた もの です 。教 師は、 生徒 が内部評 価 基準 を良 く理解 してい る こ と、 また 内部 評価 の

対象 とな る作 業単位 がそれ らの基 準 を効果 的 に取 り入れ てい る こ とを保証 しなけれ ばな り

ませ ん。 特 に、 グル ープ4の 実験科 学 にお いて この こ とは重要 です。 この グルー プで は、

実践 的作業 のポー トフ ォ リオ の中に評価 基 準 に照 ら して判断すれ ば内部評 価 に適 さない作

業単位 がい くつか含 まれ てい る場 合が あ り得 ます し、それ はま った く当然 の こ となのです。

グル ープ4の 内部評 価基 準 は、あ る特 定 のス キルセ ッ トを対象 とす る よ うに考 え られ てい

て 、一部 の標 準的科 学実験 室作業 で はそ のス キル が重要 で ある とは限 りませ ん。

外部 で採点 が行われ る試験 以外 の コンポー ネ ン トで も、少数 の コ ンポ ーネ ン トにつ いて は、

上記 の特徴 の うち最 後の2っ が 当ては ま ります。 そ の よ うな コンポー ネ ン トと して 、課題

論文 、知識 の理論 の論 文 、言語A1の 世界 文 学の課 題 、言語A2の 筆記 タスク、お よび音

楽 的調査 があ ります 。 これ らの作業単 位 は、採 点 の ために試験 官 に送付 され 、教 師が採 点

す るの ではあ りませ ん が、生徒 と共 に作 業 につい てデ ィス カ ッシ ョンを し、助言 を行 い、

評価 基準 を検討す る上 で教師 が果 たす 役割 は、教 師 が採 点 を行 う内部評価 コンポー ネ ン ト

の場 合 と非常 に よく似 てい ます 。

5.4採 点

す で に、採 点者 の信 頼性 が いか に重 要 で あるか につ いて述 べま したが 、信 頼性 とは 、あ る

1つ の作業単位 につい て、 その採 点 を行 う試 験 官が誰 で あろ うと、また いつそ の採 点 が行

われ たか にかかわ らず 、 ほぼ一定 の点数 を付 ける こ とがで き る評価 プ ロセ スの能力 を言い

ます。 この信頼性 を確保す るため に行 われて い る主 な方 法 は3つ あ ります。第1に 、一貫

性 を持 って また客観 的に採 点 を行 うこ とが で きる試 験官だ けを任 命 し継続 採用 す る こ とが

重要 です。DP試 験 官 はほ ぼ全 員 が このプ ロ グラム の経 験 を積 んだ教 師 です。 その よ うな
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試 験 官 は 、教授 され てい る課程 と評価 要件 につい てあ らか じめ熟知 してい る こ と、お よび

期 待 され る水 準 につ い て もあ る程度 の 知識 が あるこ とか ら、採 点 とい うタスク に とって理

想 的 です 。 第2に 、個 々の コンポーネ ン トの最上級試 験官 を除 き、す べて の試 験官 は試 験

セ ッシ ョン ご とに毎 回 自分 の採点 につ いて点検 を受 けます 一過去 に良 くで きたか らと言 っ

て も、次 の セ ッシ ョンで は ど うな るかわか りませ ん。この手続 は、適 正化 と呼 ばれ 、第5.5

節 で説 明い た します 。 第3の 方 法 につ い ては、 こ こで よ り詳 しく解説 します。 それ は、採

点 を どの よ うに行 うのか について試 験官 に総合 的な指示 を行 うこ とです。 これ は、事前 の

トレー ニ ング に よって 可能 にな ります。IBOで は、 この分 野 の活 動 につい て、近 い将来 電

子 的手 毅 を利 用 して大 幅 に改 善す る計画 です。 デ ィプ ロマ ・プ ログ ラムの試 験官 に対 して

は、適 正化 を成 功 させ るために従 うべ き運 用上 の手続 につ いての詳 細 な指 示 と、 どのよ う

に配点 を行 うか につい て の十 分な情報 が提 供 され ます。

IBOは 配 点 に関 して試 験 官に指針 を示す た め、主 に2つ の方 法 を用 いて います:分 析 的採

点 ス キー ム と評価 基 準(得 点 帯域 と呼 ばれ る改 良版 が あ ります)。

5.4.1分 析 的採 点ス キー ム

分析 的採 点 スキー ム は 、受験者 に対 し特定 の種類 の解 答 また は最 終 解答 を期待 す る試 験 問

題 のた め に作成 され てい ます 。 この採 点 ス キー ムは 、あ る1つ の質 問に割 り当て られ てい

る総 点数 を解 答 の各 部 分 に どの よ うに配 分す るか につ い て、試験 官 に具体的 な指 示 を示 す

ものです 。 上級試 験 チ ー ムが解 答 の各部分 の重 要性 を定 め、それ に従 って点数 の配分 が決

ま ります。 受 験 者 は、1つ の質問 の様 々な部分 につい て、正解 す る場合 も間違 え る場合 も

あ ります。ま た、長 い構造化 され た質 問は、受験者 がそ の質 問の最初 の部 分で 間違 え る と、

その後 の部分 に正解 で きない よ うに作 られ てい ます 。 この ため、科 学や数 学な ど理 数系 の

教 科 で は、構 造 化 され た質問 を採 用 して、試 験官 が部分 点 を認 め る こ とがで きるよ うに し

て い ます。 複 雑 な質 問 を構 造化 しない と、解 答 の早 い段 階で わず かな 間違 い を犯 した り、

ち ょっ と した誤解 を してまっ た く見 当違 い の方 向で考 えて しまっ たた めに、多 くの点 を失

う受 験者 がい るか も しれ ませ ん。最 も高度 に作 られ た分析 的採 点 スキー ムは、数学 で用い

られ て い る もの です。 そ の採 点 スキー ムで は、特定 の種 類 の誤答 を どの よ うに採 点す るか

につ い て、 ま た受験者 が1つ の質 問 の一部分 で間違 えて い る場合 に、 どの よ うに してその

解 答 を最 後 ま で採 点す るかについ て、具 体的 な指 示 が示 され て います。

高度 に特殊 な解答 を期待 して い る構造 化 された質 問で も、受験 者 が取 り得 る多様 なア プ ロ

ーチの 中の主 な種 類 につ いて 、また受 験者 が犯す と思われ る共 通 の誤 りについて 、一貫性

の あ る採 点 を行 うた め、採 点 スキー ムに よ り十分 な情報 を試 験 官 に提 供 しなけれ ばな りま

せ ん。ま た、予想 外 の解 答や模 範解 答 とは異 な るけれ ども有 効 な解 答 に点数 を付 けるた め、

試 験 官 の専 門 的 な判 断 が必 要 にな る問題 が 、試 験 問題 に は必ず い くつ か含 まれ てい ます 。

しか し、採 点 ス キー ムはそ の よ うな判 断 を どの よ うに行 うか につ い て、可能 な限 り多 くの

指 針 を提 供 しな けれ ばな りませ ん。

試験官助手は、採点スキームと評価基準の提供を受けますが、採点期間中にはその他にも
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電話 やe-メ ール によって上級 試験 官か ら助言 を受 け るこ とがで き ます。

上級 試験 チー ムは、試 験 問題 とその採点 ス キーム を作成す る とき、受 験者 が書 くあ らゆる

種類 の解 答 を予 測で き る とは 限 りませ ん。受験者 が書 きそ うな種 類 の解 答 を予測 す るた め

にあ らゆる努 力が な され ます が、世界 には、 教育 に関す る文化 も教授 スタイル も様 々な も

のが存在 す るので、 世界規模 で この予測 を行 うこ とは きわめて 困難 です。 この 問題 に対処

す るた め、 そ して、試 験官 に よって異 な った もの に なる可能性 の あ る判 断へ の依 存 をで き

る限 り減 らす た め、受験者 の 多い教科 では 、試 験 問題 ご とに担 当の 上級採 点者 が試 験 終 了

後直 ち に会合 し、一 部 の受 験者 を抽 出 して ス ク リプ トの検 討 を行 い ます 。 この会議 は標 準

化会議 と呼ばれ 、あ る人数 の受 験者 が書い た実際 の解答 を踏 ま えて 、採 点 ス キーム に少数:

の最 終的 な追加 と修 正 を行 い、 さ らに、採点 ス キー ムが どの よ うに適用 され るべ きか につ

い て上級採 点者達 が合 意 してい る ことの確認 を 目的 としてい ます。 この会議 は適 正化 を適

切 に行 うた めに不 可欠 で あ り、会議 の席上 で指摘 され た問題 点 は直 ちにす べ ての試 験官助

手 に伝 え られ ます。

5.4.2評 価 基準

評価 タス クが 自由解 答式 で、 有効 な解答 があ ま りに も多様 にな る もの と推 測 され 、分析 的

採 点 スキー ムを作成 で きない 場合 は、代 わ って評 価 基準 が適 用 され ます。 評価 基 準 は、 あ

る特 定の種類 の教科 内容 の知識 を示す よ うに受 験者 に求 め るもの も あ り得 ます が、受 験者

の解答 に含 まれ るべ き具体 的 な内容 を指定す る もので はあ りませ ん。評 価 基準 に よって定

め られ るのは、む しろ受験者 が示す ことが期待 され る一般 的 なス キル で あ り、解 答 の特殊

な個人 的特徴 は問題 にな りませ ん。例 えば、 言語A1の 試 験 で、初 めて 見 る2つ の文章 の

抜 粋 が あ り、そ の うちの1つ について意 見を書 くよ うに求 めてい る場 合 、そ の問題 に適用

され る5つ の評価基 準 には 、それぞれ 次の名 前 が付 いてい ます:テ キス トの理 解 、テキ ス

トの解 釈 、文学 的特徴 の評価 、外 観、言語 の正式 な使 い方。1つ1つ の基 準 は関連 す るス

キル のセ ッ トで構 成 され 、受験者 はそ のスキル を一 定の範 囲の完成 度 で示 す こ とが 求 め ら

れ ます。 また言語B(主 た る第2言 語課程)で は、選択 したタス ク に対す る解 答 を文章 で

作成 す る よ う求 め る試 験 問題 につ いて、次の3つ の評価基 準が用 い られ ます:言 語 の流 暢

さと正確 さ、文化 的相 互 作用(想 定 されてい る読 み 手 に とって ス タイル 、言語 レベ ル、 手

段 、お よび構 造 が適 切 か)、 メ ッセー ジの伝 達。第3の 例 と して、学習 テ ー々 を選択 して、

それ に関す る哲 学 的論 文 を求 め る質問 に適用 され る4つ の基準 は次 の とお りです:表 現 の

明晰 さ、哲学 的 問題 につ いて の知識 と理解 、関連す る問題 の認 識 と分析 、お よび展 開 と評

価。

自由解答式の問題の他に、内部評価 と外部で評価 される非試験タス クも高度 に多様化する

性質を持つため、評価基準を適用 して採点が行われます。グループ4の すべ ての実験科学

では、内部評価 のために次の8つ の評価基準が用い られます。

・調 査 のため最初 の計 画 立案(問 題 の定義 、仮 定 の作 成、変数 の選 択)

・道 具 の選 択 と方法 の設計
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・デ ー タ収集

・デ ー タの処理 と提示

・結論 と評価

・操作 的 スキル(技 術 を実行 し
、指示 に従 う)

・ チー ム作 業 のス キル

・意 欲 と倫理 的 な活 動

これ らの基 準 と第3.5節 で示 した課程 の 目標 との間 には密 接 な関係 が あ り、 高度 な コンス

トラク ト妥 当性 がそ れ に よっ て支 え られ てい ます 。

評価基準が適用 され るあ らゆる場合において、受験者の到達度に どのような差があると得

点に差が出るかは、各基準 ごとに定め られている到達度記述子によって定義 されます。 こ

の記述子は、受験者の解答を基準に照 らして測定するための典型的な方法を記述す るもの

です。ある1つ の作業単位の得点は、すべての基準に関 して最高到達度が得 られている場

合に、それぞれの到達度の点数を合計 して、満点にな ります。 より重要性が高い と考えら

れている基準 にはよ り大きな重み付けが行われ、より高い到達度が設定されます。

基 準到 達度 記 述 子 は 当然 なが ら階層 構 造 にな っていて、多 くの場合 、 それ はBloometal

(1956)が 定 義 してい る認 知ス キル の階層構 造 と関係 のある ものです が、そ の2つ の階層構

造 は独 立 してい る とい うこ とを指摘 してお かな けれ ばな りませ ん。 よ り低 い レベ ル の記 述

子 が 「よ り単 純 な」 認知 ス キル にだ け割 り当て られ る とは 限 らず 、ま た よ り高 い レベル の

記述 子 が 「よ り高次 の」認知 ス キル に のみ用 い られ る とは 限 りませ ん。1つ1つ の認知 ス

キル 領 域 の 中で 、到 達度 には一定 の範 囲が あ る とい うことが認 識 されて います。

一例 を示す と
、言 語A1の 論評 問題(writtencommentarypaper)(IBO,1999,p.44)で

「テ キ ス ト解釈 」 基 準 には以 下の到 達度 が設定 されて います。 この基 準 は、テ キス トにつ

いて の受 験者 の考 えの適切 さ、受験者 がその考 えを どれ だ け良 く掘 り下 げたか 、受 験者 が

自分 の主 張 を どれ だ け適切 に説 明 してい るか、 受験者が どの程度 まで 自分 の適切 な態度 を

表 現 して い るか を測 定す るものです。 この到達度 は、第3.5節 に示 した言語A1の 最初 の

目標 と、課 程 の 最 後 に行 われ る評 価 プ ロセ ス との間に ある非常 に密接 な関連 を示 してい ま

す。 第3.5節 で 示 したそ の 目標 とは 「…受 験者 は、文学 に対 す る 自分 自身 の態 度 を示す よ

うに、独 立 の文 学批 評 を行 う能力 を証 明す るこ とが期待 され る」 とい うものです。

到達度

0受 験者 は レベル1に 到達 していない。

1テ キス トをほ とん ど解釈 してい ない。

・受験者 の考 えは、 ほ とん どが無意味かまたは当を得てい ない。 または

・論評が主 としてテ キス トの内容 を記述 しているか、また は繰 り返 しているだ けである。

2テ キス トを多少解 釈 してい る。

・受験者 の考 えは、時 々当を得 ていない場合 がある。
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・論評が主 として根拠 のない一般化で成 り立 っている。 または

・論評は主 としてテ キス トの言い換えである。

3テ キス トを的確 に解釈 している。

・受験者 の考 えは、おおむね妥 当で ある。

・分析が的確であ り、また関連性 のある例 をい くつか引いて適切 に説明 されてい る。

4テ キス トの解釈が良 くできている。

・受験者の考えは明 らかに妥当であ り、適切な 自分 自身 の態度がその中に含 まれてい る。

・分析 が全体的に詳細で あ り、また妥当な例 を引いて巧みに説明 されて いる。

5テ キス トの解釈が優秀で ある。

・受験者 の考 えに説得力が あ り、また適切 で熟慮 され た自分 幽身 の態度がそ こに含 まれ てい

る。

・分析が終始詳細 であ り、慎重 に選 ばれた例 を用いて説得力のある説明が行われてい る。

DP評 価 の到 達度基 準の適 用 にお いて用 い られ てい るアプ ローチ は、 「最適 」モデ ル です 。

評価基 準 を適用 す る試 験官 ま たは教 師 は、採 点対象 の作 業単位 に全体 と して最 も良 く適 合

す る到 達度 を選 択 しな けれ ば な りませ ん。 あ る1つ の到達度 を認定 す るた めに、その レベ

ル の詳 細 な特徴 がす べ て満 た され てい る必要 は あ りませ ん。 また 、分析 的採 点ス キー ム で

は満 点 がつ けば完壁 な解 答で ある と言 え るで しょ うが、評価 基準 の最 高 レベル は完壁 さを

表す わ けではない とい うこ とに注 意 して くだ さい(分 析 的採 点ス キー ムは評価 基準 に比べ

使 用す る点数 の範 囲がず っ と広 くな ってい ます)。

どの試験 セ ッシ ョンで も毎 回 同 じ評価基 準 に従 って採 点 され る試験 タス クがい くつか あ り

ます。 その よ うな タス クの一 般 的 な性 質(通 常 は論文 ま たは長作 文)は どの試験 セ ッシ ョ

ンで も同 じだ と して も、個 々 の質 問に固有 の要件 に よって評 価基 準 が どの よ うに適 用 され

るかが影 響 を受 けます 。そ の場合 、分析 的採 点 ス キー ムは適 しませ ん。一般 的 には、試 験

問題 を準備 した上級試 験 官が採 点 の注意事 項 を作成 します 。そ の採点 の注 意事項 は、試 験

官助 手 に対 し、1つ1つ の質 問 に どの よ うに評価 基 準 を適 用す るか につい て の指 針 を示 す

ものです。評価 基準 が 内部評価 に用 い られ る場 合 は、教 師 とモデ レー ター の 両者 が公表 さ

れ てい る教 師用参 考資料 を参 照す る必要 が あ ります 。 この資料 に は基 準 の適用方 法が い く

つかの例 に よって説 明 され てい ます。

5.4.3得 点帯域

ある1つ の特定 の作業 単位 に適 用で き るい くつ かの異 な る評価 基 準 を分離 す るこ とが適切

で はない と判 断 され る場合 が あ ります 。評価 基 準 は、互い に比較 的独 立 したや り方 で適 用

され 、受験者 が ある1つ の基準 に関 して示 したパ フォーマ ンスが他 のパ フォーマ ンス に影

響 を与 えない よ うにす る こ とが最 も適 切 です。 実 際には 、その よ うなや り方 が完全 に実現

でき るこ とはほ とん どあ りませ ん。 別 々の評価 基 準 を分離 で きない状況 で は、違 うアプ ロ

ー チ を採用 します。 これ は、評 価対 象 の作 業 が非 常に多様 で 、1つ1つ の基 準 はすべ て の

解答 に容易 に適用 で きるに もか かわ らず 、 それ らの基準 をセ ッ トに して取 り出す こ とが で

きない場合 に も、必要 な措置 です 。そ の よ うな場 合 、個 別の基 準で はな く得 点帯域 を用 い
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ます。 実 際の とこ ろ、得 点帯 域 はあ る作 業 単位 が1つ の総 体 として評価 され る とき、そ の

作 業単位 に適 用 され る単一 の総合 的基 準 で ある と言 えます。受 験者 のパ フォーマ ンスに点

差 を付 け るため に合理 的 な得 点範 囲 の要件 が必 要な ので、各得 点 帯域 レベル記述 子 は、そ

れ ぞれ が い くつ かの得 点 に対 応 します 。

記述 子 自体 は、 かな り長 い もの にな る場合 が多 く、受験者 の作 業 の中 に含 まれ てい る=潜在

的 な質 の証 拠 を広 い範 囲で取 り上げ ます。 また 、 この記 述子 も課程 の 目標 に直接 連動 して

い ます。得 点帯域 の実例 は、「デ ィプ ロマ ・プ ログラム歴 史 ガイ ド」(DiplomaProgramme

Historyguide)'(IBO,2001a)を ご覧 くだ さい。評 価基 準 の場 合 と同 じくこの記 述子 に も

「最 適 」 アプ ロー チが用 い られ ます。 た だ し、1つ の レベ ル記 述子 に設定 され てい る得 点

の範 囲 か ら どの得 点 を与 えるべ きか につい て は、受 験者 の作業 がそ の記 述子 に どの程度適

合 して い るか に従 って採 点者 が判 断 を行 い ます。例 えば、 ある1つ の得点 帯域 に6点 か ら

10点 まで が設 定 され てい る と します。試 験 官 は、受 験者 の作業 が 当該 の レベル記述 子 に ど

の程 度適 合 して い るか を得点 帯域 スケ ール に よって判断 し、そ の範 囲か ら1つ の得 点 を付

けます。 採 点 法 と して総 合的(特 定帯域)方 法 と評 価基 準法 のいずれ も利用可能 な論 文 が

ある と して、 そ の両方 の採 点 法 を実際 に適用 して採 点す る と、採 点 の信 頼性 に関 して両者

には ほ とん ど差 が ない ことが調 査 に よって示 され ています(Wood,1991、 第5章)。

5.4.4採 点 スケ ジ ュー ル

試 験官 に よって行 われ る外 部採点 は、厳 しい 時間的制約 の中で行 われ ます。最後 の試 験 日

か ら結 果発 表 ま で は6週 間で す。あ る1つ の試験 が行 われ る 日の翌 日か らそ の6週 間の 間

に、採 点 ス キー ム を最 終 的に決定 し、受験 者 のス ク リプ トが世界 中の様 々な場所 にい る試

験 官 の も とに到着 し、そ のス ク リプ トの採 点が行 われ 、そ してIBCAに 返送 され 、各試 験

官 が採 点 したス ク リプ トのサ ンプル が よ り経験 の豊富 な試 験 官の もとに送 られ 、そ の試 験

官 がサ ンプル の適 正化 を行 い 、IBCAに 返 送 し、グ レー ド判 定会議 が 開かれ 、そ して採 点

のや り直 しが必要 で あ る と判 断 された ス ク リプ トの採点 が完 了 しなけれ ばな りませ ん。 各

試 験 官 の採 点 に対 す る適 正化 は、 そ の試 験 官が最初 に行 った作 業 のサ ンプル をべ 一ス に し

て行 われ ます。 このサ ンプル の適 正化 が行 われ てい る間、試験 官 は担 当す る残 りのス ク リ

プ トの採 点 を続 けます。 適正 化 プ ロセ ス 自体 につ いて は後 出 の章で説 明 します が、試験 官

が適 正化 サ ンプル を送付 した後 に も、試 験官 の担 当ス ク リプ ト全 体 を通 じて採 点に一貫性

が あ るか を点検 す るた め に、い くつか の方法 が実施 され る とい うこ とを、指摘 してお く必

要 が あ ります 。

最初 に、 グ レー ド判定 会議 にお い て グ レー ド境 界 を決 定す る段 階で、上級 試験官チ ーム が

数 多 くのス ク リプ トを点検 します 。 このプ ロセス では、採 点 よ りはむ しろ受験者 の作 業 を

検討 す る こ とに重 点 が置 かれ ます が 、問題 の あ る採 点 があれ ば 目に付 きます。第2に 、 グ

レー ド境 界 が決 定 され た後 、 も う少 しで上 のグ レー ドが獲得 で きた受験者 を選んで 、上級

試験 官 が そ のス ク リプ トの採 点 をや り直 します。 この段 階 で も、最 初の採 点に問題 があれ

ばそれ を発 見 で きます。 第3に 、受 験者 の作 業 の再採 点(「 結 果照会 」 と呼ばれ るサ ー ビ

ス で、試 験 結果 の発 表 後 に学校 が 要求 で きます)が 行 われ て い る間に、試験 官に よる採 点
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に 問題 が あった り、一 貫性 が欠 けていれ ば、 その証 拠 が見つ か ります。 この よ うに、試 験

官 の採 点の質 を点検 す る方法 が適 正化 サ ンプ ルの他 に もい くつ か あ ります。

5.4.5訪 問試 験官

最後 に、 この章で繰 り返 し述べて い る よ うに、評価 対象 の解答 を遠 隔地 にい る試 験官 が採

点す る場合 があ ります 。一般 的 に評価 の対象 は筆 記 され た ス ク リプ トです が、 時に は ビデ

オテ ープや オーデ ィオカセ ッ トテ ー プの場合 もあ ります 。 しか し、 あ る特 定 の状況 で は、

試 験 官が学校 に 出向いて受 験者 の作業 を直接 評価 します。試 験官 が世界 中に広 く しか も薄

く分布 してい る現状 では 、資源 コス トが高 くつ き、試 験官 レベル での信頼性 を維 持す るこ

とも難 しい ので、訪 問試 験 官制度 が利 用 され るの は、 この制度 に対 す る明確 で確 実 な要 求

が あ る場合 に限 られ ます。 現在 、訪 問試 験 官 は視覚 芸術 と試験的 に行 われて い るダンス課

程(pilotdancecourse)に 限 り実施 され て い ます 。受験者 の作業 を現場 で見 る こと、そ し

て受験者 の作 業 につ いて 当人達 と直 に議 論 す るこ との要 求 は、現 状 の制約 よ り重要 です。

訪 問試 験官 は、評価 基 準 に従 って判定 を行 い 、そ の判 定の適 正化 は写真や ビデオ を使 って

行 われ ます。 これ は、受 験者 の到達度 評価 にお け る信 頼性 と妥 当性 とい う2つ の必要性 の

間 で重大 な妥協 を行 うこ とに な ります。 訪 問試 験 官 に よって行 われ た採 点 を扱 うた めの手

順 は、常 に見直 しが行 われ てい ます。

5.5適 正化

5.5.1適 正化手競

適正化 は採 点の信頼性 を確保 す るた めの、 唯一 の も のでは あ りませ ん が、 最 も重要 な手法

です(第5.4.4節 を参照)。 各 コ ンポー ネ ン トの主幹 試験 官 は標 準 を定 め る立場です が、 こ

の試 験官 を除 くすべ て の試 験官 は、採 点 した解答 のサ ンプル を熟練 の信 頼 で きる試 験官で

あ りチー ム リー ダー で あ る試験 官 に提 出 します 。 このサ ンプル は 、チー ム リー ダー が採点

をや り直 した うえで、採 点結果 のペ アを統 計的 に比 較す るこ とに よ り、最初 の試験 官の採

点 が容認 で きる ものか ど うか を判 定 します。お そ ら くは若 干 の調整 が 行われ るで しょうし、

容認 で きない場合 もあ ります。適 正化 は 階層 的な プ ロセ ス になっ てい て、受 験者数 の多い

典型 的 な試 験 コンポーネ ン トの階層構 造 を構 成 す る様 々な レベル を図2に 示 します 。

PrincipalexaminerTeamleaderTeamleaderTeamleaderAsstexAsstexAsstexAsstexAsstexAsstexAsstexAsstexAsstexAsstexAsstexAsstex

Principalexaminer:主 幹 試 験 官 、Teamleader:チ ー ム リー ダ ー 、Asstex:試 験 官 助 手

図2:受 験者数 の多い典型的 な、外部評価 が行われ るコンポーネ ン トの適正化の階層構造。

図は見やす くするために簡略化 した。 一実際 には、大半のチー ムは約10名 の試験官助

手によって構成 されている。
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多 くの場合 、コ ンポーネ ン トの主幹 試験 官 は主任試 験官 また は主任試 験官 代理 が務 め ます。

ただ し、きわ めて熟 練 した信頼 でき る元チ ー ム リー ダー が務 め る こともで きます。一般 に、

主 幹試 験 官 は試験 問題 の作成者 を兼 ね ます。 そ うで ない と して も、 その試験 問題 の作成 に

深 く関 わ ってい ます。 チー ム リー ダー は、一 定数 の試験 セ ッシ ョンを通 じて一貫性 の ある

正確 な採 点 をす る能力 を証 明 した熟 練 の試 験 官 です 。一般 的 に、1人 の チー ム リー ダー が

最 大 で10人 の試験 官助 手 を監督 します 。試 験 問題 コンポーネ ン トに関 して は、適 正化サ

ンプル のサ イ ズ は1人 の試験官 が受 け持 つ総 ス ク リプ トの15%で あ り、最 小で10人 分、

最 大 で20人 分 の ス ク リプ トです。 試験 官 は、一 定数 の学校 か ら提 出 され たス ク リプ トを

サ ンプル と して提 出す るこ と、 またス ク リプ トの得 点 も可能 な限 り広い範 囲が含 まれ てい

るよ うにす るこ とが求 め られ ます。

5.5.2相 関 性基 準

サ ンプル に含 まれ てい る各 受験者 の ス ク リプ トに対 して2名 の採点 者 に よる採 点が行 われ

た後 、そ のペ アの採 点結 果 を統計 的分析 にか けます 。1つ の統計 手法 は、相 関係 数 です(積

率相 関係 数 を用 い ます)。 これ は、2人 の試 験官 に よる採 点結 果 の関係 性 の一貫性 を測 定す

るもの です 。相 関係 数 がゼ ロで あれ ば、 両者 の間 にはま った く相 関性 があ りませ ん。係数

1は 、2人 の採 点者 に よる採点 の間 に完全 な相 関性 があ る ことを示 します。 したが って、

最 高 か ら最 低 ま での候 補者 の ラン ク付 けも一致 します(た だ し、2人 の試験官 がま った く

同 じ点 数 を付 け た とは 限 りませ ん)。 係 数 一1は 、受験者 の作業 の相対 的 な価値 につ いて2

名 の試 験官 が一 貫 して逆 の意見 を持 ってい るこ とを示 します 。 した がって 、試 験官 が付 け

るラ ン ク も対 立す る こ とにな ります。

あ る1人 の試 験 官 によ る採点 が容認 可能 に なるた めには 、相 関係 数 が0.90以 上で 、試 験

官助 手 とチー ム リー ダー との 間に高い 一致 が見 られ なけれ ばな りませ ん。相 関係 数が0.90

未 満 で あれ ば、 ほ とん どの場合 は試験 官助 手 が担 当 したス ク リプ トを よ り信頼性 の高 い試

験 官 が 再度 採 点す る こ とに な ります。 そ の よ うな場合 、採点 の不 一致 を招 いた特定 の原 因

が 明 らか に な り、容 易 に矯正 でき る場 合 を除 き、そ の試 験官 助手 は 二度 と使 われ ませ ん。

ただ し、相 関係 数 が高 い とい うだけで は、試 験官 の採点 が容認 可能 に なる とは限 りませ ん。

例 えば 、 あ る試 験 官助 手 が25点 満 点 の試 験 で、すべ ての受 験者 に対 して あま りにも多 く

の 問題 に4点 を付 け てい ると します。 そ うす る と、ラ ンクの相 関性 は非 常 に高 くな ります

が、 十分 に良 い採 点 で あ る とは言 えませ ん。

5.5.3直線 回 帰

各 適 正化 サ ンプル に対 して、 さらにデ ー タ の分析 を進 めます 。 その結果 、 サ ンプル に現れ

てい る一 般 的 な傾 向に基 づい てその試 験 官 のす べ ての採 点結 果 に対 して適切 な平均調整 を

行 うこ とが可能 にな ります 。 こ こで用 い られ る技法 は、直線 回帰 と呼ばれ る もの です 。試

験官 助手 とチ ー ム リー ダーの両者 が採 点 した サ ンプル の得点 か らデ ータポ イ ン トの集 合 を

プ ロ ッ トし、 それ に当 てはま る最 適 の直線 を計 算 します。 これ を図3に 示 します。
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Teamleadermark(y):

チ ー ム リー ダ ー が 付 け た 得 点(y)

Assistantexaminermark(x):

試 験 官 助 手 が 付 け た 得 点(x)

Correlationcoefficient:相 関 係 数

r=0.99

Equationofregressionlin:回 帰 直 線 式

y=0.95x+3.13

図3:80点 満点 の試験問題 で ある試験官助手が行 った採点 についての適正化 の回帰直線。1

つ1つ の点 は試験官助手 とチー ム リー ダーがサ ンプル のスク リプ トに付 けた点のペア

を表す。実線で示 した回帰直線 は、試験宮助 手の採点 を適正化 後の点数 に変換す るため

に用い られ る。

サ ンプル デー タか ら計算 され た回帰直線 式 を用 いて 、試験 官助 手が付 けた得 点(x)を 同 じ

受 験者 にチー ム リー ダーが付 けた であ ろ う得 点 の平均(y)に 変 換 します。この よ うな適 正

化 に よる調整 は、 サ ンプル を元 にそれ よ り遙か に多 い数 の得 点 の集 合 に外 挿す るこ とに よ

って行 われ るので 、必ず採 点 の一般 的な傾 向 を根 拠 と しなけれ ばな りませ ん。 特定 の受験

者 に特徴 的 な個 人 の変位 は 、考慮 で きません。例 えば、図3に お いて あ る1つ の点 は、試

験 官助 手が42点 を付 けた ス ク リプ トに対 しチ ー ム リー ダーが46点 を付 けた ことを示 して

い ます。 しか し、 その ことだ けで調整 す る とすれ ば 、一般 的な傾 向 とは異 な り、そ の試 験

官助手 が42点 を付 けたすべ て の受 験者 に とって適切 で あ る とは言 え ないで し ょ う。逆 に、

回帰 直線 は採 点の差 異 の平均値 を表 してい て、 これ に よ り、そ の試 験 官助 手 が42点 を付

けたす べて のス ク リプ トは43点 に修 正 され ます 。そ して 、 この こ との た めに採 点 の点 検

が さ らに行 われ ます 。そ の 中で特 に重 要 な方 法が 「ア ッ ト・リス キ ング(atrisking)」(第

5.6節 を参 照)と 呼 ばれ る もの です 。適 正化 の 目的は、受 験者 の得 点 が全体 として よ り適

切 な レベル に調整 され るよ うにす るこ とです 。適 正化 は、す べて の受験 者 に対 して厳密 に

正確 な採 点結 果 を保 証す る こ とはで きませ ん。

5.5.4そ の他 の基準

適正化 の調整 を 自動 的 に適用 で き るよ うにな るに は、納得 のい く相 関性 を達 成す る こ との

他 に も、試験 官 の採 点 が満 た さな けれ ばな らない基準 が2っ あ ります 。 まず 、 回帰 直線 の

勾配 が0.5か ら1.5ま で の範 囲 に入 ってい な けれ ば な りませ ん。直線 の勾配 が低 す ぎ る(あ

るい は浅す ぎる)と 、試 験官 助手 に よる受 験者 の採 点結 果 があま りに も広 く拡散 して い る

こ とにな ります。 つ ま り、 で きの良 くないス ク リプ トに付 け る点数 が低 す ぎ、 でき の良い

ス ク リプ トに付 け る点 数が 高す ぎます。 た とえそれ が一貫 した傾 向で あ る と して も、 これ

は不 適切 です。 この場 合、 チー ム リー ダーは試駿 官助 手がつ け る得 点 の範 囲 を大幅 に圧縮
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す る必要 が あ ります。 勾配 が1.5を 超 えてい る と、直線 が急 峻過 ぎ るの で、今述 べた の と

は逆 の こ とが言 えます 。試 験官助 手 は受験 者 のできの良 くないス ク リプ トとで きの 良いス

ク リプ トとの差 別化 を十分 に行 わな か ったの で、チーム リー ダー は得点 の範囲 を拡張す る

必要 が あ ります 。

第2の 基準 は、試 験官 助手 が採 点 したサ ン プル の得点の平均 とチ ー ム リー ダー が付 けたサ

ンプル の得 点 の平 均 との差が 、そ の コ ンポーネ ン トの満 点 の10%未 満 でな けれ ばな らな

い とい ラもの です 。 した が って、 あ る コンポーネ ン トの満 点 が30点 だ とす る と、あ るサ

ンプ ル ス ク リプ トの試 験 官助 手 に よる採 点 の平均 は、チ ーム リー ダー が付 けた得点 の平均

か ら3点 差 の範 囲 に入 ってい なけれ ば な りませ ん。これ ら2つ の基準 のいずれ か一 方だ け

で も満 たせ な い採 点 を した試 験官 は、 一貫性 は あるか も しれ ませ ん が、 明 らか に期 待 され

る採 点標 準 か らはず れ てい るの で、適 正化 の失敗 と見な され ます 。

5.5.5適 正 化 の失敗

適 正化 を適 用 で きない 試験 官 のすべ て のス ク リプ トは、IBCAの 評価 ス タ ッフが1つ ず つ

見直 します。 評 価 ス タ ッフは基礎 デ ー タを慎 重に検 討 し、以 下 の決 定 を行 うことが で きま

す 。

1.別 の種 類 の適 正化 調整 を適 用す る。 主 に、得点範 囲の別 の部分 に適 用す る別 の 直線 に

よ る調整 が行 われ る。

2.そ の試 験 官 の傾 向 を明 らかにす るため 、サ ンプルデ ー タの追加 を要求す る。

3.そ の試 験 官 の採 点 を全面 的に また は部分 的 にや り直す こ とを要求 す る。

この よ うな場合 は、 必ず 以後 のセ ッシ ョンでその試験官 に作業 を依頼す るか ど うかにつ い

てSMA/CAMに よる勧 告 が行 われ ます。

5.5.6合 成適 正 化

チー ム リー ダー も 自分 の採点 結果 のサ ンプル を提 出 しなけれ ばな りませ ん。彼 ら自身 も直

線 回帰 に よ る適 正化 調整 を受 ける場合 が あ ります。図2に 示 した階 層構 造 に含 まれ て い る

すべ て の レベル の た めに導 かれ た適正 化式 を合成 し、1つ の総合 的適正化 調整 式 を作 成 し、

それ を各試 験 官助 手 に適 用 します 。 この よ うな合成 が適 切 に機 能す るには、適正化 階層 構

造 の 中の高 い レベ ル で行 われ た採 点結 果 が高度 に一致 してい な けれ ば な りませ ん。つま り、

チ ー ム リー ダー の採 点標 準 が主幹 試験 官 の標 準 に非 常に近 い もの で ある こ とが必 要で す。

5.5.7線 型 モ デル の順 応

今説 明 してい る適正 化 調整 シ ステ ムのべ 一ス には、直線 が調整 のた めの最 適モ デル であ る

とい う仮 定 が あ ります が 、この仮 定 には疑 問 の余地 があ ります 。現在IBOは 、最適直線 で

はな く最適 曲線 の研 究 を進 め てい ます 。総合 的な試 験 を行 って 、不 適切 な 曲線 関数(curved

function)が 導 かれ な い よ うに、 また複数 の適 正化 レベル を横 断 して 曲線 関数 を適切 に合

成 で き る よ うに してか らでな けれ ば、最 適 曲線 への移行 はで きませ ん。当面 は、「テ ー リン
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グ」 を導入 して線 型 モデル を多少 改 良 して い ます 。お わか りの よ うに、直線 的適 正化 調整

で は可能 な得 点範囲 の両極 に おいて不適 切 な影響 が 出 るおそれ があ ります。 つ ま り、 どの

受験者 も満点 を取れず 、 また零 点 を取 るこ ともない とい う結果 にな りかね ませ ん(例 とし

て図3を 参照)。 あ るい は、 できが悪 い けれ ども若干 の得点 に値 す るス ク リプ トが適 正化

によって零点 を付 け られ る場合 が あ ります。 また 図3の 場合 の よ うに、受験 者 が提 出 した

スク リプ トに点数 に値 す る こ とが何 も書 かれ ていず 、本 当に零 点を付 け るべ きであ る に も

か かわ らず 、その受験者 に点 が付 いて しま う場合 もあ り得 ます。

逆 の極 端 なケースで も同様 です。 非 常 に良い ス ク リプ トではあ って も、 明 らか な失敗 が数

カ所 あ るに もかか わ らず 、満 点が付 いて しま うか も しれ ませ ん。 あ るい は本 当に満 点 に値

す る受験者 が満 点 を取れ ない 場合 もあ ります 。一般 に、直線 回帰 に よる適 正化調 整 の影響

は、得 点範 囲の両極 にお い て最 も大 き くな ります。 一方 で、得点範 囲 の 中央部 分で は適正

化調整 の信頼度 が最 も高 くな ります。 そ して、 ほ とん どのサ ンプル デー タは この 中央部分

に集 中す る傾 向が あ ります。

この問題 を克服す るた め、得 点範 囲の上位20%と 下位20%に 含 まれ る得 点 に 「テー リン

グ」が適用 され ます 。この両極 にお いて 、計算 に よ り求 めた回帰直線 を修正 し、新 しい 「テ

ー リング した」直線 を適 用 します
。 図4に 示 した よ うに、 この直線 に よって 回帰直線 を最

大値 の座標 と最小値 の座 標 に接続 します。

Moderatedmark:適 正 化 後 の 得 点

Assistantexaminermark:試 験 官 助 手 が 付 け た 得 点

Regressionline:回 帰 直 線

Tailedlines:テ ー リ ン グ し た 直 線

図4:受 験者 の得点が最大値 また は最小値 か ら外 れた り、またはそれ らの値 になるこ とを防

ぐため、「テー リング」 を行 う。

この手順 を導入す る理 由は、試 験官 が どれ ほ ど甘 か ろ うとあ るい は厳 しか ろ うと、その試

験官が最低 点 よ り低い 点数 、 あ るいは満 点 よ り高 い点数 を付 け られ ない よ うにす る こ とで

す。た とえば甘 い試験 官 は、満 点 に値 しない受 験者 に も本 当に満 点 に値す る受 験者 と同 じ

よ うに満 点 を付 けて しま う可能 性 があ ります。適 正化 プ ロセ スは、 同 じ得 点 のすべ て の受

験者 に対 し同 じ取 り扱 い方 を しなけれ ばな りませ ん。 そ して 、到達 度 の拡散 が1点 にまで

圧 縮 され た ときには 、得点 に疑 問 があ って も受 験者 に有利 な扱 い をす る こ とが好 ま しい と

言 えます 。
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この よ うに して、試 験 官助 手 によ って満 点 を付 け られ た受験者(非 常 に少数 であ り、満点

よ りさ らに高 い点数 に値 す る場合 さえ あ ります)は 、適 正化調 整 の結果 にかかわ らず満点

を維持 し、 同 じ試験 官 が担 当 したそ の他 の受験 者 は満 点 を獲得 で きませ ん。ただ し、 これ

は試験 官助 手 の採 点 が十分 に 良 くで きていて 、 自動適 正化 プ ロセ ス を実施 で きる状態 であ

る こ とを前提 と して い ます 。 自動 的に適 正化 を行 うこ とがで きない試験 官 は、テ ー リン グ

も適用 で きませ ん。 も う一方 の極端 な ケー スで は、適正化後 の点数 が零 に なるのは最初 か

ら零 点の 場合 に限 られ ます。 テー リング に よって、 わず かで も得 点 に値 す るス ク リプ トが

零 点 を付 け られ るこ とが防止 で き、得 点 に値 しない スク リプ トに わず かで も点数が付 くこ

と も防止 で きます。

5.5.1内 部 評価 の適 正 化

最初 に授 業担 当教 師 が採 点 を行 う内部評価 につい て は、上 述 したの と同 じ基本構 造 に従 っ

て 適正 化 が行 わ れ ます が、適 正化 が行 えるか ど うか の基準 にはい くつか の相違が あ ります。

(適 正化 の成 功 は、最初 の採 点が 絶対 的 に正確 だ った とい うこ とを意 味 しませ ん。直線 的

適 正 化調 整 を適 用す るた めに十分 な一 貫性 が あ った とい うこ とを意 味す るに過 ぎませ ん。)

内部 評価 の適 正化 階層 構造 を 図5に 示 します 。

PrincipalmoderatorSeniormoderatorSeniormoderatorAssistantmoderatorAssistantmoderatorAssistantmoderatorAssistantmoderatorAssistantmoderatorAssistantmoderatorSchoolSchoolSchoolSchoolSchoolSchoolSchoolSchoolSchoolSchool

Principalmoderator:主 幹 モ デ レー タ ー 、Seniormoderator:上 級 モ デ レー タ ー 、Assistantmoderator:

モ デ レ ー タ ー 助 手 、School:学 校

図5:内 部評価 コンポー ネン トに適用 され る適正化 の階層構 造。 図は簡略化 されている。実

際 には、1人 のモデ レーター助手が約10校 か ら内部評価サ ンプル を受け取 り、1人 の上

級モデ レー ター は約10人 のモデ レー ター助 手を監督 します。

内部評 価 の適 正化 が果 たす役割 に対 して外 部評価 の場合 と若干 異 なった アプ ローチ が と ら

れ て い ます が 、それ は適 正化 を行 う担 当者 に試 験官 とは異な る名 称 一主幹 モデ レー ター、

上級 モデ レー ター 、モ デ レー ター助 手 一が与 え られ てい るこ とに よって表 され てい ます。

これ らのモ デ レー ター はそ の大 半が熟 練 のDP教 師です。 内部 評価 され るコンポーネ ン ト

は 、す べ て評価 基準 を適用 して採 点 され ます。 そ して、大 半の ケースで は、モデ レー ター

に比べ る と教 師 は、受 験者 が作 業 を行 う状 況 とプ ロセス につ いて 遙か に豊富 な情報 を手 に
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入れ る ことがで きます。 その こ とか ら、言語 教科 の 口頭 試験 を除 く大半 の 内部評価 コンポ

ー ネ ン トについ て
、モデ レー ターは教 師の採 点 が適 切 で ある と思われ るか ど うか を判 断す

るよ う求 め られ るのです。 教師 が付 けた点数 に 関わ りな く受験者 の作業 を単 に再採 点す る

のでは あ りませ ん。 教師 の採点 が変更 され るの は、そ の採 点 が不適切 で あ る とモ デ レー タ

ー が確信 した場合 に限 ります
。

この よ うに外部評価 の場 合 に比べて よ り柔軟 なアプ ローチ が とられ て い るに もか かわ らず 、

適 正化失敗 の ほ とん どのケー スは 内部評価 で発 生 してい ます 。IBOは 内部評価 を行 う能力

に関 して教師 を信任 してい るわ けでは あ りませ ん。またIBOは 試 験官助 手 につ いて は、ど

の試 験官助 手が評価 を行 うか をコン トロール で きます が、それ と同 じよ うに 内部 評価 を ど

の教師 が行 うかを コン トロールで き る立場 では あ りあませ ん。 また 、教師 と して も、ある

1つ の学校 の1つ の ク ラス内で は生徒 グル ー プ の性 質 が限定 され ていた り、時 には典型 的

で はなか った り、 あ るい は非常 に均 一 なの で、広 い得 点範 囲や多様 な作 業 タイ プ を含 んだ

満 足 のい く適正化 サ ンプル を提 出す るこ とが難 しい こともあ ります 。サ ンプル に含 まれ る

得 点や 作業 タイ プ の範 囲がや む を得 ず狭 くな る と、 そのサ ンプル が 自動 適正化 システム を

適 用 され るた めの統計 的要件 を満 たす こ とは一層難 しくな ります。

この よ うな要 因が あ るた め、ま た内部評価 の対象 とな る作業 には本 来 的 に 自由解答 型 が多

く、採 点 にお いて主観性 が入 り込 みやす い こ とか ら、適 正化 プ ロセ スを 自動 的に適 用す る

た めの基準 は若 干緩 くな ってい ます。相 関係数 は0.85以 上 とします 。 回帰 直線 の勾配は 、

外 部評価 の場合 と同 じく0.5か ら1.5ま で の間で な けれ ばな りませ んが 、サ ンプル の平均

値 の差 に制 限があ りませ ん。 回帰 直線 のテー リン グは、得点 範 囲の下 の部 分 では行 われ ま

す が 、上の部分 で は行 われ ませ ん。 これ は、 明 らか に満 点 に値 しない受 験者 に教師 が満点

を付 けて しま うケー スが頻繁 に見 られ るた めです。 内部評価 コンポーネ ン トで使 用 され る

適 正化 サ ンプル のサ イズ は、外部評 価 の場 合 に比 べ小 さ くな ってい ます(学 校 か らモデ レ

ー ター助 手 に送 られ るサ ンプル の数 は、学 校 グル ー プに在籍 す る受 験者 の人数 に応 じて、

10、8、5、 またはそれ よ り少 な くな ります)。 この よ うにサ ンプル数 が少 な くなる理 由の1

つ は、サ ンプル 数 を これ よ り増やす と実 際 には大 半 の受験者 の作 業 を再 評価 す る結 果 にな

る可能性 が あ るこ と、そ して も う1つ の理 由は 、モデ レー ターお よび上級 モ デ レー ターが

担 当す る受験者 の人数 が少 ない こ とです。 あ る1人 の受 験者 につ いて 内部評価 が行 われ る

作業 は、試験 ス ク リプ トに比べ て よ り内容 が濃 く、審 査が難 しくな ります。 そのた め、モ

デ レー ター が担 当す る作業 を少 な くせ ざるを得 ませ ん。 学校 が正式 に 内部 評価 成 績 を提 出

した後 、IBOが 受 験 生 を選 択 し、そ の作 業 を 内部 評 価適 正化 サ ンプル と して使 用 します。

学校 内で ある課 程 の受 講者 数が十 分 に多 く、生徒 を複 数 のク ラス に分 け、2名 以上 の教師

が 内部 評価 の実行 に携 わ る こ とがで きる場合 、IBOで は、それ らの教 師達 が 内部評価 を分

担 して行 うこと、そ して評価 基準 を どの よ うに適 用す るか につ いて教 師達 が協 力 して標準

化作業 を行 うこ とを期 待 します。そ の学校 に対 して要 求 され る適正化 サ ンプル は1つ です。

そ の中 に内部評 価 に携 わ るすべ ての教 師が採 点 した受験者 の作 業が含 まれ てい るはず です 。

しか し、1つ の学校 内 に同 じ教科 で異 な る解答 言語 を用 い る複数 の クラス が ある場 合 は、
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言語 ご とに別 の適 正化 サ ンプル を提 出す るこ とが求 め られ ます。

5.6グ レー・ド判定 と集 計

5.6.1手 続

グ レー ド判 定会議 は 、各教 科 の評 価 プ ロセ スの最終段 階です 。 この会議 は、試 験 問題 の 日

付 か ら約35日 後 に行 われ ます が 、この ときま でにその教科 の採 点 と適 正化 がすべ て完 了

して い な けれ ば な りませ ん。 そ して 、受験者 の人数 が ある程 度 の規模 に達 してい るすべ て

の教科 につ い て 、上級試 験 チ ー ムが この会議 のため にIBCAに 集 合 しなけれ ばな りませ ん。

上 級試 験 チ ー ム は、SAMICAMと 共 にそ のセ ッシ ョンの評価 コ ンポー ネ ン トに対 して行 わ

れ た評 価 作 業 を レビュー し、 各上級課 程 と標 準課程 につい て グ レー ド境 界 を設定 し、試験

官 の採 点 に関す る未 解 決 の問題 を解決 し、 「ア ッ ト ・リスキ ン グ」(第5.6.5節 を参 照)を

行 い ます 。

グ レー ド判 定 会議 の最 初 の任 務 は、各 コ ンポー ネ ン トに対 して行 われ た評価 作業 の検討 で

す 。会 議 の参 加 者 は全 員 が少 な く とも1つ の コンポーネ ン トの採 点に積極 的 にかかわ って

きた人 で あ り、 ま た大 半の メ ンバ ーは 、試 験 問題 の作成 に も貢 献 してい るはず です。 上級

試 験 官 は 、そ うい った 自分 自身 の経 験 に加 えて、試験 問題 つ いて教 師か ら正式 に提 出 され

た コメ ン トと、 受験 者 の解答 の一般 的 な特徴 につい て試験 官助 手 か ら提 出 され た報告 を読

み ます 。 これ らの情 報 は、上級 試験 チー ムが試験 問題 につい ての全 体的 な認 識 を踏 まえて

適切 な グ レー ド境 界 につ い て合 意す るた めの参 考 となる重 要 な資料 で あ る と共 に、すべ て

の 学校 に配布 され る教科報 告 書(第5.9節 を参 照)を 作成す るた めの基礎 ともな ります。

この作 業 がす む と、チー ム はセ ッシ ョン ごとに新 しい境 界を設 定す る必 要の あ る各 コ ンポ

ーネ ン トにつ い て1つ ずつ検 討 してい きます。 内部評価 が行 われ た コンポーネ ン トお よび

外部 評価 が行 われ た非試 験 コ ンポー ネ ン トの境 界は 、セ ッシ ョン ご とに毎回改訂 され るわ

けで は あ りませ ん。 通 常、それ らの境 界 は、そ の コンポーネ ン トが新た に導入 された とき

ま た は改訂 され た ときに1回 だけ定 め られ ます。そ の一方で 、試 験 問題 につい てはセ ッシ

ョン ご とに毎 回新 しい境 界 が定 め られ ます 。試験 問題 は、新 しい版 が作成 され るご とにい

つ もそ の前 の版 と比 べ て全体 的 な難 易度 が 同程度 に なる よ うに あ らゆる努 力が な され るの

で、 通 常 、境 界得 点 の変 更幅 は小 さ く抑 え られ ます。

5.6.2グ レー ド境界 の設 定

専門 的 な判 断 に依 存す る基 準 関連 システ ム にお いて は、上級 試 験官 は、試 験 問題 に書 かれ

た質 問 と、 個 々 の質 問 が解 答 と して受験者 に何 を求 めてい るか を考慮 す るだ けで、 グ レー

ド境 界 を設 定 で きな けれ ばな らな い と主 張す る ことは可能 か も しれ ませ ん。 しか し、受 験

者 が 実 際 に どの よ うに答 え るか につい て豊 富 な経 験 を積 むま で、専 門的 な判断 は非常 に難

しい の が現 実 です 。 時 には、非 常 に難 しくな る よ うに作 られ た質 問が受験者 に とって は容

易 に答 え られ るもの で あ るこ とが判 明す る こ ともあ り、 また その逆 もあ ります。 この よ う

な予 測不 可 能性 要 素 を減 らす ため 、試 験 の予備テ ス トが役 立つ で しょ うが、通 常は、 あ る

1つ の質 問が 実 際 に どの程 度難 しい ものであ るかの最終判 断 は、実 際 に採 点 を して結果 を
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見 るま では何 とも言 えませ ん。

グ レー ド境 界 の設 定 は、長 い時 間 をか けて討 議 を積 み重 ね、様 々な ソー スか ら得 た情報(上

級試 験官 に よる経 験 に裏 付 け られ た判 断、統 計的 比較 、標 準 を熟知 し、誰 よ りも良 く受験

者 を知 ってい る熟練 教 師の期 待)を 照合 しなけれ ば な らない、大 きな 問題 です。

各試 験 問題 で最 も重要 な グ レー ド境界 一つ ま りグ レー ド3と4の 境 界 、グ レー ド6と7の

境 界 、そ して グ レー ド2と3の 境 界 一は、 この順 に会議 の メンバ ー に よる判 断 で決 定 され

ます。 これ らの境 界 は、受 験者 が高等 教育 に進 むた めに最 も強 い影 響 を与 え る境 界 です。

その他 の境 界 は、会議 の メ ンバ ー の判 断 に よって設 定 された これ らの境 界 か ら内挿 に よっ

て決定 され ます。 会議 の メ ンバ ー の判断 に よって グ レー ド境 界を決定 す るた めの最 も重要

な手段 は、 グ レー ド記 述 子 に照 らして受 験者 の作業 の質 を審 査す る こ とです。 グ レー ド記

述子 は、それ ぞれ の グ レー ドで典 型 的な受験 者 に期待 され る作業標 準 の一般 的 な説 明です。

グ レー ド記述子 は 、 ある特定 の グ レー ドを取 得す るため に受験者 に期待 され る典型 的なパ

フォー マ ンスの特徴 を説 明す るもので 、授 業 担 当教 師に とっては、生徒 に どの よ うな準備

を させ れ ば良いか 、 また生徒 が取 得で きそ うなグ レー ドを予測す るには どの よ うにす れ ば

良い かを知 るた めの手 がか りとな るよ うに作 られ て います。ただ し、その よ うな記述 子 は、

実際 の評価対 象 とな る作 業 単位 に記述子 を適 用 した豊 寓 な経験 に基 づい て、初 めて完全 に

解釈す るこ とが可能 にな る とい うこ とを認 め る必 要 があ ります。数 学 の グ レー ド4の グ レ

ー ド記 述子 の例 を下 に示 します。

グ レー ド4の 成績 が 可(satifsactory)で あ るた めに は、シラバ ス につい て の十分 な知識 を

証 明す るこ と、定型 的 な タス クを実行 しな が ら数 学 の原 理 を応 用す る こと、単純 な文脈 で

数学 的プ ロセ ス を実 行 して 、正解 を得 るこ と、パ ター ン と構造 を認識 す る若 干 の能力 を示

す こと、定型 的 な状 況 にお いて 問題 解決 技術 を用 い るこ と、結 果 の重要性 に対す る限 定的

な理解 を持 ち、何 らか の結論 を引 き出す よ う試 み る こ と、数 学 につ い て適切 な技術 、表記

法お よび専 門用語 を用 いて 、的確 に コ ミュニ ケー シ ョンを行 うこ と、テ クノ ロジー を申 し

分 な く用 い るこ とが求 め られ る。

グ レー ド判 定会議 の前 に、上級試 験 チー ム(特 に主 幹試験 官)は 、各 コンポーネ ン トにつ

いての暫 定 グ レー ド境 界 を提 出 します 。 この グ レー ド境界 は、彼 らが境界 を どの点 数 に設

定す るべ きだ と考 えてい るか を、期待 され る標 準 につい ての過 去 の経 験 に基づ い て示す も

のです。 この暫定境 界 は 、各試 験 問題 が どの よ うに機 能 したかにつ いて の会議 出席者 の合

意 、お よび コンポーネ ン トの適 正化後 の得 点分 布(ヒ ス トグラム)を 過 去 の年 と比 較 した

結果 に対す る簡潔 な検討 と合 わせ て用 い るこ とで 、 グ レー ド境 界 を設 定す るべ きで ある と

考 え られ る得点範 囲 をチー ム が検討 す るた めの資料 とな ります。例 え ば27点 が グ レー ド3

の最 高点 で あ り、28点 が グ レー ド4の 最低 点 であ る とい うこ とで会議 の出席者 が合 意す る

まで、各 点数 のス ク リプ トをい くつ も順番 に検 討 してい きます。
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このプ ロセ ス を進 め る間 、上級 試 験官 は、 ス ク リプ トに記 され てい る点数 ではな く、受験

者 によ る実 際の解 答 の特徴 、 お よびそ れが グ レー ド記述 子 に どの程度適 合 してい るかに着

目す る こ とが求 め られ ます 。 この審 査 のた め に、 ある質 問で は高い 点を取 り、他 の質 問 で

は点数 の低 いス ク リプ トで はな く、試 験 問題 全体 を通 じて解答 の レベル が全般 的に均 一 で

あ るス ク リプ トを可能 な 限 り多 く選び ます 。あ る1つ の境 界 につい て会 議 出席 者の合 意 が

成 立す る と、 そ の他 の境界 とコンポー ネ ン トについ て も同 じプ ロセ スを行 います。会議 の

メンバー は、 どのセ ッシ ョンで も一貫 した標 準 が維持 で きる よ うにす るた め、過去 の試 験

セ ッシ ョンのス ク リプ トの うち グ レー ド境 界 にち ょ うど位 置 してい るス ク リプ トを参 照す

るこ とがで きます 。

このプ ロセス が適 用 され ない 唯一 の例 外 は、多項 選択式 の質 問で構成 され てい る試験 問題

です。 経験 に よっ て、多項 選 択式 の質 問 だ けで構 成 され てい る試 験 問題 の場合 、生徒 の作

業 の質 に基づ い て グ レー ド境 界 につ いて判 断す るこ とが非常 に困難 であ る とわか ってい ま

す 。 これ は 、受 験者 が実 際 に何 を学 んで きた かに基づ いて判 断す るべ きで あ るの に、そ の

証 拠 とな る もの が 多項選 択式 の解 答 に はほ とん ど含 まれ てい ない ことが理 由で あろ うと思

われ ます 。 そ の よ うな試 験 問題 で は、最 も近 い内容 の試 験 問題 につ いて会議 の メンバ ー の

判 断 に よって定 めた グ レー ド境 界 を利 用 し、 その試験 問題 で 各 グ レー ドに該 当す る受 験者

の人 数 の比 率 にで き る限 り近 い割 合 の受験 者 が多項選択 式試験 問題 の グ レー ドにも含 まれ

る よ うに、境 界 を計算 します。 例 えば 、グルー プ4の 実験科 学 では 、試験 問題1は 多項選

択 式 問題 で構 成 され てい ます 。試験 問題2は 、質 問の種類 が異 な りますが 、基礎 にな って

い る課程 の 内容 は用紙1と 同 じです 。そ こで、試験 問題2で 決 定 した境 界 に よって グ レー

ド7に 該 当す る受 験者 が9%に な った とす る と、試 験問題1の 境界 もグ レー ド7の 受 験者

が 可能 な限 り9%に 近い割 合 に な るよ うに計算 され ます。 したが って、多項選 択式試 験 問

題 での 生徒 の成績 は、そ の教 科 の全体 的 な グ レー ド別 人数分布 には ほ とん ど影響 しませ ん。

しか し、受験 者 個人 の教 科 の成 績 に は明 らか に影 響 します。

5.6.3集 計

す べ て の コンポ ーネ ン トにつ い て グ レー ド境 界 が決定 され る と、暫 定総 合教科 グ レー ド境

界 が計 算 され 、 暫 定教科 グ レー ド別人 数分布 の点 検が行 われ ます。 あ らゆる コンポー ネ ン

トの得 点(お よび境 界)を 集 計 して 、総得 点 のパ ーセ ンテー ジ を計算 す るため、得 点の ス

ケー リング を行 う必 要が あ ります 。 スケー リング は、そ の課程 の評価全 体 に対 して各 コン

ポーネ ン トが 占め る割 合 に応 じた重 み付 け を維持 す るよ うに行 われ ます 。例 えば、 あ る教

科 の上 級課 程 が3っ の コンポー ネ ン トで構成 され 、最 終結果 に対 して コンポーネ ン ト1が

占め る割合 が50%、 コンポー ネ ン ト2が30%、 コ ンポーネ ン ト3が20%に な るこ とが評

価 モデ ル に よっ て要求 され て い る と します 。 コンポーネ ン ト2の 満 点 が90点 と して設計

され てい る と、規 定 の重 み で あ る30%が 得 られ よ うに、適 正化 後 の得 点 を3で 割 っ てス ケ

ー リングを行 い ます。 コンポ ーネ ン トの グ レー ド境界 は、 当初90点 を満 点 と して決 定 さ

れ ます が 、 この境 界 に も同 じ処 理 を行 い ます。

ここで重要な ことは、重み付けの概念が可能な到達度(満 点によって表 されています)に
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基づ いてい て、与 え られ た点数 の分布 や拡 散 を表 す た めに用 い られ るので は ない とい うこ

とです。 ある コンポーネ ン トの重み が30%で ある と して も、それ は、その コ ンポーネ ン ト

が個 々 の受 験者 の得点 の最 終的拡 散 に30%の 貢献 を行 わ なけれ ばな らない とい う意味 で

は あ りませ ん。－ そ の よ うなアプ ローチ は基準参 照 システ ム にお いて よ り典 型 的に見 られ

るものです。基準参 照 システ ムは評価項 目とテ ス トの第1の 目的 と して受 験者 間の差別化

が設 定 され てい ます。DP評 価 システ ムで は 、受 験者 の差別 化 は受 験者 の到 達度評 価 に次

ぐ2番 目の 目的です 。得点 に 関 して は受 験者 の拡散 が行 われ ないコ ンポ ーネ ン トで も、重

要 な教育 的到達度が その コンポー ネ ン トに よ って記 録 され 、受験 者 の能力 の総合 的判 断に

とって貴重 な貢献 が行われ ます。あ る1つ の教 科 レベ ル に適 用 され るDP評 価 モデル の様 々

な コンポー ネ ン トが、受験者 の得 点 に関 してそれ ぞれ 異 なる拡散 を生み 出す ことが で きま

す。 コンポーネ ン トに よって それぞれ グ レー ド別人数 分布(各 グ レー ドに含 まれ る受 験者

の割 合)が ま った く異 な るこ ともあ り得 ます。

コ ンポー ネ ン トの重み が、受 験者 の総得 点 に対 して その コンポーネ ン トが 占める割 合 とま

った く同 じで なけれ ばな らない とい う要 求 は あ りませ ん。重み付 けの意味 は、 ある1つ の

コンポーネ ン トに与 え られ てい る単位(credit)の 総数 の割合 を示 す こ とで あ り、到達 度

の全体 的な比 率構 成 は必 ず しも表 され ませ ん。

DP評 価 システ ムで採 用 され てい るアプ ロー チ は、重 み付 け、結合(集 計)お よびスケー

リングの方法 と して 、例 えばWood(1991、 第10章)に よって提 唱 され て い るよ うな よ り

洗 練 され た方 法 になってい る とは言 えない か も しれ ませ ん。 しか し、 受験者 の得 点がそ の

周 囲 にい る他 の受験者 ので き具合 のみ に よって 変更 され るべ きでは ない とい う健 全 な基準

関連原則 に基 づいて います。

また このア プ ローチ には、 よ り複雑 な重 み付 け とスケー リングのモデ ル に比べ 、透 明性 と

い う重 要 な利 点 もあ ります。 必要 なス ケー リン グを適用 した後 、得点 と境 界は 最 も近い

整 数 に丸 め られ ます。 数字 の末尾 が ち ょ うど0.5に なった得点 と境 界 は 、受 験者 に有利 な

数字 に丸 め られ ます。 一得 点 は切 り上 げ、境 界 は切 り下げが行 われ ます。次 に、 各 コンポ

ーネ ン トのグ レー ドご とに最 も高い得 点が合 計 され て 、それ らの コンポーネ ン トが含 まれ

る教科 のグ レー ド別 の最高得 点 が計算 され ます 。 グ レー ド別 の最低 得 点で はな く最 高得点

が選 ばれ るのは 、いわ ゆ る 「平均へ の回帰 」効 果 を抑 制す るた めです 。平均へ の回帰 とは、

簡単 に言 う と、1つ の コンポ ーネ ン トで あ る特 定 の グ レー ドに到 達す る こ とよ り、複 数の

コ ンポーネ ン トで同時 に同 じグ レー ドに到 達す る こ との方が難 しい、 とい うこ とです 。例

えば、3っ の コンポーネ ン トで構 成 され る評価 モ デル を仮 定 します。 各 コ ンポーネ ン トで

受 験者 の10%が グ レー ド7を 獲得 しま した が 、総合 で グ レー ド7を 獲得 した のは5%に も

達 しませ んで した。 これ は、3つ の コンポー ネ ン トを通 じて受験者 のパ フォーマ ンス が必

ず しも同 じレベル で行 われ なか ったた めです。

表2に 集 計の例 を示 します 。 この表 のデー タか ら、教科全 体で の グ レー ド6と7の 境 界は

82点／83点 にな ります。 した が って、た とえば2つ の コ ンポーネ ン トで グ レー ド6の 最

‐ 139‐



高点 を獲得 し、第3の コンポー ネ ン トで グ レー ド7の 最低点 を獲得 した受 験者 は、グ レー

ド7が 与 え られ ます 。受験 者 の最 終教科 グ レー ドは コンポーネ ン トごとの得 点の集計 に よ

っ て決 定 され 、 コ ンポーネ ン トごとの グ レー ドに よって決 ま るので はない 、 とい うことを

強 調 してお く必 要 が あ ります。 各 コンポー ネ ン トグ レー ドは 、あ る一 定 の範 囲の得点 を表

す ので 、2人 の受験 者の コンポーネ ン トグ レー ドが 同 じで も教科 グ レー ドは異な る とい う

結果 も、十 分 に あ り得 ます 。

表2：IBデ ィプ ロマ ・プ ログ ラム にお け るスケー リング後 の境界 の集計例

各DP教 科 内 の コ ンポーネ ン ト全体 を通 じて補償 原理 が適用 され ます。つ ま り、あ る1つ

の コ ンポー ネ ン トで あ る受験者 が低い 点 を取 って も、別 の コ ンポーネ ン トで高い 点 を取 る

こ とに よ って相 殺 され ます。 あ る特定 の教科 グ レー ドに到達 す るた めに超 えな けれ ば な ら

ない 「ハ ー ドル 」 は あ りませ ん。 ただ し、教科 グ レー ドを与 え られ るため には、受 験者 は

すべ て の コ ンポーネ ン トで作 業 を提 出 しな けれ ばな りませ ん。 したが って、実際 には ほ と

ん ど不可 能 です が 、受験者 が ある1つ の コンポーネ ン トで零 点 を取 った と して も、他 の コ

ンポ ーネ ン トで十 分 に高い点 数 を とれ ば 、教科 グ レー ド7に 到達す るこ とも理論 上は あ り

得 ます 。(た だ し、教 科 ご との結果 を結 合 して、受 験者 にデ ィプ ロマ を授 与す るか ど うかを

決 定す る とき には 、 この補償 原理 は適 用 され ませ ん。デ ィプ ロマ につ いては、各教 科 、知

識 の理 論(TOK)お よび課題 論文(ExtendedEssay)に それ ぞれ 最低 グ レー ドがハ ー ド

ル と して定 め られ てい ます。)

5.6.4グ レー ド分布

コ ン ピュー タ処理 に よって コ ンポーネ ン トご との得 点 とグ レー ド境 界が集 計 され る と、グ

レー ド判 定 会議 で暫 定教科 グ レー ド分 布 を検討 し、そ の後 、最 終 グ レー ド境 界 を確 定 しま

す。 それ らを、過 去 の結 果、 学校 か ら提 出 され てい る予測 グ レー ドの分布 、お よび上級試

験 チー ム に よ る一般 的 な期 待 と比較す る必 要が あ ります。 教科 グ レー ド分布 を過去 の年度

の デー タを比 較 して 大幅 な変化 が あった場合 は、そ の理 由が説 明 され な けれ ばな りませ ん。

例 え ば受験 者 の 大幅 な増加 が あって 、全体 的 な到 達度が変 わ った と します。 この場合 、新

しい参加 校 の 相対 的 なパ フォ ーマ ンスの分析 が役 に立っ で しょ う。 内部評価 が行 われ る コ

ンポー ネ ン トな ど、 毎年 グ レー ド境界 が一 定 してい るコンポ ーネ ン トで のパ フォー マ ンス
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を比較 す るこ とも、指標 として役 に立っ で しょう。 グ レー ド判 定会議 の メ ンバー が必 要で

ある と判 断すれ ば、す で にグ レー ド境界 を決定 した コンポーネ ン トにつ い て、 その グ レー

ド境 界 を見直す こ とも可能 です 。

グ レー ド記 述子お よび過 去 の結 果 を考慮 して、全 体的 な グ レー ド分布 が受 験者 の到達度 を

公 正 に反 映 して い る とIBOス タ ッフを含 む グ レー ド判 定会議 の メンバ ーが納 得す れ ば、各

学校 ご との結 果 を計 算 し、 印刷 します。次 に、結果 の適切 さについ て最 終点検 が行 われ ま

す。 この点検 は 、教 師 が必要 な標準 にっ いて熟知 してい る とい う信 頼 で きる記 録 の あ る、

経験 の豊 富な学校 を一 定数選 び、 それ らの学校 につ いて予測 された グ レー ドを実 際 に認 定

され た グ レー ドと比較 して行 い ます 。 こ こで も、重 大な不一致 が あれ ば再度 見直 しを行 う,

こ とがで きます。

5.6.5「アット ・リス キ ング」

最終結 果 がおお むね公 正 で正確 で ある と判 断 され る と、上級試験 チー ム お よび その他 の熟

練試 験官 達が採 点の信 頼性 に 関 して未:解決 の 問題 を解決 します。「再 採点 」が必要 な試験 官、

あるい は適 正化 サ ンプル には特 に 問題 が なか ったに もかか わ らず 、後で 疑 わ しい と判 断 さ

れ た試 験 官が何 人か い る可能性 が あ ります。 しか し、「再採、点 」が必 要 にな る主 なケー スは

「危 険 な(atrisk)」 受 験者 で しょ う。 一般 的に、 「危 険な」受 験者 とは予測 され た グ レー

ドに比べ最 終 グ レー ドが2段 階以 上悪 く、1つ 上の教 科 グ レー ドを獲得 で きる得 点 か ら2%

の範 囲 に含 まれ る受験 生 をいい ます。採 点 と適正化 に測 定誤 差が あ るので 、そ の よ うなボ

ー ダー ライ ン上 の採 点結果 は 、正確 さを確 認 す る必要 が あ ります。 また、該 当す る受 験者

の外 部採 点 コンポーネ ン トもすべ て再採 点 します。 ただ し、教科 と レベ ル につ いて 学校が

行 った グ レー ド予測 の多 くが著 し く楽 観的 であ る こ とが明 らか にな った場合 は、そ の学校

の再採 点 は あま り重視 す る必要 がない で しょ う。

第2の 「危 険 な」受験 生の カテ ゴ リー は、第1の カテ ゴ リー よ りず っ と少 ない のです が、

予測 よ り1段 階 だけ グ レー ドが低 く、予測 グ レー ドに到達す る得 点 か ら2点 以 内に い る受

験生 で 、 しか も、外 部採 点 コンポーネ ン トの うち少 な くとも1つ は 、試 験官 の採 点 が完全

に 申 し分 ない とは言 え ないが 、再採点 は行 われ てい なか った場合 です。

理想 的 には、教科 グ レー ド境 界 か ら2点 に 内の範 囲 にい るす べ ての受 験者 につ いて 、見直

しを行 って正 しい グ レー ドが認 定 され てい るか を点検 す るべ きで し ょ う。 しか し、資源 の

制約 によ り実 際に はそ の よ うな点検 は行 えませ ん。 したが って、採 点 と適正化 の不 正確 さ

に よっ て不利益 を被 った 可能性 が最 も高い と思 われ る受 験者 のカテ ゴ リー にのみ注 目す る

こ とにな ります 。

5.6.6支 援 要員

グ レー ド判定会議 は、SAMま た はCAM、 評価 ス タ ッフ、お よび試験 運 営 ス タ ッフ な ど多

くのIBOス タ ッフに よって支 え られ てい ます。また、多数 の臨時 ア シス タ ン トがIBCAに

提 出 され た受験 生 のス ク リプ トを受 け取 り、整理 し、点検 し、運 んでい ます。 臨時 ス タ ッ
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フの最 も重 要 な仕 事 は 、すべ ての 受験 生 のス ク リプ トを点検 して 、試 験官 がすべ て の解 答

を採 点 して い るか、 それ ぞれ の質 問 また はタ スクに設定 され てい る可能 な点数 の範 囲で点

を付 けて い るか 、そ して、点数 の合計 を正 しく計算 し、転記 し、総 得点 を記入 して い るか

を確認 す るこ とです 。

直接 的 には グ レー ド判 定会議 に参加 しな い人 たち に この会議 の手続 きを よ り良 くわか って

いた だ くた め、教 師 の オ ブザ ーバ ー を御 招 待 し、会議 に立 ち会 って いただ きます。 それ に

よ り、オ ブザ ーバ ー が そ こで経験 した こ とを同僚 に報告 す る ことが期待 され てい ます。

5.7最 終判定 委 員 会(Thefinalawardcommittee)

最 終判 定委 員 会 は 、 グ レー ド判 定会議 がすべ て開催 された後 、１ 月初頭 また は7月 初頭 に

試 験 結果 が公 表 され る直前 に 、開 かれ ます。 この委員 会 によって 、要件 を満 た した受験 者

にデ ィプ ロマ と成績 証 明 書が正 式 に授与 され ます。 また この委 員会 は以下 の事項 につ いて

も適切 な行 動 を認 可 します。

・ 障害 、事 故 ま た は病気 の ため に、通 常 の手続 に従 って処理 で きない受 験生 のケー ス。

・ 不慮 の状 況 に よって影 響 を受 けた受 験生 の ケース。

・問題 行動 が あっ た と主張 され てい る場合 。

・特殊 教 育 ニ ー ズ委 員 会 か ら特殊 教 育 の必要 な受 験生 の評価手 続 につ いて行 われ た方針 の

勧 告 。

最 終判 定委 員 会 は、試 験:委員 会(theexaminingboard)の 委 員長 が その委員 長 を務 め、

その他 の少 数 の主任 試 験 官 と上級IBOス タ ッフで構成 され ます 。グ レー ド判 定会議 と同 じ

く、1校 か ら1名 のオ ブザ ーバ ーが招 かれ 、 立 ち会 います。

最 終判 定委 員会 は、 不利 な状 況 に よって影 響 を受 けた受験者 がい る場合 、 その受験 生が被

った不利 益 を可能 で あれ ば補 償す る 目的 で、定 め られ てい る方針 と先例 に従 っ て対 処 しま

す。 そ の措 置 は 、得 点 を若干 上乗 せす る場 合 もあ ります し、1つ の試 験 コ ンポーネ ン トを

まった く受 験 で き なか った た めに、 それ を補償 す る場合 もあ ります。 後者 の場合 、統計 的

「逸 失 得点 の 手続 」(missingm .arkprocedure)を 用 いて、受 け られ な かった コンポーネ

ン トで得 られ た で あ ろ うと思 われ る得 点 を計算 す る ことがで きます。 この計算 は、そ の受

験 生が 他 の コ ンポー ネ ン トで獲得 した得 点 を受験生全 体の平均 的 な成 績 と比較す る こ とに

よ り行 われ ます。 この よ うな補償 が適用 で き るた めには、特 定の条件 が必 要です。 形式 的

DP評 価 シ ステ ム の手 続 マ ニュ アル であ る便覧 におい て公 表 され て い る一般 規定 の 中に記

載 され て い ます。

学校が締め切 りや手続 を守 らなかったことによる管理上の不手際のケースは、委員会で検

討 され ます。深刻 なケースでは、試験の安全性 と完全性 に対す る重大な脅威が生 じる場合

があ ります。また、不手際が繰 り返 され る場合 には、学校の認定が取 り消される可能性 も

あります。
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委 員会 で行 われ る討議 の大 半 は、受 験生 に よる問題 行動 の主 張がテ ーマ とな ります。 そ の

よ うな主張は、 た とえば試験 中の受験者 の行 動 につい て学校 自体が提 起す る こ とが で きま

す。 あ るいは試 験官 が受験者 の作業 に盗作や 共謀 の疑 いが あ ると考 えて提 起す るこ ともで

きます。 も う1つ 、問題行 動 の形態 と して あ り得 るのは、受験者 が他 の地域 にい る他 の受

験者 に、試 験問題 の内容 を彼 らの試験 よ り前 に教 える こ とです。 これ は時 差が あ るた め に

可能 です。 時差 のため に、世 界 中で同時 に試験 を行 うこ とがで きませ ん。試 験官 は、 問題

事 例が あれ ばそれ を見つ け られ るよ うに注 意す るこ とが求 め られ ます。IBOは 、受験者 間

でそ の よ うに情報 が共有 され る可能 性 を減 らす た め、地域 ご とに試 験問題 の 内容 を変 える

試 験 を増や す方 向に進 んでい ます。

問題 行動 の主張 が行 われ た場合 は必ず 、で き る限 り詳 しく事情 を調べ 、関係す る学校 と受

験 者 か ら説 明 を聞き、 その上 で委 員会 が最 終判 断 を下 します。 問題 行動 に よって有罪 と判

断 され た受 験者 は、 当該 の教 科 で成績 を付 け る こ とが拒 否 されます。 した が って、デ ィプ

ロマ を取得 す る ことが で きませ ん。

5.趣 結 果の公 表

デ ィプ ロマ と成績証 明書 につ い ての結果 は 、毎年2回 あ る試験 セ ッシ ョン ご とに1月5日

お よび7月5日 に学校お よび大学 入学制 度 に通知 され ます 。結果 の送付 は電子 的手段 に よ

って行 われ ます。 これ は、受験 者 の登録 や大 半 の得 点 の入 力な ど、試験 シス テム に関す る

他 の多 くの事務 プ ロセ スで も同様 です。受験者 には受験 した教科 ご とに1か ら7ま での数

値 化 され た グ レー ドが通知 され ます。完 全 なデ ィプ ロマ ・プ ログラム を履 修 した受験 者 に

は、TOKと 課題論 文 につ い て、文字 に よって表 され た グ レー ドも通知 され 、これ らを合計

した ものが総デ ィプ ロマ ・ポイ ン トとな ります。 以 下の条件 に該 当す る受 験者 に は、バイ

リンガル のデ ィプ ロマ を授 与 す る こ とがで きます。

1.言 語A1を2科 目受 験 した。

2.言 語A1を1科 目、お よび別 の言語 のA2を1科 目受験 した。

また は

3.言 語A1と して受 験 した もの とは別 の言語 で 、 グル ープ3ま た はグル ー プ4の 教科 の

うち少 な くとも1教 科 で試 験 を受 けたか また は課題論 文 を提 出 した。

デ ィプ ロマ ・ポイ ン トの満 点 は45点 です。これ を獲得 す る受験 者 はきわ めてわず かです。

また完全 なデ ィプ ロマ受 験者 の約5%が40点 以上 を取得 します。 デ ィプ ロマ の合 格 率は 、

過 去数年約80%で か な り安 定 してい ます。2月 中旬 お よび8月 中旬 に、結果 を記載 した正

式 な文 書が学校宛 て に送 付 され ます。

5.9フ ィー ドバ ック と結 果 の照 会

過 去数 年、IBOで はDP評 価 システ ム と受験 者 の到達度 に 関 して学校 と教 師に提供 す るフ

ィー ドバ ックを改良 し強化す る こ とに力 を注い で きま した。 この こ とは、教 室 での授業 の

た めに累積的評価 に よって提 供 され るサポ ー トを強化 し、評価 システ ム を利 用す る学校 、
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教 師お よび 受験 生 に とって評価 システ ムの構 造 を明 らか にす る とい う二重 の利点 があ りま

す。 毎 回試 験セ ッシ ョンの後 、試 験 問題 とそ れ に適 用 され る採点 ス キーム は学校 向 けに販

売 され ます 。 また 、上級試 験 チー ムが教 科 レポー トを作成 します 。 この レポー トは、各 コ

ンポー ネ ン トで の受 験生 のパ フォー マ ンス につい て一般 的な特徴 を漏 らさず記載 し、 どの

分 野で受 験者 の成績 が 良 く、 どこで劣 って い るよ うに思 われ るか を説 明 し、受 験者 が よ り

良い準備 をす る ための提 案 を行 い ます。 レポー トに は、各 コンポー ネ ン トに適 用 され た グ

レー ド境 界 も記 載 され てい ます。教 科 レポー トは、IB教 師 に専門的 なサ ポー トを提供す る

た めの ウェブ サイ トであ るオ ンライ ン ・カ リキ ュラム ・セ ンター(OCC)か ら教師が 直接

入 手で きます。

正 式 な結果 が 通知 され る とす ぐに、評価 コ ンポーネ ン トご とに受験 生1人1人 の適正化 後

の得点 とグ レー ドを示 す電 子 的情報 が 自動 的 に学校 に提 供 され ます 。 コンポーネ ン トご と

の得 点 とグ レー ドは、第3.2節 で示 した理 由に よ り、正式 に公表 され る受 験生 の結果 に含

まれ ませ ん。 これ らは、有益 な フ ィー ドバ ック情報 と して学校 に提 供 され るものであ り、

1つ の教 科 の評 価 モデル に含 まれ る様 々な コンポーネ ン トにお いて 、学校 の受験 生の相対

的 な長 所 と短所 がわ か ります 。学校 には、各 内部評 価 コンポーネ ン トご とに、学校 の教 師

が付 けた点 数 が適 正化 に よって どの よ うに修 正 され た か も通知 され ます 。 さらに、モデ レ

ー ター が 内部評 価 フィー ドバ ック書 を作 成 し、 これ が電子 的手段 に よ り学校 に送付 され ま

す 。 この フ ィー ドバ ックは 、各教科 で実施 された 内部評価 の長所 、お よび 改善が可能 な事

項 につ い て簡潔 に説 明 して います。

こ うい った よ り一般 的な形式 の フィー ドバ ックだ けで な く、学校 は特定の ケース を追跡 す

るた め に結 果 照会 サー ビス を利 用す る ことがで きます。有料 の照会 サー ビス は3種 類 あ り

ます。 カ テ ゴ リー1は 、1つ の教科 で外 部 で採点 され た特 定 の受 験 生の作 業に対す る再採

点 です 。学 校 ま たは受験 者 が試 験結 果 にパ フ ォー マ ンスが公 正に表 されて いない と判 断 し

た 場合 に、 これ を利用 します 。 この再採 点 の結果 と して教科 グ レー ドが あがれ ば、料金 は

請 求 され ませ ん。再採 点 の結果 に よって教科 グ レー ドが下 が るこ とは あ りませ ん。た だ し、

コ ンポ ーネ ン トの グ レー ドは下 が る場合 もあ ります。

カ テ ゴ リー2は 、学校 が あ る1つ の コンポーネ ン トにつ いて 、 自校 の受験者 グルー プ全員

の外 部採 点 ス ク リプ トの コピー を返却 す る よ う要 求す る こ とです。 これ に よ り、教 師は、

自分が受 け持 っ た受験者 ク ラス か ら提 出 され た作 業単位 が どの よ うに採点 され たかを知 る

こ とが で きます 。 試験 官 は、受験者 のス ク リプ トを採 点す る ときに は、 それ につい ての簡

潔 で建設 的な コメ ン トを書 くこ とが奨励 され てい ます。 そ の コメン トは、モデ レー ター と

上級 試 験官 が そ の後 に採 点 を見 直す ときに役 立ち ます が、そ れだ けで な く、教 師に とって

は さ らに有 益 な フ ィイー ドバ ック とな ります。 このカテ ゴ リーの 照会 は、教師 が今後 の授

業 の参 考 にで きる よ うに教 師 にフ ィー ドバ ック を提供 す るこ とを 目的 としてい ます が、学

校 が この照 会 を行 っ た後 にカテ ゴ リー1の 再採 点要求 を行 うことも可能 です。

カ テ ゴ リー3は 、モ デ レー ター が作成 す る レポー トです。 これ は、上述 の 内部評価 フ ィー
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ドバ ック書で は書け ないほ ど詳 しく、なぜ基 準 ご とに教 師 の内部評価 得 点 が確 認 ま たは調

整 され たか を説 明 します。 内部 評価 に使 用 され た現 行 タス クの適切 さについ て も、 さらに

詳 しい情 報が提供 され ます。 このサー ビス は、学校 がす で に内部評価 フ ィー ドバ ック書 と

適 正化 に よる点数調 整デ ー タを受 け取 って いて、 なぜ適 正化調整 が行 われた か を理 解す る

た め に さ らに詳 しい情報 が必 要で ある と判 断 した ときに、利用 され るこ とを 目的 と してい

ます 。

教 室で の授 業 を一層 効 果的 な ものに し、生 徒 の学 習 を改 良す るた め に形 式的DP評 価 シス

テ ム を利 用 していた だ く とい うはっ き りした 目的に よっ て、本節 で述べ た フ ィー ドバ ック

の ソー スは、す べて教 師 と学校 に提 供 され ます。
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付録B

IBデ ィプロ マ ・プロ グラムの評価方 針

1.デ ィプ ロマ ・プ ログラムの教科に関 して行われ るすべての評価 は、実際的に可能 な限 り、

各評価環境(筆 記試験 問題、内部評価 な ど)で 行われ る離散的テス トの方針 によって、学

習課程 とそ の 目標 に直接的に関係 を持たな けれ ばな らないIBOの 国際的 な広が りを反映 し

て、あ らゆる評価 技術が用い られ るべ きで ある。互いに関連す る複数 の教科には同 じ評価

方法が適用 され るべ きだが、1つ の教科 内では、上級 レベル と標 準 レベル の性質 に含 まれ

てい る実質的 な差がそれぞれ の評価モデルに反 映 されなけれ ばな らない。

2.デ ィプ ロマ ・プログラムの評価 とグ レー ド決 定手続は、学校 、教科 、解答 に使用す る言語、

あるいは試験セ ッシ ョンにかかわ らず 、すべての受験者に対 し均等 の待遇 を保 証 しなけれ

ばな らない。す べての グ レー ド決 定 と評価 の判断は、証拠 に基 づいて行 われなけれ ばな ら

ず 、いか なる形 態で あろ うともバ イアスがかかっていてはな らない。

3.通 常、す べての課程 には評価 コンポーネ ン トが3つ または4つ 用い られなけれ ばならない。

適宜、それ らの コンポーネン トは内部(学 校で行 う)評 価 と外 部評価 の両方が含 まれ るよ

うにす る。通 常、個 々の評価 コンポーネ ン トが評価全体 に占める比重は20%未 満 ではな ら

ず、また50%を 超 えて もな らない。また、内部で評価 され るコンポーネ ン トが評価全体 に

占める比重 は合計で50%を 超 えてはな らない。内部評価 と外部評価 のバ ランスは、課程の

すべ て の 目的 が妥 当かつ適切 に評価 され るこ とが保証 され るよ うに決定 しな ければな ら

ない。

4.筆 記 試験 の時間は、上級 レベル で合計5時 間、標準 レベルで3時 間 を超 えてはな らない。

1枚 の筆記試験 問題 に要す る時間は、3時 間を超 えてはな らない。 可能 な場合には必ず、

試験 問題 の所要 時間を規定の最長時間 よ り短 くしなけれ ばな らない。ただ し、試験 によっ

て妥 当で信 頼で きる評価 ができるこ とを条件 とす る。この時 間制約 は、内部評価 コンポー

ネ ン トまた はそ の他 の外部 で採 点す るコンポーネ ン トが総合 的評価モデル の重 要な一部

をなす教 科 にお いて、特に重要で ある。

5.教 師 と試 験官 によ る採 点は、採 点/再 採点モデル に統計的比較 を行 って、適正化式を求め、

それ に よって適正化 を行 う。 コンポーネ ン ト間の交差適正化 は行 われ ない。再採点は、モ

デ レーター を務 める試 験官 に送 られ るサ ンプル の作業に対 し、最初 の採点 と同 じ評価基準

に基づ いて行われ る。

6.内 部評価 は、主 に外部評価では適切 に評価す ることが難 しい スキル と理解の分野に対 して

行われ るべ きで ある。内部評価 は、受験者が試験 においても証 明できることを別 の環境で

証明す るた めの代替手段 として扱われてはな らない。内部評価 と外部評価の両方 において

スキル が評価 され るこ とによる不 当な重複 があってはな らない。

7.内 部評価 は、シラバスの内容 が漏れ な く学習 され てい るかを確認す るた めの手段 として用

い られ てはな らず、特定 のスキル を学習 している生徒の評価 を 目的 とす るべきで ある。必

要が あれ ば、シラバ スの内容が どの程度まで学習 されてい るか は、外部試験によって評価

す るべ きであ る。

8.内 部評価 タス クは、同 じ教科 の課題論文のために行われ る同 じ種類 の作業 と重複 してはな

らない。
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9.可 能であれ ば必ず 、内部評価 タスクはその教 科で普段行われ てい る教室での授 業(ま たは

宿題)の 不可欠 の一部 を構 成す るべ きで ある。 内部評価 は 「追加的」活 動であ ってはな ら

ない。内部評価 のために行 われ る作業は、生徒1人1人 の学習経験の一部 とな るよ うに意

図 され る。

10.内 部評価 の得点が受験者の教科 グレー ドに信頼:できる貢献 を行える よ うにす るため、内

部評価 の総得点の半分 以上に相 当す る作業は、適正化 を受 けなけれ ばな らない。 これは最

低限の条件であ り、可能 であれ ば必ず、内部評価 に よって得点が付 け られ るすべての作業

に対 して適正化 が行われ ることが好 ま しい。

11.1つ のデ ィプ ロマ ・プ ログラム課程の中で、長期間にわたって内部評価の対象 とな る異な

る複数のタスクが行 われ る場合(例 えば作業のポー トフォ リオを作成す るため)、 その期

間中に生徒が向上す るた めに時間的余裕 を設 けな けれ ばな らない。 したが って、最終内部

評価の得点 は、課程期間 中に生徒が行 ったパ フォーマ ンスの最高 レベル を反映 した もので

なければな らず、全課程期間中のパ フォーマ ンス の単なる平均であって はな らない。

12.内 部評価が単一の教科 の結果 に対 して 占め る比重は20%か ら50%ま で の範 囲だが、この

うちで上限 に近い値は、内部評価の対象 作業 に高い重み付 けを与 えるための特別 な根拠が

ある場合 に限 って、用い るべきである。

13.内 部 評価 の対象作業 は、適切 に文書化 され た、各課程 を実施 してい るすべ ての学校 に共

通の条件 下において作成 され るべきである。特に、共同作業の役割 、教師が提供できる支

援の程度 、生徒 が外部 の資源 を どの程度利用 できるか、そ して、作業の下書 きの作 り直 し

が どの程度許 され るかは、詳 しく記述 され なけれ ばならない。

14.内 部評価 の対象作業 につ いて、課程 ごとに指 定 され る作業量は、評価 の 目的 を達成す る

た めに必要 な最低 量を上回ってはな らない。可能 な場合には、内部評価が行 われ るタスク

について語数制限 を定め るべきである。最大制限語数は、そのタス クを完 了す るた めに必

要な語数 を上回ってはな らない。
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